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準備 


まを上のご注意 


♦ま全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの r ま全上のごま意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 
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この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に 
正しくお使いいたださ、あなたや他の人々へのち害や 
財塵への損害を未然に防止するために、いろいろな絵 
表示をしています。その表示と意味は次のようになつ 
ています。 

内容をよく理解してか5本文をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び 
死こまたは重傷を負ラ可能性び想定される内容を示し 
ています。 


心主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び 
損害を負ラ可能性び想定される内容および物的損害の 
みの発生び想定される内容を示しています。 


絵表示の例 


A A 記号はま意(警告を含む）しなければな5 
ない内容であることを示しています。 

図の中に具体的なを意内容(左図の場合は感 
電注意)が描かれています。 



0記号は禁止(やってはいけないこと)を示 
しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の場 
合は分解禁止)び描かれています。 


を 


♦ 記号は行動を強制したり指示する内容を 
示しています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場台は電 
源プラグをコンセントか5巧け)び描かれて 


います。 


A 警告 


異常時の処置 


を 


万一煙び出ている、変なにおいや音びする 
などの異常状態のまま使用すると乂災•感 
電の原因となります。すぐに機器本体の電 
源スイッチを切り、必ず電源プラグをコン 
セントから抜いてください。煙び出なくな 
るのを確認して販売店に修理をご依頼く 
ださい。お客様による修理は危険ですから 
絶対おやめ < ださい。 


を 


万一内部に水や異物等び入った場合は、ま 
ず機器本体の電源スイッチを切り、電源プ 
ラグをコンセントから抜いて販売店にご 
連絡ください。そのまま使用すると火災， 
感電の原因となります。 


を 


万一本機を落としたり、カノ く一を破損した 
場合は、機器本体の電源スイッチを切り、 
電源プラグをコンセントから抜いて販売 
店にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災•感電の原因となります。 


設置 


を 


• 電源プラグの刃および刃の付近にほこり 
や金属物び付着している場合は、電源プラ 
グを抜いてから乾いた布で取り除いてく 
ださい。そのまま使用すると乂災•感電の 
原因となります。 




電源コードの上に重いものをのせたり、 
コードび本機の下敷さにならないように 
してください。また、電源コードび引っ張 
られないようにしてください。コードび傷 
ついて、火災•感電の原因となります。コー 
ドの上を敷物などで覆うことにより、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまうことび 
あります。 


Q 


Q 


• 放熱をよくするため他の機器、壁等から間 
隔をとり、またラツクに入れる時はすさ間 
をあけてください。また、次のよラな使い 
ちで通風孔をふさびないで<ださい。内部 
に熱びこちり、火災の原因となることびあ 
ります。 

-►あおむけや横倒し、逆さまにする。 

-►押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に巧し込む。 

-►じゅうたんやふとんの上に置く。 
テーブル ク□スなどをかける。 

• 着脱式の電源コード(インレツトタイプ） 
び付属している場台のごま意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用 
することを目的とした専用部品です。他の 
電気製品ではご使用になれません。他の電 
気製品で使用した場合、発熱により乂災 • 
感電の原因となることびあります。また電 
源コードは本製品に付属のをの！;(外は使 
用しないでください。他の電源コードを使 
用した場合、この機器の本来の性能び出な 
いことや、電流容量不足による発熱から乂 
災•感電の原因となることびあります。 


Q 


本機の上に乂びついたろラそくなどの裸 
乂を置かないでください。乂災の原因とな 
ります。 












準備 


使用環境 



この機器に水び入ったり、めらさないよう 
にごを意ください。火災•感電の原因とな 
ります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用 
は特にごを意ください。 



風呂場•シャワー室等では使用しないでく 
ださい。火災•感電の原因となります。 
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表示された電源電圧（交流]日日ボルト 
己日 Hz /60 Hz ) じ(外の電圧で使用しない 
でください。乂災•感電の原因となります。 


0 


この機器を使用できるのは日本国内のみで 
す。船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続し 
ないでください。乂災の原因となります。 


使用方を 



本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化粧 
品、薬品や水などの入った容器またはルさ 
な金属物を置かないでください。こぼれた 
り、中に入つた場合、乂災 • 感電の原因とな 
ります。 



めれた手で(電源）プラグを抜さ差ししな 
いでください。感電の原因となることびあ 
ります。 




本機の通風孔などから、内部に金属類や燃 
えやすいちのなどを差し込んだり、落とし 
込んだりしないでください。乂災•感電の 
原因となります。特にお子様のいるご家庭 
ではごを意ください。 



• 本機の力八一を外したり、改造したりしない 
でください。内部には電圧の高い部分びあ 
り、乂災 • 感電の原因となります。内部の点 
検•整備•修理は販売店にご依頼 < ださい。 


Q 


電源コードを傷つけたり、加工したり、無理 
に曲ブ'たり、ねじったり、引っ張ったり、加熱 
したりしないで < ださい。コードび破損、して 
乂災•感電の原因となります。〕ードび傷ん 
だら(お線の露出、断線など)、販売店に交換 
をご依頼ください。 




雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラグ 
には触れないでください。感電の原因となり 
ます。 


A 注意 




電源プラグはコンセントに根元まで確実 
に差し込んでください。差し込みび不完全 
ですと発熱したり、ほこりび付着して乂災 
の原因となることびあります。また、電源 
プラグの刃に触れると感電することびあ 
ります。 


A 


キャスター付さの場合にはキャスター止 
めをして < ださい。動いたり、倒れたりし 
てけびの原因となることびあります。 


A 


テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に 
機器を接続する場合は、それぞれの機器の 
取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明 
に従つて接続してください。また、接続は 
指定のコードを使用してください。 


Q 


電源プラグは、根元まで差し込んでもゆる 
みびあるコンセントに接続しないでくだ 
さい。発熱して乂災の原因となることびあ 
ります。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 


Q 


ぐらついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ちた 
り、倒れたりしてけびの原因となることび 
あります。 


Q 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿 
気あるいはほこりの多い場所に置かない 
でください。火災•感電の原因となること 
びあります。 


A 


電源を入れる前には音量を最ルにしてく 
ださい。突然大さな音び出て聴力障害など 
の原因となることびあります。 


A 

(S) 

Q 


• 本機の電源び入っている状態で本機の底 
面に触れないでください。電源び入ってい 
る状態の本機底面は熱くなり、乂傷の原因 
となることびあります。 


• 本機の上に重いものや外枠からはみ出る 
よラな大さなちのを置かないでください。 
バランスびくずれて倒れたり、落下してけ 
びの原因となることびあります。 

• 本機の上にテレビを置かないでください。 
放熱や通風び妨げられて、乂災や故障の原 
因となることびあります。用ス扱説明書でテ 
レビの設置を認めている機器は除さます。） 
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異常時の処置 

京 

0 - 

を. 

0 - 

A : 

—► 

0 * 

使用方る 

0 * 

0 - 

0 - 


電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ 
張らないでください。コードび傷つさ乂 
災•感電の原因となることびあります。必 
ずプラグを持って抜いてください。 

電源コードを熱器具に近づけないで<だ 
さい。コードの被ふくび溶けて、乂災•感電 
の原因となることびあります。 

移動させる場合は、電源スイッチを切り必 
ず電源プラグをコンセントから抜さ、外部 
の接続コードを外してから、行ってくださ 
い。コードび傷つさ乂災•感電の原因とな 
ることびあります。 


瓜 


お子様びカセットテープ、ディスク挿入 □ 
に、手を入れないようにごを意ください。 
けびの原因になることびあります。 


A 


へッドホンをご使用になる時は、音量を上 
げすざないようにごを意ください。耳を刺 
激するよラな大さな音量で長時間続けて 
聞くと、聴力に悪い影響を与えることびあ 
ります。 


を 


旅行などで長期間ご使用にならない時は、 
安全のため必ず電源プラグをコンセント 
から抜いてください。 


電池 


本機の上にテレビやオーディオ機器を載 
せたまま移動しないで<ださい。倒れた 
り、落下してけびの原因となることびあり 
ます。重い場合は、持ち運びは2人上で 
行ってください。 




指定外の電池は使用しないでください。 
また、新しい電池とちい電池を混ぜて使用 
しないでください。電池の破裂、液もれに 
より、乂災 • けびや周囲を巧損する原因と 
なることびあります。 


アンテナエ事には技術と経験び必要です 
ので、販売店にご相談ください。 

送配電線から離れた場所に設置して < だ 
さい。アンテナび倒れた場合、感電の原因 
となることびあります。 

目 S、C S 放送受信用アンテナは強風の影 
響を受けやすいので、堅固に取りつけてく 
ださい。 

窓を閉め切った自動車の中や直射日光び 
当たる場所など異常に温度び高くなる場 
所に放置しないでください。火災の原因と 
なることびあります。 


A 


電池を機器内に挿入する場合、極 I '生表示(プ 
ラス (+) マイナス (一) の向き）にを意し、表 
示どおりに入れてください。間違えると電 
池の破裂、液もれにより、乂災 • けびや周囲 
をミち損する原因となることびあります。 



長時間使用しない時は、電池を取り出して 
おいてください。電池から液びもれて乂災、 
けび、周囲を巧損する原因となることびあ 
ります。もし液びもれた場合は、電池ケース 
についた液をよく}式き取ってから新しい電 
池を入れてください。また万一、もれた液び 
身体についた時は、水でよく洗い流してく 
ださい。 


ディスクを使用する機器の場合、ひび割 
れ、変形、または接着剤などで補修した 
ディスクは使用しないでください。ディス 
クは機器内で高速回転しますので、飛び 
散ってけびの原因となることびあります。 

レーヴーを使用している機器では、レー 
ヴー光源をのぞさこまないでください。 
レーヴー光び目に当たると視力障害を起 
こすことびあります。 

長時間音び歪んだ状態で使わないでくだ 
さい。スピーカーび発熱し、火災の原因と 
なることびあります。 

本機に乗ったり、ぶら下びったりしないで 
ください。特にお子様はごを意ください。 
倒れたり、壊れたりしてけびの原因になる 
ことびあります。 


Q 


電池は加熱したり分解したり、乂や水の中 
に入れないでください。電池の破裂、液もれ 
により、乂災、けびの原因となることびあり 
ます。 


巧巧 • 点検 


A 


己年に一度くらいは内部の掃除を販売店な 
どにご相談ください。内部にほこりびた 
まつたまま、長い間掃除をしないと乂災や 
故障の原因となることびあります。特に湿 
気の多くなる梅雨期の前に行ラとより効果 
的です。なお掃除費用については販売店な 
どにご相談ください。 


を 


• お手入れの際は安全のために電源プラグを 
コンセントから抜いて行ってください。 
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本機の使用環境温度範囲は已で〜3己で、使 
用環境湿度は8日％!；(下(通風孔び巧げられて 
いないこと)です。 

風通しの悪い所や湿度び高すざる場所、直射 
日光（または人工の強い光）の当たる場所に 
設置しないでください。 

D3-4-2-1-7c_Ja 


設置にごいて 


A * 放熱のため本機の上に物を置いたり、布 
やシートなどをかぶせた状態でのご使用 
警告は絶対におやめください。異常発熱によ 
り故障の原因となる場合びあります。 

• ラックなどに設置する場合は、上部に 
60 cmi ； Lb 空間をあけてください。 



60 cm 似上離ず 



- 'St - 

本機 




A ま意 

♦ 本機を設置ずる場合には、壁か510 cmJ ； Lb の間隔をおいてください。また、放熱をよくずるために、他の機器と 
の間は少し離して設置してください。ラックなどに入れるときには、本機の天面か5目 0 cm じ1上、背面か510 cm 
上、側面か530 cm じ Lb のずきまをあけてください。内部に熱びこもり、义災の原因となることびありまず。 
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r \ 

パイオニアの設計思想：アドバンスド-マルチチヤンネル-ステレオフォニック思想 

「原音再生とは、ヴウンドク IJ エーターの思い （ soul ) も伝えること」 

といラ私たちの思想を実現するため、 ■lu 下の3ステップをお約束します。 

ステップ 1) 妥協を排した高音質設計 

ステップ 2) 視聴環境の精密調整機能 (Advanced MCACC ) の搭載 
ステップ 3) 原音製作者(エアースタジオ技術者）による音質チューニング 
この思想は、映画制作のスタンダードであるルーカスフィルム社(八 IJ ウッド)や、音楽レコーディング業 
界の最高峰エアースタジオ社（□ンドン）といった、実際の制作現場の技術ちへの徹底的なヒア IJ ングによ 
り構築されました。 

\_ J 



付属品を確認ずる 


アクセサリーボックス内に付属： 



リモコンに電池を入れる 




. U モコンの操作範囲び極端に狭くなってさたら、電池を交換してください。 

• 電池を交換する斷ま、なるべく己分!;(内に行ってください。それ！;(上では、リモコンの設定び解除される可能性びあります。再度リ 
モコンの設定を行ラ場合は、「他機器を操作するための U モコン設定をする」をご覧ください （1 17ページ)。 


A 電池を直射日光の強いところや、炎天下の車内•ス I -ーブの前などの高温の場所で 
使用•放置しないでください。電池の液漏れ、発熱、破裂、発火の原因になりま 
警告す。また、電池の性能や寿命び低下することびあります。 



電池を誤って使用すると、液漏れしたり破裂する危険性びあります。(下の点につ 
いて特にご注意ください。 


• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状でち電圧の異なるちのびあります。種類の違う乾電池を混ぜて使用しないでください。 

• 長い間 （1 力月じ(上） IJ モコンを使用しないときは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してください。 

液漏れを起こしたとさは、ケース内についた液をよくおさ取ってから新しい乾電池を入れてください。 

• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自治体の指示(条例）に従って処理して<ださい。 
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映像機器の接続について 
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アンプから音を出す〜基本再生- 

音声入力信号の切り換え . 

ヘッドホンで聴く . 

U スニングモードでいろいろな音^ 

位相乱れの補正 . 

低域の位相乱れを補正する 

(PHASE CONTROL ). 

全帯域にわたる位相乱れを補立 
(FULL BAND PHASE CON 
いろいろな状況に合わせた機能を 
いろいろな状況ごとに最適な音 

選択する . 

サラウンドノ くック ch 処理を切りま 
再生中にスピーカーの出カレべ 
オーディオ調整機能を使用する.... 
サラウンド目スピーカーの調整 

( Suit 巨デイレイ） . 

ビデオ調整機能を使用する . 

ホームメディアギャラ U —を使用1 
LAN 端テでネットワークに接続す 
US 目端テに USB メモ U —を接続1 
接続しているヴーノ く一に本機を読 
ホームメディアギャラ IJ 一入力で耳 
動画/音楽/画像ファイレ再生の 
ツールメニュー機能を使用する 

プレイ U ストを編集する . 

ネットワークの設定を行ラ . 

ネットワーク設定の手順 . 

対応フォーマットの詳細 . 

iPod をつないで再生する . 

iPod の接続 . 

iPod の音楽やビデオを再生す若 

iPod のいろいろな再生 . 

iPod 本体の操作に切り換える.. 
iPod の操作モードを切り換える 
マルチチャンネルアナ□グ信号を 
マルチチャンネルアナ□グ接続 
マルチチャンネルアナ□グ再生 
i . LINK で接続した機器を再生する 

i . LINK 対応機器の接続 . 

i . LINK 機器を再生する . 


接続した機器間で録音/録画をす 
録音/録画しなから別の入力の I 
LCD 画面の表示のしかたを切り接 
アナ□グ入力信号の歪みを低減す 
フ□ントノ（ネル表示部の明るさを; 
ス U —プタイマーを設定する ........ 

HDMI 出力を切り換える . 

再生中の音声などの設定内容を桶 

(ステータス画面） . 

スピーカーシステムを切り換える 
再生環境に応じてスピーカーシ 
切り換える（応用編） . 






































































































本機で設定でさること . 

U スニング環境の設定について 

〜ヴラウンド再生のための設定〜 . 

本機の Advanced MCACC とは . 

システム設定の手順 . 

オート MCACC をより詳細に測定/設定する ..... 
スピーカーの使用用途を選択する 

〜スピーカー出力端テの設定〜 . 

IJ スニング環境をお好みに調整する 

〜マニュアル MCACC 〜 . 

出カレベルの微調整 

(Fine Channel Level ). 

スピーカーまでの距離の微調整 

(Fine SP Distance ). 

スピーカー位置の精密調整 

(Precision Distance ). 

定在波フィルターの調整（定在波制御） . 

チャンネルごとの周波数特性の補正 

( EQ の調整） . 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 

( EQ プ□フェツシヨナル） . 

スピーカーの位相乱れを補正する 

〜 FULL BAND PHASE CTRL 〜 . 

MCACC MEMORY のデータ管理をする 

〜データ管理〜 . 

設定データを確認する 

( MCACC データチェック） . 

設定データの名前を変更する 

(MCACC メモ U —の名称変更） . 

設定データをコピーする 

(MCACC メモ U - の〕ピ ー). 

設定データを消去する 

(MCACC メモ U - の消去) . 

スピーカーの音を調整する 

〜マニュアルスピーカー設定〜 . 

スピーカー接続と低音再生能力を設定する 

'^乂 L — 力一言ミ疋ノ . 

テスト!-ーンを聞いて出カレベルを調整する 

(スピーカー出カレベル） . 

スピーカーまでの距離を調整する 

(スピーカーまでの距離） . 

広い部屋での高音域を抑制する ( X - Curve ) 

THX オーディオ設定を行ラ . 

U アパネル端テに入力した音声/ 

映像信号を設定する〜入力端テの設定〜 ......... 

ディスプレイに^示される入力名を変更する ...... 

日 SD 画面の表示言語を変更する 

〜 OSD 言語設定〜 . 

その他の設定をする〜その他の設定〜 . 

マルチチャンネル入力を設定する . 

接続している i 丄 INK 対応機器を確認する 

〜 i 丄 INK チてツク〜 . 

OSD 表示の背景ノ くターンを選択する 
〜表のイメーシ〜 . 
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モ3ン 


他機器を操作するための U モコン設定をする ....... 117 

他機器の U モコン信号を本機の U モコンに 

呼び出す（プ I 」セットコード設定） . 117 

U モコンで他機器を操作する . 118 

好さなボタンに他機器の操作を記憶させる 

(学習モード） . 119 

IJ モコンの登録操作の解除と設定全解除 . 120 

マルチコント□ールボタンの入力切換を解除する 

(ダイレクトフアンクシヨン） . 120 

U モコンに表示される入力名を変更する 
〜 U ネーム 機能〜 . 121 

別の部屋で本機の音や映像を再生する 

〜マルチゾーン機能〜 . 122 

2つめの部屋のマルチゾーン接続に 0 NE 2) ... 122 
3つめの部屋のマルチゾーン接続に 0 NE 3) ... 123 

マルチゾーンの設定 . 124 

本機でマルチゾーンの操作をする .] 2已 

IJ モコンでマルチゾーンの操作をする . 126 

旧レシーバーを使って集中コント□ールする . 127 

他のノ くイオニア製品をつないで 

集中コント□ールする . 127 

HDMI コント□-ル機能で HDMI 機器を 

連動動作する . 128 

HDM ロント□-ル機器を接続する . 128 

HDMI コント□-ルモードを設定する . 129 

連動動作を開始する前に動作確認する . 129 

アンプ連動モードを使う . 130 

パイオニアのプラズマテレビと連動操作する . 131 

プラズマテレビとの接続 . 131 

プラズマテレビとの連動モードを設定する 

( SR + 設定） . 132 

プラズマテレビの入力連動設定 

〜 PDP ln ( SR +) 〜 . 133 

連動モードを実行する . 133 

12 V 卜 U ガー対応機器との連動 . 134 

連動機器を接続する . 134 

12 V 卜 U ガー端テの連動設定 . 134 

U モコンの他機器連動機能を使いこなす .] 3已 

連動操作を設定する . 136 

連動操作を実行する . 136 
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スピーカーセッティングガイド . 137 

スピーカーとモニターとの位置関係 . 139 
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本機の特長 


〜こんなことがでをます〜 


10 


高音質-多機能な本機 SC - LX 9 日の主な特長をまとめました。「本書の掲載ページ」に進むと、それぞれの機能や操作を 
楽しんでいただけます。 


^ 本書の掲載ぺージ 

(jP ダイレク トエナジー HD アンプ搭載 

ノてイオニアとに Epowe 世との]ラボ レーショ ンにより、独自 
の IJ ファレンスクラス D アンプ「ダイレクトエナジー HD(Hi 呂 h 
fidelity class D ) アンプ」を共同開発。八イノの一 (14 日日 W 
同時出力)、八イレスポンス、低歪率(日.日日己％)という高ス 
ペックと高音質を実現。最新のマ>1レチチヤンネ>1レデジタルコ 


ンテンツを理想的に再生します。 


( 2 ) lOch アンプマルチアサイン機能 

ご希望のシーンに合わせ、]日 ch のアンプ(スピーカー端テ) 
を已つのパターンから選ぶことびでさます。 



P.26 

「スピーカーの配置/使用パ 
ターンを選ぶ」 


( 3 ) Advanced MCACC を搭載 

MCACC では実際の製作現場で行われる高精度な調整を家庭で 
も実現できるように自動化し、チャンネ J レ間の空間肩報の歪み 
を補正。正確なマルチチャンネルの音場を再現します。 

最新型の MCACC では、 IJ ス ニン グルームの残響特性や定在 
波を解析した補正を行い、補正前後の特性の差を PC で表示す 
ることちでをます。 

(4J FULL BAND PHASE CONTROL 機能ピ ^ 

従来の PHASE C 日 NTR 日 L による正確な低域成分の再生に加 
え、スピーカーで発生する帯域間での位相のずれ(群遅延)を 
補正し、スピーカー全帯域(フルバンド)における正確な再生 
を実現します。 

(S ) HOME MEDIA GALLERY を搭載 

LAN 端テでネットワークに接続されたパソコンや USB メモ 
IJ 一に保をされている動画/音楽/画像ファイルなどを再生す 
ることびでさます。 

感 HDMI 端子を搭載 

映像と音声をデジタル伝送でさる HDMI 端テを搭載。ドル 
ビーデジタルプラス、ドルビー TrueHD や DTS - EXPRESS 、 
DTS-HD Master Audi 日などのデジタル音声 フォー マットに 
対応。また、高画質規格の DeepC 日 I 日「出力や X.V.C 日 I 日「の伝送 
も可能 ( x . v . Color はソニー株式会社の商標です)。 HDMI コン 
卜□ール機能も搭載し、 HDMI 機器との連動動作も実現。 

@その他のまな特長 

. 音声のデジタル伝送も可能で、 iPod の音楽や映像を楽しめ 
る iPod 専用端テ 

- DVD オーディオや SACD の高音質スレチチャンみレ伝送び 
可能な i . LINK 端テ 
- THX Ultra 2 円 us の認証を取得 

-「ビデオスケーラー」、 「 I / P 変換」、「デジタルビデオコン 
ノ く一夕一」搭載で高画質映像の再生環境を実現 
•フ□ントサラウンド•アドバンス機能を搭載 
-学習機能付さ多機能 LCDIJ モコンを付属 
. 省エネルギー設計(待機時0.已 VV ) 


P.14 

「 U スニング環境を測定して最 
I — ^ 適な設定をする 

I ―^ 〜才-卜 MCACC 〜」 

P.96 

「部屋の残響特性の測定と残響 

を考慮した補正 

( EQ プ□フェツシヨナル)」 


り苗;瞧臟風の瓶」 



P.57 

ホームメデイアギャラ U —を使 
用する 


〇 


R32 

「 HDMI 対応機器の接続」 

R140 

「デジタル音声フォーマットに 
ついて」 


R73 

「 iPod をつないで再生する」 

R77 

n.LIN K で接続した機器を再生 
する」 

R140 

「デジタル音声フォーマットに 
ついて」 

R31 

「映像機器の接続について（パ 
イオニアビデオコンバーター)」 




まずは巧つてみましよう 



本章「ホームシアター入門」をご覧いただくことで、簡単にマルチチャンネル再生を楽しむことびでさます。 
ここではまず通常のマルチチャンネルサラウンド再生を行うために必要な最低限の接続、設定、再生操作をステップ 
1〜3で説明します。より本機を使いこなしたいちは「ホームシアター達人への道」卜19ぺージ促ご覧ください。 








を呈^接続する . 「テレビ/ DVD プレーヤーとの接続」「スピーカーとの接続」 

スブッ3を設定する .「 IJ スニング環境を測定して最適な設定をする〜オート MCACC 〜」 

を另;^再生する .「 DVD のサラウンド再生」 


V 


7ルチチヤンネルサラウンド再生とは 


3本上のスピーカーで多チャンネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び増し、迫力ある臨場感び期待でき 
ます。 

① ドルビーデジタルまたは DTS サラウンドなどのマルチ ch ソフトを再生する場台 

マルチ ch ソフト（已 .1 ch 収録び一般的）には各チャンネルに独立した音声び収録されているため、忠実な己.] ch 再生 
でも十分な立体感び得られますび、いろいろなモードとの組み合わせにより、接続されたスピーカーすべてを使った 
臨場感あふれるサラウンド再生も巧能です。この再生をするにはデジタル接続び必要です。 

② CD またはドルビーサラウンドなどの2 ch (ステレオ）ソフトを再生ずる場合 

ソフトび2 ch 収録の場合でを、ドルビープ□□ジック IIX や Neo :6 技術などを施すことで、サラウンド再生び可能にな 
ります。ソフトの内容やお好みにマッチしたモードを見つけることも、ホームシアターの醒酬味です。 


自分の頭上を飛行機び飛んでい） 
くよラな音の移動や立体感を楽 
しめます。 ) 


フ□ント 
スピーカー左 (L) 


サラウンド 

スピーカーち A(SR A) 



サラウンド 

スピーカーち B(SR B) 


サラウンド .K 
スピーカー左 A(SLA) > 

サラウンド 
スピーカー左 B(SLB) 

常にすベての スピーカーから 音び出ているとは 
限りません。 


サラウンドバック 
スピーカーち (SBR) 


サラウンドバックI 
スピーカー左 (SBL) 


再生するソフトの音声記録方式(フオーマツト)を知るには？ 


DVD や Blu - ray などのをくのソフトには、パッケージ(裏面)にし:!下のように表示されています。1枚のディスクに2〜3種類の音 
声び収録されていることびをく、聴く音声を選ぶことびでさます。切り換え方法はプレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


の)) 1.英語 （5. 1 ch サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド 

3. 英語 （ DTS 已 .1 ch サラウンド） 


□□[pOLBY 」 

DIGITAL 


収録音声数 


記録ち式 


I ] 口 L DOLBY SURROUND J 

wm 

SURROUND 

音声記録ち式(フォーマット） 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声フオーマットで 
あるため、単に「日.1 ch サラウンド」と記載されてい 
る場合は、「ドルビーデジタル(日.1か)」であること 
化术します。 


ホームシアタ—入門 
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光ファイバー 
ケーブル 


窗 


个 



J ゾ J — ' 

# 

卸由 


DVD プレーヤー 


一巧像出力^ I 

© mm 


同軸ケーブル 

(推奨） ^どちらか一方で接続 



■光ファイノ (ーケーブル/同軸ケーブル 

-急な角度に折り曲げないでください。保管 
するときは、直径び]己 cm じ(上になるよう 
にしてください。 

-接続の際は端テの向さを合わせてしっかり 
奥まで差し込んでください。誤った向さで 
むりやり挿入すると、端テび変形し、ケー 
ブルを抜いてちシャッターび閉まらなくな 
ることびあります。 


光ファイバーケーブル 





■ビデオコード 

一般的な映像用コードで、 
コンポジットフオーマット 
の映像信号を伝送します。 


グ 


ビデオコード 


まずは®つてみましよう 


スブッブ j 巧続ずる 


機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 


テレビ / DVD プレーヤーとの接続 


ドルビーデジタルや DTS といったマルチチャンネル音声の再生にはデジタル接続が必要です。 

接続の前に、別売りのビデオコード2本、同軸ケーブル(または光ファイバーケーブル ）1 本をご用意ください。 

同軸ケーブルにはビデオコードび代用でさます。 

光ファイバーケーブルで接続する場合は設定の変更び必要です。詳しくは入力端テの設定 (一]] ] ページ)をご覧く 
ださい。 


SC-LX90 
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まずは巧つてみましよう 


スピーカーとの接続 


ホ 


ム 

9本のスピーカーと2本のサブウーファーをつないだ例です。「ステップ2設定する」を行ラことで、サラウンド^ 
バックやセンタースピーカーびない場合でもお持ちのスピーカーに応じたサラウンドサウンドび楽しめます。 夕 
接続には、市販のスピーカーコードとオーディオコードをご使用ください。 I 

A 
P5 


フ□ント 
スピーカーち ( R ) 


アンプ内献巧ード 
サブウーファー2 


フ□ント 
スピーカーを ( L ) 



サラウンド 

スピーカーち A(SR A ) 

' V_^ 

サラウンドスピーカーび1組た本)の場1 
合は L 2/ R 2 端モ ( SURROUND-AH 
つないで < ださい。 


サラウンド 

スピーカー 左 A(SL A ) 

乂 


サラウンド八'ックび1 
本の場合は L 4 端テに 
つないで < ださい。 


サラウンドスピーカーび1組 (2 本)の場 
合は L 2/ R 24 品子 ( SURROUND - A ) に 
つないで < ださい。 


ISPEAKER ( スピーカー)端子 


① 


I U mm 



① 線をねじる。 

② スピーカー端テを緩め、スピー 
カーコードを差し込む。 

③ スピーカー端テを締めつける。 


バナナプラグを接続すること 
ちでさます(詳しくはプラグの 
説明書をお読みください。） 



A ： 

注意 • 


公称インピーダンスび目 n 〜1目 n ( Rl と L 1 端子は4 n 〜1目がのスピーカーをご使用ください。 

スピーカーと本機の©および©端テどうしを正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するとさは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端テからはみ出していないこ 
とを確認してください。芯線び U アパネルに接触したり、©および©び接触すると保護回路び働いて電 
源びスタンノ くイ状態になることびあります。 

センタースピーカーをテレビの上に設置するとさは、適切な方法で固定してください。固定しないと地震 
などの外部の振動により、スピーカーび落下してケガをしたり、スピーカーを破損する原因となります。 
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まずは巧つてみましよう 


スブッブ3 設定ずる 


リスニング居境を測定して最適な設定をする〜才-卜 MCACC 〜 


本機のオートセットアップでは、従来のマニュアル調整では難し 
かったさまざまな設定を、自動で高精度に測定、設定することび 
でさます。スピーカーから出力されるテスト!-ーンを付属のセッ 
トアップ用マイクで測定し、解析します。測定項目と全体の流れ 
はち記のとおりです*1。 

ち記の全体の流れは、才ート MCACC の「カスタムメニュー」で [ ALL ] (全項 
目を自動測定)を選択したとさのちのです。 


システム全体の解析/測定 

④スピーカーシステム 

(各 ch のほ域再生能力を判定） 
⑥スピーカー出カレベル 

(各 ch の出カバランスを補正) 

⑥ スピーカーまでの距離 

(最適なディレイ値を解析） 

⑦ 定在波制御 

(定在波の影響を軽減） 

⑧ 残響特性の測定 

⑨ 視聴環境の周波数特性 

(出力音声の音色を統一） 


スピーカーの位相乱れの解析/測定 

⑩スピーカーの群遅延特性 

(高域に対する低域の遅れを補正) 


システム全体の解析結果のチェック 


ち記①〜⑨の測定/解析にかかる時間 

の合計3〜10分程度 


測定中は大さな音でテスト I -ーンび出力され 
ます。近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮 
をお願いします。 

v_ 



• スピーカー出力の設定 
. 測定、設定値の保存先選択 

ネリ期測定(測定環境のチIック） 

① 暗騒音馆 G 屋の騒音）の測定 

② マイク感度の診断 

③ 各 ch のスピーカー有り無し判定 


( x ピーカーの有り無し判定結果のユーヴー確認(または修正り 


7 ；オートセットアップで自動測定を開始する 


• 測定を途中で中断したとさは、それまでの測定内容は確定されません。 

. システムセットアップ中に静止画面を3分間放置すると画面にスク U —ンセーバー機能び働さますび、いずれかのボタンを巧すこと 
で再び同じ画面を表示します。 

• 測定は静かな環境で行ってください。 

. スピーカーと U スニングポジション(マイク）の間に障害物びあると、正確に測定でさないことびあります。 

• 測定中は U スニングポジシヨンから離れて、各スピーカーの外側から U モコンで操作を行つてください。 



1 本機とテレビの電源を入れる。 


本体の 6 STAND 目丫 / ON ボタンを押します。 


サブウーファーを接続しているとさは、測定のためサブウーファーの電源を入れて 
ボ U ユームレべルを適度に上げておいてください。 

.テレビにメニュー画面び表示されるよラテレビ側の入力切換を合わせてください。 


2付属のセットアップ用マイクを接続する。 

U スニングポジションにマイクを配置します。 
マイクの接続は次ページをご覧ください。 

マイクを差し込むとオート MCACC 画面び表示されます。 
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2 


本機の MCACC SETUP M に端子に付属の 
セツトアップ用マイクを差し込みます。 


フ□ント 
スピーカーを〇_) 



フ□ント 
スピーカーち(の 


0^0 ◎ ◎ ◎ 
媛-! 婦參^ 


サラウンド 

スピーカーち A(SR A) 


パワード 

サブウーファー 2(SW2) 


>パワード 「 

サブウーファー 1(SW1) 


サラウンド 
スピーカーを A(SL A) 


サラウンド 
スピーカーを B(SLB) 



サラウンドバックく 
スピーカーを (SBL) 



U スニングポジション 
(耳の位置)に兰脚や台などを 
使って水平に設置します。 

サラウンド 

スピーカーも B(SRB) 

サラウンドバック 
’一 力一ち (SBR) 


マイク部 
セツトアップ用マイク 


付属のセットアップ用マイクを TV モニ 
夕一の近くに置いて才ートセットアッ 
プを行わないでください。 



3 [スタート]が選ばれているので、リモコン操作切 
換スイツチを AV アンプにしてか!5決定ずる。 


A 

注意 


3 


DVD/LD 
1. オート MCACC 
スピーカー出力端子の設定 
[ ノーマル 

Save SYMMETRY to 

[ M 1 .MEMORY 


r 決定」：開始 


ろ：キャンセル 


4 


4 


DVD/LD 

O.OdB 

1. 才ート MCACC 


分析しています… 

( 2/10) 

測定環境のチェック 


暗騒音 

[ OK ] 

► マイク□フオン 

[ ] 

スピーカー YES / N 0 

[ ] 

±3:キャンセル 


オートセットアップのテスト I -ーンは大音量です。 

ボ IJ ュームを下げることもでさますび、正しく設定さ 
れない場合びあります。ルさなお子様びおくにいる場 
合などはご注意ください。 


オートセットアップの自動測定に進みます。 

手順4へお進みください。 

[カスタム]を選んで決定すると、項目別の測定を行うこ 
とびでさます。詳しくは「オート MCACC をより詳細に 
測定/設定する」（一88ページ)をご覧くださし、 

自動測定が開始されまず。 

まずは初期測定(測定環境チェック）です。 

暗騒音：暗騒音（部屋の騒音）の測定 
マイク□フオン：マイクの感度を診断 
スピーカー YES / N 0 :各 スピーカーの 有り無し判定 

「暗騒音」および「マイク□フオン」のチェックでエラーび 
表示されたときは、測定環境およびマイクの接続をちう一 
度確認し、 [ U トライ]を選んでもう一度測定することをお勧 
めします。和-►で炊へ進む]を選択し、次の測定へ進むこ 
とちでさます。 


ホームシアタ—入門 
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DVD/LD 

O.OdB 

1. 才ート MCACC 


チェック 

Front 

Center 

5 I 3 。 口口 e 

Surr A 

[yes ] 

Surr B 

[YES ] 么 

SB 

SW 

[YESx2]Q 參の 
[YESx2]g O 


巧 ® 

10 : 次へ 

ろ：キャンセル 


5 


エラーび表示をれた6 

判定結果で[エラー]び表示された場合は、スピー 
カーの接続を間違えている可能性びあります 。 [U 
トライ]してを結果び同じよラな場合は一度電源を 
切り、スピーカーの接続を確認してください。また、 
途中で測定エラーによる警告び表示されている場 
合びありますので、そのとさは画面の指示に従って 
ください。指示の詳しい内容については「システム 
セツトアップでの MCACC (音場補正）時に表示さ 
れるメッセージの意味」（一17己ぺージ）をご覧く 
ださい。 


スピーカー有り無しの確認画面になりまず。 

確認画面で何も操作びないときは1日秒後に自動で手順6 
へ進み、オートセットアップび再開されます。 

スピーカー有り無し判定についてはじ(下の表をご覧くだ 
さい。 

チェック画面の見かた 


有無 

スピーカ^ 

接続している 

接続していない 

規定外の接続 

Front 

フ□ントをち 

YES 

エラー 

エラー 

Center 

センター 

YES 

N 0 

--- 

Surr A 

サラウンド A 左ち 

YES 

N 0 

エラー 

Suit B 

サラウンド B をち 

YES 

N 0 

エラー 

SB 

サラウンドバック 

YESXI 。本接続） 
YESX 2 に本接続） 

--- 

エラー 

SW 

サブウーファー 

YESX 1 。本接続） 
YESX 2 に本接続） 

N 0 

--- 


スピーカー有り無し判定結果が正しいとき 

[0 K ] を選んで決定ボタンを押します。 


スピーカー有り無しの確認画面で 、 S W を 「 N 日」か 
ら 「 YES 」 に直してミ夫定すると、サブウーファーの 
レベルを確認するためにサブウーファーのみ再測 
定を行います。 


DVD/LD 

O.OdB 

1. オート MCACC 
分析していまず … 

( 6/10) 

サラウンド音場の分析 


スピーカーシステム 

[OK] 

スピーカー出カレベル 
► スピーカーまでの距離 

[OK] 

[] 

を：キャンセル 


A 確認画面へ 


DVD/LD - 55.0dB 

5a. MCACC データチエック 



2- スピーカー出カレベル 

3. スピーカーまでの距離 

4. 定在波制御 


5. Acoustic Cal EQ 

6. FULL BAND PHASE CTRL 


r ミ夫定」：次へ ±):戻る 


らう一度自動測定をやり直すとき 

[ U トライ]を選んで決定ボタンを押します。 

スピーカー有り無し判定結果が間違っているとき 

[ U トライ]を選んでもう一度自動測定をやり直してみて 
ください。それでも間違ってしまうときは和-►ボ 
タンで正しい設定に直してから決定ボタンを押します。 


6 補正用測定が開始されます。 

スピーカー システム： 各スピーカーの低域再生能力判定 

スピーカー出カレベル： 各 ch の出カバランスを補正 

スピーカーまでの距離： スピーカーまでの距離を解析 

定在波制御：定在波の影響を軽減 

残響特性：残響特性の測定 

Ago Cal EQ Pro . :出力音声の音色を統一 

群遅延特性：スピーカーの群遅延測定 

これらの自動設定には接続しているスピーカーの数に 

よって3〜]日分程度かかりますので、手順7の画面にな 

るまでしばらくお待ちください。 


7 「 MCACC データチェック」の画面が表示された!5 
自動測定は終了です。 


「測定/設定結果を確認する」にお進みください。 

オートセットアップび終わりましたら、必ずセットアッ 
プ用マイクを本機から抜いてください。 
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まずは巧つてみましよう 


を：戻る 


DVD/LD - 55.0 化 

5a6. FULL BAND PHASE CTRL 
Original & Target 
Channel ィ 

- Tgt 


1 .スピーカー政 XE 


2.スピーカー出カレベル 


3.スピーカーまでの距離 


4.定在波制御 


14〜16ぺージの手順1 
<ださい。 


-7を行ってか!5下にお進み 


ボタンで項目を選んで決定し、測定された内 
容を確認ずる。 

確認後は戻るボタンを押して項目一覧に戻ります。 

各測定項目について、詳しくは「設定データを確認する」 


(一]日2ページ）をご覧ください。 


同じスピーカーを接続していてち、部屋の環境や設置の影響によ 
りスピーカーの大ル判定び一致しないことがあります。設定を変 
要したい場合はシステムセットアップの「スピーカー接続と低音 
再生能力を設定する」（一10曰ページ)を行ってください。 

サブウーファーまでの距離び、メジャーなどによる実測に比べて 
やや遠めに設定されることびありますび、それは電気的な遅延を 
含めた補正となっているので問題ありません。また、他のスピー 
カーち音響特性を測定して距離設定をしているため、実測したス 
ピーカーまでの距離とは異なることびあります。 

各スピーカーと視聴環境との相互作用によって、まれにオート 
MC ACC の測定び正しく行われないことびあります。その場合は 
手動で設定を調整することをお勧めします。 


2 設定ボタンを押してオート MCACC を終了する。 

通常動作に戻ります。 


6.スピーカーの群遅延特性 


DVD/LD 

- 55.0dB 

5a1. スピーカー設定 

Front 


Center 
Surr A 


Surr B 

: SMALL 

SB 

SW 

SMALLX2 

YESx2 凸參の 

& o 

& B 

ろ:戻る 


DVD/LD 

-55.0dB 

5a3. スピーカーまでの 距離 

MCACC 

ィ……, j 口川 ": 

L 

0.50 m 这 Q 田口侯 

C 

1.50 m 

R 

1.00 m 

SR A : 

9.00 m 凸鲁の 

SR B : 

4.00 mg O 

& © 


を:戻る 


[ 

DVD/LD 

-55.0dB 

5a5. EQ Data Check 


MCACC ィ 63Hz 

0.0 

Ch [SBL] 125Hz 

0.0 

dB 250Hz 

0.0 


500Hz 

0.0 


- _ - 1kHz 

0.0 


-- 2kHz 

-1.0 


- 4kHz 

-2.0 


涅ゴ占忌戸〜マの吉関 8kHz 

-4.5 


16kHz 

-7.0 


を:戻る TRIM 

0.0 


DVD/LD -55.0dB 

5a2 . スピーカー出カレベル 
MCACC ィ rTj ■■の口 里レ 


L 

+0.5 dB SBR 

+10.0 dB 

C 

-1.5 dB SBL 

-9.5 dB 

R 

+1.0 dB SLB 

-10.0 dB 

SR A 

+10.0 dB SLA 

-9.5 dB 

SRB 

+10.0 dB SW1 
SW2 

-1.5 dB 
-1.5 dB 

を：戻る 


DVD/LD 

5a4. 定在波制御 


-55.0dB 

MCACC <\\\\ 



フイルター Ch 

[SW 

] 

TRIM 

:+12.0 dB 

No. 1 

2 

3 

f : 63 hz : 

110 Hz : 

250 hz 

Q : 3.0 

8.0 

5.0 

ATT; 2-5dB ; 


を:戻る 



測定/設定結果を確認する 


9 

:を 


ホームシアタ—入門 
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スブッブ3 再生ずる 


つないだ DVD プレーヤーにディスクをセツトして、サラウンド再生をします。 


DVD のサラウンド再生 


1 

本機、テレビ(モニター）、プレーヤー、サブウーファーの電源を入れる。 

0 STANDB 丫 / ON ボタンを押して電源を ON にします。 

(サブウーファーは、「ステップ2」のオート MCACC を行ったときと同じ音量にしておきます。） 

2 

テレビに本機の出力映像が表示されるようにテレビの入力切換を設定ずる。 

たとえば、本機の MOMT 日 ROUT 端子とテレビの「ビデオ1」端子を接続した場合は、テレビの入力 
を「ビデオ1」に切り換えます。 

3 

リモコンの DVD ボタンを押して、本機の入力を 「 DVD / LD 」 にする。 

4 

AUTO SURROUND モード(工場出荷時の設定)にする。 


ディスプレイに AUTO SURROUND と表示されるまで AUTO SURROUND/STREAM DIRECT 
( ij モコンは AUTCVD 旧 ECT ) ボタンを押してください。 


5 DVD を再生ずる。 

再生する前に DVD プレーヤー、 DVD ソフトの確認をしてください。 

① DVD プレーヤーのデジタル音芦出力 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および96 kHz PCM の音声信号び出力されるように設定してください。 
※本機は MPEG 音声に対応していません。 PCM 音声び出力されるように設定してください。 

② DVD ソフトの音芦の確認 

DVD ソフトのメニュー画面や DVD プレーヤーの音声切換操作で音声(己 I ch サラウンドまたは 
ドルビーサラウンドなど)を選んでください。 

CD などの場合はステレオに ch ) 再生になります。 


6 適当な音量になるまで MASTER VOLUME を回して音量を調整ずる。 


DOLBY D+PLIIX MOVIE 

\\ 


サラウンドバックスピーカー2本接続 
時、ドルビーデジタル已 .1 ch 信号を 
7.1 ch で再生したとさの表示例 



マルチチャンネル再生び正しくされているかを 
LCD 表示で確認することびでさます。 

たとえば、サラウンドバックスピーカーを2本使 
用しているときに Dolby Digital 5.1 ch 信号を再 

生すると DOLBY D+PL llx MOVIE と表示され、 
DTS 5.1 ch 信号を再生すると DTS + Neo : 目と表 
示されます。 

サラウンドノくックスピーカーを使用していないと 
きに Dolby Di 呂 ital 信号を再生すると Dolby 
Di 呂 ital と表示されます。 

その他、詳しくは ru スニングモードの詳細と出力 
チャンネル数の一覧」（一] 49ぺージ)をご確認く 
ださい。入力信号と U スニングモードのとおりに 
正しく表示されないとさは接続や設定をご確認く 
ださい。 


何か Ba 題はありましたか？ 

「故障かな？と思ったら」をご覧ください。 

(一1目4ぺージ） 

誤使用防止のため、取扱説明書は必ず 
最後までお読みください。 


























































まずは巧つてみましよう 


ホームシアター達人への道〜より本機を巧いこなす〜 


いろいろなスピーカー配置/使用パターンを選ぶ 

本アンプは]日 ch のスピーカー端テを装備しており、已つのスピーカー配置パターンからお好みの配置を選んで接 
続することびでさます。已つのパターンにはそれぞれ特長びあり、さまざまなホームシアター空間を実現します。 
詳しくは「スピーカーの配置/使用パターンを選ぶ」卜2目ぺージ)および「スピーカーの配置と接続を行う」卜28 
ページ)をご覧ください。 


ノー7ルサラウンド接続 


フ左 □( 




ル） 


省が 


I 左 A(SL A) も A(SR A) I 


巧 (SL B) 


サラウンド 


ソド I 

ち B(SR B) I 

サラウンドパックサラウンドパック 
左 (SBL) ち (SBR) 

国 □ 




7.2 ch +ゾーン2接続 


フ是 (6 卜 


□ 

センタ-に） フ端)卜 

cm] □ 


儒が 


ち (SR) 


左 (SBL) ち (SBR) 


□ 



メインゾーン 


ゾーン2 



ヴ苗言が 


サラウンドパックサラウンドパック 
左 (SBL) ち (SBR) 

□ 国 


より美しい映像で巧生する 


本アンプは DeepC 日 I 日「出力も可能な HDM 喘テを装備しています。また、コンポーネント / D ビデオ端テおよび S 
ビデオ端テも装備しています。より美しい映像をお楽しみいただくには、それらのコードで入力機器およびテレ 
ビ(モニター）と接続します。 

最高画質の HDMI で本機を接続する- ►「 HDMI 対応機器の接続」（一32ページ） 

コンポーネント / D ビデオで本機を接続する-►「映像信号のコンポーネント / D ビデオ接続」（一37ページ） 

ビデオコンバーターについて知る-►「映像機器の接続について(パイオニアビデオコンバーター)」（一31ぺージ) 


サラウンド再生をより楽しむ 


本アンプは多彩な IJ スニングモードびあり、いろいろな音場効果を加えることびできます。詳しくは ru スニング 
モードでいろいろな音を楽しむ」（一43ページ)をご覧ください。 

また、より詳細な設定を行い、お好みに合わせた音場補正を行ラこともできます。詳しくは「本機で設定できるこ 
と」（一84ページ)をご覧ください。 


ホームシアタ—乂巧 
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各部のち祿とはた 5 き 


フ□ントパネル 



① 6 STANDBY /0 N ボタン 

本機の電源を入/切（スタンノレ0にします。 

② INPUT SELECTOR ダイヤル 

本機の入力を切り換えます。 

③ PHASE CONTROL インジヶーター 

PHASE CONTROL または FULL BAND PHASE 
CONTROLS - ドを日 N に設定しているときに点灯 
します。（一47ページ） 

④ リモコン受光部 

下記 r IJ モコンの操作範囲」参照。 

⑥ Advanced MCACC インジケーター 

MCACC MEM 日 RY の1〜目のいずれかび選択され 
ているときに点灯します卜49ぺージ）。才ーデイ 
才調整機能のに Q 」び日 F F に設定されている 


MCACC MEM 日 R 丫のときは点灯しません(一已2 
ぺージ)。 

⑥ 表示部（フ□ントパネルディスプレイ） 

⑦ し LINK インジケーター 

i . LINK で接続されている機器び選択されているとさ 
に点灯します。 

⑧ HDMI インジケーター 

HDMI ケーブルで接続されている機器び選択されて 
いるときに点灯します。 

⑨ MASTER VOLUME ダイヤル 

音量を調節します。 

⑩ ACTIVE MONITOR インジケーター 

音声を出力可能なスピーカー端テのインジケーター 
び点灯します。 
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フロントパネルドア巧部 


各部のち祿とはた5を 


® ( 2 ) ( 3 ) ® ⑤® @ ( 8 ) ( 9 ) ® 







CTRL ZONE2 ZONES 
© © © - 


At 

H 

MCACC (! 

:S SETUP MIC SI 

5 啼 J 

LCD 1 |cp 

STATUS VIEW DIMMER ^ j_J 

MULTI-ZON 

SPEAKERS 

^ c 

IE CONTROL—1 

AUTO SURROUND 
/STREAM DIRECT の ^^ 

PHONE 

り-を巧 

1 1 - VIDEO/GAME 2 INPUT - 1 

((§)# m m 圓 

S-VIDEO VIDEO L AUDIO R DIGITALIN 







® ⑩ ® @ 麵 


① SPEAKERS ボタン 

スピーカーシステムを切り換えます。（一82ページ ) 

② MULTI-ZONE CONTROL ボタン 

別の部屋で本機につないだ機器を再生する機能(マ 
ルチゾーン機能）に使用します。（一] 22ページ） 

CTRL 

別の部屋(サブゾーン)で再生する入カファンクシヨ 
ンを選んだり 、 MASTER VOLUME ダイヤルで別 
の部屋の音量を調節します。 

Z0NE2 

ZCINE 2 を日 N にします。 

Z0NE3 

ZONES を日 N にします。 

③ PHONES 端子 

ヘッドホン端テです。（一43ページ） 

④ AUDIO PARAMETER ボタン 

オーディオ調整機能の設定になります。（一已1ペー 
ジ） 

⑥ VIDEO PARAMETER ボタン 

ビデオ調整機能の設定になります。（一已已ぺージ） 

⑥なみ片吟 /ENTER ボタン 

オーディオ調整機能やビデオ調整機能、システム 
セツトアップの操作を行います。 


⑧ LCD VIEW 

ディスプレイに表示させる情報を切り換えます。 
(一79ぺージ） 

⑨ DIMMER 

ディスプレイの明るさを切り換えます。（^80ぺ一 
ジ） 

⑩ USB 端子 

USB メモ IJ 一を接続します。（一已9ページ） 

⑩ AUTO SURROUND/STREAM DIRECT 

IJ スニングモードを AUTO SURROUND、DIRECT 
または PURE DIRECT のいずれかに切り換えます。 
卜44ページ） 

® MCACC SETUP M に端子 

音場設定の自動測定のとさに、付属のセットアップ 
マイクを差し込みます。（一14ページ） 

(0 SETUP ボタン 

本機のシステムセットアップを表示します。 

(一87ぺージ） 

@ RETURN ボタン 

システムセットアップで]つ前の画面に戻ります。 

© VIDEO/GAME 2 INPUT 

ビデオカメラやゲーム機を接続するために、前面に 
備えた入力端テです。（一3目ページ） 


⑦ STATUS ボタン 

選択/設定されている機能や入力信号などの情報を 
ディスプレイに表示します。卜81ぺージ） 


各部の名觀 
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各部のち祿とはた 5 き 


リモコン 


アンプコント□ール部、テレビコント□ール部、他機器コント□ール部の3つに分類されます。 
本機の IJ モコンは各操作ボタンごとに • lU 下のように色分けされています。 

白=アンプコント□ール、テレビコント□ール 
青=他機器コント□ール 


アンプコントロール部 


本機を操作するとさに使います。 


AV アンプ0ボタン 

本機の電源を日 N または日 FF (スタンパ' 

イ状態）にします。 

入力切換ボタン 

本機の入力を切り換えます。 

リモコン表示部 

操作/設定時の表示画面です。 

リモコン操作モード切り換えスイッチ 

テレビ： テレビを操作するときに合わ 
せます。（一118ページ） 

入力機器： 他機器を操作するとさに合 ■ 
わせます。（一118ページ） 

AV アンプ： 本機の操作をするとさに合 
わせます。 

音量ボタン 

+/- :本機の音量を調節します。 - 

消音： 消音します。 

設定/調整ボタン 

オーディオ調整： オーディオに関する ■ 
調整を行います。（一日1ページ） 

ビデオ調整： 映像に関する調整を行い 
ます。（一日5ページ） 

設定： システムセットアップを行いま 
す。（一87ページ） 

な/み/知/与/決定/戻る：各種設定項目 
の選択/ミ共走/戻る 

状態確認ボタン 

選択/設定されている機能や入力信号な 
どの情報をディスプレイに表示します。 

(一81ぺージ） 

リスニングモードポタン 
( THX 、 AUTO/D 旧 ECT 、 STEREO / 
F . S . SURR 、 STANDARD、ADV SURR ): 

いろいろな音場効果を加えることびでさ 
ます。（一43ページ） 
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マルチゾーン用切り換えスイッチ 

メインゾーン、ゾーン2、ゾーン3のそ 
れぞれを操作するとさに切り換えます。 


マルチコント□ールボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器 
を操作するとさの U モコンの操作モード 
を切り換えます。 


CH レベルボタン 

チャンネルを選択し、仁/与でレベル 
を調整します。（一107ページ） 

アンプ操作ボタン 

音芦切換： 入力信号の種類(アナ□グ/デ 
ジタル/ HDMI など）を切り換えます。 

(一42ぺージ） 

スリープ： ス U —プタイマーを設定しま 
す。（一80ページ） 

デイマー： フ□ントパネル表示部の明る 
さを切り換えます。（一80ページ） 

SR + :プラズマテレビとの連動モードを 
切り換えます。（一131ページ） 

SBch 処理: サラウンドバックチャンネル 
またはバーチャルサラウンドバックチャ 
ンネルの日 N / AUT 日/日 FF を切り換えま 
す。（一50ページ） 

PHASE ：PHASE CONTROL または 
FULL BAND PHASE CONTROL モー 
ドの日 N/OFF を切り換えます。 

(一 47 ぺージ） 

アナ□グ ATT :アナ□グ信号び入力され 
ている場合、入力信号のレベルび高すざ 
て音び歪んでいるとさに押すと聴さやす 
くなります。（一79ページ） 

ジャンル： 再生中のソースに最適な 
ADVANCED SURROUND モードを自動 
で選択します (HDM ロント□叫レ対応のパ 
イオニア製 DVD レコーダーを HDMI で接続 
しているとさのみ。ただし、本機発売時点 
では対応機器びありませんので、この機能 
は使用でさません）。 

HDMI OUT : HDMI 信号の出力端子を切 
り換えます。（一80ページ） 
MCACC：MCACC MEM 日 RY を選択し 
ます。（一49ページ） 
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各部のち祿とはた 5 を 


テレビ/他機器コントロール部 


テレビや他機器を操作するとさに使います。 

他機器の操作について詳しくは ru モコンで他機器を操作する」（一] ] 8ページ)をご覧ください。 


他機器連動ボタン 

起動時連動および終了時連動操作を行い 
ます。(一13己ページ） 


が:聖 


^^3 

lOME MEDIA 


人の VJ 巧 

回回 


MAIN ZONE ぞ 句 

iBiiiiBlB 


テレビ基本操作ボタン 

〇：テレビの電源を入/切します。 

入力：テレビの入力を切り換えます。 
チヤンネル +/- :テレビのチヤンネル 
を切り換えます。 

音量 +/- :テレビの音量を調節します。 
消音：消音します。 



数字ポタン 

トラック、チャプター、チャンネル選択に 
使用します。 

ク U ア：入力した数字などをク U アします。 ■ 
ミ夫定：入力した数字などをミ夫定します。 


音舌切換スリープディ 7— 

DQD 

音黄 

窗 

SR+ 犯 chiSil PHASE 

アナ □ ク ATT ジャンル HDMI0UT 

Pod CTRL 

固 

〇 

oeQ 

クリア MCACC 

の 

CH 

10 11 12 

白 


入力機器むボタン 

他機器の電源を入/切します。 


マルチコント□ールボタン 

U モコンの操作モードを切り換えます。 


口 

0 〇 〇 

户 RECT F.S.SURR SIHINUHKl ； … VW 册 


リモコン操作モード切り換えスイッチ 
テレビ：テレビを操作するとさに合わ 
せます。（一118ページ） 

入力機器：他機器を操作するとさに合 
わせます。（一118ページ） 

AV アンプ：本機の操作をするとさに合 
わせます。 


メニューボタン 

—各機器のメニュー画面の操作などをしま 
す。 


操作ボタン 

各機器の再生/停止などの操作や機能 
の切り換えなどをします。 


广 

リモコンボタンおよび表お部の照明 



本機の IJ モコンは、ボタン操作したときや IJ モコ 
ンモード切り換えスイッチを切り換えたとさ、一 
部のボタンおよび LCD 表示部の照明び点灯しま 
す。 IJ モコン照明ボタンを押すことでも点灯し、 

ちラー度押すと消灯します。暗いお部屋で操作す 
るとさに便利です。 

ボタン操作で照明を点灯させたくないとさは、 IJ 
モコン照明ボタンを已秒間押し続け、 LCD 画面に 
rUGHT _ M 2」 と表示させます。元に戻すときは IJ 
モコン照明ボタンを已秒間押し続け、 LCD 画面に 
rUGHT _ M 1」と表示させます。 J 


各部の名觀 
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R 1412-160 R 2 6 Q -16 Q 


R 3 6 Q -16 Q R 4 6 Q -16 Q 


〇 


SUR- SUR- 

R0UND-A R0UND-B 


© 


ご使用前に 
跡 R 説明書を 
お読みください。 


LOW HIGH 
lAllch Bi-Amp. I FRONT 回 


LOW HIGH 
SURROUND 回 


R 5 6 Q -16 Q 
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SURROUND 

BACK 
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L 5 6 Q -16 Q 


國 


國 


L 4 6 Q -16 Q 


SURROUND 

BACK 

(Single)_ 


LOW HIGH 
CENTER 


HIGH 

SURRC 


① デジタル音芦入力端子(^39ぺージ） 

端テに表示された機器と違ラ機器を接続するとさ 
はデジタル音声入力端テの設定び必要です。 

(一11]ぺージ） 

② デジタル音芦出力端子(^39ぺージ） 

③ し LINK 端子(一77ページ） 

④ HDMI 入出力端子(一32、80ぺージ） 

HDMI 1 〜目!;^外の入力で再生したいとさは入力端 
テの設定び必要です。（一]]]ページ） 

HDMI 日 UT 2 端テでモニターと接続するときは出 
力設定び必要です。（一8日ページ） 

⑥ LAN (10/1 日 0) 端子(一日9ぺージ） 

⑥ iPod 入力端子(一73ぺージ） 

付属の iPod ケーブルを接続します。 


⑦ プリアウト端子(一38ページ） 

⑧ マルチゾーン音芦出力端子(^122ぺージ） 

⑨ マルチチャンネル入力端子(一76ページ） 

⑩ アナログ音芦入出力端子(^38ぺ~ジ） 

⑩アナ□グ音芦入出力/ビデオ入出力端子(一33〜 
36ページ） 

⑩モニター出力端子(^33ぺージ） 

® マルチゾーン映像出力端子(一122ページ） 

® 12 V TRIGGER 端子(一134ぺージ） 

© D ビデオ入力端子(一37ページ） 

端テに表示された機器と違ラ機器を接続するとさ 
はコンポーネント / D 入力端テの設定び必要です。 
(一]]]ぺージ） 


各部のち祿とはた5き 
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各部のち祿とはた 5 を 
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® コンポーネントビデオ入力端子(一 37 ぺージ） 

端テに表示された機器と違5機器を接続するとさ 
はコンポーネント / D 入力端テの設定び必要です。 
(一]]]ぺージ） 

⑩マルチゾーンコンポーネントビデオ出力端子 
卜122ぺージ） 

⑩コント□—ル入出力端子(一127ぺージ） 

(0) RS -232 C 端子 

PC と接続するための端テです。 

@マルチゾーン用旧入出力端子(一127ページ） 

@スピーカー 端子 

スピーカーインピーダンス6 n 〜16 n ( R ] と L 1 端 
テは4 〇〜] 6 0) のスピーカーを使用できます。 


A \ 注意 

製品の仕様により、本体部やリモコン（付属の 
場合）のスイッチを操作することで表示部びす 
ベて消えた状態となり、電源プラグをコンセン 
卜から抜いた状態と変わらなく見える場合びあ 
りますび、電源の供給は停止していません。製 
品を電源から完全に遮断するためには、電源プ 
ラグ（遮断装置）をコンセントから抜く必要び 
あります。製品はコンセントの近くで、電源プ 
ラグ（遮断装置）に容易に手び届くように設置 
し、旅行などで長期間ご使用にならないとさは 
電源プラグをコンセントから抜いてください。 
乂災の原因となることびあります。 


@ AC IN 端子(一40ページ） 

必ず一番最後に接続して < ださい。 
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各機器の接続 


スピーカーの 接続 


「ホームシアター入門」（一] ] ページ)で接続したスピーカー配置を変更するとさのみ ■ lu 下の説明をご覧ください。 
また、新たにスピーカーの配置/使用パターンを選び、接続を変更するとさは、接続後に「スピーカー出力端子の 
設赴（一9日ぺージ)を行ってから、もう一度けート MCACC 」 （一14ぺージ)を必ず行ってください。 



—力一の阻置/ほ用/ (夕ーンを選ぶ 


本アンプは]日 ch のスピーカー端テを装備しており、お客様のお好みに合わせたスピーカー配置/使用パターン 
を選択でさます。 • lU 下の已つのパターンによってスピーカーの接続端テび異なりますので、事前に]つを選んでか 
ら接続、設定、再生操作へとお進みください。 

お手持ちのスピーカーび2本だけの場合でち、すべてのパターンを選択することびでさます。今後サラウンド接 
続やバイアンプ接続したい場合は、今後使用してみたいパターンを選択し、スピーカー接続後や変更後に「オート 
MCACC 」 を行うことで最適な再生環境になります。 


スピーカー配置/使用パターン1 


ノーマルサラウンド接続(工場出励!きの設定) 


□ 

フ是(で)卜 


サブウーファー 

I 



センター ( C ) 


フ□ント 

も ( R ) 


錫 i な 豁 □ 



□ サラウンド サラウンド I I 

左 B(SL B ) ち B(SR B ) |__| 

サラウンドバックサラウンドパック 
左 ( SBL ) ち ( SBR ) 

□ □ 


特長： 

ステレオ再生の2じりから、ホームシアターの基本となる 
5.1 ch や7.] ch 、 さらに本機では 9.2 ch までの接続び 
可能です。 9.1 ch (9.2 ch ) 接続では、サラウンドスピー 
力一を左ち 2 本ずつ並べて配置し、 映画館のようなスピー 
力一配置を実現します。また、 SACD や DVD 才ーディオ 
などの高音質マルチチャンネル音楽ソースと映画の両方に 
こだわった使い方ち巧能です。 

使用スピーカー： 

最大で合計9本（フ□ント X 2、 センター XI 、 サラウンド 
X 4、 サラウンドバック X 2) 

適したリスニングルーム： 

どのような U スニングルームにも対応できますび、 9.2 ch 
のスピーカー配置を行うとさはスピーカーを配置でさる広 
いスペースび理想です。 

スピーカー出力端子の設定： [ ノーマル] 
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スピーカー配置/使用パターン2 


苦(が 


サブウーファー 

I 



センターに)* 


端が 


左 ( SL )* 



サラウンド 
ち ( SR )* 

* パイアンプ対応スピーカー 



5.2 ch バイアンプ接続 


特長： 

フ□ント、センター、サラウンドの全 ch を高音質(バイア 
ンプ)で再生します。各スピーカーそれぞれ2 ch 分のパ 
ワーアンプを使用するバイアンプち式のため、他のパター 
ンに比べスピーカーの数び少なく、最大日.2 ch までの再 
生となりますび、最も高音質でお楽しみいただくことびで 
さます。 

使用スピーカー： 

バイアンプ対応スピーカーび合計己本（フ□ント X 2、セン 
ター X ]、サラウンド X 2) 

適したリスニングルーム： 

どのような U スニングルームにを対応でさます。 


スピーカー出力端子の設定： [All Ch Bi-Amp ] 








各機器の接続 


スピーカー配置/使用パターン3 


堪が 


ヴブウーファー 

I 

センター (cr 


苗が 


サミウンド 

島4 


7.2 ch フロントバイアンプ接続 


特長： 

フ□ント、センタースピーカーを高音質(バイアンプ)で再 
生しつつ、最大 7.2 ch までのサラウンド再生を実現しま 
す。 


左 ( SL ) 


ち ( SR ) 


話が^ツ葦茲が^ 


□ 


□ 


*バイアンプ対応スピーカ- 


スピーカー配置/使用パターン4 


使用スピーカー： 

合計7本（フ□ント(バイアンプ対応 ）X 2、センター(バイ 
アンプ対応） XI 、サラウンド X 2、 サラウンドバック X 2) 


適したリスニングルーム： 

U スニングポジシヨンの後ろまたは上にサラウンドバック 
スピーカーを 配置でさる スペースび ある 

スピーカー出力端子の設定 ： [Front Bi-Amp ] 


7.2 ch +ゾーン2接続 


なかサラクンド 

マルみ、ン 


メインゾーン 


□ 
フ占く)卜 


サブウーファー 

I _ 

f 臂1 


センタ- ( C ) 端)卜 


ヴ茲ぐ 


ち ( SR ) 


左 ( SBL ) ち ( SBR ) 


□ 


□ 



特長： 

メインゾーンで最大 7.2 ch 再生を行いつ 
つ、ゾーン2でメインゾーンとは別の機器 
を再生します。 

使用 スピーカー： 

合計9本（フ□ント X 4、 センター XI 、ヴ 
ラウンド X 2、 サラウンドバック X 2) 

適したリスニングルーム： 

U スニングルームび2つ ある環境など 

スピーカー出力端子の設定： 

[ 7.2 ch + ZONE 2 ] 


スピーカー配置/使用パターン日 


7.2 ch +スピーカ ー B 接続 


スミかサラクンド 
スビ、々、白 


□ 

フ□ント 


サブウーファー 

I 


センター ( C ) 


□ 

端が 


スピーカー B — g~l 

スピーカー B - g~l 



ヴ說が 



ち ( SR ) 


ヴ帮訟ツクヴ端豁ツク 


□ □ 



特長： 

通常の U ス ニン グルームで最大 7.2 ch 再 
生を行いつつ、別の場所(キッチンなど） 
でも同じ機器の音声をステレオ再生する 
ことびでさます。また、映画用（マルチ 
チヤンネ>1レ再生)と音楽用（ステレオ再生） 
で別のフ□ントスピーカーを使用するこ 
とちでさます。 

使用 スピーカー： 

合計9本（フ□ント X 4、 センター XI 、ヴ 
ラウンド X 2、 サラウンドバック X 2) 

適したリスニングルーム： 

メインの U スニングルーム+キッチンな 
どの環境 


スピーカー出力端子の設定： 

[ 7.2 ch + Speaker 目 ] 



スピーカー配置/使用パターンび決まりましたら、次ページ「スピーカーの配置と接続を行う」へお進みください。 
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各機器の接続 


ス ピーカーの配置とち続を巧5 


各スピーカーは接続の前に配置しておくことをお勧めします。接続には市販のスピーカーコードをご使用くださ 
い。機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 


■ SPEAKER (スピーカー)端子 ①線をねじる。 


① 


10 mm 




② スピーカー端テを緩め、スピー 
カーコードを差し込む。 

③ スピーカー端テを締めつける。 


バナナプラグを接続すること 
ちでさます(詳しくはプラグの 
説明書をお読みください。） 




• インピーダンスび目 n 〜] 6 n(R] と L1 端テは 4 n 〜]目 n) のスピーカーをご使用ください。 

• スピーカーと本機の+/—を合わせて正しく接続してください。 

. スピーカーコードを接続するとさは、お線をしっかりねじり、スピーカー端子からはみ出してい 
ないことを確認してください。お線び IJ アパネルに接触したり、+/—び接触すると、保護回路 
び働いて電源びスタンバイ状態になることびあります。 


■バイアンプ接続について 

バイアンプ接続を行うときはバイワイヤ IJ ング対応スピーカーを Bi - Amp 接続する必要びあります。 HIGH と 
LOW を合わせて正しく接続してください。 



ネットワークび着脱でさるスピーカーの場合、ネッ 
トワークび外れた状態では効果び得られませんの 
でごミ主意ください。 



V 


スピーカーの Bi - Amp 接続をするときはアンプへの悪 
影響を防ぐため、スピーカーに付属されている High-Low 
のショート金具は必ず外してください。 

詳しくはスピーカーの取扱説明書ちご覧ください。 

ノ 


Bi-wire ( バイワイヤ接続の場台） 

本機では、 Bi - Amp ではなく Bi - wi「e 
での接続ち巧能です。スピーカー端テ 
に、ノ くイワイヤ U ング対応スピーカー 
の High と Low の2本を並列 ( こ接続して 
<ださい。 



1本はバナナプラグを 


使ラと便利です 


A 

ミ主意 


このち法で異なる2つのスピーカーを接続しない 
で < ださい。 


ノ 
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各機器の接続 


y - マルサラウンド接続(工場出荷時の設定; 


サラウンドバックスピーカーを]本だけ接続するときは L 4( Sirigle ) 端テ側に接続してください。 

サラウンドスピーカーを2本しか接続しないときは、 L 2 (SL A ) と R 2 (SR A ) 端テに接続してください。 



5.2 ch バイアンプ接続 


スピーカーは すべてバイアンプ対応 スピーカーを バイアンプ接続してください。 



7.2 ch フロントバイアンプ接続 


サラウンドバックスピーカーを]本だけ接続するときは L 4 (Siri 呂 le ) 端テ側に接続してください。 
フ□ント、センタースピーカーはバイアンプ対応スピーカーをバイアンプ接続してください。 



百 

サブウーファー 

百 

□ 

ggg 

□ 

SR 


SBL S 己 R 

□ □ 

*バイアンプ対応スピーカー 
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各機器の接続 


^_ 7.2 ch +ゾーン2接続_^ 

サラウンドバックスピーカーを]本だけ接続するときは L 4( Siri 呂 le ) 端テ側に接続してください。 


メインソーン 

ヴプウーファー 

ゾーン吕 

□ 占 '^ も □ 

L C R 

□画 □ 

Brag 

ggg 

SBL S 巨 R 

□ □ 




7.2 ch +スピーカ ー B 按続 


サラウンドバックスピーカーを]本だけ接続するときは L 4( Sirigle ) 端テ側に接続してください。 
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各機器の接続 


映像機器の接続についてりレ r オニアビデオコン/ V ’一夕一) 


本機は入力された映像信号を異なる種類の信号に変換でさるビデオコンバーターを搭載していますので、•1^(下の 
よラに映像コードの組み合わせを選ぶことびでさます。各接続コード/ケーブルについては「接続コードについて」 
(一] 48ぺージ)をご覧ください。 


映像をテレビに表おする 


ソース機器からの映像信号について、出力可能な出力端子は • lU 下のとおりです。 


ソース 機器 


A 


高画質 


本機の 
映像入力へ 


ソース機器との接続端子 


映像を録画する 



本機の 

モニター 出力から 


テレビ 

(モニター） 


接 

続 


テレビ モニターとの 接続端子 



D 1(480 i ) 信号のみ映像出力可能 


ソース機器からの映像信号を録画するには必ず同じコードで接続します。 


ソース 機器 


映像入力へ 



映像出力から 


録画機器 


テレビによっては、 S ビデオ入力とコンポジット入力の両方を接続していると、信号の有無にかかわらず常に S ビデオ入力び優先さ 
れ、コンポジット端テでのみ接続している機器の映像を見ることびでさない場合びあります。詳しくはテレビの取扱説明書をご覧 
<ださい。 

入力された信号によっては、ビデオコンバーターび働かずに映像び出力されないことびあります。その場合はビデオコンバーター 
の設定を日 FF にして、入力機器とテレビの両方を同じタイプのコードで接続してください。（一曰目ページ） 


31 
















































































































a 


: E … ER 參獲 
器日 . ND 參參 

SURROUND 间 ng 向— 

—flis 


參屬 g 參變 



編)參" 

m ®-®® 

參參 

感 #1 " U ' 





HDMI 0 UT 2 端テを使って HDMI 対応モ 
ニターと接続するとさは、 「 HDMI 出力を 
切り換える」（一80ページ)を必ずご確認 
<ださい。 


S400 S400 

曰国 


IN 田 IN 曰 IN 曰 INP INS IN 回 



HDMI 対応モニター 
(プラズマテレビなど） 



HDMI 対応機器 


口 


L - j 口。な 


各機器の接続 


HDM 閒応機器の接続 


HDMI とは High-Definition Multimedia Interface の略です。パソコンディスプレイなどで使われている DVI 
(Digital Video Interface ) 端テ対広張したテレビ向けのデジタルインターフエースの規格です。 HDMI 対応機器 
と HDMI 対応のプラズマテレビなどを接続することで、圧縮されていないデジタル映像と音声（ドルビーデジタル 
(ドルビーデジタルプラスやドルビー TrueHD も含む）、 DTS ( DTS-HD Master Audio も含む）、 MPEG -2 
AAC 、 SACD または IJ ニア PCM ) を]本のケーブルで伝送できます。接続には HDMI ケーブルをお使いください。 
HDMI IN に入力された映像信号にはビデオコンバーター機能び働さませんので、必ず HDMI 日 UT から HDMI 対 
応のプラズマディスプレイなどに接続してください。 


HDMI IN ] に接続した HDMI 機器を再生するときは、 HDMI ボタンまたは入力切換ボタンで本機の入力を HDMI 
IN ] に切り換えます(本体の INPUT SELECT 日 R でも選ぶことびできます)。また 、 HDMI IN に入力された映像/ 
音声信号を他の入力に割り当てることびでさます。詳しくは「入力端テの設定」（一]] ] ページ)をご覧ください。 


本機は HDMI 機器との接続を目的として設計されています。 DVI 機器に接続した場合、 DVI 機器によっては 
正常に動作しない場合びあります （ HDCP に対応していない DVI 機器(パソコンのディスプレイなど）には接 
続でさません）。 

本機の HDMI インターフェースは下の規格に基づいて設計されています。 

• High-Definition Multimedia Interface Specification 

HDMI 、 HDMI □コ '、 および High-Definition Multimedia Interface は HDMI Licensin 呂 LLC の商標または 
登録商標です。 


P HDCP に対応していない機器を接続すると 「HDCP ERR 日 R 」 と表示されます。 HDCP に対応した機器を接続したときにもこの表示 
び出ることびありますび、映像びとざれなく出力されれば不具合ではありません。 

. SACD 、 ドルビーデジタルプラス、ドルビー TrueHD 、 DTS-HD Master Audi □信号にも対応しておりますび、出力機器びそれらの 
フオーマツトに対応している必要びあります。 


旨音 

II 變画国国国国画 

酒影 II sill 111 " 一徽吗 

參參參 ® 

她 IIII 端 


if 
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TV (モニター)の接続 


各機器の接続 


Q 


〜-口參參。 

: E-B 傷感 
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ffis 
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參齡 
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曰 fJlIilM B ふ 



①〜②はいずれか 1 つを接続 


② I 


図とは異なる方法でデジタル接続するとさは、入力端テの設定び必要です(^111ページ)。 
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「映像機器の接続について」（一 3] ページ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルについては「接続コードについて」（一148ページ)をご覧ください。 

HDMI 端テで接続するとさは 「 HDMI 対応機器の接続」（一32ページ)を、コンポーネント端テや D 端テで接続する 
とさは「映像信号のコンポーネント / D ビデオ接続」（一37ページ)をご覧ください。 

S ビデオ端テで接続するとさは、入力端テの設定び必要です(一]] ] ページ)。 


SC - LX 90 



DVD プレーヤーの接続 


「映像機器の接続について」卜31ぺージ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コードについて」（一148ページ)をご覧ください。 

HDMI 端テで接続するとさは 「 HDMI 対応機器の接続」（一32ページ)を、コンポーネント端テや D 端テで接続する 
とさは「映像信号のコンポーネント / D ビデオ接続」（一37ページ)をご覧ください。 

SC - LX 90 
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各機器の接続 


DVD / LD コンパチブルプレーヤーまたは LD プレーヤーの接続 


DVD / LD プレーヤーまたは LD プレーヤーに IXIRF 出力端子びある場合は 、 RF IN 端テも接続します。これはドル 
ビーデジタル LD ソフトの再生に必要です。また、 LD のアナ□グオーディオ信号はデジタル出力されませんので 
アナ□グオーディオ接続わ行ってください。 


|L (AUDIO) 

liliMII 巧生丑削 n-H 

u S400 S400 

◎国 

广 IN 口 ^ 广 IN 日 ^ 广 IN 日 ^ 广 INB ^ 广 IN 日 ^ 曰 ^ I (HDMICTRU ^UT2 ^ 


參® "ご 1 ® IW 織 



DVD/LD プレーャー 
または LD プレーヤー 


図とは異なる方法でデジタル接続するとさは、入力端子の設定び必要です(^111ページ)。 

RF IN 端テの接続は同軸ケーブルで行います。 

RF IN 端テに接続した機器を再生するときは、リモコンの音声切換ボタンで入力信号を皿 RF に切り換えてください （ DVD / LD 入 
力！;(外で [ XlRF 信号を楽しむためには入力端テの設定び必要です）（一111ページ)。 


ブルーレイディスクプレーヤーの接続 


「映像機器の接続について」 (-31 ページ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コードについて」（一148ページ)をご覧ください。 

HDMI 端テで接続するとさは 「 HDMI 対応機器の接続」（一32ページ)を、コンポーネント端テや D 端テで接続する 
とさは「映像信号のコンポーネント / D ビデオ接続」（一37ページ)をご覧ください。 

下図と異なる方法でデジタル接続するとさは、入力端テの設定び必要です(一]] ] ページ)。 

S ビデオ端テで接続するとさは、入力端テの設定び必要です(一]] ] ページ)。 
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DVD レコーダーやビデオデツキの接続 


各機器の接続 


ゲーム 機器 
またはビデオカメラ 
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「映像機器の接続について」卜 31 ぺージ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コードについて」（一148ぺージ)をご覧ください。 

HDMI 端テで接続するとさは 「 HDMI 対応機器の接続」（一32ページ)を、コンポーネント端テや D 端テで接続する 
とさは「映像信号のコンポーネント / D ビデオ接続」（一37ページ)をご覧ください。 

録画をすることを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに 
統一して接続する必要びあります。また音声信号についてちアナ□グ接続する必要びあります。 



SC - LX 90 


ビデオカメラやゲーム機器の接続 


「映像機器の接続について」（一 3] ページ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コードについて」（一148ページ)をご覧ください。 

HDMI 端テで接続するとさは 「 HDMI 対応機器の接続」（一32ページ)を、コンポーネント端テや D 端テで接続する 
とさは「映像信号のコンポーネント / D ビデオ接続」（一37ページ)をご覧ください。 

S ビデオ端テで接続するとさは、入力端テの設定び必要です(一]] ] ページ)。 

SC - LX 90 


DVR / VCR 2 端テの接続は、 DVR/VCR ] と同様に接続してください。 



DVD レコーダー 
(またはビデオデッキ) 


DVD レコーダー 
(またはビデオデッキ) 


」 

II 


が I ®3 ®4 


i1 i2 i3 i4 
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各機器の接続 



市 


<5邸參 S 画 

醬画 
題画 


Lmm 

感 廳端。 

點日- nd (^) 

參®潮。 

編)編"™**" 


WCM 巧■をが面踊 jl - 日 


次の場合はアナ□グ接続び必要です。 
-チューナーにデジタル出力端子 
びない場合 

-地上波放送などのアナ□グ信号を 
本機を通して楽しみたいとさ 




前面端子を使った接続 


フ□ントパネルドア内の VIDE 日 / GAME 2 INPUT を使って各機器を接続できます。この機器を再生するときは、 
入カフアンクシヨン選択で VIDE 日2を選んでください。 



地上デジタル/衛星チユーナーの接続 


「映像機器の接続について」卜31ぺージ)をご覧になり、接続ち法を決めてください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コードについて」（一148ページ)をご覧ください。 

HDMI 端テで接続するとさは 「 HDMI 対応機器の接続」（一32ページ)を、コンポーネント端テや□端テで接続する 
とさは「映像信号のコンポーネント / D ビデオ接続」（一37ページ)をご覧ください。 

S ビデオ端テで接続するとさは、入力端テの設定び必要です(一]] ] ページ)。 

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとさに、下図と異なる場合は入力端テの設定び必要で 
す(一11 ] ページ)。 


MPEG -2 AAC 信号を再生するにはデジ 
タル接続び必要です。 

-光ファイバーケーブルを取り扱うときは 
急な角度に折り曲げないでください。 

-端テの向さを合わせて差し込んで < だ 
さい。 



衛星チューナー 
地上デジタルチューナー 


fif 
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各機器の接続 


映像信号のコンポーネント / D ビデオ接続 


コンポーネント端テや D 端テで接続すると、コンポジットビデオや S ビデオ端テで接続したとさよりち高品位な映 
像品質をお楽しみいただくことびでさます。「映像機器の接続について」 （一 31ページ)をご覧になり、接続ち法を 
決めてください。コンポーネント端テや D 端テで接続するとさは、入力端テの設定び必要です(一]]]ページ)。 
録画をすることを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに 
統一して接続する必要びあります。また音声信号についてもアナ□グ接続する必要びあります。 




接 


. コンポーネント端テや D 端子で接続するときは、 DVD プレーヤー側でコンポーネントビデオの出力設定び必要な場合びあります。 
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各機器の接続 


t 


レコードプレーヤーに 
アース端子び付いてい 
る場合は、必ずん端子 
に接続してください。 


♦ ( 6 utp 巧 !♦ ( |6utput) 



アナ□グ音声機器の接続 


デジタル出力のある CD プレーヤーや CD レ]-ダーでは、さらに「デジタル音声機器の接続」卜39ぺージ)もできます。 


CD レコーダー 
(またはテープデッキ) 


SACD プレーャー 


レコードプレーヤー 


チューナー 


CD プレーヤー 

'|_1 し 


ふ端テはアナ□グプレーヤーなどを接続した 
場合の雑音の低減を図るためのちのです。 


A 

注意 


PHONO 端テにレコードプレーヤー外の機器またはイコライヴー内蔵レコードプレーヤーを接続しない 
でください。大音量を出力し、スピーカーなどを破損する恐れびあります。 


カセットデッキを設置する場所によっては、再生したときに雑音などび発生する場合びあります。これはアンプのトランスによる U - ケージ 
フラックス(漏れ磁束)の影響によるものです。このようなときには、設置する場所を変えるか、アンプから離して設置してください。 


プリアウトを巧つたパワーアンプの巧続 


スピーカー出力端子の設定(一9日ページ）と連動して 、 PRE 日 UT 端テの SURR 日 UND BACK および EXTRA か 
ら出力される音声び ■ L ソ下のように変わります。他のパワーアンプなどを接続する場合はごを意ください。 


スピーカー出力端子の設定 

PREOUT 

SURROUND BACK 端子か！ 5 の出力音声 

PREOUT 

EXTRA 端子か！5の出力音声 

[ ノーマル] 

サラウンドバックチヤンネレ音声 

サラウンド己チャンネル音声 

[All Ch Bi-Amp ] 

無し 

無し 

[Front Bi-Amp ] 

サラウンドバックチヤンネル音声 

無し 

[ 7.2 ch + ZONE 2 ] 

サラウンドバックチヤンネル音声 
( Z 0 NE 2 日 N のとさのみ） 

無し 

[ 7.2 ch + Speaker 目] 

サラウンドバックチヤンネル音声 

ダウンミックスされた2 ch の音声 


この接続を行った場合、個々のアンプの能力やボ U ューム位置などにより音場補正を正確に行うことびでさない場合びあります。 



®1 ⑩ 2⑩3 IH III 。皿。甲 

歡 2 一 
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參參 




























































































デジタル音声機器の接続 


各機器の接続 


ドルビーデジタルや DTS ソフトを再生するには、デジタル接続び必要です。接続は同軸ケーブルまたは光フアイ 
ノ くーケーブルで行います （ 1つの機器に対してどちらか一ちのみで接続します)。 

HDMI 端テで接続するとさは 「 HDMI 対応機器の接続」（一32ページ)をご覧ください。 



接 

続 


SACD プレーヤー 


ゲーム機器 
またはビデオカメラ 


DVD レコーダー 2 


. どのデジタル入力端テをどの機器に使用するかは変更することびでさます。工場出荷時の設定 （ U アパネル表記）と異なる接続を行 
ラ場合は入力端子の設定(一111ページ)で設定の変更を行ってください。 

. HDMI 入力端子や i . LINK 入力端テから入力した信号はデジタル出力端テからは出力されません。 

. ホームメディアギャラ U —入力の音声はデジタル出力端テからは出力されません。 
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各機器の接続 


源コードの接続 


すべての接続び終了したら、電源コードを家庭用電源コンセント (AC ] 日日 V )に接続します。 

電源コードのつなぎかた 

本機の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをお勧めします。下図のように電 
源プラグの N マークのある側をコンセントの幅の広いち(アース側）に合わせて差し込んでください。 


A - 本機の電源コードは着脱式になっていますび、付属しているコード(電流容量1己 A 、 本機側 2 P プラグ 
インソケット方式) m がの電源コードはご使用にな5ないでください。 

m ^ • 本機の AC INLET のアース端テは本機のシャーシに接続されていません。 


• 電源プラグをコンセントに接続すると本機の電源び入ります。この際、1己秒間の HDMI に関する初期化動作を行います。初期化中は 
HDMI インジケーターび点滅しますので、点滅び終了してから本機の操作を行ってください。 「 HDMI コント□-ル設:^」卜129ぺ一 
ジ）を「日 FF 」 にすることで、この処理は行われなくなります。 

. 旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源コンセントから電源プラグを抜いておいてください。長期間、電源プラグを抜 
いた状態でち、本機で設定した各種設定び U セットされることはありません。 

• 電源プラグを抜くとさは必ず本体をスタンバイ状態にしてからプラグを抜いてください。 


SC - LX 90 



⑩ 1 112⑩3 114 1 

#獲® 


M0 


i1 i。 13 14 一 


獄 

…11 ig - 

(DVFWCR リ 1•け, j| •，ゴ •, 

inb I ( ZZ)KI — 

(DVFWCR 2) 

感 

_獄 

赫 

念 

渾義. 

，屬參參 J 

(WDEO/ 巧化 IE1) 



40 




























































アンプから音を出す〜基本再生〜 


基本再生 


接続した機器を再生するとさの手順です。本機では、「音声入力信号の切り換え」（^42ぺージ)で入力信号を選ん 
で、「 IJ ス ニン グ モー ドでいろいろな音を楽しむ」 （一 43ページ)で IJ ス ニン グ モー ドを選ぶことびをな操作です。 



4 

-2 

-7 


-5 


• r -7 


再生ずる機器の電源を入れる。 


2 


テレビー I I I - AV 7 ンプ 


こ-! I I-A 

ほ 


リモコンを AV アンプ操作モード 
にずる。 


3 


AV アンプ 

@ 


本機の電源を入れる。 

(本体の場合は、む STAND 目 Y/ON を}甲します。） 


4 入力切換 再生する機器を選ぶ。 

I ベ [ ぺ ボタンを押すたびに入力機器び切り換 

わります（本体の場合は、 INPUT 再 
SELECT 日 R で選択します)。 マルチち 
コント□ールボタンで直接選択するこ 
とちでさます。 

また、必要に応じて音声入力信号の種 
類を選びます。「音声入力信号の切り 
換え」（一42ぺージ） 


5 


お好みのリスニングモードを選ぶ。 

W ru スニングモードでいろいろな音を楽 

^ しむ」(一43ぺージ） 


6 再生機器の再生を開始する。 


7 



音量 


画音] 


音量を調節する。 

-80 d 目爆ル値)から+に服爆大値)の 
範囲で調節でさます。 

(本体の場合は、 MASTER V 日 LUME で調節 
します） 

一時的に音を消したいとさは消音ボタンを押 
します。もう一度押すか音量を調節すること 
で解除します。 


音量について 

.MCACC などにより正確にチャンネルレベルを補正した場合、0服び映画 
館での再生音量とほぼ同等になります。 

(0 d 日は大音量です。近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮をお願いし 
ます） 


本機の巧応フオ—マット 


デジタル（光/同軸）入出力端子経由の対応信号 
ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC、WMA 9 Pro、PCM (サンプリン 
グ周波数:32 kHz '44.1 kHz ' 48 kHz '88.2 kHz . 96 kHz ) 

HDMI 端子および i .LIN K 端テ経由の対応信号 

上記のすべて、ドルビー True HD 、 ドルビーデジタルプラス、 DTS - 
EXPRESS 、 DTS-HD Master Audio、SACD および DVD 才ーディオ 
(192 kH 治む） 
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入力機器 


こ -11 r 

巧 


AV7 ンプ 


リモコンを AV アンプ操作モード 
にする。 


2 


音声切換 


再生したい入力信号を選択する。 

音声切換ボタンを押すたびに、下のように 
切り換わります。 


C 


才 一 h . 
PCM 卜 


アナログ^デジタル 


し LINK 


HDM 卜 RF 


〕 


才ートにしたときは、 i 丄 INK 一 HDMI 一 
RF ^デジタル^アナ□グの優先順位で自 
動的に入力信号を選択しますり丄 INK 、 
H D M I、 R F は「入力端テの設定」でそれぞ 
れび割り当てられている入力のとさのみ 
選択でさます)。 

オートび選択されていると CD などの 
PCM 音声を再生したとさに曲の頭び切れ 
ることびあります。その場合は PCM を選 
択してください。 

PCM 選択時、し LINK 一 HDMI ーデジタル 
の優先順位で選択されます（それぞれの 
「入力端子の設定」で割り当てている場合 
のみ)。ただし PCM 音声専用のため 、 PCM 
外の信号では音び出ずにノイズび出る 
ことびあります。 

HDM 曙択時、 「 HDM 直声出力の設赴卜 
己3ぺージ)で 「 THR 日 UGH 」 を設定してい 
ると、音声は本機からではなくテレビから 
出力されます。 


]グとデジタルの入力信号を切り換えることびでさます。 


本機では各入力についてアナ [ 


■ MAIN ZONE ぞ 巧 ■ 

国 ■■歷歷歷 ■国 

国 ■■■■■■■■ B 

の 

入力 機巧 

W7 ンプ] 

音呈 

画 

チヤ:々)レ 

+ 

テレビ! 

回 

音呈 

+ 

n 肖音) 


基本再生 


青入力信号の切り換え 


DVD/LD - 55-OdB 

SIGSEL 才ート 



i 占 
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基本再生 


ベッドホンで聴< 



1 へッドホンを PHONES 端子に差し込む。 

差し込むとスピーカーから音は出なくなります。 


• IJ スニングモードは 「 STEREO 」 または 「PHONES SURROUND 」 のみ選 
択でさます。 

. MCACC は日 FF になり、 MCACC インジケーターも消灯します。 

• 各 U スニングモードの効果は2 ch にダウン三ックスされます。 

. へッ ドホンを差し込むとスピーカーから音は出なくなります。 

.MULTI CH IN 入力のときは、ダウンミックスされた音声をへッドホンか 
ら出力します。 

. へッドホンを差し込んでいるときはシステムセットアップを行うことはで 
さません。 


リスニングモードでいろいろな音を楽しむ 


再生機器からの信号にいろいろな音場効果を加えることびでさます。 

驅驅驅腳腳驅^離~ 


再 

生 


r ~~- 

区 1し 巧 

チが 4 J レ 音重 

W 7 ンプ ] 

国国 

音呈 

テレビ基本操作 
r 入力 1 r 消音 I 

nil 



巧態巧詔 CH レベル 

1 剖 1 f ° ► 1 I 


THX 

嚇 


广 ■■ I 广 ■ I 广 W 1 


?置ぶ S1ANDARDADVSURR 


音き切巧スリ-プディマ-音青 

山巳因幽 

SR+ SBch 処理 PHASE iPod CTRL 


-2 



リモコン 

THX 


SmECT llfum STANDARD ADVSURR 

ロロ ロロ 


本体 



AUTO SURROUND 
/STREAM DIRECT 


1 テみよ皆 AV 7 ンプリモコンを AV アンプ操 
作モードにする。 


2 リスニングモードを選ぶ。 

タイプによっては、ボタンを押すたびにモー 
ドの種類を切り換えて選択でさます。 
それぞれの U スニングモードについて次ペー 
ジの設定び選べます。 
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基本再生 


モードのタイプボタン 


U モコン 


HOME 

THX 


THX 

网 


映画の再生に適します。デコード処理後 THX 独自技 
術を付加することで、映画館や収録スタジオの音場び 
再現されます。 

* THX 時は、「オーディオ調整機能」の一部使用び制 
限されます。 

入力信号や設定により、 U スニングモードの選択肢 
び変ね0ます。 


選択肢 

用途 

■2 ch 信号入力時 


皿 Pro Logic llx MOVIE 

映画 

□□Pro Logic 

ちい映画 

Neo :6 CINEMA 

映画 

□□Pro Logic llx MUSIC 

音楽 

Neo :6 MUSIC 

音楽 

皿 Pro Logic llx GAME 

ゲーム 

THX ULTRA 2 GAMES 

ゲーム 

■マ J レチチヤンネ J レ信号入力時 

THX Surround EX 

映画/音楽 

□□Pro Logic llx MOVIE 

映画 

THX ULTRA 2 CINEMA 

映画 

□□Pro Logic llx MUSIC 

音楽 

THX ULTRA 2 MUSIC 

音楽 

THX ULTRA 2 GAMES 

ゲーム 

■2 ch 信号入力時 


□□Pro Logic llx MOVIE 

映画 

□□Pro Logic llx MUSIC 

音楽 

□□Pro Logic llx GAME 

ゲーム 

□□Pro Logic 

ちい映画 

Neo :6 CINEMA 

映画 

Neo :6 MUSIC 

音楽 

Neural THX 

音楽 


U モコン 


STANDARD 

□ 


STANDARD 

SURROUND 


サラウンド再生のためのデコードを行います。 

2かソースはマト U ックス’サラウンド•デコードをしま 
す。 

入力信号や設定により、リスニングモードの選択肢 
び変わ0ます。 


■マ j レチチヤンネ j レ信号入力時 
皿 Pro Logic llx MOVIE 映画 

□□Pro Logic llx MUSIC 音楽 

Dolby Digital EX 映画/音楽 

DTS-ES 映画/音楽 

DTS Neo ：6 映画/音楽 


U モコン 

ADVSURR 


ADVANCED 

SURROUND 


デコード処理と y (イオニア独自の技術を組み合わせた 
サラウンド再生モードです。 

数種類からの選択び可能です。 

(デコード処理を変更することはでさません。） 


ACTION 

アクション映画 

DRAMA 

ドラマ 

SCI-FI 

S 刊央画 

MONOFILM 

ちい映画 

ENTERTAINMENT SHOW 

ミュージカル/映画 

EXPANDED THEATER 

映画/音楽 

TV SURROUND 

TV 放送 

ADVANCED GAME 

ゲーム 

SPORTS 

スポーツ 

CLASSICAL 

クラシック 

ROCK/POP 

音楽 

UNPLUGGED 

アコースティック 

EXTENDED STEREO 

音楽 

PHONES SURROUND 

ヘッドホン使用時 

STEREO 

音楽 

FRONT STAGE 


SURRFOCUS 

映画/音楽 

FRONT STAGE 


SURR WIDE 

映画/音楽 


STEREO / 
FRONT STAGE 
SURROUND 


U モコン 

STEREO/ 

l=.S.SURR 

□ 


すべての信号を 2 ch (最大 2.2 ch ) で再生します。 
通常のステレオ再生とフ□ントス ピーカーとヴブウー 
ファーのみ でサラウンド再生を行ラフ□ントサラウンド- 
アド J (ンスの選択び可能です。 


U モコン 


AUTO 

SURROUND / 

STREAM 

DIRECT 


AUTO/ 

DIRECT 

口 

本体 


入力信号に収録されたチヤンネル数に応じて、再生チ 
ヤンネル数を自動的に選択します。 

(工場出荷日寺は AUTO SURROUND わく選ば'れてし^ま 
す） 


AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 


© 


AUTO SURROUND 
/STREAM DIRECT 


すべての ソース 
すべての ソース 
アナ□グ信号、 
PCM ソース、 
SACD 


より詳しくは ru スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一149ページ)をご覧ください。 
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基本再生 


HOME THX および STANDARD SURROUND モードについて 

しソ下4つの要素び複雑に関係するため、選択肢は場合によりさま 
ざまに変化します。 

「 U スニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧」(-149 
ページ）にその組み合わせ表びあります。 

. スピーカー出力端子の設定 (一 90ページ） 

• 入力信号の種類 

• 接続(設定）したサラウンドバックスピーカーの本数(^1〇己 
ぺージ） 

. SBch 処理の設定(一己0ページ） 

より 詳しくは、 r デジタル音声 フォーマッ ト について」 （一 140 
ページ)をご覧ください。 

. へッドホン挿入時は HOME THX モードを選択することびで 
さません。 

ADVANCED SURROUND モードにつし、て 

. WMA 9 Pro (96 kHz )、 信号入力時 、 ADVANCED 
SURROUNDS - ドは選択できません。 

• よ0言羊し<は 、 「ADVANCED SURROUND モードの種类頁と 
効果」(-151ページ)をご覧ください。 

STEREO モードについて 

• 設定や入カソースにより、サブウーファーからを音び出力さ 
れる場合びあります。 

AUTO SURROUND/STREAM DIRECT モードについて 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チャンネル数 
を自動的に選択します。 

. CD などの2 ch 信号入力時ーステレオ再生 
. □□サラウンド信号入力時一皿 Pro Logic llx MOVIE など 
. デジタル 5.1 か信号入力時^ □□デジタル、 DTS など 
• 6.1 ch 再生検出信号付さデジタルマルチ ch 信号入力時 
一 □□Pro Logic llx MOVIE、Dolby Digital EX'DTS ES 


FRONT STAGE SURROUND (フ□ントサラウンド•アドバン 
ス）について 

FRONT STAGE SURR FOCUS または FRONT STAGE 
SURR WIDE を選ぶことで、左ちのフ□ントスピーカーとサブ 
ウーファーのみで自然なサラウンド再生を行います。それぞれ 
の効果はしソ下のとおりです。 

.FRONT STAGE SURR FOCUS ： 臨場感のある自然なヴ 
ラウンド効果び得られます。フ□ントスピーカーから等距離 
の直線上(前後は移動可能)で視聴してください。 

• FRONT STAGE SURR WIDE : F 0 CUS モードよ D も横に 
広い範囲でサラウンド効果び得られます。お二人で横に並ん 
で視聴するとさに適しています（この場合、オート MCACC 
(一14ページ)でオートセットアップを行うことで、より自然 
なサラウンド効果び得られます)。 

FOCUS ( おすすめ） WIDE 



「AUTO SURROUND 」、 の旧 ECT」、「PURE DIRECT 」 ①3種 
類について、詳しくは r リスニングモードの詳細と出カチヤンネ 
ル数の一覧」（一149ぺージ)をご覧ください。 

• スピーカー出力端子の設定を「7.2 ch + SpG0kGr 目」に設定 
しているとき 、 PURE D 旧 ECT モードでは 、 Speaker B から 
は音び出ません。 

.PURE DIRECT モードで DVD オーデイオを再生すると、チヤン 
みレび入れ替わってしまったり、あるチヤンみレだけ音び出なく 
なるなど、正しく再生されないことびあります。その場をは 
DIRECT や AUTO SURROUND に切0換えて<ださし、 

.PURE DIRECT モードで PCM 1； (外のソースを再生すると、再 
生直前にノイズび出ることびあります。この場合は D 旧 ECT か 
AUTO SURR 日 UND にすることをお勧めします。 


再 

生 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、ちとの信号に変換させる技術です。また、2 ch の音源をマルチ ch 
化させたり、己.1か信号を 6.1 かや 7.1 ch に伸長させる技術もデコード(マトリックス•デコード）と呼ぶことびあります。 


45 






















基本再生 

AUTO SURROUND/STREAM DIRECT 選択時の音の設定や機能が応表 


■1^(下の表で0のっいている設定や機能は、設定されているとおりの内容び対応されることを表しています。〇の 
ついていない設定や機能は対応していないことを表し、 （） で記載されている内容は強制的にその設定になるこ 
とを表します。 



AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 

圧縮音声信号/ 
PCM マルチか 
入力時 

アナ□ク信号 
入力時^ 

PCM 2 ch / 
DSD 信号 
入力時^ 

スピーカーシステム 

〇 

〇 

〇 



スピーカー出カレベル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

スピーカーまでの距離 

〇 

〇 

〇 



Acoustic Cal EQ 

〇 

〇 

( OFF ) 



定在渡制御 

〇 

〇 

( OFF ) 



PHASE CONTROL 

〇 

〇 

( OFF ) 



FULL BAND PHASE CONTROL 

〇 

〇 

( OFF ) 



サウンドレトリバー機能 

〇 

( OFF ) 

( OFF ) 



Xカーブ 

〇 

〇 

( OFF ) 



Boundary Gain Compensation 

〇 

〇 

O 



サウンドディレイの設定 

〇 

〇 

o 



SRC 

〇 

〇 

o 


〇 

アナ□グ ATT 

〇 

〇 

- 



DIGITAL SAFETY 

〇 

〇 

( OFF ) 



SBch 処理 

〇 

(才ート） 

(才ート） 



ノ チヤルサラウンドノむ/クモード 

〇 

( OFF ) 

( OFF ) 



デジタルノイズリダクション機能 

〇 

( OFF ) 

( OFF ) 



ミッドナイト/ラウドネスモード 

〇 

( OFF ) 

( OFF ) 



卜ーンコント□—ル 

〇 

(0 犯） 

(0 犯） 



ダイア□グエンノ \ンスメント機能 

〇 

( OFF ) 

( OFF ) 



ダイナミックレンジ]ント a—j レの設定 

〇 

( OFF ) 

( OFF ) 



LFE ATT 

〇 

〇 

O 



Suit B デイレイ 

〇 

〇 

o 



SACD ゲィンの醜 

〇 

〇 

- 




*1 アナ□グ信号び DSP を経由しないで直接アンプに入力されるモードです 。 (ANALOG DIRECT ) 

*2 - PCM 信号び DSP を経由しないで直接 D / A 変換され、アンプに入力されるモードです 。 (PCM DIRECT ) 

- PCM DIRECT または SACD DIRECT 選択時、入力された信号は本機でダウンミックス処理を行うことびできません。 
ただし、センタースピーカーの設定び[ N 0]の場合には、センター ch 信号をフ□ント左/ちにアナ□グで振り分けています。 
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. DIRECT と PURE DIRECT モード選択日寺は、 S 巨 ch 処理たく常に AUTO に言受定 
されるため 、 AUTO SURR 日 UND とはデコード状態び変わることびありま 
す。詳しくは「 I 」スニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧」卜149 
ページ)をご覧ください。 

. マルチチャンネル信号入力時、すべてのスピーカーから音を出したいとさは 
AUTO SURR 日 UND モードにして、 S 目 ch 処理を日 N に言ミ定することをお勧 
めします。 








































基本再生 


位相なれの補正 


音の入り□から出□までの時間と位相を精密に管理することで、従来にない高音質なサウンドび実現でさます。 
この「時間と位相を管理する」 I -ータルコンセプトびパイオニアオ IJ ジナルの「フェイズコント□ール」です。 

本機には AV アンプで発生している低域の位相乱れ(群遅延)を補正する 「PHASE C 日 NTR 日 U 機能と、スピーカー 
で発生している全帯域にわたる位相乱れ (群遅延) を補正する 「FULL BAND PHASE CONTR 日 L 」 機能を搭載し 
ています。 


• 工場出荷時は 、 PHASE CONTR 日 L 機能び日 N の状態です。才ート MCACC (「リスニング環境を測定して最適な設定をする」 （14 
ぺージ )） を行うか、「システム設定メニュー」の 「FULL BAND PHASE CTRL 」（ 101ぺージ）を行うと、測定後 FULL BAND 
PHASE CONTR 日 L 機能は自動的に日 N になります 。 FULL BAND PHASE CONTR 日 L を日 N にすることで 、 PHASE 
CONTR 日 L 機旨 g も日 N になるので、通常は FULL BAND PHASE CONTR 日 L : 日 N でのご使用をお勧めします。 

• 位相とは2つの音波の時間的関係を表しています。2つの音波の山と山び合っている状態を位相び合っている、合っていない状態を 
位相びズレていると言います。 


低域の位相なれを巧正する (PHASE CONTROL ) 


マルチチャンネル再生する際、 LFE (超低域)信号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブウーファーや他の最再 
適なスピーカーに振り分けられる処理びされます。しかし、この処理には原理上、位相びズレてしまう周波数(群生 U 
遅延)び発生し、低域だけび遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干渉により低音の打ち消し合いび発生してしま 
ラなどの問題びあります。本機では、 PHASEC 日 NTR 日 L を日 N にすることで、原音に忠実な力強い低音を再現 
でさます。 


PHASE CONTROL OFF 



音源 


フ□ン トス ピーカー 


善'|\ィ-. 


4》) 、]a 

サブウーファー 


U スニング 
ポジション 




タイ三ングび 
遅れて打ち消し 
合ってしぶ状態 


. U ズムびぼやけてはっきりしない 
• 低音の量感び失われている 
• 楽器の U ア u テイびない 


PHASE CONTROL ON 


フ□ン トス ピーカー 


音源 


嘴‘"； 

嘴八 

サブウーファ- 


U スニング 
ポジション 


馬 


本来の音色び 
聞こえる状態 


. U ズムびはつさりする 
• 低音の量感び失われない 
• 楽器の U ア U テイを感じる 



首口明巧乂リ—ノアイマ—首口 

山己回幽 



アナ□ク ATT ジャジル HDMI 0 UT _ 〇 

LZ ] 山回 L 4 J 


クリア MCACC CH 

f 〇 ] I 0 I M I 


DVD/LD -55-OdB 

PHASE CONTROL 


テ bt と 


力機器 


地 i 


AV アンプ 


リモコンを AV アンプ操作モード 
にする。 


乙 PHASE PHASE CONTROL を選ぶ。 

6] PHASE CONTROL インジケーターび点打します。 
ボタンを押すごとに ON と OFF び切り換わります。 


.PHASE CONTR 日 L 機旨封まへッドホン使用時にも効果びあります。 

. サブウーファー本体に PHASE 切換スイッチびついているとさはプラス側 
(0° 側）に言受定して<ださし、。ただし、本機の PHASE CONTROL を ON にし 
ても効果びわかりにくいとさは、サブウーファーの固体差び考えられますの 
で、効果の大きい方を選んでください。また効果びわかりにくいときはサブ 
ウーファーの向さや場所を少しずつ変えてみることちお勧めします。 

. サブウーファー内蔵の Lowpass フィルタスイッチを日 FF にしてください。日 FF 
にでさないヴプウーファーの場合はカットオフ周波数を高く設定してください。 
. スピーカーの距離を正しく設定しないと 、 PHASE C 日 NTR 日 L の効果び正 
しく出ない場合びあります。 

• じ(下のときは PHASE CONTR 日 L モードを日 N にできません。 

• PURE D 旧 ECT モードのとき 

• 「才ーデイオ調整機制の HDM 暗声出力を 「 THR 日 UGH 」 に設定してい 
るとさ 
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基本再生 


を帯棚こわたる位巧なれを巧正する (FULL BAND PHASE CONTROL ) 


FULL BAND PHASE CONTR 日 L はスピーカーの周波数位相特性を測定し、補正する機能です。一般的な才ーディ 
才用のスピーカーでは、複数のスピーカーユニットで周波数帯域を分割して再生します。たとえば代表的な 3 way 
スピーカーの場合、ツイーターで高域、スコーカー(ミッドレンジ)で中域、ウーファーで低域音声を出力します。 
この際、スピーカーは広帯域にわたって周波数振幅特 I 生(し化ゆる F 特)びフラットになるよう設計されていますび、 
周波数位相特性はフラットにならないことび多く、音声信号再生時、高域に対して低域び遅れるといラ群遅延(帯域 
間での位相特性のズレ)び発生します。本機ではスピーカーから出力されたテスト信号を付属のマイクで測定するこ 
とによってスピーカーの周波数位相特性を解析し、音声信号再生時の周波数位相特性びフラットになるよラに補正 
します ( L / R でペアになっているスピーカー]組に対して同じ補正对5しほす)。 


■ a" ■■ げ iW 1,1 リ ： w ■ か 】 Ml :{•】■•】— 


位相乱れ(群遅延）の影響で、高音域に対して低音域び 
遅れている（スピーカー構成によってはこの遅れ度合 
いちバラノ（ラなので、音のつなびりにち影響する）。 


FULL BAND PHASE CONTROL 


位相乱れ(群遅延）を捕正することで帯域間の遅延時間 
差び縮まり、全帯域のタイミングびそろう悔チャンネル 
間のタイミングちそろラので音のつなびりち向上する）。 



I ゥ-ファ -I り))へ一'\.八,/ 


群遅延特性 



Hz 



>音像びリアルに感じられる 
>楽器のリア U ティびさらに増す 
>セリフびはっさりと聞こえる 
>各チャンネル間の音のつなびりび良くなる 
>ボーカルの□元の動さまで感じることびでさる 



2 



百口切巧乂リ—ノ 了イイ- ち口 

山も1 1ぶ 曲 

SR+ SBch 赃1 PHASE iPod CTRL 

n 己〇 固 


I ^ ) I 

アナ□ク ATT ジャンル HDMI0UT — 

山山间 LuJ 

クリア MCACC CH 

I 〇 I 厂 011 汉定 I r_ I 


DVD/LD -55-OdB 

FULL BAND PHASE CONTROL 
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1 骨ノプ觀。ンを AV ァンプ操作モ-ド 


2 PH^ FULL BAND PHASE CONTROL を選ぶ。 

PHASE CONTROL と FULL BAND PHASE 
CONTROL の機能び ON にな 0 ます 。 PHASE 
CONTROL インジケーターび点打します。 
ボタンを押すごとに ON と OFF び切り換わります。 


. スピーカーの周波数位相特性を解析するための測定は、オート MCACCCrU ス 
ニング環境を測定して最適な設定をする」（ I 4ページ)）を行うか、「システム設 
定メニュー」の 「FULL BAND PHASE CTRL 」 り 0] ぺージ)を行ってくださ 
い。才ート MCACC をカスタムで行う際は ALL を選択してください。測定を行っ 
ていなし、状態では「 FULL 巨 AND PHASE 」 を選択することはできません。 

.FULL BAND PHASE CONTR 日 L は周波数位相特性のみを補正しており、 
周波数振幅特性 ( F 特)には影響を与えません。 

• サブウーファーは FULL BAND PHASE CONTROL の補正対象夕 t です。ま 
た、原理的に群遅延び発生しないスピーカー(フルレンジスピーカー)や可聴 
帯域外の超高音域(スーパーツイーターなど)ち補正対象外です。 

• 測定後は、測定されたスピーカーの群遅延特性と補正後のターゲットとなる 
特 I 生を日 SD 画面にグラフ表示することびできます （ 101ぺージ)。また 、 PC 
と接続することで、より詳細なスピーカーの群遅延特性と補正後の群遅延特 
性を 3 D グラフで表示することも可能です （ 100ページ)。 

• 1；(下のとさは FULL BAND PHASE CONTROLS - ドを日 N にすること 
びでさません。 

• へッドホンを挿入しているとさ 
• PURE DIRECTS - ドのとき 

• はーディオ調整機能」の HDMI 音声出力を 「 THR 日 UGH 」 に設定しているとき 









































































いろいろながミ兄に合わせた機能を選択/調壁する 

いろいろなが況ごとに最適な音場補正の設定を選がする 


基本再生 


「才ート MCACC 」 や「マニュアル MCACC 」 であらかじめ設定した音場補正 (MCACC MEM 日 RY ) を選択します。 




1 14 1 广3 1 1 〇 1 

アナ□巧 rr ジャジル HDMI0UT 〇 

Czj [8 J 1_9] 1 + ) 

クリア MCACC CH 

1【 - ，1 _ 1 


1 1 - 1 iMSM 1 ぶ 1 j 

10 11 12 5¢ 



HDMI 3 

-55.0dB 

オーディオ調整 


MCACC ィ lASmi 

3 の w; •• 圓 ► 

EQ 1 

[ON ] 

STAND.WAVE | 

[ON ] 

サウンドディレイ 1 

[ 0.0 fr ] 

MID/LOUD 1 

[ OFF ] 

TONE 1 

[BYPASS ] 

BASS 1 

[ - ] 

TREBLE 1 

[ - ] 


を:終了 


入力機器 

巧 


リモコンを AV アンプ操作モード 
にする。 


之 MCACC MCACC MEMORY を選ぶ。 

0 I 押すたびに MCACC MEM 日 R 丫び切り換わり 

ます。 

MCACC MEMORY 1〜6のいずれかを選択 
しているとさは、 MCACC インジケーターび 

点巧します。 _ 

巧 

r. 节 生 

• スピーカーシステムの設定はすべての MCACC MEMORY で共通の設定です。 

• 工場出荷閒が Ml : MEM 日 RY 1」 に設定されています。 

. MCACC ボタンを押してから知/与ボタンで選ぶこともでさます。 

. ヘッドホン使用時には効果びありません。 


いろいろながミ兄に合わせた音場補正で最適なサウンドを楽しむ 


MCACC では IJ スニングポジションにおける音場補正を行うので、映画を観る位置とゲームをする位置、音楽を 
聴くとさのソファーの位置など、それぞれの IJ スニングポジションに応じて異なる補正を行ラ必要びあります。 
各ポジションであらかじめ音場補正された、それらの MCACC MEM 日 R 丫を選択することで、最適なサウンドを 
お楽しみいただくことびでさます。 

活用例 

たとえば、 • I ソ下の状況に応じた音場補正をそれぞれの MCACC MEM 日 R 丫へ事前に設定しておさ、 MCACC ボタ 
ンを押して MCACC MEM 日 R 丫を合わせるだけで、それぞれの状況に応じた音場補正び適用されます。 

• 映画はモニターから離れた位置で観たい 

• ゲームはモニターの近< で楽しみたい 

• 普段の IJ スニングポジションとは違う位置のソファーで音楽を聴さたい 

手順例 
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基本再生 


サラウンドバック ch 処理を切り換える 


サラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバック ch 音声の処理を切り換えます。また、ヴ 
ラウンドバックスピーカーを接続していないときは、仮想のサラウンドバック音声を創り出します。設定項目は 
■ I ソ下のとおりです。 

サラウンドバックスピーカーを接続しているとき 

SBch OFF :サラウンドバック ch へのデ〕ード処理は行わず、サラウンドバック ch から音声は出力されません。 
SBch ON :常にサラウンドバック ch へのデコード処理を付加するため、最大の出カチャンネル数でお楽しみい 
ただけるモードです。 

SBch オート： 入力信号の種類を検出し、サラウンドバック ch 信号を検出したときのみサラウンドバックスピー 
カーからデコード処理された音声を出力します。ソフトに最ち忠実な再生となります。 

サラウンドバックスピーカーを接続していないとき 

VIRTUAL SB OFF :仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り出しません。 

VIRTUAL SB ON : U スニングモードによって、仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り出します。 
VIRTUAL SB オート： 入力信号や IJ スニングモードによって、仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り 
出します。 

入力信号、 IJ スニングモードの種類や組み合わせによって、サラウンドバックスピーカーからの音の出力び異な 
ります。詳しくは ru スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一149ページ)の表をご覧ください。 



H MAIN ZONE S 0 H 

1 ssssssss 1 

f 入力 as 1_ 

- - 1 テレ tf-i 1 广 PNT ツブ \ 

回し抽广 7 

村ンみレ 音 星 1 

区！囚 1 胃 S 


'mm' 'mm^ 'mm' 


音き切巧ス y — プ ディ 7 — 音青 

の回回回 

SR+ SBche^ PHASE iPod CTRL 


1 ■ 1 I o I 1 麻 1 

アナ□ク ATT ジャジル HDMIOUT 〇 

m FrI rsn m 


入力機器 


こ -11 P 

ほ 


AV7 ンブ 


リモコンを AV アンプ操作モード 
にずる。 


么 SBch 触 i SBch 処理モードを選択ずる。 

I 。 ら I ボタンを押すたびに、 ON とオートおよび 

日 FF び切り換わります。 


• しソ下のとさは S 目か処理モード(またはバーチャルサラウンドバックモー 
ド）を切り換えることびでさません。 

. 「スピーカー設定」（一10己ぺージ)で、サラウンドスピーカーび N 0(無 
し）に設定されている、または「スピーカー出力端子の設定」（一90ペー 
ジ)で ALL Ch 目 i - Amp び選ばれているとさ 
. 「才ーディオ調整機制の HDM 暗声出力の設定び 「 THR 日 UGH 」 に設定 
されているとさ 

• へッドホンを挿入しているとさ 
.STREAM D 旧 ECT モードのとき 

. STERE 日またはフ□ントサラウンド•アドバンスモードび選択されて 
いるとさ 

. サラウンド ch び収録されていないソース(シーン)では、仮想のサラウンド 
バックチヤンネ>1レ音声を創り出すことはでさません。 


サラウンドパックかを再生環境に応じて使い分ける 


サラウンドバック Ch 処理の切り換えとスピーカーシステムの切り換えを組み合わせて活用することで、 DVD 
オーディオや SACD などの高音質マルチ ch 音楽ソース用のスピーカー構成と、 THX 推奨の映画鑑賞用のスピー 
カー構成を切り換えることびできます。詳しくは「再生環境に応じてスピーカーシステムを切り換える(応用編)」 
(一83ぺージ)をご覧ください。 
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再生中にスピーカーの出カレベルを調整する 


基本再生 


再生している音を聴さなびら、チヤンネルごとに出カレベルを調整でさます。 


■ 驅 S 驅疆覇繼懸臟国 



I ミ肖音 I 肖音 I 






1 テ化み^ AV 7 ンプ リモコンを AV アンプ操作モード 

CD にする。 

2 

CH レぺ J レ 

スピーカーのチヤンネルを選択する。 

1 。 ► 1 



ディスプレイに 「L ◄ +0.5 dB ^」 などと表 
示されます。押すたびにチヤンネルび切り換 
わります。 



出カレベルを調整する。 

一] 0.0 d 目から+ ] 0.0 dB の範囲内で、 
0.5 dB 間隔で調整でさます。 


再 

生 


—デイオ調整機能を使用する 


ここでは次ページの表にある音声に関する「設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認の 
うえ、お好みで設定する項目を選んで設定を行ってください。 



• 入力信号や本機の設定などによって調整をすることびでさない項目びあり 
ます。その場合は設定項目として表示されません。 


入力機器 


-~11 P 

ほ 


AV 7 ンプ 


リモコンを AV アンプ操作モード 
にする。 


2ォづけ調舊 
トップ 

とユ— 


オーディオ調整機能にする。 



設定項目を選ぶ。 

次ページの表の設定項目からお好みで調整し 
たい項目を選びます。 



手順 3 で選んだ項目の調整を行う。 

iU 下の表の設定内容のとおりにお好みで調整 
ぃよ9 〇 


5 ^ オーディオ調整機能を終了ずる。 

ろ 
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基本再生 


♦:工場出荷時の設定 


設定頃目 

設定-効果の内容 

表示と設定 

MCACC [ M1.MEMORY 1 

7 MCACC MEMORY の選択 
- ( MCACC メモ U - の名称変更(一]日3ぺ一 

•MCACC : M 1 .MEMORY ] 

Ml .MEMORY 1〜 M 6. MEM 0 RY 目 

MCACC^=EU- 
《1，2,4 

ジ)をしているときは変更した名前で表示され 
ます） 

OMCACC : OFF 


r ^ r 選択されている MCACC MEMORy の周波 •EQ :日 N 

-!~~———-数特性の補正の ON/OFF 設定。 OEQ : OFF 

周波数特性の補正 それぞれの MEMORY ごとに設定でさます。 

《2, 4,10 


stand wave f ON 1 選択されている MCACC MEMORY の定在 • STAND.WAVE : ON 

- ----波制御の効果の ON/OFF 設定。 OSTAND.WAVE : OFF 

定在渡制御 それぞれの MEMORY ごとに設定でさます。 

《4,10 


サウンドディレイ [ 0 〇い1 音声全体の遅延時間の調整 ♦サウンドディレイ：日.日か 

- ( DVD ソフトなどで、映像の動さのちびセ I 」フ日.日 fram 目〜6.日 frame まで 

サウンドディレイの調整 などの音声より遅れている場合、音声全体を遅（日.]間隔） 

《 10 らせることで、映像の動きと音声とを合わせる- ] f 「 ame = l /3 日砂 ( NTSC ) 

ことびでさます） 


Ml D / LOUD f OFF 1 夜間やル音量再生でち、音量に応じて効果を 

----調整し、聴き取りやすくする機能 

ミッドナイト/ラウドネスモード M I DN に HT : マ>1レチチヤンネ>1レ再生向き 

《 4，日，目，7,10,11 L 0 UDNESS :2 チャンネル再生向き 


• MID / L 日 UD : OFF 
両機能ともに OFF 
OMIDMGHT :日 N 
OLOUDNESS : ON 


tone [ BYPASS 1 「低音の調整」「高音の調整」をする/しないの •TONE : BYPASS ( OFF ) 

-設定 OTONE : ON 

卜ーンコントロール 

《4，目，ス8,10,11 


BASS [ _ 1 低音のレベル調整 ♦目 ASS : 日服 

- -6 服〜+6服り服間隔) 

イ氏音の調整 

(卜ーンコント □ —ル ON 時のみ） 


treble [ _ ] 高音のレベル調整 ♦ TREBLE : 日服 

- -6 服〜+6服り服間隔) 

高音の調整 

( 卜ーンコント□—ル ON 時のみ） 


S RETRIEVER [ OFF 1 MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、削 ♦ S.RETRIEVER : OFF 

-除されてしまう部分び発生します。サウンドレ OS.RETRIEVER : ON 

サウンドレトリバー機能 卜 U パー機能を日 N にすると、 DSP 処理によっ 

《 4, 6,ス10,11 てその削除されてしまった部分を補い、音の密 

度感、抑揚感を向上させます。 


DNR f OFF 1雑音び多く含まれるソフトのノイズを低減する •DNR : OFF 

----機能（一己4ぺージ「デジタルノイズ U ダクシヨ ODNR : ON 

デジタルノイズ ン」参照） 

リダクション機能 
《4, 6,ス10,11 


DIALOG E [OFF 1センター成分の定位感の調整機能 •DIALOG E : OFF 

----(映画やドラマのセ U スまたは音楽のボーカ ODIALOG E :日 N 

ダイア□グエン八ンスメント ルを際立たせ、より聴さ取りやすい音にしま 

機能 す） 

《4,目，ス10,11 


SRC [ ON ] デジタル音声信号への、ダイナミックレンジの ♦ SRC : 日 N 

-拡大と周波数ち向の広帯域化をする機能 OSRC : OFF 

サンプリングレートコンパート ( PCM 1郎けまたは圧縮音声2日 bit を24 
機能 bit に再量化し、データ処理時にヴンプ U ング周 

《11 波数を上げることで、より滑らかで繊細な音楽 

表現を可能にします） 









































基本再生 


:工場出荷時の設定 


設定頃目 


DUAL MONO 


[CH1 


デュアルモノラル音声の設定 


設定-効果の内容 


]+ 1デュアルモノラル信号入力時、どちらの音 
声を再生させるかの設定（一己4ページ ri +1 
デュアルモノラル信号とは」参照） 


表示と設定 


•DUAL MONO : CH 1 
ODUAL MONO : CH 2 
ODUAL MONO : CH 1 CH 2 (左も 
同時再生） 


DRC 


才ート 


ダイナミックレンジコント□一 
ルの設定 
《4,ス10 


音量の最もノ」\さい部分と最も大さい部分の圧 
縮比率の調整 

(ダイナミックレンジを圧縮すると、音量を下げ 
て映画などを楽しむ場合でも、微小な音び聞さ 
取りやすくなりますび、大さい音量で楽しむと 
きは、日 FF にすることをお勧めします。） 


参 DRC :才ート（ドルビー TrueHD 信 
号に対してのみ圧縮） 

ODRC : MAX (最大圧縮） 

ODRC : MID 

ODRC : OFF (圧縮無し:高音質再 
生） 


LFE 


OdB ] 


LFE アツ テネーターの 設定 


ドルビーデジタルや DTS 音声には 、 LFE (超 ♦LFE :日服 
低域音声成分）び含まれていることびあります。-日服、-1日服、-1己服 
LFE レベルび大きくて、スピーカーからの音 一2 日 dB 、 OFF から選択 
声に歪みび生じるとさは、 LFE レベルをアツテ 
ネート（減衰）します。 


Suit B デイレイ [ 0 msec ] 


サラウンド B スピーカーの デイ 
レイ調整 
《4,10,1己 


SACD ゲイン [ OdB ] 

SACD ゲインの設定 
《3, 4,10 


HDMI 音芦出力 [AMP ] 


HDMI 音声出力の設定 
《14 


サラウンドスピーカーを左もに2本ずつ並べて 
配置したとさに、サラウンド目に巧してディレイ 
循延）処理を加えることびできます。ディレイ 
値を調整することにより、より自然なサラウンド 
感び得られる音場に調整することびできます。 
詳細は「サラウンド B スピーカーの調整 （ Suit 
巨ディレイ）」卜已已ぺージ促ご覽ください。 


SACD を歪みな < 再生するための調整 
(工場出荷時の「日服」は、高レベルで記録され 
ているディスクを再生してち音び歪まない設定 
になっています。「+6服」に設定すると 、 SACD 
の子ジタ) レ処理に+6服のゲインを持たせ、 
SACD ディスクの情報をより忠実に弓 I き出すこ 
とびでき、高音質再生び巧能になります。） 


HDMI IN に入力された音声を、どのように再 
生するかの設定 

「 THROUGH 」 に設定したときは本機からは 
音び出な < なります。 


鲁 Suit B ディレイ：日 msec 
0 msec 〜20 msec の間で選択 
(1 msec 間隔） 


• SACD ゲイン：日服 
0 dB : 音声び歪む場合 
+6 dB : 高音質再生を望む場合 


参 HDM 暗声出力 ： AMP 
本機と接続したスピーカーで再生 
OHDM 芭声出力 ： THROUGH 
HDMI 日 UT と接続したテレビ(プラズ 
マディスプレイなど）で再生 


再 

生 


寸 ^ - r HDMI どうしで接続された機器に対する機能 ♦才ートディレイ： OFF 

了ートバレィ __ [ OFF _ L で、音声と映像の遅延時間を自動で調整し、映〇オートディレイ：日 N 

オートディレイ 像の動さと音声を自動で合わせます。 

(オートリップシンク)の設定 
※に 


センター幅 [ 3 

センター幅の調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ） 
《4, 目，ス 9 


センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントス•センター幅： 3 
ピーカーにどの程度振り分けるかの調整 日〜7 

(音色の不一致を緩和して、音楽再生に適した日センタースピーカーからのみ再生 
音場を創り出すことびできます。） 7:すべて左ちのフ□ントスピーカーに 

振り分け 


ディメンション [ 0 

ディメンションの調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ） 
《4,目，7 


パノラマ [ OFF ] 

パノラマ調整 
(□□PLIIx MUS に時のみ） 

《4,目，7 


音場の強さのノくランス調整 ♦ディメンション：日 

(お好みの音場を創り出すことびできます。） 一3〜+3 

一3:後方の音場び強 < なる 
+3:前方の音場び強 < なる 


前方の音場を左もに大きく回り込ませ、ヴラウ♦ノ V ソラマ： OFF 
ンド ch につなげるような効果を加える機能（正〇パノラマ：日 N 
確な定位よりも雰囲気を楽しむための機能で 
す。） 
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基本再生 

♦:工場出荷時の設定 


設定頃目 

設定-効果の内容 

表示と設定 



♦センターイメージ 

: Neo : 目 CINEMA 10 

センターイメージ [ - ] 

r センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントス 

L ピーカーにどの程度振り分けるかの調整 

センターイメージの調整 
( Neo : 目 CINEMA または 
Neo :6 MUSIC 時のみ） 

《4 ，目 ，: 7, 9 

(音色の不一致び緩和された音楽再生に適し 
た音場を創り出すことびでさます。） 

: Neo :6 MUSIC 3 

日〜]日 

日:ほぼすベて左ちのフ□ントスピー 
力一に振り分け 

1日:主にセンタースピーカーから再生 

エフェクト [ - 1 

-現在選択してし、る ADVANCED 

•エフェクト：日日 

1 SURR 日 UND の各モードの残響音効果などの 

]0〜90 

ADVANCED SURROUND 
モードの効果の調整 
《4, 目， 7 

調整 

(EXTENDED STEREO のみ90び初 
期値） 


《1 MCACC 日 FF を選択すると、スピーカーシステム設定じ(外 
のすベての補正項目び工場出荷時と同じ状態になります。 

《2 MCACC 日 FF または EQ 日 FF を選択すると MCACC イ 
ンジケーターび消灯します。 

《3 MULTI CH IN 入力では選択できません。 

《4 HDM 暗声出力の設定び 「 THR 日 UGH 」 のときは選択で 
さません。 

※己 I -ーンコント□ールび日 N のとさは日 FF になります。 

※目 U スニングモードび HOME THX モードのとさは選択 
でさません。 

※フ U スニングモードび STREAM D 旧 ECT モードのとさ 
は選択でさません。 

《8 ミツドナイト/ラウドネスモードを日 N にすると BYPASS 
(日 FF ) になります。 

《9 「スピーカー設定」（一10己ページ）で、センタースピー 
カーび N 日(無し）に設定されているとさは選択でさませ 
ん。 

《10 U スニングモードび PURE D 旧 ECT モードのとさは調 
整でさません。 

1各入力ごとに設定でさます。 

《12ダイナ三ツクレンジコント□ール対応のドルビーデジタ 
ル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー TrueHD 、 DTS 、 
DTS-HD Master Audio 信号にのみ効果びあります。 

《13 HDMI で接続された U ツプシンク対応のディスプレイに 
のみ有効です。日 N に設定してち音声全体の遅延時間び 
改善されないときは、 OFF に設定して「ヴウンドディレ 
イの調整」（上記)を手動で調整してください。 

《14アンプ連動モードを使用しているとさは切り換えるこ 
とびでさません(一130ページ)。 

《1日しソ下の場合は Sun 目ディレイを選択でさません(また、 
値を設定していても効果び日 FF になります）。 

• スピーカー出力端子の設定び「ノーマル」外の場合 
. スピーカー設定でサラウンド巨 （ Surr 巨）を「無し 
( N 日)」に設定している場合 
. スピーカーシステム A / 目の切り換えび、 「 A + 目 0 NJ 
しソ外の場合 

• へッドホンを使用しているとさ 


1+1デュアルモノラル信号とは 

モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号の名称です。 
. BS デジタル放送 ( MPEG -2 AAC ) のモノラルの二力国語放送 
や音声多重放送など 

• 二力国語放送などを DVD レコーダーのドルビーデジタル- 
デュアルモノラルモードで録画したもの 
. ステレオの二力国語放送などはデュアルモノラルとは異なる 
フォーマットになります。 

. 録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは DVD 
レコーダーの取扱説明書をご覽ください。 


デジタルノイズリダクション 

• しソ下の場合は、日 N にしてもノイズび十分に低減されないこと 
びあります。 

-突然のノイズ 
-極端に大さいノイズ 
-高い周波数成分を非常に多く含む信号 
-ちとちとノイズの少ない録音状態の良い信号 
• 各音源に対し、デジタルノイズ U ダクションはじ(下のよラな改 
善効果びあります。 

ステレオ再生時 

-アナ□グ入力.. .10 dB 〜18 dB 
- i . LINK 入力.. .10 d 目〜1己服 
-デジタル入力 ..... 10 dB 〜1己 d 目 
- ADVANCED 、 STANDARD 、 96 kHz 再生日寺….6 d 巨〜10 d 巨 
. スト U —ムダイレクトモードび日 N になっているとさや 
HOME THX モードでは使用でさません。 
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基本再生 


サラウンド B スピーカーの調整 (Surr B テイ IM ) 


サラウンドスピーカーをアレイ配置にすることにより、視聴位置を広げることびでさます。その結果、前後左ち 
のつなびりの良い音場び形成されますび、設置位置や視聴位置によってはアレイ配置したスピーカーにディレイ 
差を与えることでより自然なサラウンド感び得られる場合びあります。そのよラな場合、オーディオ調整機能の 
に urrB ディレイ」卜已3ぺージ)でアレイ配置しているサラウンド B チャンネルに対し、ディレイ（遅延)処理を 
加えて微調整することびでさます。日 ms から最大2日 ms まで、] ms 単位の細かい設定び可能です。映画や音 
楽などを再生しなびら調整し、より自然なサラウンド感び得られるようにお好みのデイレイ値を設定してください。 


しソ下の場合は Surr B ディレイを選択でさません（また、値を設定していてを効果び日 FF になります）。 
• スピーカー端テの出力設定び「ノーマル」外の場合 

. スピーカー設定でサラウンド B(Surr B ) を「無し （ N 日)」に設定している場合 
. スピーカーシステム A / B の切り換えび、 「 A + 巨日 N 」 または「日 FF 」 じ(外の場合 
. へッドホンを使用しているとさ 
• PURE DIRECTS - ドのとき 

• はーデイオ調整機旨則の HDM 暗声出力を 「 THR 日 UGH 」 に設定しているとき 


再 


ビデオ調整機能を使用する 


ここでは • lU 下の表にある映像に関する「設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認のうえ、 
お好みで設定する項目を選んで設定を行ってください。 



DVD/LD 

-55.0 dB 

ビデオ調舊 


ビデオコンバーターイ^ 

明るさ 1 

[11111] 

コントラスト 1 

[11111] 

色あい 1 

[11111 


ちの濃さ 1 

[11111 


ノイズリダクション1 

[11111 


解像度の設定 1 

[ 才ート 


アスペクト比 1 

[THROUGH 


r 巧定」：ビューモード 

を:お了 


. 選ばれている入力や入力している信号、本機の設定などによっては調整を 
することびでさない項目びあります。その場合は設定項目として選択でさ 
ません。 

. すべての項目について、入力ごとに設定でさます。 


1 

テ bt みよ誤 AV 7 ンプ リモコンを AV アンプ操作モード 

CD にずる。 

2 

ビデオ調整 

メニユ- 

ビデオ調整機能にする。 

3 


設定項目を選ぶ。 

下の表の設定項目からお好みで調整したい 
項目を選びます。 

設定項目を選んだ後に決定ボタンを押すと、 
実際に画面を見なびら調整でさます(映像信 
号によっては画面を見なびらの調整びでさな 
いことびあります）。 

4 


手順 3 で選んだ項目の調整を行う。 

(下の表の設定内容のとおりにお好みで調整 
します。 

5 

戻る 

ろ 

ビデオ調整機能を終了ずる。 
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基本再生 


♦:工場出荷時の設定 


ビデオコンバーターの設定び日 N のときのみ調整できます。 
テレビ(モニター)び対応していない解像度に設定した場 
合は映像び出なくなります。また、コピープ□テクト信号 
により、映像び出なくなることびあります。そのときは設 
定を変更し直してください。 

「オート」を選択すると HDMI で接続されたテレビ(モニ 
ター)の能力に合わせて自動的に解像度び選ばれます。ま 
た、 「 PURE 」 を選択すると、入力された解像度そのままで 
出力されます（このとさ、入力された映像端テと同じ種類 
の映像出力端子からのみ映像を出力します)。 

HDMI 出力、コンポーネント出力に有効な設定です。 


設定頃目 


効まの内容 


表示と設定 


ビデオコンパ‘ーター 


ビデオコンバーターの設定 


HDMIIU 外の映像入力信号を M 日 MTOR 
日 UT に対してビデオコンノ くートする機能 
(ソース機器とテレビモニターを違う種類のコ 
ードで接続していてち、映像を出力することび 
でさる便利な機能です） 


♦ビデオコンバーター： ON 
〇ビデオコン八一夕一: OFF 


明るさ 


画質の明るさ調整 

《1 


画面全体の明るさ調整 


•明るさ：日 

— 1日（暗い）〜 +] 日（明るい） 


コントラスト 


画質のコントラスト調整 
《1 


画面の最も明るい部分と最も暗い部分との 
明るさの比率調整 


参コントラスト：日 

-10 (比率最ル)〜+1日(比率最大） 


色あい 


画質の色あい調整 

《1 


緑色と赤色のバランス調整 


参色あい：日 

-1 日(緑強調)〜+1日(ホ強調） 


色の濃さ 


彩度の調整 

《1 


H ] 色の濃さを調整 


>色の濃さ：日 
- 1日(薄い)〜+1日(濃い） 


ノイズリダクション [ I - 


ノイズリダクションの設定 
《1 


映像のざらつさを抑える設定 


参ノイズ U ダクシヨン：日 
_ ] 。、一已、日、+已、+1日 


解像度の設定 


才ート 


入力信号を出力する際の解像度の設定 


解像度の設定 
《1，2, 3,4 


♦解像度の設定 

才ート 

〇解像度の設定 

PURE 

〇解像度の設定 

48日 i 

〇解像度の設定 

48 Op 

〇解像度の設定 

720 p 

〇解像度の設定 

108 Oi 

〇解像度の設定 

] 080 p 


アスペクト比 


[THROUGH] 


アスぺクト比の設定 
《1 


モニター出力映像のアスペクト比（縦横比）の♦アスペクト比 
設定 〇アスペクト比 

( THR 日 UGH は入力した映像信号をそのまま〇アスペクト比 
出力します。 NORMAL は上下または左ちに黒 
帯を付加し、 Z 0 日 M は画像を拡大して出力し 
ます。） 


THROUGH 

NORMAL 

ZOOM 


12 3 4 
※※ ※ 
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ホームメ デイアギヤラリ ーの 再生 


ホームメデイアギヤラリーを使用する 


本機は LAN 端テや USB 端テを装備しており、それらの端テを使ラことで_1^(下の機能をお楽しみいただくことびで 
さます。 

パソコン*にためた動画/音楽/画像ファイルを本機で再生 

パソコン*などに保をされているたくさんのファイルを本機で再生することびでさます。お手持ちのネットワー 
ク機器の取扱説明書とあわせてご確認ください。 

* パソコン1；(外にも、 DLNA 1. 日に準拠したメディアサーパー機能を持つ機器(たとえば、ネットワーク型八ードディスク 
やネットワーク対応のオーディオシステムなど)であれば保をされているファイルを本機で再生することびできます。 

USB メモリーに保巧されているファイルを本機で再生 

フオルダー/ファイル IJ スト画面を表示し、再生したい巧をダイレクトで再生することびできます。 

ホームメディアギヤラリーをお楽しみいただくためのステップ 


ネットワーク上のファイルを再生ずる場含 

「LAN 端子でネットワークに接続する」 

(一己9ページ） 

▼ 

-げ厂た 「接続しているヴーパ’一に本機を認証させる」 
(一60ぺージ） 


USB メモリーを再生ずる場合 

「USB 端子に USB メモリーを接続する」 

(一己9ページ） 

▼ 

巧々が 「ホームメディアギヤラリー入力で再生する」 
(一 SO ページ） 


を夏^「ネットワークの設定を行う」 

(一70ぺージ） 

接続するルーターに DHCP サーバー機能びない 
場合のみ設定び必要 

▼ 

を「ホームメディアギヤラリー入力で再生する」 
(一60ページ） 


再生でをるネットワーク機器について 


本機は下記の機器に保存されているネットワーク上のファイルを再生でさます。 

• OS び Microsoft Windows XP Service Pack 2 で 、 Windows Media Connect びインストールされて 
いるパソコン 

• OS び Microsoft Windows Vista または XP Service Pack 2 で 、 Windows Media Player 11 びインス 
I -ールされているパソコン 

• DLNA 1.0 に準拠したメディアサーバー(パソコンやネットワーク型八ードディスクなど） 

ネットワーク上の機器に保をされている動画/音楽/画像などのファイルを再生するには、ルーターの DHCP ヴー 
バー機能が ON になっている必要びあります。 DHCP サーバー機能びないルーターの場合はネットワークの設定 
を行わなければネットワーク上のファイルの再生びでさません。詳しくは「ネットワークの設定を行ラ」（一7日ペー 
ジ)をご確認ください。 
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ホームメ デイアギヤラリ ーの 再生 


. 本機は下記の技術を使ってネットワーク上の機器に 
保をされているファイルを再生します。各技術の詳 
細については「用語解説」もあわせてご覧ください。 

— Windows Media Player 11 
— Windows Media Connect 
— Windows Media DRM 
- DLNA 

• 接続している機器の性能や状態によって再生び停止 
したり、正しく再生できないことびあります。 

• ネットワークの通信び混雑していると、ファイルび表 
示されない、または再生でさないことびあります。 
ネットワーク上の機器と接続するときは1日日巨 ASE - 
TX のご利用をお勧めします。 

• ネットワーク上の複数の機器び同じファイルを同時 
に再生すると再生び停止することびあります。 


接続している機器にインターネットセキュ U ティー 
ソフトウエアなどびインス I -ールされているとネッ 
トワークに接続でさないことびあります。 

当社は本機とネットワーク上で接続している機器の 
不具合や ファイル または データの 破損などに関して 
一切の責任を負いかねますのであらかじめご了承く 
ださい。接続している機器のメーカーにお問い合わ 
せ < ださい。 

US 巨メモ IJ 一に記録されている写真ファイルを再 
生すると画像び乱れることびあります。この場 
合、写真ファイルを PC サーバーに保存し 、 PC 
ヴーノ く一から再生することで解決することびあり 
ます。 


Microsoft ®、 Windows ® Vista 、 Windows ® XP は米 
国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国に 
おける登録商標または商標です。 


再生でをるファイルフオーマツトについて 


本機のホームメディアギャラ IJ 一入力はじ(下のファイルフオーマットに対応しています。ファイルフオーマット 
について詳しくは「対応フオーマツトの詳細」（一72ページ)をご覧ください。 


Windows Media™ は、米国 Micros 日 ft Corporation 
の商標です。本製品は、米国 Microsoft Corporation 
び所有する技術を使用しています。また、米国 
Microsoft Licensing Inc . の許巧を得ずに使用また 
は頒布でさません。 


ファイルの種類 

種別 

拡張子 

動画 

MPEG PS 

.mp 呂、 .mpe 呂、 . mpe 、. m 2 p 


MPEG -2 TS 

(サーバーからの出力にのみ対応） 


WMV 

. asf、.wmv 


MPEG 4 

. mp 4 

音楽 

MP 3 

. mp 3 


MPEG -4 AAC 

. m 4 a 


LPCM 

(ヴーバーからの出力にのみ対応） 


WAV 

.wav 


WMA 

■wma 

画像 

JPEG 

.jp 呂、 JPe 呂 


BMP 

.bmp 


PNG 

.pn 呂 


TIFF 

.が 、 .tiff 


GIF 

.gif 


. 本機び対応している形式のファイルでも再生でさないことびあります。 

• 接続している機器の種類やソフトウエアのバージョンによって働かない機能びあります。 

• 対応しているファイルの形式は接続している機器(サーバー)によって異なります。接続している機器び対応して 
し佩い形式のファイルは表示されません。詳しくはお使いの機器(ヴーパー)のメーカーにお問しをわせください。 

• MPEG Audio Layer -3( MP 3) 音声復号化技術は 、 Fraunhofer IIS および Thomson multimedia からライセンス 
されています。 

• MPEG -2 TS および LPCM ファイルはサーバーから出力された場合にのみ対応しています。 US 巨メモ U — に 
保存された MPEG -2 TS および LPCM ファイルを再生することはできません。 

• サーバーによっては本機び対応していないフォーマットを変換（トランスコード）して出力できるものもあります。 
詳し < はヴーノ（一の取扱説明書をご確認 < ださい。 
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ホームメ デイアギヤラリ ーの 再生 


LAN 端テを使ってネットワークに接続することで 、バソコ 
ンなどのネットワーク上の機器に保存されているファイル 
をお楽しみいただくことびでさます。 

本機の LAN 端テとルーター ( DHCP ヴーパー機能付きなど） 
の LAN 端テをストレート LAN ケーブル ( CAT - 己!; Lb ) で接 
続します。 

ルーターの DHCP ヴーノ く一機能をオンにします。ルーター 
に DHCP サーバー機能びない場合はネットワークを手動で 
設定する必要びあります。詳しくは「ネットワークの設定 
を行う」（一7日ぺージ)をご覧ください。 


Windows Media Connect または Windows 
Media Player 11 をお使いの場合、本機では著作権 
保護のかかっている音楽ファイルを再生することびで 
さます。 


再 

生 


I 巧ぉ巧おお田网 n-B 


INQ IN 曰 IN 且 INQ IN 曰 



機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切り、 
電源 コー ドを コン セントから抜いてください。 


LAN 端子の仕様 


SC-LX90 


S400 S400 

国国 


…細®隆 

;强參聞11 

;强參 
‘S 端® S 画 




LAN ケーブル 
佈販品） 

▼ル¬ 


-夕— —丫 

壽 


LAN 端子でネットワークに接続する 






ず 

LAN 端子へ 


LAN ケーブル 
佈販品） 



パソコン！ 


▲ パソコン2 


LAN (1 日/1日日)端テ 

. 1系統、1 OBASE - T /100 BASE-TX 


LAN 端子へ 


USB 端子に USB メモリーを接続する 


お手持ちの USB メモ IJ 一を本機に接続することで、 USB メモ IJ 一に記録されている動画や音楽、画像ファイル 
などを本機で再生することびでさます。 



本機とパソコンを USB ケーブルで接続して音楽ファイル 
を再生することはできません。本機び対応している US 巨メ 
モリーは、外付ノドディスクや携帯フラツシュメモリー、 
マルチカード U —ダー、 す V 夕、 レカメラ、 ミ V 夕 )レオーディ 
才再生機 （ FAT 1 目、 FAT 32 、NTFS のフォーマツトに対 
応)などの USB マスストレージクラスに属する機器です。 
本機ではすべての US 日メモ U —の再生、および電源の供給 
を保証できない場合びあります。また、本機と接続したこと 
で、 US 目メモ U —のファイ J レび万び一損失した場合、当社 
は一切の責任を負うことびでさませんので、あらかじめご 
了承ください。 




d 

"權 

…""化 nrni 


iiili 
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ホームメ デイアギヤラリ ーの 再生 


接続しているヴーパーに本機を認証をせる 


ホームメディアギャラ IJ 一を使ってサーバーに保をされているファイルを再生するには、あらかじめサーバーび 
本機を認証(許可）している必要びあります。認証滸可)方法は接続しているヴーパーによって異なります。詳し 
<はサーバーの取扱説明書をご確認<ださい。 


ホームメデイアギヤラリー入力で再生する 



入力機器 

m 


リモコンを入力機器操作モードに 
ずる。 


と HpjSpiA HOME MEDIA GALLERY ボタンを巧して 
[GALLERYj A* をホームメディアギヤラリーにずる。 

ネットワークに接続するため、多少時間びか 
かることびあります。起動後は iU 下の画面び 
表示されます。 



. ファイルを再生するとさは、「再生準備中」と 
表示されてから再生を始めます。ファイルに 
よつては数秒表示されることびあります。 

. 手順3で、ヴーノ く一を複数台接続している状態 
で、はじめて Media Navi 呂 ator を選択すると 
ヴーノ く一選択画面び表示されますので、再生し 
たいヴーノ く一を選んでから手順4へお進みく 
ださい。また、次回からは選んだヴーノ く一へ自 
動で接続されます。毎回サーバーを選択したい 
とさは、「最後にアクセスしたサーバーに自動 
接続」の設定を変更します。詳しくは「便利機能 
設定を行ラ」 (-71 ページ)をご覧ください。 

. Windows のネットワーク環境で、ドメインび構 
成されている場合、ドメインに□グオンしてい 
るとパソコンに接続でさません。ドメインでは 
なく□-カルマシンに□グオンしてください。 

• 可変ビットレート( V 目 R ) で圧縮されたファイ 
ルち再生でさますび、経過時間び正しく表示 
されないことびあります。 

• 日分間何も操作びないとさはスク U —ンセー 
バー機能び働さます。動画や画像のスライド 
シヨー再生中はスク U —ンセーノ く一機能は働 
さません。スク U —ンセーバー機能を解除す 
るとさは何かボタンを押します。 



再生したいカテゴリーを選んで決定する。 

カテゴ U —はじ(下の中から選びます。 

選んだカテゴ U —によつてフオルダーやファイル 
などの U ストび表示されます。 

Media Navigator : ネットワーク上のヴーバー 
USB:USB メモ U - 


My Playlist : 登録されたお気に入りのファイル 



再生したいフオルターやファイルなどを選 
んで決定する。 

t * ボタンで画面をスク□ールできます。前の画 
面に戻るには 戻る ボタンを押します。選んだ項目 
び動画/音楽/画像ファイルの場合、それぞれの再 
生画面び表示され、再生び始まります。 
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ホームメデイアギヤラリーの再生 


Me 幼 a Navi 呂 ator の場合 USB の場合 



再生できるのはをマークのついているファイル 
です。 t *、 決定 ボタンでそれらを選びます。 再 


5 手順4を繰り返して、再生したいファイルを再生 

する。 

本機の U モコンでいろいろな操作びできます。詳しくは 
64ページをご覧ください。 

フォルダー/ファイルリスト画面の表示のしかたを切り換える 

目日ページの手順3で再生したいカテゴ IJ - を選ぶとフォルター/ファイル IJ スト画面び表示されます。 

フォルダー/ファイル IJ スト画面の表示のしかたを ru スト」、「サムネイル」、「情報付さサムネイル」の3種類から 
選んで切り換えることびでさます。それぞれの画面表示例はのとおりです。 



フォルダー/ファイル IJ スト表示中にを押して、ツールメニューから「表示切換」を選び、表示のしかたを選 
びます。詳しくは「ツールメニュー機能を使用する」（一目7ページ)をご確認ください。 
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ホームメ デイアギヤラリ ーの 再生 


Media Navigator (ネットワーク上の 
機器)でのファイル再生について 


■ Media Navi 呂 ator リスト画面について 

Media Navigator を選択すると下の画面び表示さ 
れます。 



@ 感 めを 

① 選ばれているカテゴ IJ 一/フオルダー/ファイルのヴ 
ムネイル表示 

② 選ばれているヴーバーの名前 

③ キー ガイド 

④ ファイル*番号/総ファイル*数 

⑥接続(認証)されているサーバーの数 

* カテゴ U —やフオルダーび選ばれているとさは、それらの 
番号/総数び表示されます。 


. 本機は最後に接続したサーバーを記憶し、次回起動時は自動 
で前回のヴーノ く一へ接続するため、サーバー U スト画面び表 
示されません。毎回ヴーノ く一を手動で選択したいとさは、「便 
利機能設赴の「最後にアクセスしたサーバーに自動接続」の 
設定を変更します(一71ページ)。 


■ 再生画面について 

フアイルの再生を行ラと ■ LU 下の画面び表示されます 
(ファイルによってはすべての項目び表示されないこ 
とびおります)。 


. ヴーノく一によっては再生経過時間び正しく表示されないこ 
とびあります。 
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動画ファイル再生画面 

表示ボタンを押すと • lu 下の情報び表示されます(情報に 
よつては何度かボタンを押す必要びあります)。 



① 動画アイコン 

② タイトル（ファイル名）など 

③ 曰付 

④ アルバム名など 

⑥ 再生時間 

⑧再生経過時間 

⑦ 再生状態表示 

⑧ キー ガイド* 

⑨ 経過表示バー 

⑩ 白声表巧 

⑩ A - BU ピートモード表示 
⑩ IJ ピートモード表示 
⑩ランダムモード表示 


* Random び表示されるのはプレイ U スト再生時または「連 
続再生」目7ページ）を選んでいるとさだけです。 


音楽ファイル再生画面 



① フオルダー名 

② 再生中アイコン 

③ 詳細表示 

④ 再生経過時間 
⑥再生状態表示 

⑥ キー ガイド 

⑦ 経過表示バー 

⑧ A - BU ピートモード表示 

⑨ IJ ピートモード表示 

⑩ ランダムモード表示 

⑩再生している巧番号/総曲数 







































ホームメ デイアギヤラリ ーの 再生 


画像ファイル再生画面 

表示ボタンを巧すと1:!下の情報び表示されます 



(5)(6) め 感 感® 


① 画像アイコン 

② ファイル名 

③ フォルダー名など 

④ 曰付 

⑥再生している画像番号/フォルダー内の総画像数= 

⑥ 再生状態* 

⑦ キー ガイド 

⑧ 経過表示バー* 

⑨ IJ ピートモード表示 

⑩ ランダムモード表示 

* スライドショー再生時のみ表示されます。 

(一目6ページ） 


USB メモリーの再生について 


1つのフオルダー内で最大99999までのフオルダーや 
ファイルを表示、再生することびでさます。 


. フォ J レダー内の最後のフアイルび再生を終了すると再生び停 
止します。 

• 容量の大さい US 巨メモ U —を接続したとさは、読み込みにを 
少時間びかかることびあります。 

• 著作権な護のかかつたフアイルは再生することびでさません。 


プレイリストの再生について 


■ プレイ IJ ストについて 

お気に入りの音楽ファイルや動画、画像ファイルなど 
を]つのプレイ IJ ストに最大1日日まで登録することび 
できます。登録できるのはネットワーク上の機器に保 g 
をされているファイルのみです。 USB メモ IJ - に保存 A 
されたファイルは登録でさません。 


Windows Media DRM について 


Windows Media デジタル著作権管理 ( DRM ) 似下、 WMDRM ) は、コンピューター、デジタルオーディオプレーヤー、 
ネットワーク機器などの再生を防いだり、デジタルコンテンツを安全に配信するためのプラットフォームです。ホーム 
メディアギャラ IJ - のネットワークオーディオでは WMDRM 10 for networked devices に基づいて機能します。 
WMDRM で保護されたコンテンツは WMDRM の機能を有するメディアサーバーと接続したとさのみ再生でさます。 
コンテンツ所有者は、著作権を含む知的所有権を保護するために Windows Media デジタル著作権管理テクノ□ジー 
( WMDRM ) を使用します。本製品は、 WMDRM で保護されたコンテンツにアクセスするために WMDRM ソフトウェ 
アを使用します。 WMDRM ソフトウェアびコンテンツの保護に失敗した場合、コンテンツ所有者は保護されたコンテ 
ンツの再生やコピーのために WMDRM を使用しているソフトウェアの能力を無効にするよう、マイク□ソフトに要請 
することびあります。無効化は、保護されていないコンテンツには影響を与えません。保護されたコンテンツに対する 
ライセンスをダウン□ー ドするときは、マイク□ソフトびそのライセンスと一緒に失効 U ストを含ませることびあるこ 
とに同意する必要びあります。コンテンツ所有者は、それらのコンテンツのアクセスに対して WMDRM をアップグレー 
ドすることを要巧することびあります。もしもアップグレードを断ると、アップグレードを要求するコンテンツヘアク 
セスすることびでさなくなります。 

本製品は、米国 Micros 日 ft Corporation の知的所有権により保護されています。米国 Micros 日 ft Corporation の許 
巧を得ずにこの技術を本製品！;(外で使用または頒布することは禁じられています。 
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ホームメ デイアギヤラリ ーの 再生 


動画/音楽/画像ファイル再生のいろいろは操作 


動画/音楽/画像ファイル再生画面でのボタン操作 



. ヴーノく一の種類やノく ージョ ンによっては操作でさないことびあります。 
. ファイルの種類によっては操作でさないことびあります。 
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ホームメ デイアギヤラリ ーの 再生 


指定した時間か5再生する(タイムサーチ） 

を（動画)、(音楽)ファイルのみ 

1. 再生中または一時停止中に rn を押し、で r 夕 

イムサーチ」を選んでミ夫定ずる。 

2. 和-►で r 時間」または r 分」を選んで決定する。 

3. 数字ボタンで r 時亂または r 分」を入力してミ夫定ずる。 


4. 4^で roK」 を選んでミ夫定する。 

選んだファイルびプレイ U ストに登録されます。 
「キャンセル」を選ぶとプレイ U ストへの登録を中止 
します。 

指定した箇所を繰り返し再生する 
( A - BiJ ピート再生） 


タイムサーチ 



4. 4^で rOK」 を選んでミ夫定する。 

指定した時間から再生び始まります。 

「キャンセル」を選ぶとタイムサーチを中止します。 


. ヴーバーの種類やバージョンによっては指定した時間か 
ら再生でさないことびあります。 


スロー 再生する 

を（動画)ファイルのみ 

-再生中または一時停止中に rn を巧し、で r ス 
□一再生」を選んでミ夫定する。 

•ス□一再生び始まります。 

• ((§)) でス □ 一再生の速度を切り換えることびでさ 
ます。 

• か ( ° ► 1を押すとス□一再生を解除しま 
す。 


プレイリストにファイルを登録する 

1 . プレイリストに追加したいファイルを選択または再 
生する。 

2. rn を}甲し、 1 4で「プレイリスト登録」を遺んでミ夫 
定ずる。 

「プレイ U スト選択」画面び表示されます。 

3. 1 4でどのプレイリストに登録するかを選んでミ夫定 
ずる。 


を（動画)、(音楽)ファイルのみ 

1. 再生中に0を巧して始点 (A) を還ぶ。 

2. 終点旧)で[^"うを押し、繰り返し聞く箇所を指定す 
る。 

A - 目 U ピートモード表示び点好し、指定した箇所を繰 
り返し再生します。通常の再生に戻すとさには r ^^^ 
をもう一度巧します。 W 

同じファイルや再生しているリストを繰り 5 
返し再生する（リピート再生） 

1 . 再生中に^を押してリピート再生を選ぶ。 

ボタンを押すたびに!;(下のように切り換わります。 

__^ オフ _ . 1ファイル _ 

(動画、音楽ファイルのみ） 

-すべて-- 


• 画像ファイルはスライドショー再生時のみ U ピート再生 
でさます。 


いつもと違う順番で再生する 
(ランダム再生） 


1. 再生中に rn を押してランダム再生を選ぶ。 

ボタンを押すたびに日 n と日 ff び切り換わります。 


• 画像ファイルはスライドショー再生時のみランダム再生 
でさます。 


再生を中断した場面か3再生を再開する 
(レジューム再生） 


を働画 } ファイルの WMedia Navigat 日「のみ } 



再生を中断した場面から再度再生を始めることびでさま 
す。再生を中断したファイルを再び再生すると「レ 
ジューム」か「通常再生」を選ぶ画面び表示されます。こ 
こで、「レジューム」を選ぶと前回中断した場面から、 
「通常再生」を選ぶと最初から再生されます。 

ファイルの再生を中断したあと、他のファイルを再生し 
てしまうと、再生位置は U セットされてしまいます。 


. レジューム再生でさないファイルもあります。 

• 中断した場面から多少時間びずれることびあります。 
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ホームメディアギヤラリーの再生 
スライド シヨー B まの BGM 設定を行う 

巧 (画像)ファイル再生時に有効 

スライドショー再生をしなびら、プレイ U ストに登録された 
音楽ファイルを再生することびできます。プレイ U ストへの 
音楽ファイルの登録のしかたは「プレイ U ストにファイルを 
登録する」（^6己ぺージ)をご覧ください。 

1. Media Navigator 、 USB または My Playlist か5 
再生したい画像ファイルを選んでミ夫定する。 

画像ファイル再生画面になります。 

2. ( 一一 ) を}甲してツールメニューを表示させ、で 
「 BGM 設定」を選んでミ夫定ずる。 

BGM 設定画面び表示されます。 


BGM 設定 



キャンセル 


3. 1 4^で再生したいプレイリストを選んでミ夫定する。 

4. で 「 BGM 有効」、 「 BGM 有効（シャッフル)」また 
は 「 BGM 無効」を選んでミ夫定ずる。 

瓦 1 4で BGM の設定を選んでミ夫定する。 

「 BGM 有効」：選んだプレイ U ストの曲を順番に再 
生します。 

「 BGM 有効（シャッフル)」：選んだプレイ U ストの 
曲をランダムに再生します。 

[ BGM 無効」： BGM を再生しません。 

目. 4^で rOK 」 を選んでミ夫定ずる。 


• 音楽ファイルを再生中にスライドショー再生を行ったとさ 
は再生中の音楽フアイルびそのまま再生されます。 


スライドシヨーに関する設定を行う 

り (画像)ファイル再生時に有効 

スライドシヨー再生時の画像の切り換え効果や1枚の写真 
の表示時間を設定します。 

1. Media Navi 呂 ator (フオルダー/ファイルリスト)画面 
表示中に Q を巧してツールメニユーを表示する。 

2. 1 4^で r スライドシヨー設定」を選んでミ夫定ずる。 


スライド シヨー 設定 


エフェクト 自動 

切換時間 3秒 

0 K WSSR 


3. 1 4^で r エフェクト」を選んでミ夫定ずる。 


4. で r 自動」 r ホワイトアウト」 r ブラックアウト」「な 

し」のいずれかを選んでミ夫定する。 

「自動」：下記「ホワイトアウト」と「ブラックアウト」 
の効果を画像ごとに自動で切り換えます。 

「ホワイトアウト」：白い画面にフェードアウトした 
あと、次の画像びフェードイン表示されます。 
「ブラックアウト」：黒い画面にフェードアウトした 
あと、次の画像びフェードイン表示されます。 
「なし」：フェードアウト、フェードイン機能を使用 
せずに画像を切り換えます。 

己.で r 切換時間」を選んでミ夫定する。 

目. 1 4でお好みの表示時間を選んでミ夫定ずる。 

7. 4で roK 」 を還んでミ夫定する。 


. インターノりレの設定時間よりも長く画像び表示されること 
びありますび、これは本機び次の画像を取り込んでいる時 
間です。この間はボタン操作を行えませんので少しお待ち 
<ださい。 


スライド シヨー 再生を開始する 


り (画像)ファイル再生時に有効 

1. 再生したい画像ファイルのあるフオルダーを 

和-►で選び、ミ夫定する。 

2. 和-►で再生したし、画像ファイルを選んでミ夫定ずる。 
選んだ画像ファイルを再生します。 

3. ミ央定または ！。 ► 1 を巧してスライドショー再生 
を開始ずる。 

• -►4^ で次の画像へ進み、で前の画像へ戻り 
ます。 

• 己1〕でスライドショーを一時停止でさます。 

_ 戻る 

4. 〔 i □または|ろ3を}甲してスライドシヨーを終了する。 

前の画面に戻ります。 
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ホームメ デイアギヤラリ ーの 再生 


ツ■ルメニユ —機能を使用する 


ここではじ(下の表にあるホームメディアギャラ IJ 一に関する「設定/操作項目」をお好みで設定でさます。それぞれ 
の機能の内容をご確認のラえ、お好みで項目を選んで設定を行ってください。 



巧お巧詔 CH レベル 

1 一 J f ° ► J 厂 *1 


户皆^片 


^なち HHfc マ11 づゴィづ 


-2 


み力機背 V 7 ンプ 


こ- IJJ-A 

曲] 


リモコンを入力機器操作モードに 
する。 


2 


ADVSURR 


黄色ボタンを押してツールメニューを 
表 TF する。 




設定/操作項目を選んで決定する。 

iU 下の表からお好みで設定/操作したい項目 
を選びます。 

- 再 

手順3で選んだ項目の設定/操作を行う。生 

ii (下の表の内容を確認のうえ、操作します。 


設定/操作項目 

設定-効果の内容 

選択でさる画面 

最新の状態に更新 

新しく起動したヴーノ く一と接続するため 
に、ネットワーク状態を更新します。 

サーバー U スト画面 

サーバー 削除 

選んだサーバーを U ストから削除します。 

ヴーバ ー U スト画面 

USB デバイスー覧 

US 目デバイス U スト画面を表示します。 

フォルダー/ 

ファイル U スト画面 ( USB デバイスのみ） 

連続再生^^1 

選んだファイルに続けて動画ファイルを 
再生します。 

フォルダー/ファイル U スト画面 

詳細情報表示*1 

選んだファイルの詳細情報を表示します。 

フォルタ'一/ファイル U スト画面 

並べ替え 
(一目 8ページ） 

U ストに表示されるフォルダーやファイ 
ルの順番を入れ替えます。 

フォルタ'一/ファイル U スト画面 

絞り込み 
(一目8ぺージ） 

特定の用語をフォルダー/ファイル U スト 
の中から検索します。 

Media Navi 呂 ator 画面、 

フォルダー/ファイル U スト画面 

スライドシヨー設定 
(一目目ぺージ） 

スライドショーに関する設定を行います。 

すべての画面で選択でさます。 

プレイリスト登録*1 
(一目己ページ） 

選んだファイルをプレイ U ストへ登録し 
ます。 

フォルタ'一/ファイル U スト画面、 
動画/音楽/画像ファイル再生画面 

ヴーパー還択 
(一目 8ページ） 

サーバー IJ スト画面を表示します。 

Media Navi 呂 ator 画面、 

フォルダー/ファイル U スト画面 

再生停止^^2 

ファイルの再生を停止します。 

Media Navi 呂 ator 画面、 

プレイ U スト画面、 

フォルダー/ファイル U スト画面、 
音楽/画像ファイル再生画面 
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ホームメ デイアギヤラリ ーの 再生 


設定/操作項目 

設定-効果の内容 

選択でさる画面 

名前変更 
(一巨9ページ） 

プレイ U ストの名前を変更します。 

プレイ U スト画面 

表示切換 
(一目 1ページ） 

画面表示のしかたを切り換えます。「1」ス 
り、「サムネイル」、「情報付きサムネイ 
ル」のいずれかを選びます。 

フオルダー/ファイル U スト画面 

タイムサーチ 
(一目己ページ） 

動画または音楽ファイル再生画面で指定 
した時間から再生をはじめます。 

動画/音楽ファイ>< レ再生画面 

ス□—再生 
(一目己ページ） 

動画ファイル再生をス□一再生します。 

動画ファイル再生画面 

BGM 設定 
(一目巨ページ） 

画像ファイルをスライドショー再生してい 
るときの BGM に関する設定を行います。 

画像ファイル再生画面 

移動 

(一目 9ページ） 

プレイ U スト内のファイルの順番を変更 
します。 

ファイル U スト画面 

プレイリストか5 削除*1 
(一目 9ページ） 

選んだファイルをプレイ U ストから削除 
します。 

ファイル U スト画面 


*1 再生でさるファイルを選んでいるときのみ 
が音楽ファイルを再生しているとさのみ 


サーバーを 選択する 


本機のホームメディアギャラ U —入力では、前回接続した 
ヴーノく一を記憶し、毎回自動でそのヴーノく一に接続します。 
他にも接続巧能なヴーノ く一びネットワーク上にを在するとき 
は、それらのサーバーに切り換えることびでさます。 

1. 「Media Navi 呂 ator 」 を遺んでミ夫定する。 

前回接続したサーバーに接続します。 

2. ^を}甲してツールメニューを表示する。 

3. 1 4で r サーバー還択」を選んでミ夫定する。 

接続でさるサーバーの U ストび表示されます。 

4. 1 4で接続したいサーバーを選んでミ夫定する。 

Media Navi 呂 ator 画面になります。 


f . 前回接続したサーバーびネットワーク上で見つからないと! 

[ _さは、そのサーバー名びラすく表示されます。_ J 

絞り込み機能でコンテンツを探す 

検索したい文字を入力してコンテンツを探すことびでさます。 

1 . 「Media Navi 呂 ator 」 を選んで ( ~ ] を}甲してツール 
メニューを表示する。 

2. 1 4で r 絞り込み」を還んでミ央定する。 

3. t で条件を選んで決定する。 



4. 「キーボード入力」で検索したいワードを入力ずる。 
己. 1 4で roK 」 を選んでミ夫定ずる。 

検索を中止するとさは「キャンセル」を選びます。 

目. 4^で rOK 」 を選んでミ夫定する。 

入力したワードの検索結果び表示されます。 

戻る 

7. ろ I を巧して絞り込み機能を終了ずる。 


「•「絞り込み」機能はサーバーび対応してしないと正しく動作しま I 

せん。また、検索したい文字はア>1レフアベットのみの対応です。 

心-^ 


並べ替え 


フォ J レダーやフアイル I 」ストの順番を変えることびできます。 

1 . 「Media Navi 呂 ator 」 を選んで严^を巧してツール 
メニユーを表示する。 

2. 1 4で r 並べ替え」を選んでミ夫定ずる。 

「並べ替え」画面び表示されます。 

3. t で r 並べ替え順序」を選んでミ夫定ずる。 

4. で r 昇順」または r 降順」を選んでミ夫定ずる。 



5. 4^で roK 」 を還んでミ夫定する。 

手順4で選んだ順番に設定されます。 

戻る 

目.「ろ I を巧して並べ替え機能を終了する。 





























ブ [ y イ u ストを編集する 


ホームメデイアギヤラリーの再生 


プレイ IJ ストの名前を変更したり、プレイ IJ スト内のファイルの順番を移動させたり削除することびでさます。 


IDVRl] IDVR2I り IDEO" [viDE02| 

A _ _ — 

I CD I [SACDI 〔 CD-R I 


I tuner] IPHONOI [iPod I [hDM|| 




入力機器 

册 


リモコンを入力機器操作モードに 
する。 


2 

3 


HOMEMEDIA 

[gallery] 



ホームメディアギヤラリー入力にする。 

「My Playlist 」 を選んで決定する。 

「Movie Playlist」、「Music Playlist 」、 
[Photo Playlist 」 の選択画面になります。 



編集したいプレイリストを選んで決定 
ずる。 再 

「名前変更」、「移動」、「プレイ U ストから削生 
除」のそれぞれの操作にお進み < ださい。 


プレイ IJ ストの名前を変ちする 

上記手順1〜4を行う。 

1. で名前を変更したいプレイリストを選ぶ。 

2 を J 甲してツ—ルメニュ—を表示ずる。 

3. 1 4で r 名前変更」を選んでミ夫定ずる。 

「名前変更」画面び表示されます。 

4. t で「プレイリスト名」を選んでミ夫定ずる。 

日.「キーボード入力」で変更したい名前を入力ずる。 



2. ^を巧してツールメニューを表示する。 

3. 1 4^で r 移動」を選んでミ夫定ずる。 

4. 1 4^で移動させたいファイルを選んでミ夫定ずる。 

選んだファイルび黄色<反転表示されます。 

己. 1 4^で移動させたい位置を選んでミ夫定ずる。 

反転表示び消え、ファイルび移動されます。 

目.手順4〜已を繰り返す。 

房る 

7. 1^1を押す。 

「変更を確定しますか？」と表示されます。 

8. ◄■で rOK 」 を選んでミ夫定する。 

ファイルの移動び完了し、ちとのプレイ U スト画面 
に戻ります。 

プレイリスト巧のファイルを削除する 


目. 1 4^で rOK 」 を選んでミ夫定する。 

キーボード入力画面び終了します。 

7. 4^で rOK 」 を選んでミ夫定する。 

プレイ U ストの名前び変更されます。 

プレイリスト巧のファイルの順番を変える 

上記手順1〜4を行う。 

1. でファイルの順番を変えたいプレイリストを選 


上記手順1〜4を行う。 

1 .1 4^でファイルを削除したいプレイリストを選んでミ夫 
定する。 

2. 1 4^で削除したいファイルを選ぶ。 

3. ^を巧してツールメニューを表示する。 

4. 1 4^で「プレイリストか5削除」を選んで決定ずる。 
己.◄■で rOK 」 を還んでミ夫定する。 

選択したファイルびプレイ U ストから削除されます。 


んでミ夫定する。 
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ホームメデイアギヤラリーの再生 


ットワークの設定を巧3 


本機のネットワーク設定で設定でさる全項目です。 


設定項目 

内容 

参照ページ 

ネットヮーク設定 

DHCP ヴーノ く一機能びないネットワークに接続しているときの 
み、この設定を行います 。 IP Address、Subnet Mask の入力 
を行います。 

7] ぺージ 

便利機能設定 

最後にアクセスしたヴーノ く一に 
自動接続 

サーバー U スト画面を 
表示するかどラかの設定 

7] ぺージ 

ヴーバー / USB び一つの場合は 
自動接続 

] 台のサーバーまたはマルチ 
IJ ーダーではない US 目デバイ 
スのとさ、サーバー / US 目デ 
バイス U スト画面をスキップ 
するかどうかの設定 

7] ぺージ 

設定リセット 

ホームメディアギャラ U —に関するすべての設定を工場出荷時 
の状態に戻します。 

7] ぺージ 

ソフトウ王ア更新 

ホームメディアギャラ U —入力用ソフトウエアを更新します。 

72ぺージ 

Home Media Gallery 

バージヨン 

ホームメディアギャラ U —入力用ソフトウエ アの)又ー ジョンを 
確認します。 

72ぺージ 


ネットワーク設定の手順 


〔DVD ( [ BD I I TV I I SAT I 



2 HOME MEDIA — _ _ 

- —f CD 1 fSACDl fCD-Rl 


[tuner I I phono] I iPod I [hDMII 
入力切巧 

Cru I 



入力機器 


二 - 1 I 

曲) 


AV アンブ 


リモコンを入力機器操作モードに 
ずる。 


2 

3 


HOMEMEDIA 

[gallery] 



ホームメディアギャラリー入力にする。 


r 設定」を選んで決定ずる。 




設定したい項目を選んで決定する。 



- 慨峭能設定 
/設定リセット 
ソフトウェア更新 



L ソ下、それぞれの設定にお進みください。 







































ホームメ デイアギヤラリ ーの 再生 


ネットワークの設定を行5 


本機の LAN 端テと接続したルーターびブ□ー ドバンド 
ルーター ( DHCP ヴーパー機能内蔵)の場合、 DHCP ヴー 
バー機能を ON にするだけで、ネットワークの設定を行う 
必要はありません。 DHCP サーバー機能びないネットワー 
クに接続しているとさのみ下のネットワークの設定を行 
います。設定の際はプ□バイダー、またはネットワーク管 
理者からの設定値を確認してから設定してください。ネッ 
トワーク上の機器の取扱説明書もあわせてご覽ください。 

IP Address : 

入力する IP アドレスは下記の範囲で設定してください。 
下記外の IP アドレスではネットワーク上のファイルを 
再生することびできません。 

CLASS A : 10.0 .0.1 〜10.2己己.2己己.2己4 
CLASS 目：] 72.1 6.0.1 -172.31 .255.254 
CLASS C : 192.168 .0.1 〜 ] 92. 1 68.2 己己.2己4 

Subnet Mask : 

xDSL モデムやターミナルアダプターを直接本機に接続し 
ている場合は、プ□バイダーから書面などで通知されたヴ 
ブネットマスクを入力します。通常は2己已 .2 己已 .2 已已.日 
び入ります。 

7日ぺージの手順1〜3を行う。 

1. で「ネットワーク設定」を還んでミ夫定する。 

2. t で rip アドレスの自動取得」を選んでミ夫定する。 

3. ♦ 4で r しなし、」を選んでミ夫定する。 

「する」を選ぶと IP アドレスは自動で設定されます。 
この場合、手順8へお進みください。 

4. ♦ 4◄■■►で rip アドレス」の入力箇所を還んでミ夫定す 
る。 

日.数字ボタンで IP アドレスを入力してミ夫定する。 

目.■►で r サブネットマスク」の入力箇所を選んで 
ミ夫定する。 

7. 数字ボタンでサブネットマスクを入力してミ夫定ずる。 

8. 4^で rOK 」 を選んでミ夫定する。 

再起動の画面び表示されます。 

9. もう一度決定ボタンを}甲ず。 

設定び完了します。再起動び行われ、ホームメディ 
アギャラ U —入力に戻ります。 


便利機能設定を行う 


r 最後にアクセスしたサーバーに自動接続」と「サーバー/ 

USB び 一つの 場合は自動接続」 の 2 つの 設定びあります。 

両機能ともに工場出荷時はオンの状態です。 

情後にアクセスしたヴーパーに自動接続」機能は最後にア 
クセスしたサーバーを記憶し、次からはサーバー U スト画 
面を表示せずに直接ヴーノ く一へ接続する機能です。 

「ヴーノ く一/ US 目び一つの場合は自動接続」機制ま、 US 目デ 
ノくイス U ストまたはサーバー U スト画面を表示せず、常に 
1つの USB デノ（イスまたはヴーノ く一へアクセスします。マ 
ルチ U —ダーではない USB デバイスや複数台サーバーを接 
続していない場合などは、毎回 US 目デバイス U スト画面ま 
たはサーバー U スト画面をスキップするので便利です。 

7日ぺージの手順1〜3を行う。 

1.1 4^で r 便利機能設定」を選んでミ夫定する。 _ 

2. で r 最後にアクセスしたサーバーに自動接続」ま 6 

たは「サーノ '；’一/ USB び一つの場合は自動接続」を選 生 

んでミ夫定し、それぞれオン、オフを還ぶ。 

/はオンを表します。 

3. 4で rOK 」 を選んでミ夫定ずる。 

ホームメデイアギヤラリーの設定を工場 
出荷時に戻す 


7日ぺージの手順1〜3を行う。 

1.1 4^で r 設定リセット」を選んでミ夫定する。 

「購入時の状態に値を U セットします。 IJ セットを行 
うと、じ(前に設定した値は全てク U アされます。」と 
いうメッセージび表示されます。 

2. ◄■で「リセット」を還んでミ夫定する。 

再起動の画面び表示されます。 

3. もラー度ミ夫定ボタンを巧す。 

初期化び行われ、再起動します。 
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ホームメ デイア幸ヤラリ ーの 再生 

ホームメディアギヤラリー入力用ソフト 
ウェアを更新する 


ソフトウェア更新に関する情報を弊社ホームページ上で公 
開することびあります。 
http :// pioneer . jp / support / 

上記アドレスから単品コンポーネントに関するお客様ヴ 
ポートまたはソフトウエアダウン□ー ド情報をご確認くだ 
さい。 


ホームメディアギヤラ IJ — 入力用ソフト 
ウェ アの I V — ジヨンを確認する 


7日ぺージの手順1〜3を行う。 

1 .1 4で 「Home Media Gallery バージョン」を選ん 
でミ夫定する。 

現在のソフトウエアのバージョンび表示されます。 

2. もう一度ミ夫定ボタンを押す。 

前の画面に戻ります。 


巧応フォーマツトの詳細 


本機び対応している拡張テについては「再生できるファイルフオーマツトについロト已8ぺージ)をご覧ください。 


. US 目メモ U - に保存されているデジタル著作権管理 （ DRM / WMDRM ) でイ呆護されたファイルは再生できません。 

• デジタル著作権管理 ( DRM / WMDRM ) で保護されたファイルは、 DRM / WMDRM に対応したメディアサーバーと接続したときの 
み再生でさます。 


動画ファイルの巧応フオーマット 


MPEG - 1/2 PS 

1280 X 720 (720 p ) ピクセルまで 

MPEG -2 TS/TTS 

1280 X 720(720 p ) ピクセルまで 

WMV (著作権保護なし） 

1280 X 720 (720 p ) ピクセルまで 

WMV (著作権保護あり） 

720 X 48日 (48 日 P ) ピクセ;!レまで 

MPEG -4 

1280 X 720 (720 P ) ピクセルまで 

音楽ファイルの巧応フォーマット 

MPEG -1 才ーデイオレイヤー 3( MP 3) 

ヴンプ IJ ング周波数： 48 kHz まで 
ビットレート： 320 kbps まで 
チヤンネル数： 2 ch まで 
MPEG -4 AACCAAC LC ) 

ヴンプ IJ ング周波数： 48 kHz まで 
ビットレート： 320 kbps まで 
チヤンネル数： 2 ch まで 
リニア PCM ( LPCM ) 

ヴンプ IJ ング周波数： 8 kHz 〜目4 kHz 
量子化ビット数：]目 bit 
チヤンネル数： 2 ch まで 
WAV 

ヴンプ IJ ング周波数： 8 kHz 〜目4 kHz 
量子化ビット数：16 bit 
チヤンネル数： 2 ch まで 


Windows Media Audio 9( WMA 9) 

ヴンプ IJ ング周波数： 48 kHz まで 
ビツトレート： 768 kbps まで 
チヤンネル数： 2 ch まで 

Windows Media Audio 9 Professional 
( WMA 9 Pro ) 

ヴンプ IJ ング周波数： 48 kHz まで 
ビツトレート： 768 kbps まで 
チヤンネル数：目 ch まで* * 

* マルチチヤンネル音声は2 ch にダウンミックスされます。 

画像ファイルの巧応フオーマット 


JPEG 

解像度： 

• 8192 X 8192 ピクセルまで ( YUV 444, 
YUV 42 a YUV 420) 

•1280 X 768 ピクセルまで 
( RGB , グレースケール） 

(プ□グレッシブ JPEG には対応していません。） 

BMP 

解像度：無制限 

PNG 

解像度： 2048 X 1024 ピクセルまで 

TIFF 

解像度： 2048 X 1024ピクセルまで 

圧縮形式：無圧縮， ZIP , LZW , Packbits , Huffman 

RLE , CCITT Fax 3/4 

GIF 

解像度： 2048 X 1024 ピクセルまで 
(アニメーシヨン GIF には対応していません。） 
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iPod をごないで再生する 


多彩な機器の再生 


本機と iPod を接続して、 iPod の音楽や映像を本機で楽しむことびでさます。 

本機と iPod を接続して入力を iPod にしたとき 、 「Error 13」と表示された場合は、本機の iPod 操作モードを切り 
換える必要びあります。この場合は、 「 iPod の操作モードを切り換える」（一7已ページ)をご覧になり 、 「Type 2」 
に切り換えることで、本機で iPod の操作びでさるようになります。 


再 

生 


iPod のち続 


機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 



• 本機は、第4世代!;(降の iPod ® や iPod miniJPod nano の音声および映像に対応しています。ただし、モデルによっては一部機能び 
制限されます。 

. 第2世代前の iPod nano は映像を外部に出力しないため、 iPod nano の映像を本機で再生することはでさません。 

. 第5世代！;(降の iPod および iPod nano を接続すると、 iPod から音声びデジタル ( LPCM ) 伝送されるため、より高音質で再生するこ 
とびでさます。 

. 本機は Video Browse に対応した iPod と接続することでビデオコンテンツの再生を行うことびでさます。 

.iPod のソフトウエアびちいと正常に動作しないことびあります。必ず最新の iPod ソフトウエアでお使いください。 

. ゾーン2またはゾーン3での日 SD 表示は英数字のみとなります。英数字しソ外の文字び iP 日 d に記録されている場合、その文字は「#」 
で表示されます。 

.iPod は、著作権のないマテリアル、または法的に複製•再生を許諾されたマテリアルを個人び私的に複製•再生するために使用許諾 
されるちのです。著作権の侵害は法律上禁止されています。 

. パイオニア製品から iPod のイコライヴを操作することはでさません。本機に iPod を接続する前に、 iPod のイコライヴを「オフ」に設 
定することをお勧めします。 

• 本機と iPod を組み合わせてご使用の際、 iPod のデータに不具合び生じても、データの補償はいたしかねますのであらかじめご了承 
<ださい。 

. 付属の iPod ケーブルは、本機専用品です。本機！;(外の機種には使用しないでください。 


接続には本機に付属の iPod ケーブルをご使用くださし、別売りの iPod 用コント□-ルドック （ IDK -9 日 C ) と接 
続することもできますにのとき IDK -9 日 C に付属の iPod ケーブルは使用せずに本機に付属の iPod ケーブルをご 
使用ください)。 



SC - LX 90 


iPod は、米国およびその他の国々で登録された 
Apple Inc . の商標です。 
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多彩な機器の再生 


iPod の音楽やビデオを再生する 


©こ普棒 

I DVD 〕 い D I [ TV I I SAT ) 



(gallery I〔CD 1 [SACD I 〔 CD - R ] 



■ MAIN ZONE ミ b 

I iiiiiiiS I 



ボタン 

機能 

1。 ► J 

再生 

因 

一時停止 

回 

因 

早送り/早戻し 

@ 

U スト画面 
のページ送り/戻し 

戻る 

回 

前のメニューに戻る/ 

再生画面を U スト画面に切り換える 


1」ストの選択 

(再生画面では再生または一時停止） 

回 

因 

頭出し 

ぜ 

CH 

U ピート再生の 
設定 

CH 

H 

シャッフル再生の 
設定 

P 

だュ- 

トップメニューを 
表示 


目的のリストまで力ーソルを 
スク□—ル (Audiobook を再生 
中は再生の速さを変更します。 
Faster >4 Normal ◄-► Slower ) 

iPod CTRL 

因 

iPod 本体操作の有効/無効を 
切り換える 


み力機器 


-~l I n 

曲 


AV 7 ンプ 


リモコンを入力機器操作モードに 
ずる。 


2 入力を 「 iPod 」 にする。 

。品。 ディスプレイに 「 Loading 」 と表示され、 

- iPod び正しく接続されているかどうか確 

認します。 iPod の画面には 「 Pioneer 」 ま 
たはい」び表示され 、 i Pod 本体を操作す 
ることはでさな<なります。 

「 Loadin 含」表示び消えて「 Pause 」 状態に 
なりましたら手順3へお進みください。 


3 


ホ■^才調整 


トツプ 


トップメニューを表示する。 


Video 目 rowse に対応している 
iPod のトップメニュー例 


iPod 

トップ 

- 55.0 dB 

[^才 

1 

▲▼ENTER 



Video Browse に対応していない 
iPod のトップメニュー例 


iPod -55.0 dB 

音楽 




Podcasts 


作曲ち 

オーディオブック 
[ 曲をシ ヤツ フル 
▲▼ENTER 



(Video Browse 対応の場合） 「 Music 」 また 
は rvideo 」 のいずれかを選んで決定する。 

カテゴ U —の U ストび表示されるので、ちう 
一度再生したいカテゴ U —を選んで決定して 
から手順己へお進みください。 


(Video Browse に対応していなし腸合)再 
生したいカテゴリーを選んで決定する。 

じ(下の中から選びます。 

プレイ U スト Podcasts 

アーティスト ジャンル 
アルバム 作曲者 

曲 オーディオブック 

曲をシャッフル 



再生したいリスト（ジャンル、アルバム 
など)を選んで決定する。 

和-►ボタンで U ストのページを切り換え、 
t * ボタンで U ストを選択します。 


6 手順曰を繰り返して、聞きたい巧を再生する。 

本機の U モコンでも左記の操作びでさます。 
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多彩な機器の再生 


iPod のいろいろな再を 


同じ®や聞いているリストを繰り返し聞< 
(リピート再生） 


U ピート再生は、次の中から選ぶことびでさます。 


設定 

リピート再生の内容 

] 巧 

再生中の曲を繰り返し再生します。 

すべて 

再生中の1」ストを繰り返し、再生します。 


(3 ボタンを押すたびに!^ソ下のように切り換わります。 

CH 

-» オフ -》1巧 - 


ずべて 


いつもと違う曲暖で聞く (シャッフル再生) 


シャッフル再生は次の中から選ぶことびできます。 


設定 

シャッフル再生の内容 

曲 

再生中の U スト内の曲をシャッスレ再生します。 

アルバムアルバムをランダムに選び、そのアルバム内の 


曲を順番通りに再生します。 


H ボタンを巧すたびに下のように切り換わります。 

-»オフ -^巧 - 


-アルバム-- 

[• 音楽メニューで「曲をシャッフル」を選択すると、自動で 
シャツフル再生を「曲」に設定し、再生を開始します。 


再 

生 


iPod 本化の操作に切り換える 


じ alleryJ し cdJ し sacdJ [cd-rJ 


[tuner] [phono] 心二:!^ 

入力切巧 

回回 


H MAIN ZONE 3 口 H 

1 §§§§§ i §§ 1 

入力«器 1 

テ 1 ぶ- M 厂 AV7 ジプ J 

回し孤「7 

チ忙/みレ 音里 

昌昌固 

テレビ基本操作 

「入力]い肖胃 11 消胃 J 

才ーディオ贾爸 ビデオ記整 

dIrect 戸彌' STWAtPAWSURR 

音き切巧スリ-ブディ 7 -音声 

山包回拉 

SR+ SBchjM PHASE iPod CTRL 

を画面窗 -- 

アナ□グ ATT ジャンル HDMiOUT — 狂 
|_11 一 — 1 



1 入力機器 

1 テレビー n I-AV7: 

曲 

ソプリモコンを入力機器操作モードに 
する。 

2 ( iPod ) 

入力を 「 iPod 」 にする。 


3 iPod CTRL iPod 本化での操作モードに切り換える。 

I 表示 I iPod CTRL ボタンを押すと本機での操作び 

でさなくなります。 iPod 本体でコンテンツ 
の選択操作を行います。 
iPod CTRL ボタンをもう一度押すと本機で 
の操作び可能になります。 


iPod の操作モードを切0換える 


本機には iPod の操作モードび2つあります。通常は工場出荷時の 「 Type 1」でご使用いただけますび、 iPod のモ 
デルによっては 「Type 2」に切り換えないと本機で操作できないことびあります。 iPod 接続時 、 Error 13」び表 
示されたとさは ■ lU 下の操作で 「Type 2」へ切り換えてください。 

① 本機び STANDBY モードのときに SETUP ボタ 

ンを押しなびら STANDBY / ON ボタンを押し 
ます ， 

〇 STANDBY/ON 

+ © 

② LCD 画面で 「iPod mode ◄Type ] ►」を選び 
ます 


③仁/与で 「 Type 1」または 「Type 2」を選んで 
ENTER ボタンを押します 


© 


「Type 2」に設定すると Video 目 rowse 機能び使用できな 
くなります。 
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多彩な機器の再生 


マルチチヤンネルアナ□グ信号を再生する 


ソース機器の己] ch /7.1 ch アナ□グ出力端子と本機の MULTI CH IN 端子を接続して、マルチチャンネルア 
ナ□グ信号を再生することびできます。 HDMI や i . LINK を使用しないで DVD 才ーデイオや SACD を再生させる場 
合や、本機の対応フオーマツト(一41ページ)のマルチチャンネル信号を再生させたいとさに効果的です。 


7ルチチヤンネルアナログ接続 


SC - LX 90 



. ソース機器によっては、己.1 ch /7.1 ch アナ□グ出力の各種設定びあるものもあります。出力の日 N / OFF 設定は日 N にしてください。 
また、出カチヤンネルの設定びある場合は、本機に接続しているスピーカーの数に合わせてください。詳しくはソース機器の取扱説明 
書をご覧ください。 


7ルチチヤンネルアナ D グ再生ずる 


MULTI CH IN 入力では、接続している機器によって入力信号のチャンネル数を切り換えることびでさます。た 
とえば 、 MULTI CH IN 端テに2 ch の音声信号のみ入力しているとさは音声切換ボタンで再生チャンネル数をに 
CH 」 に切り換えます。 



入^ 切換 MULTI CH IN 入力にずる。 

tu ボタンを押すたびに(本体は input 

SELECT 日 R を回すと）、入力び切り 
換わります。 


2 テ化みよンブ リモコンを AV アンプ操作モード 

[3 にする。 

3 換再生したい入力信号のチヤンネル数を選 
[1 I 択する。 

ボタンを押すたびにじ(下のように切り換わり 

ま丈。 -^ 2 CH -» 6 CH - 

— 8 CH(7.1) «—— 7CH «- 


. DVD プレーヤーによってはサブウーファーチャンネルのアナ□グ出カレべ 
ルびルさいものびあります。この場合は「その他の設定」の「マルチチャンネ 
ル入力設定」で、サブウーファーの入カレベルを10 d 目上げることびでさま 
す。詳しくは「マルチチャンネル入力を設定する」卜114ぺージ)をご覧くだ 
さい。 

.MULTI CH IN 入力で映像を同時に再生することびできます。詳しくは「マ 
ルチチャンネル入力を設定する」 （一 114ページ)をご覧ください。 






































































































































i 丄 INK で接続した機器を再生する 


多彩な機器の再生 


本機の i . LINK 端テは AUDIO ( A & M ^ n トコル)に対応しているため、 DVD 才ーデイオや SACD などの高品位デ 
ジタル-マルチチャンネル音声わし LINK ケーブル1本だけで伝送び可能です。また本機では、し LINK 接続した 
SACD や CD の再生を行ラとき、デジタル音声をジッターレスで伝送することびでさます。 


接続には、 S 4 日日対応の4ピン i . LINK ケーブルを使用してください卜148ぺージ)。 

i.LINK AUDI 日インターフェースでは映像信号は伝送されないため、ビデオ機器は映像系の接続ち必要になりま 
す。「映像機器の接続について」卜31ぺージ)をご覧ください。 

必要に応じてプレーヤーの出力設定を行ってください。詳しくは、プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


SC - LX 90 


S 


0 化智お巧正)踊 n-H 


INfl It ^ _ INS _ IHH It ^_ IN 回 I (HDMICTRLl 0 UT 2_ 

fmaa] fmaaa] 


kM 
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苗旨參 
ち旨參‘猫面 
<-00.0 S 画 

耀画 
画 
墙画 
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CE "。 韻感 
Sr 班."。參 s 齊 


參參を°ぶ。 


口變參。 一 

# 磯)。 ewe 。 

參)爆 Sd 

口寒)#。!激。 


參齡 


參參3參胃 
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參參"气:。參 M 

VCR2 成 




參歡 


mw 


變參 I " 

線。 

曰 i.iii.ir.i B 


參爆。 vr 翁 


參傷ぉ變 


參參馨 


參參3だ爆 

變參 S 獲) 


む反策が a 

Efejgia 

ご怔 p 前に 


R1 の- 16Q R2 6Q-16Q 


。 l ® l 圖 圆臟 圆 

Normal I 

FRONT SUR- SUR- SURROUND 广 fmtfr 

"UNI ROUND-A ROUND-B BACK レヒ…け 

® 國國 國國 國 


國國國國画 


國 國國 國画 


SURR0UN 




の UND 口 


つ’ 


mm 

1 2 

^映像出力^ 

叫 

し i 丄 INK 端子 J 


再 

生 


Y 


載メィン廊乂严 
© ゾ-ン當薩 ® 

I DVD ] I BD ] い V I [sat I 

[pV 叫 IDVR2| IVID 防 l| IVIDE02j 

HOME MEDIA _ _ _ 

[gallery I I CD I I SACD | I CD-R) 

[tunerJ [phono) ぃ Pod] [HDMl] 

( ~ 入力切な 1 


省 


© 


pi 


[SI 

馨 ( 


■oSo 

0-e-e 

. ©◎蠢 


入力切換 

r ^] f ^] 


i . LINK 機器の入カフアンクシヨンに 
する。 

ボタンを押すたびに(本体は INPUT 
SELECTOR を回すと）、入力び切り換 
わります。 


映像のあるソースを再生するには、必ず入力端テの設定で i . LINK 接続した 
機器を入カフアンクシヨンに割り当てることび必要です(一111ページ)。 
そのラぇで、映像ケーブルを接続した入カファンクションを選びます(^ 
41ページ）。 
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i.LINK 対応機器 


器を再をする 


i 丄 INK ミ m 


參画画 

靡§ ||窜§ 








































































































































いろいろな機能 


接続した機器巧で録音/録画をする 


本機を通して録音 / S ま画を行う場合、入出力それぞれの機器は同じタイプのコードで接続されている必要びあります。 
REC 日 UT 端テには、音声のアナ□グ/デジタル、映像のコンポジット / S ビデオ信号の間の相互変換を行ってい 
ないため、接続コードのタイプを一致させてください。 

REC SEL 日 UT 端テと接続した録音/録画機器で録音/録画を行うには、 「 ZONE オーディオ設定」のに日 NE 3 / 
RECSEL 出力」を 「 RECSEU にする必要びあります。詳しくは「マルチゾーンの設定」（一124ぺージ)をご覧くだ 
さい。 

ZCINE 3/ S 日 URGE 日 UT 端テから出力される録音用デジタル音声信号は 「 REC 日 UT 」 の設定や、マルチゾーンの 
設定によって変わります。 


■ gallery] 〔CD I [SACD | I CD-Rj 
ド匿リ [phono] f iPod I |HDMl] 

I — 入力切巧 n 

ロロ! _ 


■ MAIN ZONE ぞ 西 ■ 

m BBiggBBi I 




Ur J 回因回 

DIRKT 器欄' STANDARD ADVSURR 

3— 

音き切換スリ-プディマ-音き 

一〇回回回 

SR+ SBch 赃 PHASE iPod CTRL 

UJ 拉应& 


2 


入力機器 

テレビ ーM I- AV7 ンプ 

CD 


リモコンを AV アンプ操作モー 
ドにする。 


2 

録音/録画するソースを選ぶ。 

1 ぺ 1 八） 

3 

音声切換乂ゴ]信号を選択ずる。 

1 デジタ j レ録音するとさは、デジタルを選 

択します。詳し < は「音声入力信号の切 
り換え」（一42ページ)をご覧ください。 

4 

録音/録画機器の録音/録画を開始ずる。 

5 

録音/録画するソースを再生する。 


.REC 日 UT の設定（「録音/録画しなびら別の入力の機器を再生する」一次ページ参照)びソースになっていないと、ここでの方法で録 
音することはできません。また、 ZC ) NE 2 日 N のとさや ZC ) NE 2&3 ON.ZONES 日 N のときにも、同様にここでの方法では録音で 
さませんので、マルチゾーンの設定を日 FF にしてください。 

SOURCE 日 UT 端子を使用することで REC 日 UT やマルチゾーンの設定に関係なく、ここでの方法で録音することびできます。 

• 本機の音量、チャンネルレベル、オーディオ調整機能、ビデオ調整機能、サラウンドの設定などは、録音信号には効果びありません。 
• 市販ソフトの録音/録画は、個人で楽しむ場合を除いて、著作権法上認められていません。また、コピーガード信号により録音/録 
画のでさないものもあります。 

. デジタル録音について、ソフトによってはコピー回数制限のあるものびあります。詳しくは録音機器の取扱説明書をご覧ください。 
. MCACC 測定中は、録音/録画を行わないでください。 

.MULTI CH IN 端子に入力された音声は、フ□ントし R の2 ch のみ録音することびできます。 
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いろいろな機能 




2 


アナ□ク 


アナ□グ ATT ボタンを押す。 

押すたびに ANALOG ATT 日 N と ANALOG ATT 日 FF び切り換わります。 
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本機では録音/録画しなびら、別の入力の機器を同時に再生することびできます。たとえば CD 入力の音楽を録音 
しなびら、 DVD / LD 入力の映画を楽しむことびできます。録音 / S 录画をはじめる前にこの操作を行ってください。 


CTRL 


2,3 



録音/録画モードの選択にする。 

[ RECOUT ソース」と表示されるまで繰り返 
しボタンを押します。 

「 RECOUT 」 と表示されている間に、録 
音/録画したい入力にする。 

たとえば 「RECOUT CD 」 を選びます。 
[RECOUT CD 」 表示び消えたら手順3へお 
進みください。 

再生したい入力を選ぶ。 

たとえば 「 DVD / LD 」 入力を選びます。 

「 DVD / LDJ 入力の映画を楽しみなびら 「 CD 」 
の音楽録音を同時に行ラことびできます。 



LCD 画面に表示させる内容を3つのパターンから選択することびできます。工場出荷時は rOSD 表示」に設定され I 
ていて、「外部映像と日 SD 表示」および「外部映像のみ」を選択でさます。 



赏??；眉 oi 

蜡„*与 

• •媛！® 

® @ @ 圆） 




LCD 

VIEW 

◎ 


LCD 画面の表示内容を切り換える。 

ボタンを押すたびに iU 下のように切り換わり 
ます。 

- ► OSD 表示 - 


外部映像 
のみ 


が部映像と 
OSD 表示 


各入力ごとに設定でさます。ただし、設定でさるのは VIDE 日入力端子を持 
つ入力 ( DVD / LD 、 BD 、 TV 、 SAT 、 DVR/VCR 1、 DVR / VCR 2、 VIDEO / 
GAME 1、 VIDE 日/ GAME 2) と 、 iPod (映像を再生しているときのみ)およ 
び MULTI CH IN ( VIDE 日 INPUT 設定び日 FFJ ツ外のとき）です。 
ビデオ調整機能(^日日ぺージ)の設定にょつては1_じ0画面に外部映像び表 
示されないことびあります。 

HDMI で入力している映像を LCD 画面に表示することはでさません。 




アナ□グ音声信号び過度に入力され（フ□ント LCD 画面に ANALOG INPUT 日 VER と表示され)音び歪んでしま 
うとさ、入力信号レベルを下げて歪みを低減することびでさます。 



テ Wf-I I rAV7 ンプ 


こ-! I 「A 

な 


リモコンを AV アンプ操作モードにずる。 


アナ□グ入力信号の更みを低減する 


LCD 画面の表巧のしかたを切り換える 


器を再生する 


録音/録画しなびら別の入力の 


ホ—ムシアタ—入門 



















































































いろいろな機能 


フ□ントパネル表示部の明るをを調整する 


フ□ントパネル表示部の明るさを4段階に調整することびでさます。 


1 テ I ^ WAV 7 ンプリモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 お好みの明るさに調整ずる。 

押すたびに表示部の明るさび4段階で切り換わります。本体の DIMMER ボタンでも 
切り換えることびできます。 


明るさを一番暗い設定にしたとさは、 STAND 目 Y インジケーターを残して、すべてを消灯します。 

設定した明るさにかかわらず、何かの操作をしたとさや、入力信号のフォーマットび変わったとさなどは明るく点灯し、数秒後に元 
の明るさに戻ります。 

エラー表示や禁止メッセージは、この設定にかかわらず明るく表示されます。 



—プタイマーを設定ずる 


1 テ心^ AV 7 ンプ リモコンを AV アンプ 操作 モードに ずる。 

ム スリープボタンを押してタイマーを設定ずる。 

JJ 押すたびにス U —プタイマーの時間び下のように切り換わります。 



SLEEP 30 min - ► SLEEP 60 min 

— OFF ◄ — SLEEP 90 min ◄- 


. ス U —プタイマーを設定したあとにス U —プボタンを 1 回押すと、残り時間び表示でさます。 

. マルチゾーン機能卜122ぺージ)び日 N のときに、ス U - プタイマーを設定するとすベてのゾーンの電源び同時に切れます。 


HDMI 出力を切り換える 


HDMI 出力端子 ( HDMI 1 または HDMI 2) から映像/音声を出力するとき、 HDMI 日 UT ] と HDMI 日 UT 2 のどちら 
の端テから出力するかを設定します。 

HDMI 日 UT ] 端子は HDMI コント□-ル機能に対応しています。 


1 入力お器 

テンプリモコンを AV アンプ操作モードにする。 


ム HDMI OUT HDMI 出力を切り換えます。 

「91 「お待ちください..」と表示されている間、しばらくお待ちください。 

この間、 6 STANDBY / 日 NiU 外の操作びできなくなります。 

押すたびに 「 HDMI 日 UT ]」 と 「 HDMI 日 UT 2」 び切り換わります。 


. HDMI 出力を切り換えるとアンプ連動モード(一130ページ）は解除されます。アンプ連動モードを使いたいとさは HDMI 
0 UT 1 に切り換え、プラズマテレビの U モコンでアンプ連動モードを選択します。 
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いろいろな機能 


出力信号 


ゴ 


IJ モコンの状態確認ボタンを押すことで、音声の入力-出力情報/映像の入力-出力情報/マルチゾーンの状況/本 
体の設定情報を確認することびできます。それぞれの情報は4つの画面に分けられ、テレビ画面および本体の LCD 
画面に表示されます。の情報は各入力ごとに確認することびでさます。 


テ bt 


2 


巧態 


入力 

720 D / 60Hz 1 

出力 

10801 / 60Hz 1 

アスぺクト化 

4:3 1 

選が信号 

S-VIDEO 1 


H MAIN ZONE ミ 0 

1麵麵 s 麵麵麵麵鹽 

■ 

的ン巧レ 音呈] 

因因1 

广バト 

置 


因回 


1叫 のの回 


音声の入力情報 


入力信号- 


入カチヤンネル- 


入力切類幫- 


DVD/LD -55.0dE 

STATUS AUDIO INPUT 
<AUDIO INPUT > 


DOLBY DIGITAL 


a 宜固 

巧國 

(面)） 


44.1 kHz 
448 kbps 
DN31 

Emphasis 


SIGSEL : 才ート[デジタル] 


音声の出力情報 


出カチャンネル- 
出力ち式- 


DVD/LD -55.0dB 

STATUS AUDIO OUTPUT 
<AUDIO OUTPUT > 

ノーマル 


L 1 23455432 IR 




映像の入力•出力情報 


入力信号- 


DVD/LD -55.0dB 

STATUS VIDEO 
<VIDEO INFORMATION> 


巧機其 V 7 ンプ 


抽 AV7 ンフ リモコンを AV アンプ操作モード 

^ にする。 


確認設定内容を確認ずる。 

HJ ボタンを押すたびに(下の己つの確認画面び 

切り換わります。 


マルチゾーンの状況 


DVD/LD -55.0dB 

STATUS ZONE 
<ZONE INFORMATION> 


ZONE 2 ON 

BDP 

ZONE 3 OFF 

iPod 

RECOUT 

— 


-ゾーン 2 設定と入力 
-ゾーン3設定と入力 
- RECOUT 設定 


本体の設定情報 


DVD/LD -55.0dB 

STATUS SYSTEM 
<SYSTEM INFORMATION> 



- MCACC メモ U - 
-アナ□グ ATT 
-ス U ープ タイマー 
- SR + の設定 


ステータス画面オフ 


DVD/LD -55.0dB 

STATUS OFF 


再生中の音声などの設定内容を認する（ステータス画面) 


のトカ子 
号ク入端 
信ぺをる 
カス号い 
出ア信て 
像し 


応用操作 
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いろいろな機能 
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スピーカーシステムを切り換える 


スピーカーシステム A / B を切り換えると、再生されるスピーカーび切り換わります。必要に応じて使用するスピー 
カーシステムを選択してください。 


1 SPEAKERS スピーカー システムを切り換える。 

「スピーカー出力端子の設定」（一90ぺージ)に 
よつて選択できるモードび換わります。 
ボタンを押すたびに、 iU 下のように切り換わ 
ります。 

「ノーマル」に設定している場合 ^.Sch + ZONE 2」に設定している場合 


("CTRL Z0NE2 Z 

[© © I 


嚴巧^。る " S © 冒 

• • B-0-0 優 Dili) 琴 ) 


OFF - ► AON 

A+B ON < - B ON 


~~ ►ON — ► OFF 



「All Ch 目 i - Amp 」 に設定している場合 


~~ ►ON — ► OFF 



[ Front 目 i - Amp 」 に設定している場合 



ON — ► OFF 



「7.2 ch + Speaker B 」 に設定している場合 



OFF - ► 

A+B ON <—— 


AON 
B ON 


へッドホンを PHONES 端テに差し込んでいる間は 
自動的に日 FF に切り換わります。 


各スピーカーシステム選択時の出力音声について 


r ノーマル」に設定している場合 

に P : A+B 0 NJ :サラウンドは A と巨に接続したスピーカーの両方から出力されます。 
rSP : A ON 」 ：サラウンドは A に接続したスピーカーのみ出力されます。 B に接続したスピーカーは出力され 
ません。 

rSP : B ON 」 ：サラウンドは巨に接続したスピーカーのみ出力されます。 A に接続したスピーカーは出力され 
ません。 


口.2 ch + Speaker B 」 に設定している場合 

rSP : A ON 」 ：スピーカー端テ L2 、 外に接続されたすベてのスピーカーから出力されます(サラウンド 
再生び可能です)。 

rSP : B 日1\1」：スピーカー端テ L 2、 R 2 に接続されたスピーカーからのみ出力されますに ch ステレオ再生の 
み可能です)。 

に P : A+B 0 NJ :上記 A と B の音声び同時に出力されます。 


「A 日 N 」 を選んだときは目の音声は PRE 日 UT 端子から出力されません。同様に、「目日 N 」 を選んだときは A の音声は PRE 日 UT 端子か 
ら出力されません。 「 A + 目日 N 」 または 「 OFF 」 を選んだときは A と B 両方の音声び PRE 日 UT 端子から出力されます。 


「Front Bi - Amp 」 および 「All Ch Bi - Amp 」 に設定している場合 

に P : 0 NJ :すべての スピーカーから 出力されます。 

「7.2 ch + ZONE 2」に設定している場合 

に P : 0 NJ :スピーカー端テ L 己、 R 已外に接続されたスピーカーからメインゾーンで選択されている音び 
出力されます。スピーカー端子 L 己と R 己に接続されたスピーカーから ZCINE 2 で選択されてい 
る音び出力されます。 

上記の全設定共通 

raPiOFF 」： スピーカーから出力されません。ただし、「スピーカー出力端テの設定」（一90ぺージ)を「7.2 
ch+ZONE 2」に設定しているときは ZCINE 2 の音声のみ出力されます（プリアウト端子からは 
常に音声び出力されているため、サブウーファーからは音び出る場合びあります)。 






いろいろな機能 


再を爆境に応じてス ピーカーシス テムを切り換える 


一已日ぺージ)を組 C 
udio / SACD ) を聴 < 


本機では、スピーカーシステム A / B の切り換えと、サラウンドバック ch 処理の切り換え卜已日ぺージ)を組み合わ 
せて使うことにより、 tU-R 推奨のスピーカー配置で高音質マルチ ch 音楽ソース ( DVD - Audio / SACD ) を聴く場合 
と、 THX 推奨のスピーカー配置で映画を鑑賞する場合のスピーカーシステムを切り換えて使ラことびでさます。 
ただし、 9.1 ch (または 9.2 ch ) のスピーカー接続（ノーマルサラウンド接続）を行い、「スピーカー出力端子の 
設定」び「ノーマル」に設定されている必要びあります。 


高音質マルチか音楽ソース ( DVD - Audio / SACD ) 用のスピーカーシステムにする 



□ 

C 

R 

(SL A) 


(SR A) 

己 

m 

己 

回 


回 

SLB 

nil 

SR B 


(SBL) (SBR) 


ITU-R BS .77 己-1 

ITU-R (国際電気通信連合の無線通信部門）の勧告に基づく配置法 
です。 DVD オーデイオや SACD のミキシング•スタジオでは、基 
本的にこの配置法を採用していますび、サラウンドスピーカーを 
135°の位置に想定して収録している場合もあります。 


① スピーカーシステムの切り換え 

ON を選択します。 

(SL A と SR A は日 FF となり、サラウンド B (音楽鑑賞用のスピー 
力一） からのみ出力されます。） 

② サラウンドバックかの切り換え 
与 SBch OFF を選択します。 

上記設定により、 ITU-R 推奨スピーカー配置（己1 ch または己2 
ch ) で高音質マルチ ch 音楽ソースを楽しむことびでさます。 


映画 ソース 用の スピーカー システムにする 
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& 
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a 
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図 


面 
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Surround Back 


□ 

C 

R 

(SLA) 

回 

♦ 

(SR A) 

固 

己 

SL B 

mu 

(SBL) (SBR) 

己 

SR B 


THX の推奨するスピーカー配置 

サラウンドバックスピーカーは隣接させ、それぞれ IJ スニングポ 
ジシヨンから等距離となるように設置します。 


口 


ダイ ポール型スピーカー 


① スピーカーシステムの切り換え 

一八 ON を選択します。 

(SL B と SR B は日 FF となり、サラウンド A (ダイポール型スピー 
力一） からのみ出力されます） 

② サラウンドバックかの切り換え 
一 SBch ON を選択します。 

上記設定により、 THX の推奨するスピーカー配置 (7.1 ch また 
は 7.2 ch ) で映画を鑑賞することびできます。 


応用操作 
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設定頃目一質 


本機で設定でまること 


本機のシステム設定で設定でさる全項目です。 


システム設定項目 

詳細項目 

内容 

参照 

ページ 

1 

才ート MCACC 
(サラウンドの自動設定） 

ALL /スピーカーシステム保持 

音場補正の全項目を自動測定 

14 

スピーカーシステム 

スピーカーシステムの自動設定 

8 已 

スピーカー出カレベル 

スピーカー出カレベルの自動設定 

8 已 

スピーカーまでの距離 

スピーカーまでの距離の自動設定 

86 

EQ Pro. &定在波制御 

残響特性を考慮した周波数特性の自動 
補正および定在波の自動制御 

86 

FULL BAND PHASE CTRL 

スピーカーの位相乱れの自動補正 

101 

2 

スピーカー出力端子の設定 



SPEAKERS 端子の用途設定 

90 

3 

マニュアル MCACC 
(詳細なサラウンドの設定） 

a 

出カレベルの微調整 

聴感による各チヤンネルの出カレベル 
①微調整 

91 

b 

スピーカーまでの距離の 
微調整 

聴感による各スピーカーまでの距離の 
微調整 

92 

c 

スピーカー位置の精密調整 

各スピーカーの位置の精密調整 

93 

d 

定在波制御 

定在波制御の設定 

94 

色 

EQ の調整 

聴感による周波数特性補正カーブの調 
整 

9已 

f 

EQ プ□フェッシヨナル 

1 

残響特性の測定 

96 

2 

残響特性の確認 

3 

アドバンスド EQ セットアップ 
(残響特性を考慮した音場補正） 

4 

FULL BAND PHASE 
CTRL 

(スピーカーの位相乱れの補正) 

a 

測定 

スピーカーの位相乱れの自動補正 

101 

b 

群遅延特性の確認 

群遅延特性 

(補正前/補正ターゲットの表示） 

101 

己 

データ 管理 

(MCACC MEMORY の 
データ 管理） 

a 

MCACC データチェック 

MCACC メモリーの確認 

102 

b 

MCACC メモリーの 
名称変更 

MCACC メモリーの名前を変更 

103 

c 

MCACC メモリーのコピー 

MCACC メモリーのコピー 

103 

d 

MCACC メモリーの消去 

MCACC メモリーを消去 

104 

白 

パソコンへの転送 

残響特性、群遅延特性および MCACC 
パラメーター(測定値)① PC へのデー 
夕転送 

100 

6 

マニュアルスピーカー設定 
(サラウンドの手動設定） 

a 

スピーカー設定 

スピーカー接続の有り無し、お域再生 
能力などの設定 

] 〇已 

b 

スピーカー出カレベル 

聴感による各チヤンネルの出カレベル 
の設定 

107 

c 

スピーカーまでの距離 

各スピーカーまでの距離の設定 

108 

d 

X-Curve 

部屋の大きさに合わせた高音域の減衰 
カーブの設定 

108 

白 

THX オーディオ設定 

サラウンドバックスピーカー間の距離 
の設定 

109 

7 

入力端子の設定 



を入力の音芦入力や映像入力の切換、 
入力名の変更、 12 V Trigger の ON/ 
OFF などの設定 

111,112 

134 

8 

OSD 言語設定 



OSD 画面の表示言語の設定 

113 
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音の詳細設定 


システム設定項目 

詳細項目 

内容 

参照 

ぺージ 



a 

マルチチャンネル入力設定 

マルチチヤンネル入力の設定 

114 



b 

ZONE ビデオ設定 

マルチゾーン機能での映像設定 

124 



c 

ZONE オーディオ設定 

マルチゾーン機能での音芦設定 

124 

9 

その他の設定 

d 

SR + 設定 

パイオニアプラズマテレビとの連動設定 

133 



巨 

HDivn コント□-ル設定 

HDM ロント □- ル機能に巧応したパイ 
オニア製品と連動動作ずるための設定 

129 



f 

し LINK チェック 

し LINK 機器の接続状況確認 

] ]已 



g 

表示イメージ 

LCD 画面の表示設定 

116 


リスこンタ']® 竟 ( DESI こ〇し、て 〜サラウンド再生のための設定〜 


ホ煤の Ac / vancec / MCACC とは 


設 

定 


じ(下、 MCACC の詳細について説明します。 

スピーカーシステムの設定 


ソースに含まれる音声成分のすべてを再生するための基本設定です。この設定び正しく行われないと、サウンドト 
ラックの特定チヤンネルに収録された音声び再生されなかつたり、低域成分び欠落してしまう、などの不具合び発生 
する場合びあります。スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力などを設定し、このような問題を回避します。 
スピーカーシステムの設定はすべての MCACC MEM 日 RY に共通の設定となります。 

スピーカー 出カレベルの設定 


IJ スニングポジションでの各チヤンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。「スピーカーまでの距離の設定」と 
同様に、音の定位感や移動感を正確に再現することび目的です。この設定び正しく行われないと、いわゆる「バランス 
の悪い音」になってしまいます。これまでは聴感での設定び一般的でしたび、このち法では正確な設定は不可能です。 
プ□のスタジオ-エンジニアは、ミキシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を行い、バランスの微調整を施し 
ます。本機では MCACC によって、このプ□レベルの精密な調整を誰でも簡単にできるようになりました。 


Advanced MCACC (Multi Channel Acoustic Calibration svstem ) とは 

MCACCCMulti Channel ACoustic Calibration system) は、「スタジオと同等の調整」を「一般家庭」にお 
いて r 簡単かつ高精度」に行ラことを目標に、当社研究所で開発されたちのです。 

映画制作のスタンダードであるルーカスフィルム社と、音楽レコーディング業界の最高峰エアースタジオ社 
(□ンドン）といった、実際の制作現場の技術者との徹底的なヒア U ングと、当社の長年の研究成果の相乗効 

果により実現されました。 Advanced MCACC はこの機能をさらに高め、視聴環境の残響特性- 

を測定し、それに適した周波数特性の補正を行うことで、これまでよりを一層スタジオ環境に (gfe 
近づいた、高精度な音場の自動解析、最適補正び巧能となりました。さらに、これまで排除び ^ 
困難であった定在波を独自の方法で音響解析し、その影響を軽減する定在波制御機能を搭載し 關側圓匿 
ています。 
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音の詳細設定 

スピーカーまでの距離の設定 

実際には距離を設定することで各チャンネル間の遅延（ディレイ）を算出-補正しています。マルチチャンネル再生で 
は特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。オート MCACC では、メジャーなどによる実 
測に比べてサブウーファーまでの距離びやや遠めに設定されることびありますび、それは電気的な遅延も含めた補正 
となっているので問題ありません。 

本機ではスピーカー距離び] cm 単位で補正されるため、より正確な遅延補正び巧能です。 

定巧液制御 


オーディオの世界で問題となる定在波は、音波び壁などで反射し、をとの音波と干渉することで発生します。定在波 
は特定の低域周波数に極端なピークなどび発生したとさ音質に悪影響を与えますび、定在波制御フィルターを自動ま 
たは手動で設定することで、 U スニングポイントにおいて定在波の影響を受けないサウンドをお楽しみいただくこと 
びでさます。本機の「多点測定」機能では複数の U スニングポイントにおける定在波を測定することもでさます。 


残響特性の測定 


U ス ニングルームの 残響特性を測定します。本機の MCACC 機能で残響特性を考慮した補正を行ったとさは、補正後 
の部屋の残響特性を測定することもでさます。 

視聴環境の周波数特性の補正 (Aco Cal EQ Pro .) 


r 視聴環境の周波数特性の補正」とは、 U スニングポイントでの視聴環境 I -ータルの周波数特性 0；( 下、 F 特)の補正を 
意味します。全チヤンネルに同じ種類のスピーカーを使用してを、 U スニングポイントでは音色び違って聞こえま 
す。これは、設置場所•設置ち法•壁面•内装など、さまざまな影響により実際の F 特び違ってしまうためです。 

本機の「視聴環境の周波数特性の補正」では、 U スニングルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、各チヤンネ 
ルの音のつなびりび飛躍的に向上し、これまでにない実像感や U アルな移動感を再現します。スタジオや映画館など 
においてはこの補正は絶対に欠かせないちのです。これびホームシアターとの大さな差でしたび、当社の研究によ 
り、一般家庭環境における F 特の補正には最も有効であるエンべ□ープ補正ち式を採用し、この差を埋めることを巧 
能にしました。 

また、本機では視聴環境の残響特性を考慮した F 特補正 (Aco Cal EQ Pro .) を標準的に行っており、 EQ 補正のカーブ 
も 「 SYMMETRY」、「ALL CH AD 」 UST 」 、 「 FR 日 NT ALIGN 」 と3タイプあります。通常の才ート MCACC による測 
定卜14ぺージ)ではに yMMETRY 」 の補正のみび行われます。才ート MCACC でカスタム設定をすると、一度の測定 
で複数タイプの EQ 補正を行い、それぞれ別の MCACC MEMORY に保をさせることびでさます(一88ページ)。それ 
ぞれの補正カーブの特長は I ツ下のとおりです。お好みに応じてお使いください。 

. SYMMETRY - L / R でペアになっているスピーカー]組ごとの周波数特性をフラットに補正します（センターなど 
ペアでないスピーカーは個別に補正します)。位相特性を重視した補正をしたい場合におすすめです。 

.ALL CH ADJUST - 全チヤンネルの周波数特性をそれぞれ個別にフラットに補正します。周波数特性を重視した 
補正をしたい場合におすすめです。 

.FRONT AUGN - フ□ントじ(外のスピーカーをフ□ントの特性に合わせこむ補正をします（フ□ントスピーカーは 
補正しません)。フ□ントスピーカーの特性を重視した補正をしたい場合におすすめです。 
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音の詳細設定 


システム設定の手順 


電源を入れてメニュー画面に進むまでの手順です。ここから各設定の操作に進めます。 


策メィン画 乂兴器 

— ^ゾ-拽帶® 

I DVD) I BD ] い V I [sat I 

(pVRI I 〔 DVR2I [viDEOlj [viDE02| 

HOME MEDIA _ _ _ 

(mLLERy] rCD ] ISACDj I CD-R | 

(tunerI [PHONOI [iPod | (hDM|| 
入力切巧 

回回 


gggggggg 


面にが 

チヤ郑レ 音屋 

^国 

テレビ基本操作 
r 入力 1 r 消音 1 


み力 •巧 AV 7 ンプト 


AV アンプ 

窃 


本機の屬原を入れ、テレビの電源も入れる。 

テレビは本機の出力映像び表示されるように 
しておさます。 


2 


テ媒辟 V 7 ンプ 


こ-! I I-A 

巧 


リモコンを AV アンプ操作モード 
にする。 


3 


-2 



設定 


システム設定にする。 

テレビ画面にシステム設定メニューび表示さ 
れます。 


DVD/LD -5 

システム設定メニユ ー 

iS.OdB 

2. スピーカー出力端子の設定 

圓 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ管理 

6. マニュアルスピーカー設定 

7. 入力端テの設定 

8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 

1:お了 


システム設定の操作には下記のボタンを使い 

On 9 〇 


リモコンボタン 

本体ボタン 

用途 


設定 


◎ 

SETUP 

システム設定を開く/ 
閉じる 


の 

0©0 

の 

カーソル移動と設定値 
の変更 

選択項目を決定する 


戻る 

ろ 


6 

RETURN 

1つ前の画面に戻る 


設 

定 


. へッドホン使用中は、システム設定は表示できません。 

• 約3分間放置するとシステム設定画面には自動的にスク U —ンセーバー機能び働さます。 

• 入力び iPod または HOME MEDIA GALLERY になっているときは、システム設定を行うことびできません。また、 Z 0 NE 2、 
ZONES び日 N のときもシステム設定を行うことはできません。 

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを使用するたびに設定し直す必要はありません。ただし、スピーカーシス 
テムの構成や配置を変更したり、新しくスピーカーを追加したとさには、設定し直す必要びあります。 

. システム設定中は電源を切らないでください。電源を切るとさはシステム設定を終了してください。 

. システム設定中は ZC ) NE 2 および ZONES の音声び消音されます。 
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音の詳細設定 


才ート MCACC をより詳細に測定/設定する 


才ートセットアップ(才ート MCACC) の冨本的な使用方法は「ホームシアター入門」 が规 設定ずる(一 14 ぺ一 
ジ)をご覧ください。 

才ート MCACC の[カスタム]を選ぶと、下記の項目をより詳細に設定することびできます。 

r カスタムメニュー」： 

どの項目を才ートで設定するかを選択します。 [ ALL ] は FULL BAND PHASE CONTR 日 L を含んだすべての項 
目、[スピーカーシステム保持]はスピーカーシステムの設定と FULL BAND PHASE CONTR 日 L じ(外の項目を、 
それ I ソ外はそれぞれの項目のみの才ート設定となります。また、[スピーカーシステム]と [ FULL 巨 AND PHASE 
CTRL ] は、 [ ALL ] で測定するたびに測定結果び更新されます。 [ ALL ] での測定後に IJ スニングポイントを変えて 
測定したいとさは、[スピーカーシステム保持]で測定してください。 

「SYMMETRY」、「ALL CH ADJ」、「FRONT ALIGN」 ： 

(「カスタムメニュー」び [ ALL ]、 [スピーカーシステム保持]に選択されているときのみ設定巧） 

EQ 補正力ーブ爛聴環境の周波数特性の補正)ごとに測定/設定値の保を先を選びます ( MEM 日 R 丫内のデータは上書 
さされます。各補正カーブの説明は8目ページをご覧ください)。各 EQ の保を先をそれぞれ設定すれば、一度の測定 
で複数タイプの EQ 補正び行えます。 S 丫 MMETR 丫は常に測定しますび他の2つは測定させないことち可能です。 

「THX スピーカー」： 

(「カスタムメニュー」び [ ALL ]、 [スピーカーシステム]に選択されているときのみ設定巧） 

THX 認証のスピーカーシステムを使用しているときは [ YES ] を選択します。このとき[スピーカーシステム]はす 
ベてのスピーカーび SMALL (ル）になります。 

「MCACC」 ： 

(「カスタムメニュー」び[スピーカー出カレベル]、[スピーカーまでの距離]または [EQ Pro . &定在波制御]に選択 
されているときのみ設定可） 

測定/設定値の保を先を選びます ( MEM 日 R 丫内のデータは上書きされます)。 

「 EQ タイプ」： 

(「カスタムメニュー」び [EQ Pro . &定在波制御]に選択されているとさのみ設定可） 

EQ 補正カーブ(視聴環境の周波数特性の補正)を1つ選択します(各 EQ 補正カーブの説明は8目ページをご覧 < だ 
さい)。 

r 定在渡制御多点測定」： 

(「カスタムメニュー」び [EQ Pro . &定在波制御]に選択されているとき 
のみ設定可） 

[ YES ] にすることでメインの IJ スニングポジションとそれじ(外の IJ スニ 
ングポジション2力所(計3力所)の定在波制御を行うことびできます。設 
定の手順は日 SD 画面に従って、ちのイラストのようにメインポジション 
での測定び最後になるよラにセツトアップ用マイクを設置していきま 
す。 IJ スニングポジションを]力所でお楽しみいただくときは[ N 0]にす 
ることをお勧めします。 


1 14ぺージの手順1〜2までを行う。 


2 [カスタム]を選んで決定する。 


2 


DVD/LD -5 

1. オート MCACC 
スピーカー出力端子の設定 
[ ノ ー7 ル 

Save SYMMETRY to 

[ M 1 .MEMORY 1 


リス! 頸 驗ョンリス!^ョン 


pHnj 

メイン IJ スニングポジション 
爆樹こ測苗 
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音の詳細設定 
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DVD/LD - 55.0dB 

1. オート MCACC 
カスタムメニュー 



スピーカー設定 
スピーカー出カレベル 
スピーカーまでの距離 
EQ Pro. & S-Wave 
FULL BAND PHASE CTRL 


r 決定」：次へ を：戻る 


DVD/LD -55.0dB 

1. オート MCACC 
SYMMETRY 

ィ 圓川■川が j け 】=¥■■ ► 

ALL CH ADJ 

[M2.MEMORY 2] 
FRONT ALIGN 

[M3.MEMORY 3] 
THX スピーカー [NO ] 

[ スタート ] 

を：戻る 


3 カスタムメニューで測定したい項目を選び、項目ごとの 
詳細設定や MEMORY の保を先などを選択する。 


カスタムメニュー 

[ ALL ]、 [スピーカーシステム保持]、 

[スピーカー設!定]、[スピーカー出カレ 
ベル]、[スピーカーまでの距離 ]、 [EQ 
Pro . & S - Wave ] 

保を先 

[MEMORY ]〜 目] 

THX スピーカー 

[ NO ]、[ YES ] 

EQ タイプ 

[ SYMMETRY]、[ALL CH 


ADJUST]、[FRONT ALIGN ] 

STAND.WAVE 多点測定[ N 0]、 [ YES ] 


4 [スタ—卜]を選んで決定する。 

カスタムメニューで選択した項目の自動測定に進みます。 
「 MCACC データチェック」の画面び表示されたら自動測定は終 
了です。 

測定結果を確認してください （ 「測定/設定結果を確認する」^ 
] 7ぺージ)。 

測定び終わりましたら、必ずセットアツプ用マイクを本機から 
抜いてください。 


. オート MCACC の[デモ]を選ぶと、オート MCACC のデモモードになります。デモモードはセットアップ用マイクを使用せずに開 
始することび可能で、スピーカーを接続していればテスト I -ーンも出力されます。デモモードでの測定内容は本機の設定に反映 
されず、エラーも発生しません。デモモードを終了させるには、戻るボタンを押してください。戻るボタンを押すまでデモモード 
は繰り返されます。 

. 「カスタムメニュー」で [ ALL ] を選択した場合のみ 、 「FULL BAND PHASE CONTR 日 U も自動的に補正します。[スピーカーシ 
ステムイ呆持]の場合は 「FULL BAND PHASE CONTR 日 U の補正は行われません。 

.[ Ago Cal EQ Pro 」 （周波数特性の補正）と「定在波制御」の効果は、それぞれの MCACC MEM 日 RY で日 N / OFF を切り換える 
ことびでさます。詳しくは「オーディオ調整機能を使用する」 （一 曰1ページ)をご覧ください。 

• 各スピーカーと視聴環境との相互作用によって、まれにオート MCACC の測定び正しく行われないことびあります。その場合は 
手動で設定を調整することをお勧めします。 


設 

定 
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音の詳細設定 


スピ—力—の使用用透巧選択する 〜スピーカー出力端子の設定〜 


ここでは]日 ch 分あるスピーカー端テの使用用途を設定します。じ(下の項目から選択します。各設定項目の詳し 
い説明は「スピーカーの配置/使用パターンを選ぶ」（一2目ページ)をご覧ください。 

[ノーマル]: フ□ント、センター(バイアンプ可能)、サラウンド A 、 サラウンド B 、 サラウンドバックチャンネル 
スピーカーシステム用です。最大で 9. 2 ch までの再生び可能です。工場出荷時の設定です。 

[All Ch Bi-Amp] :フ□ント、センター、サラウンドのすべてのチャンネルをバイアンプで再生します。最大 
で己2 ch までの再生び可能です。 

[Front Bi-Amp] :フ□ント、センターチャンネルをバイアンプで再生します。サラウンド、サラウンドバック 
チャンネルを接続して、最大で 7.2 ch までの再生び可能です。 

[7.2ch+Z0NE 2] :本機のある部屋でのス2 ch 再生とは別の部屋で別の入力をステレオ再生することびできます。 
[7.2ch+Speaker B] : メインの 7. 2 ch 再生の音を、メインとは別に2 ch ダウンミックスしてステレオ再生 
することびでさます。 


. スピーカー出力端テの設定を変更する際は、先に「スピーカーの接続」（^2目ぺージ)を変更してから設定の変更を行ラことをお勧 
めします。 

. スピーカー出力端子の設定を変更すると、すべての MCACC メモ U —の設定び消去されます。スピーカーの接続とスピーカー出力 
端子の設定を変更したとさは、もラー度オート MCACC を行ってください(一14ページ)。 


DVD/LD -55.0dB 

システム設定メニュー 


1 ■ イー 
3. マニ 


ピーカー出力端テの設定 


ュアル MCACC 


4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ 管理 

6. マニュアルスピーカー 設定 

7. 入力端テの設定 

8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 

を:終了 


2 


3 


DVD/LD --.-dB 

2. スピーカー出力端テの設定 

Front 

:ノーマル 

QiQ 田 0 侯 

Center 

:ノーマル 


Surr 

:アレイ 

〇 > 田 
& 〇 
& © 

SB 

:ノーマル 

[ 確認 ] 

を:キャンセル 


DVD/LD --dB 

2-スピーカー出力端子の設定 

[ 

ノーマル 

] 

Front 

:ノーマル 

过 Q 田0侯 

Center 

Surr 

SB 

:ノーマル 
:アレイ 
:ノーマル 

凸 > の 



& © 

±):キャンセル 
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DVD/LD - 55.0dB 

2. スピーカー出力端子の設定 
[ ノーマル ] 

L 1 2345 5 432 1R 

設定を変更しまずか？ィ 
もラー度ご確認ください。 

スピーカー接続 

「決定 」:なへ を：キャンセル 



1 [2. スピーカー出力端子の設定]を選んで決定ずる。 

スピーカー保護のために本機の音量び最小になります。 
「ノーマル」と 「All Ch Bi - Amp」、[Front Bi - Amp 」、 
「7. Sch + Z 0 NE 2」、 「7.2 ch + Speake 「 巳」の選択画 
面び表示されます。詳しい説明は上記をご覧ください。 


Z 「ノーマル」か 「All Ch Bi - Amp」、fFront Bi - 
Amp 」、「7.2 ch + Z 0 NE 2」、 「7.2 ch + 
Speaker B 」 のいずれかを選択する。 


3 腿認]を選んで決定する。 

選尺した項目によるスピーカー端子の並びび表示されます。 


4 出力端子の並びを確認し、 [ YES ] を選んで決定す 

る。 

選んだ項目で設定されます。「キャンセル」を選ぶと項目 
は反映されません。 
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プリアウト出力について 

上記設定に連動して、プ U アウト端子の EXTRA ch 
から出力される音声び下のようになります。 
[ノー 7ル]のとさ； 

サラウンド目チヤンネルの音声 
[7.2 ch + Speaker 巨]のとき： 

ダウン三ックスされた2 ch の音声 


5 戻るボタンを押ず。 

スピーカーの出力設定を終了します。 


[All Ch Bi - Amp ] を選ぶと、サラウンドバックスピーカーについての各種設 
定を行ラことはでさません。 

^ — y 









































音の詳細設定 


リスニング摄境をお巧みに調整する〜マニュアル MCACC 〜 


マニュアル MCACC では、設定をより詳細に手動で調整することびできます。それぞれの調整を行う前に、 IJ モコンの操 
作切換スイッチを AV アンプにしてから MCACC ボタンを巧して、調整したい MCACC MEM 日 R 丫を選んでからそれぞ 
れの調整を行ってください。 MCACC MEM 日 R 丫び日 FF の状態でマニュアル MCACC を選択すると、 MCACC MEMORY 
の選択画面になります。この場合、調整したい MCACC MEM 日 R 丫を選択し、調整項目へとお進みください。 

設定にはセットアップ用マイクを使用する項目もあります。マイクの接続のしかたは、 ] 4 〜 1 已ページをご覧くださ 
し、マイクを接続する際は、設定ボタンを押してシステム設定画面び表示されている状態で差し込んでください(シス 
テム設定画面び表示されていない状態でマイクを差し込むとオート MCACC のスタート画面になります)。 


出カレベルの微調整 (Fine Channel Level ) 


フ□ント左スピーカーを基準としてその他のチヤンネルレベルを調整します。選択したチヤンネルとそのチヤン 
ネルに対して基準となるもラ]つのチヤンネルからテスト I -ーンび再生されますので、両方のテスト I -ーンび同 
じ大きさに聞こえるように調整します。 


DVD/LD -55-OdB 

システム設定メニュ ー 


1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端テの設定 


4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ 管理 

6. マニュアルスピーカー設定 

7. 入力端子の設定 

8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 

を:終了 



DVD/LD -55.0dB 

3. マニュアル MCACC 

b. 

Fine SP Distance 

c. 

Precision Distance 

d. 

定在波制御 

e. 

EQ の調整 

f. 

EQ プ□フェツシヨ ナル 


ろ:戻る 



DVD/LD -20.0dB 

3a. Fine Channel Level 


お待ちください.. . 2 0 
ミ主意 

大音量のテストトーンび出力されます。 


±):キャンセル 



DVD/LD 

O.OdB 

3a. Fine Channel Level 

MCACC : M1 

.MEMORY 1 

回 Q S G 但 

Ref.Ch 

L 

ィ—…ん 

^ 凸參の 

o o 

& © 

r ミ夫定」：次へ 

±»: キャンセル 



DVD/LD 

O.OdB 

3a. Fine Channel Level 

SL A だ > L 

L +0.5dB 

R [-1.5dB] SBL 
C [ +1-0dB] SBR 
SL a^iieeEB^swi 
SR A [ + 10.0dB] SW2 

[-9.5dB] 
[+10-0dB] 

[-1.5dB] 

[-1.5dB] 

SL B [-lO.OdB] 

SRB [ + 10.0dB] 

を：終了 


システム設定で使用するボタン 



1 [3. マニュアル MCACC ] を選んで決定ずる。 

2 

[Fine Channel Level ] を選んで決定ずる。 

スピーカー出カレベルの微調整を行う画面になります。 


^ A テスト'"ーンは大さな音で再生されます。 ' 

/!\ MASTER VOLUM 曰ま自動的に 0 .日 d 巨に 

注意 なり、テストトーンび再生されます。 

V y 



3 

フ□ント左チヤンネルのレベルを調整して決定する。 

フ□ント左チヤンネルからテストトーンび出力されます。 

音圧計をお持ちの場合は、フ□ント左の音圧レベルを C 
ウェイト/スローモードで 7 己服 SPL に調整してくださ 
い。 

4 

フ□ントちチヤンネルから順番にレベルを調整する。 

選択したチヤンみレとそのチヤンみレに対して基準となる 
チヤンネルから交互にテスト!-ーンび出力されます。両方 
のテストトーンび同じ大きさになるように調整します。 
-10.0 d 目から +] 日. 0 dB の範囲内で、日.己 d 目間隔 
で調整することびでさます。 

5 

戻るボタンを押す。 

スピーカー出カレベルの微調整を終了します。 


サブウーファーからのテスト I -ーンは周波数び低いため、実際のレベルよりち 
ルさく聞こえる場合びあります。 
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を：終了 


DVD/LD O-OdB 

3 b . Fine SP Distance 
C A L 


4 


4 フ□ントちチヤンネルか! 5 順番にスピーカーまで 
の距離を調整する。 

選択したチヤンネルとそれに対して基準となるスピー 
カーからテストパルスび出力されます。スピーカーの組 
み合わせは LCD 画面で八イライトされます。 

0.01 m から 9.0 日 m の範囲内で、日. 0] m 間隔で設定で 
さます。 


5 戻るボタンを押す。 

スピーカーまでの距離の微調整を終了します。 


フ□ント左スピーカーを基準としてその他のスピーカーの距離を調整します。選 
択したチヤンネルとそのチヤンネルに対して基準となるちラ]つのチヤンネルか 
らテストパルスび再生されます。その2つのスピーカーに対して IJ スニングポジ 
シヨンからち図のように向き、2つのテストパルスの聞こえるポイントび中央に 
定位するように数値を調整します。このときさらに細かく中央に定位させたいと 
さは、スピーカーの位置を数 cm 単位で動かしたり、向さを少し動かすことでポ 
イントを中央に定位させることびできます。なお、サブウーファーのテストパル 

スは他 ch と音色び異なります。サブウーファーの音びはっきり聞こえるように調整してください。また、サブ 
ウーファーの調整はお持ちのスピーカーの低域再生能力によって、設定値を上下したりスピーカーの位置を変え 
てわ聞こえちの変化びわかりにくい場合びあります。 



2 


3 


DVD/LD 

システム設定メニュー 

1. オート MCACC 

2. スピーカー出力端子の設定 


4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ管理 

6. マニュアルスピーカー設定 

7. 入力端子の設定 

8. 0 SD 言語設定 
9-その他の設定 

を:終了 


DVD/LD -55.0 dB 

3. マニュアル MCACC 

a . Fine Channel Level 

c . Precision Distance 

d . 定在波制御 

e . EQ の調整 

f . EQ プ□フェツシヨナル 


を:戻る 



1 [3. マニュアル MCACC ] を選んで決定する。 

2 [Fine SP Distance ] を選んでミ夫定ずる。 

スピーカーまでの距離の微調整を行ラ画面になります。 

3 フ□ント左チヤンネルのスピーカーまでの実測距 
離を入力して決定する。 


DVD/LD 


O.OdB 

3 b . Fine SP Distance 


MCACC 

: M 1 .MEMORY 

1 


回 a 口 0 但 

Ref.Ch 

: L 






- Q ♦田 


な 

巧 


& 

© 

r 決定」：;夕 

へ ±):キャンセル 


音の詳細設定 



一までの距謎の微調整 (Fine SP Distance ) 


テストパルスは大さな音で再生されます。 
MASTER VOLUM 曰ま自動的に0.日 d 巨に 
なりテストパルスび再生されます。 



. テストパルスの聞こえるポイントびどうしても中央に定位しないときは、スピーカーと本機の任)、©端テび正しく接続されているか 
を確認してください。©と©び逆に接続されていると中央に定位しません。 

. サブウーファーの距離を合わせるポイントは、テストパルス3発目の音のを韻びでさるだけ中央へ抜けていくよラに調整します。音 
のを韻び左ちどちらかに流れて聞こえる場合はサブウーファーの距離設定や位置をさらに微調整すると効果的です。 


侵 の〇 

白 

田 ♦ 

Q 

回 Qo 


E 品引别 

5133 4 5 6 
0 8 E2 3 2 3 

ム UCNi C. 


A A B B 
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音の詳細設定 


—力一位置の精密調整 (Precision Distance ) 


この機能を使う龍こ、けート MCACC 」 卜14ぺージ)を行ってください。才ート MCACC のスピーカー距離補正に 
よってスピーカーまでの距離は] cm 精度で補正されます。ここでは距離の数値を補正するのではなく、各スピー 
カーそのちのの位置を動かし、微調整します(サブウーファーは調整の対象外です)。マイクからの入力び画面に表 
示されるので、ゲージび最大になるよラに各スピーカーの位置を微調整してください。従来は熟練した専門業者び 
聴覚により行っていた微細な距離調整を、モニター上に表示されるゲージを見ながら簡単に調整でさます。 


2 



3 


スピーカーまでの 距離調整とは 

距離の調整は、映像の「ピント合わせ」によく似てい 
ます。ピントび合っていない映像はどこで見てもぼ 
やけて見えますび、ピントび合った映像は遠くから 
でも見ることびでさます。音の焦点も同じで、ある 
一点(マイクを置いた U スニングポジション）に音 
源からの到達時間をしっかり合わせることで J 」 ス 
ニングポジションー点だけでなくマルチチヤンネ 
) レ環境における音場全体を正し < 形成します。 


DVD/LD -20.0dB 

3c. Precision Distance 


お待ち < ださい.. . 2 0 

ミ主意 

大音量のテストトーンが出力されまず。 


ろ:キャンセル 


DVD/LD 

O.OdB 

3 C . Precision Distance 

Ref.Ch L 

Ch ィ ■— 

>回 Q 田 e 因 


3 凸♦の 

9.2 


スピーカーの 位置を 
微調整してください。 

& 〇 
& © 


を：終了 


DVD/LD 

システム設定メニユ ー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端テの設定 


4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ 管理 

6. マニュアルスピーカー設定 

7. 入力端子の設定 

8. 0SD 言語設定 

9. その他の設定 

を : 終了 


DVD/LD -5 ミ 

3. 7 ニユアル MCACC 

a. Fine Channel Level 

b. Fine SP Distance 

d . 定在波制御 

e. EQ の調整 

f. EQ プ□フェツシヨ ナル 


を:戻る 



1 [3. マニュアル MCACC ] を選んで決定する。 


2 


3 


4 


[Precision Distance ] を選んで決定する。 


スピーカーの位置の微調整を行う画面になります。 
セツトアップ用マイクを接続してから決定します。 



テストパルスは大さな音で再生されます。 
MASTER VOLUM 曰ま自動的に日.日 dB に 
なり、テスト I -ーンび再生されます。 


フ□ントちチヤンネルか!5順番にスピーカーの位 
置を微調整ずる。 


設 

定 


選択したチヤンネルとそれに対して基準となるスピー 
カーからテストパルスび出力されます。 

選択しているスピーカーの位置を動かし、微調整しま 
す。画面を見なびらスピーカーの位置をマイクに対して 
2 cm 程度前後に動かし、ゲージと数字び最大になるよ 
うに微調整してください。また、調整するチヤンネルに 
よって基準となるチヤンネルび変わっていくので、基準 
チヤンネルのスピーカーは動かさないでください。 
ゲージは最大で1日.0まで上げることびできます （1 日.0 
にならない場合は、最大値び出る位置にスピーカーを調 
整してください）。 


戻るボタンを巧す。 

スピーカーの位置の精密調整を終了します。 


. オート MCACC を行った位置と異なる位置にマイクを設置すると正しく調整でさないことびあります。その場合はオート MCACC 
のカスタムメニューで「スピーカーまでの距離」（^88ぺージ）を行い、マイク位置をそのままの状態にしてここでの調整を行ラこ 
とをお勧めします。 

. ここでの調整はオート MCACC では調整でさない1 cml ； (下の誤差を調整する機能なので、オート MCACC による距離補正後でも 
「0.0」と表示されることびありますび、その場合でち最適な調整び行ラことびでさます。また、ここでの精密調整完了後に再度オー 
卜 MCACC を行うと1 cm 精度での補正に戻ってしまいますのでごミち意ください。 

. オート MCACC と同じよラに、でさるだけ静かな環境で調整してください。また調整中に突発的なノイズなどび入力されたとさは 
「0.0」と表示されます。 

. R かから順番どおりに調整しないと、すべてのチヤンネルの距離はそろいません。 

. スピーカーを動かす際は、スピーカーび倒れたりしないよラに十分にごを意ください。 

• ここでの調整を行ったあとに、スピーカーまでの距離の微調整 （Fine SP Distance ) (一92ぺージ)のテストパルスを聞くと調整 
した効果び確認でさます(調整前よりち各スピーカー間のテストパルスび中央に定位します)。その際には距離の値を変えないよラ 
にごミち意ください。 
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音の詳細設定 


をを液フイルターの m 璧(定巧液制御) 


オーディオの世界で問題となる定在波は、音波び壁などで反射し、ちとの音波と干渉することで発生します。定 
在波は特定の低域周波数に極端なピークなどび発生したとさ音質に悪影響を与えます。定在波の影響はスピーカー 
の位置や IJ スニングポジションによっても変化します。ここでは実際に音楽ソースなどの再生音を聴さなびら、 
定在波の影響を制御します。 


DVD/LD -5 

システム設定メニュ ー 
1. 才ート MCACC 

出力端子の設定 


2. スピーカー 

加 

4. FU しし BA 


BAND PHASE CTRL 

5. データ管理 

6. マニュアルスピーカー設定 

7. 入力端子の設定 

8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 

を:お了 





1 [3. マニュアル MCACC ] を選んで決定する。 


2 [定在渡制御]を選んで決定する。 

定在波制御のフィルター設定画面になります。 



DVD/LD 

- 55.0 dB 

3 d . 定在波制御 


MCACC : M 1 

.MEMORY 1 

フイ ルター Ch 

TRIM 

[+12,0 dB ] 

No . 1 

2 3 

f [ 63 hz ][ 

110 Hz] [ 250 hz ] 

Q [ 3.0 ][ 
ATT [ 2,5 dB ][ 

8.0 ] [ 5.0 ] 

e.OdB ] [ e . OdB ] 
を：終了 


3 [フイルター Ch ] を 選ぶ。 

どのチヤンネルの定在波を制御するか選択します。 

各チヤンネルごとに用意された、3つのフイルターで定 
在波の影響を制御します。 

[ MAIN ] :センタースピーカーとサブウーファーじ(外の 
すべてのチヤンネル 
に enter ] :センターチヤンネルのみ 
に VV ] :サブウーファーのみ 


• 音声入力で HDMI を選んでいるとさは、実際に 
音を聞さなびらの補正を行うことはでさませ 
ん。 

. オーディオ調整機能の「定在波制御」の項目を 
「定在波制御 日 FF 」 にしている MCACC 
MEM 日 RY でここでの設定を行うと、自動で 
「定在波制御 日 N 」 に 切り換わります 己 2 
ぺージ）。 


4 


フイルター N 0.1か! 5 N 0.3 について、各項目を調 
整する。 

f :各フィルターの中必周波数を、63 Hz 〜25日 Hz の 
範囲で調整します。 

Q :各フィルターの帯域幅を2.日〜 9. 8の範囲内、日.2 
間隔で調整します。数値び大きくなるほど帯域幅はより 
狭くなります。 

ATT :各フィルターの減衰量を、日. Od 巳〜12.0 d 目の 
範囲内、0.日 dB 間隔で設定します。 

(「 TRIM 」 はサブウーファーのレベルを一] 2.日服〜 

+ lS .0 d 目の範囲内、日.5 d 巳間隔で調整します。手順 
3で [ SW ] を選んだとさのみ調整することびでさます） 


5 戻るボタンを押す。 

定在波制御の設定を終了します。 
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音の詳細設定 


チヤンネルごとの周液数特性の補正 ( EQ の調. 



補正カーブを手動で調整します。下記の調整を行ラ前に MCACC ボタンでどの MCACC MEM 日 R 丫の EQ 値を調 
整するか選んでおさます。 


2 


3 


4 


DVD/LD -55.0 dB 

システム設定メニュー 

1. オート MCACC 

2. スピーカー出力端子の設定 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5 - データ 管理 

6- マニュアル スピーカー 設定 

7- 入力端子の設定 
8. OSD 言語設定 
9 -その他の設定 

を:終了 


DVD/LD -5 i 

3. マニュアル MCACC 

a . Fine channel Level 

b . Fine SP Distance 

c . Precision Distance 

, 定巧ミ巧制描！ 


DVD/LD 
e . EQ の調整 
MCACC : 


；C : Ml 

ィ id:— ► 


巧奋客ごま寺さ g 

つ： 終了 


DVD/LD 
3 e . EQ の調整 
MCACC : M 1 
Ch [ SBL ] 


63 Hz [ 
125 Hz [ 
250 Hz [ 
500 Hz [ 
1 kHz [ 


8 kHz [ 
16 kHz [ 
TRIM [ 


-55.0 dB 

63 Hz [ 0.0] 
125 Hz [ 0-0] 
250 Hz [ 0-0] 
500 Hz [-- 


[ 0 0 ] 
ィ 

:[ 0 . 0 ] 


っ：ぉ了 


0 . 0 ] 
0 . 0 ] 
16 kHz i 0.0] 
TRIM [ 0.0] 



オーディオ調整機能のに Q 」 （周波数特性の補 
正）の項目を 「E 日日 FF 」 にしている MCACC 
MEM 日 RY でここでの設定を行うと、自動で 
に日日 N 」 に切り換わります。卜己2ぺージ） 


[3. マニュアル MCACC ] を選んで決定する。 


2 

[ EQ の調整]を選んで決定する。 

補正カーブの調整画面になります。 


A 

^注意 

テスト!-ーンは大さな音で再生されます。^ 
MASTER VOLUM 曰ま自動的に日.日 dB に 
なりテスト1-ーンび再生されます。 

J 





3 調整したいチャンネルを選ぶ。 


4 


調整したい周波数帯域を選んで調整ずる。 

-12.0 服から+ ] 2.0 dB の範囲内で、日.己 dB 間隔 
で調整することびでさます。 


設 

定 


調整中に 「 OVER !」 びディスプレイに表示されたとさは、その帯域 
または他の帯域のレベルび高すざるので、 「 OVER !」 表示び消える 
まで、さまざまな帯域のレベルを下げてください。 

「スピーカーシステムの設定」で SMALL (ル)に設定されたチヤンネ 
ルは「63 Hz 」 を選ぶことはできません。 

「 TRIM 」 では、それぞれの帯域を調整することで、変わってしまつ 
た全体的なレベルのバランスを再調整します。 


5 手順 3 〜4を繰り返して、各チャンネ J レの周波数帯 
域を調整する。 

6 戻るボタンを押す。 

チャンネルごとの周波数特性の補正を終了します。 
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音の詳細設定 


部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 ( EQ プロフェッショナル) 


残響特性とは視聴環境における音の響さちのことです。ここでは残響特性の測定と確認、それに適した周波数特 
性の補正などをそれぞれ個別に行ラことびでさます。チャンネルごとに響さちび異なったり、周波数ごとに響さ 
ちび異なるような視聴環境では[アドバンスド EQ セットアッスび特に効果を発揮します。 

残響特性は部屋の形状や内装、スピーカーの設置状況などによって変化するため、この機能は理想的な視聴環境 
を創るための目安としてちご利用いただけます。また、周波数特性の補正後における視聴環境の残響特性をパソ 
コン画面上で詳しく確認することち可能です。 

残響特性の測定 

視聴環境の残響特性をおよそ1〜3分程度で測定します。 

現状の部屋の残響特性を測定するとさは、[残響特性の測定]を選んだあと、に Q オフ」を選択してから測定して 
ください。 

残響特性を考慮した補正を行っているとさは、補正後の部屋の残響特性を測定することちでさます。 

その場合は補正した MCACC MEM 日 R 丫を選び、[残響特性の測周を選んだあと、忙 Q オン」を選択してから測 
定してください。 

残響特性の確認 

測定された残響特性の詳細を日 SD 画面(テレビ画面)で確認することびでさます。 

アドバンスド EQ セットアップ(上級ち向け EQ 設定） 

日 SD 画面(テレビ画励に表示される残響特性を参考にしなびら、周波数特性の補正を行うための 
「時間軸上の位置」をお好みで選択し補正を行います。 


.[アドバンスド EQ セットアッスは、前に測定した才ート MCACC (一 14ぺージ)の補正力ーブに上書きし 
てしまいますのでご注意ください。過去のデータを残したいときは、別の MCACC MEM 日 R 丫を選んでから 
[アドバンスド EQ セットアップ]を行ってください。 

.[アドバンスド EQ セットアッスは周波数特性の補正についての自動設定です。オート MCACC と違し、ス 
ピーカー システム、 スピーカーまでの 距離、 スピーカー 出カレベルなどの設定は行いません ので、 [アドバン 
スド EQ セットアップ]を行う前に「オート MCACC 」 （一14ページ）を行うことをお勧めします。 

• 「才ー ト MCACC 」 の[カスタム]で、「カスタム メニュ ー」を [ ALL ]、 [スピーカーシステム保持 ]、 [EQ Pro . &定 
在波制御]のいずれかで設定したとさは、すでに部屋の残響特性の測定から最適な補正時間位置の設定、周波 
数特性の補正を自動的に行い、理想的な視聴環境に補正されています。 

• けート MCACC 」 卜14ぺージ)後や「残響特性の測赴のあとに「残響特性の確認」を行うと、定在波制御の 
設定値によって残響特性のグラフに違いび出ることびあります。「オート MCACC 」 では定在波を制御した状 
態で残響測定しているため、定在波の影響を排除した残響特性グラフび表示されます。それに対して「残響特 
性の測赴では定在波を制御せずに残響測定するため、定在波を含めた残響特性グラフをご覧いただけます。 
お部屋の残響特性そのもの淀在波もそのままの状態)を確認したいときは、「残響特性の測赴を行うことを 
お勧めします。 


- 

残響 特性グラフの見方 

-^ 

このグラフは、スピーカーから一定のテストノイズを出力し続けた時のマイク入カレベルの時間変移を示した 
ものです。まったく残響びない場合は下図 A のようになりますび、残響びある場合、徐々に音響パワーび累積さ 

れて下図日のよラになります。 


レ 1 

ベ 

► レ < 

ベ 

• 低い周波数帯域は群遅延特性の影響で日 [ ms ] 付近の 

> ■— —— — 立ち上びりび鈍くなる場合びあります。 

ル 

ル 

• 各スピーカーの「距離と能力の差」による「ディレイと 



レべ;!レ差」は、グラフを見やすくするため、補正された 

V - 

A 時間 

^4 ものを表 TJX します。周波数特性に関しては補正しない 

e で表示します。 

- V 
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音の詳細設定 


アドバンスド EQ セツトアップでの補正時間位置の巧め方 


賊響特性の測赶で測定された残響特性の詳細を参考 
に、補正時間位置をご自身で選択します。 

まずは[残響特性の確認]または[アドバンスド EQ セット 
アップ]の OSD 画面か、ノ くソコン上で残響特性グラフを確 
認卜1日日ぺージ）し、！;(下の1〜3のパターンを参考に補 
正時間位置をみめます。 

従来の MCACC による EQ 補正では、図]のようにマイク 
入力のデータ取得時間び8 日〜] 6 日 [ ms ] の固定になって 
しほした。それに対して、よりプ□フェッシヨナルな EQ 
補正びでさる本機の日〇プロフェッシヨナルでは、残響音 
の悪影響を受けないよラにするため、 日〜 8 日 [ ms ] の中の 
1ポイントに 日 [ ms ] 幅)を選択できます。 

各周波数、各チヤンネルで、残響特性カーブの形状の差び 
大さい場合は、蓄積された残響音の悪影響を防ぐために、 
早めの時間位置を選択することで、直接音(初期反射音を 
含む)の不ぞろいのみを補正することびでさます。残響 
カーブのどこかの周波数帯に突発的な変化のない、早め 
の時間帯(たとえば3日〜已日 [ ms ]) を選択します。 



この機能は上級者向けの機能になります。補正時間位置の 
設定およびアドバンスド E Q セットアップをすべて自動で 
行いたい場合は「才ート MCACC 」 の [ ALL ]、 [スピーカーシ 
ステム保持]または正 Q Pro . &定在波制御]で測定してく 
ださい。 

ケース1 ) 周波数ごとに残響特性び異なる場合 

図2は、低域び大きく響き、高域はあまり響かないという 
特性の例です。この場合従来の EQ 補正は8日〜16日 [ ms ] 
のデータを取得していたため、低域の残響音の蓄積によ 
り、「低域び大さく、高域びルさい」と判断し、 EQ のカーブ 
は高域を上げ気味に補正していました。しかし、スピー 
力一から直接耳に届く約4日 [ ms ] lU 内の特性は、高域も十 
分な音量び出ていますので、遅い時間位置で補正してし 
まうと高域びきつく感じることびありました。このよう 
な場合にはスピーカーからの直接音を補正する意味で、 

アドノくンスド EQ セットアップで3日〜日日 [ ms ] くらいを 
指定すると、スピーカーからの直接音(初期反射音を含 
む)びフラットになり、聴さやすい音場になります。 



■> 


□ 80 160 時間 [ m 引 

図2周波数ごとに残響特性び異なる場合の例 


ケース 2) チャンネルごとに残響特性び異なる場合 

図3は、チャンネルごとに残響特性び異なっている場合 
の例です。このよラな場合、従来の EQ 補正は8日〜 

16日 [ ms ] の データを 取得していたため、スピーカーか 
ら音び放射されてから8日 [ ms ] じ(降に徐々に各チャンネ 
ルの音色びそろってくるように補正していました。一 
ち、音像の定位感や移動感、音色のつなびりは、残響音 
ではなく、各スピーカーからの直接音(初期反射音を含 
む）に左ちされます。このような場合は、アドバンスド 
EQ セットアップで3日〜已日 [ ms ] くらいを指定して補正 
をすると、直接音の特性びそろった理想的な音場でお楽 
しみいただけるよラになります。 



図3チャンネルごとに残響特性び異なる場合の例 

ケース 3) 全体的に残響特性び似ている場合 

図4のよラに、各周波数、各チャンネルの残響特性び似 
ているよラな場合には、残響特性び悪影響を及ぼすこと設 
はありません。このような場合は3日〜已日 [ ms ] ではな g 

く、アドバンスド EQ セットアップで6日〜8日 [ ms ] くら 
いを指定して補正することをお勧めします。直接音と残 
響音をすべて含んだ I -ータルでの補正び行われ、理想的 
な音場空間を再現することびでさます。 



図4周波数ごと、およびチヤンネルごとに残響特性び似てしぶ場合の例 


本機能の有効活用 

本機の「残響特性測定およびグラフ表示機能」は、視聴環境整備 
のツールとしてお使いいただけます。スピーカーの L/R (左ち） 
で特性び大さく異なる場合は、片側の設置に問題びあつたり、左 
ちの壁の反射び大さ < 影響している、などび考えられます。設置 
の見直しや吸音材の使用効果などを何度ち確認しなびらより理 
想的な視聴環境を創ることびでさます。 
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音の詳細設定 


残響 特性の結果をパソコンのモニター画面で確認したい場合には、測定前にあ 5 かじめ本機とパソコンを接続す 
る必要があります。使用できるパソコンの環境については100ページをご覧ください。 

RS -232 C ケーブルで接続してください。ケーブルはメスーメスのク□スタイプを使用します。詳細はダウン □- 


2 




1 [3. マニュアル MCACC ] を選んで決定する。 
2 [ EQ 7 a フェツシヨナル]を選んで決定ずる。 
j [残響特性の測定]を選んで決定する。 



4 [EQ OFF ] を選ぶ。 

残響特性を考慮した補正を行った状態の部屋の残響特性 
を測定/確認したいときは、あらかじめ補正を行った 
MCACC MEM 0 R 丫を選んだうえで忙 Q オン]を選びま 
す。 


4 


DVD/LD -55 -OdB 

3 f 1. 残響特性の測定 
MCACC : M 1 .MEMORY 1 


残響特性の測定時 


[ スタート ] 

:±3:キャンセル 


6 


DVD/LD 

-55.0 dB 

3 f 1 . 残響特性の測定 


MCACC : M 1. 

MEMORY 1 

残響特性の測定時 



[EQ OFF ] 

rmi 

r 巧定 j :開始 

IMI 

ろ:キャンセル 


DVD/LD -55 -OdB 

3 f . EQ プ□フェツシヨナル 


. 残響特性の測定 

。む 

ド EQ セツトアップ 


r 巧定」：次へ を:戻る 


5 マイクを接続して残響特性の測定の準備をする。 

-付属の測定用マイクを接続して、 U スニングポジ 
シヨンに設置してください 。 （TV モニターの近くに 
は設置しないでください。） 

-測定中は静かにしてください。 

-スピーカーと U スニングポジションの間にある障害 
物を取り除いてください。 


6 [スタート]を選んで決定する。 

残響特性の測定になります。測定にはおよそ1〜3分程 
度かかります。 

測定終了後、測定結果を 0 SD 画面で確認するとさは手 
順7へ、測定結果を確認せずに周波数特性の補正を行う 
ときは手順] ] へお進みください。 

パソコンのモニター画面で確認するとさは戻るボタンを 
S 回押してシステム設定メニューに戻してから恪種測定 
結果の PC 表示機能」(一1日0ページ)へお進みください。 


7 [残響特性の確認 ] を選んで決定ずる。 

残響特性の測定結果確認画面になります。 
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音の詳細設定 


8 


DVD/LD 

3 f 2. 残響特性の確認 
M 1 : EQ オフ 
-Ch ィ Fq [ 


0 


80 160ms 

を:戻る 


周波数- 


8 

測定結果を確認したいチャンネル、周波数を選 
ぶ。 

9 

手順8を繰り返して各チャンネルにおける各周波 
数の残響特性の測定結果を確認する。 

10 

戻るボタンを押す。 


チヤンネル 


残響特性の測定結果確認画面を終了します。 


11 



12 




DVD/LD -55 -OdB 

3 f 3. Adv . EQ Setup (2/2) 

MCACC : M 1 .MEMORY 1 
EQ タイプ [ SYMMETRY ] 
STAND . WAVE を点測定 

[NO ] 



キャンセ J レ 


• 残響特性の詳細をご覧になった結果、チャンネルごとまたは周波 
数ごとに響さ方び異なるとさは手順11へお進みください。 

• 部屋の残響特 I '生を改善したいとさはここで吸音材の調整などを見直 
し、視聴環境の整備を行ってください。そのあと、再度その効果を 
確認、することをお勧めします。 

• 残響特性び特にノ くラつさなく測定されているとさは理想的な残響 
特性び得られていますので、手順11へお進みください。このとき、 
手順12の補正時間位置を [60-80 m 引に指定することをお勧め 
します。 


1 I [アドバンスド EQ セツトアップ!を選んで決定ずる。 

補正時間位置を指定する画面になります。 


1 之補正時間位置を指定ずる。 ^ 

チヤンネルと周波数を切り換えなびら残響特性力ーブを吉 
参考にして、補正時間位置を指定します。補正時間位置のバ^ 
決め方は「アドバンスド EQ セットアップでの補正時間位 
置の決めち」（^97ぺージ)をご覧<ださい。補正時間位 
置は各チヤンネル、各周波数で共通です。チヤンネルと周 
波数の切り換えは参考にする残響特性カーブの切り換え 
です。 


. 日 SD の d 巨表示(縦軸の目盛り）は2 d 目ごとに 
区切られています。 


13 みを押して画面を切り換え、必要に応じて忙 Q タイ 
プ」と rSTAND . WAVE 多点測定」を設定ずる。 

_それぞれの詳しい説明は88ページをご覧ください。_ 

14 [スタート]を選んで決定する。 

手順12で選んだ時間帯の音で周波数特性の補正を自動 
_で行います。測定にはおよそ]〜4分程度かかります。 

15戻るボタンを押す。 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正に〇プロ 
フェツシヨナル)を終了します。 


99 












































音の詳細設定 


を種測定結果の PC 表示機能 


本機では部屋の残響特性のほかに 、 FULL BAND PHASE CONTR 日 L によるスピーカーの群遅延特性(一48、 

] 01ぺージ)および MCACC パラメーター(測定値)をパソコンに転送して表示することびできます。ご確認いた 
だくには、 ■ lU 下の条件を満たしている必要びあります。 

パソコン本体 

• 日 S (オペレーテイング-システム)び Micros 日 ft ⑥ 「Windows ⑥ XP 」 に ervice Pack 2) または 「 Wind 日 ws ⑩ 
2日日日」のいずれかであること。 

• CPU び Pentium 3/300 MHz _ lU 上か AMD K 目/3日日 MHzi ； Lb (または]日日％互換性のある CPU ) で 
あること 

• メモ IJ 一び] 28 MB じ(上であること 

• 画面解像度び 8 日日 X 目日日ドット上であること 
. インターネットに接続可能であること 

. RS -232 C ポートを搭載していることに日 M ポートの接続についでまパソコンのメーカーへお問しをわせくだ 
さい） 

RS-232C ヶーブル 

. メス-メス：ク□スタイプ(インター IJ ンク、 IJ バースタイプなど）を使用すること。詳細はダウン□ー ドし 
た PC アプ IJ ケーションの取扱説明書をご覧ください。 

専用アプリケーション•ソフトおよび専用の取扱説明書 
. 下記 URL でお客様登録をしたあと、ダウン□ー ドのサイトへ進み、ダウン□ー ドしてください。 
http :// pioneer . jp / support / 


ノート PC など RS -232 C 端モびないパソコンの場合は、市販の USB - RS -232 C 変換ケーブル ( US 目-シリアルケーブル)を使い 、I 
US 巨経由で接続することち可能です。 


DVD/LD -55-OdB 

システム設定メニユ ー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端テの設定 

3. マニュアル MCACC 


4. FULL BAND PHASE CTRL 


6. マニュアルスピーカー設定 

7. 入力端テの設定 

8. 0SD 言語設定 

9. その他の設定 

を:終了 


2 


DVD/LD - 55.0dB 

5 . データ管理 

a. MCACC データチエック 

b. MCACC メモ U- の名称変更 
C . MCACC メモリーのコピー 
d. MCACC メモリーの消去 


ろ:戻る 


3 


DVD/LD -55-OdB 

5e. パソコンへ輯送 


PC の MCACC アブ U ケーシヨンを起動し 
データを受信してくださし、。 


ろ:キャンセル 


zr 一夕通信の前に本機の設定で、一度才ート MCACC [ ALL ] (一 
]4、88ぺージ)を行った状態で RS -232 C ケーブルを接続し、「残 
響特性の測定」（一98ページ)を行ってください。 


1[日.データ管理]を選んで決定ずる。 


Z [パソコンへ輯送]を選んで決定する。 

ノ w コンへのデータ転送待ち画面になります。 


づ パソコンの電源を入れて専用の PC アプリケーシヨ 

ンを起動して < ださい。 

PC アプリケーシヨンの取扱説明書の指示に従い、データ転送を 
行います。 

ノくソコン表示用の残響特性データは、再度残響特性の測定を行 
うと上書きされます。また本機の電源を切ることでも残響特性 
データはメモリーから消去されますので、測定後はすみやかに 
パソコンへデータ送信し、保をしておくことをお勧めします。 


4 戻るボタンを押ず。 

パソコンへのデータ転送を終了します。 


Microsoft ®、 Windows ® XP および 
Windows ⑥2日日日は米国 Micros 日 ft 
C 日 rporation の米国およびその他の国に 
おける登録商標または商標です。 


• 残響特性の表示は、最後に測定した残響特性びに日日 FF 」 であれ 
ば周波数特性の補正前 、 「EQ 日 N 」 であれば周波数特性の補正後の 
表示をご覧いただけます。詳しくは専用アプ U ケーシヨンの取扱 
説明書をご覧ください。 

• 群遅延特性と MCACC ノ ラメーターのデータは本機の電源を切つ 
てもメモ U —から消去されないため、電源日 FF 後でもデータ転送 
させることびでさます。 


100 























音の詳細設定 


スピーカーの位 ♦ 的！ ! れを補正する 〜 FULL BAND PHASE CTRL 〜 


スピーカーの周波数位相特性を測定し補正する機能です。スピーカーから出力されたテスト信号を付属の 
マイクで測定することによってスピーカーの周波数位相特性を解析します。音声信号再生時の、全チヤン 
ネルの周波数位相特性びフラットな特性になるように補正します。詳しい説明は「全帯域にわたる位相の乱 
れ(群遅延)を補正する (FULL BAND PHASE CONTROL )」 （一48ページ)をご覧ください。 


ここではスピーカーの周波数位相特性のみを測定する場合について説明します。オート MCACC [ ALL ](^ 
]4、88ページ)を行っているときはここでの補正は既に行われています(再度ここでの設定を行うと前の 
設定は上書きされます)。 


設定にはセットアップ用マイクを使用します。マイクの接続のしかたは、 ] 4〜1已ページをご覧ください。また、 
マイクを接続する際は、設定ボタンを押してシステム設定画面び表示されている状態で差し込んでください。シ 
ステム設定画面び表示されていない状態でマイクを差し込むとオート MCACC のスタート画面になります。 


2 


3 


DVD/LD 

43定メニュー 


-55 -OdB 

システム!" 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端子の設定 

3. マニュアル MCACC 

【 ■■ail ■■ ホ W 

5. データ管理 

6. マニュアルスピーカー設定 

7. 入力端子の設定 

8. OSD 言語設 


9!その他の設定 

を:終了 


DVD/LD 

- 55.0 dB 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

b . 群遅延特性の確認 

を:戻る 



DVD/LD 
4 a . 測定 


FULL BAND PHASE CTRL 

測定 


r 巧定 j : 開始 を:キャンセル 


4 


DVD/LD 

O-OdB 

4 a . 測定 


分析していまず… 

(5/5) 

FULL BAND PHASE CTRL 

デイレイチェック 

[ OK ] 

►群遅延特性 

[] 


±3:キャンセル 


DVD/LD 

4 b . 群遅延特性の確認 

- 55.0 dB 



補正前のスピーカー群遅延特性 
スピー;一群遅延特性 


方 ^ 


システム設定で使用ずるボタン 



1 [4. FULL BAND PHASE CTRL ] を選んでミ夫定ずる。っ 

- な 


2 [測定]を選んでミ夫定ずる。 

3 マイクを接続し、[スタート]を選んで決定する。 

スピーカーの位相乱れを測定し、補正します。測定び終 
わりましたら手順4へ進みます。 


4 [群遅延特性の確認]を選んで決定ずる。 

測定したスピーカーの補正前の群遅延特性と補正後ター 
ゲットとなる群遅延特性を表示します。 

_和/与でチヤンネルを切り換えることびできます。_ 

5 戻るボタンを押す。 

_瞄遅延特性の確飄を終了します。_ 

6 戻るボタンを押す。 

スピーカーの群遅延補正を終了します。 


f • 巧り定]を選んで決定し、スピーカーの位相乱れを補正すると FULL BAND 
PHASE CONTR 日 L 機能び自動で日 N になります。 

• PC と接続することで、より詳細なスピーカーの群遅延特性と補正後の群遅 
延特性を 3 D グラフで表示することび可能です(一100ページ)。 

• サブウーファーは FULL BAND PHASE CONTR 日 L の補正対象夕 t です。 
また、原理的に群遅延び発生しないスピーカー(フルレンジスピーカー)や 
可聴帯域外の超高音域(スーノ くーツイーターなど）ち補正対象外です。 


101 












































音の詳細設定 


MCACC MEMORY のデータ管理をする 〜データ管理〜 


けート MCACC」 や「マニュアル MCACC」 で設定された各種設定内容や設定値を確認、コピー、消ますることび 
でさます。また MCACC MEM 日 R 丫に名前をつけることちでさます。 


設定 データを 確認す る (MCACC データチエツ 



「才ート MCACC」 や「マニュアル MCACC」 で設定された!;の各設定項目の内容や設定値を確認することびでき 


ます。 


スピーカー設定 
スピーカー出カレベル 
スピーカーまでの距離 
定在渡制御 
Acoustic Cal EQ 
FULL BAND PHASE 


:スピーカーシス了ムの設定 
:スピーカー出カレベルの設定 
:スピーカーまでの距離の設定 
:定在波制御フィルター設定 
:視聴環境の周波数特性の補正値 
CTRL :スピーカーの群遅延特性(補正前と補正後ターゲット) 


DVD/LD - 55.0dB 

システム設定メニュー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端テの設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 



6. マニュアルスピーカー設定 


7. 入力端テの設定 

8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 

を:終了 


2 


DVD/LD -55-OdB 

5. データ管理 


b. MCACC メモ U- の名称変更 
C. MCACC メモリーのコピー 

d. MCACC メモ U- のミ肖去 

e. パソコンへ車£送 


ろ:戻る 


3 


DVD/LD -55-OdB 

5a. MCACC データチエック 

1. スピーカー設定 

2. スピーカー出カレベル 

3. スピーカーまでの距離 

4. 定在波制御 


6. FULL BAND PHASE CTRL 


r 決定 j:; 欠へ ろ:戻る 


4 


DVD/LD -55.0dB 

5a5. EQ Data Check 
MCACC ィ 63Hz : 0.0 

Ch [SBL] 125Hz : 0-0 

dB 250Hz : 0.0 

500Hz : 0.0 

- 1kHz : 0.0 

2kHz : 0-0 
■ - 4kHz : 0.0 

君骂賣養ごちさを窒 i 8kHz : 0.0 

16kHz; 0.0 
を：戻る TRIM ; 0-0 



1 [日.データ管理を選んで決定する。 


ム [MCACC データチ エック] を選んで決定ずる。 

_確認したい設定の項目の選択画面になります。_ 

3 確認したい設定項目を選んで決定ずる。 


4 必要に応じて確認したい MCACC MEMORY や Ch 
などを選ぶ。 

ソースを再生しなびら MCACC MEM 日 R 丫を変えること 
で、各 MEMORY の設定値を確認しなびらそのサウンド 
の変化を確認することびでさます。 

他の設定項目を確認するとさは戻るボタンを押して手順 
_3へ戻ります。_ 

5 戻るボタンを押す。 

[MCACC データチエック] を終了します。 
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音の詳細設定 


設定データの名前を巧更する (MCACC メモリーの名巧恋更) 


MCACC MEM 日 R 丫1〜目の名前を変更することびでさます。たとえば、映画を楽しむ視聴位置で音場補正を行つ 
たときは 「 MOVIE 」、 ゲームを楽しむ視聴位置であれば 「 GAME 」 のように変更することびできます。 

変更したい設定データの名前は • lU 下の中から選びます。 

[ SYMMETRY ] [ALL ADJ ] [ F . ALIGN ] [ MOVIE ] [ MUSIC ] [ GAME ] [ PARTY ][ SOFA ] |； SEAT ] 


2 


3 


DVD/LD 

^ム設定メニ 


55-OdB 

システ, ^ 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端子の設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 


6. マニュアルスピーカー設定 

7. 入力端テの設定 

8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 

を:終了 


DVD/LD 

5. データ管理 


.MCACC メモリーの名称変更 


C. MCACC メモリーのコヒー 

d. MCACC メモリーの消モ 

e. パソコンへ串云送 


ろ:戻る 


DVD/LD 

-55.0dB 

5b. MCACC メモリーのを称変更 

MCACC ポジシヨンを称変更 

M1 1瞧'||1|'|【~1;1—圓1 

M2 [MEMORY 

2 ] 

M3 [MEMORY 

3 ] 

M4 [MEMORY 

4 ] 

M5 [MEMORY 

5 ] 

M6 [MEMORY 

6 ] 


を:終了 


システム設定で巧用ずるボタン 

入力機お ( \ 

テレビが AV7 ンプ —► し設定I —► 


3 



戻る 


ろ 


[日.データ管理]を選んで決定する。 


Z [MCACC メモリーの名称変更]を選んで決定する。 

名前を変更したい MCACC MEMOR 丫の選択画面になり 

On 9 〇 


名前を変更したい MCACC MEMORY を選んで名 
前を変更する。 

他にも名前を変更したい MCACC MEM 日 R 丫びあるとき 
は選んで変更します。 が 

;-定 

4 戻るボタンを押す。 

[MCACC メモ U —の名称変更]を終了します。 


設定データをコピーずる (MCACC メモ U —のコピー. 


「オート MCACC 」 や「マニュアル MCACC 」 で設定された MCACC MEM 日 R 丫を他の已つの MEM 日 R 丫のいずれか 
にコピーすることびできます 。 MCACC MEM 日 R 丫は全部で目つまで設定することびできます。 

/> 命 

システム設定で使用するボタン 

入力機お ( \ 

テレビト巧 AV7 ンプ —► I設定 J —► 

心 

1[日.データ管理を選んで決定する。 

2 [MCACC メモリーの〕ピ ー] を選んで決定する。 

コピーしたい MCACC MEM 日 R 丫 ( From ) とコピーされ 
る MCACC MEMOR 丫 ( To ) の選択画面になります。 



2 


DVD/LD 

5. データ管理 


a. MCACC データチエック 

b. MCACC メモリーの名称変更 


d. MCACC メモリーの消ち 

e. パソコンへ輯送 


を:戻る 


3 


DVD/LD -55-OdB 

5c. MCACC メモ U- のコピー 

Copy 


From 

To 


M1.MEMORY 1] 

▼ 

M2. MEMORY 2] 
Start Copy [ Cancel ] 

ろ：キャンセル 
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音の詳細設定 


4 


DVD/LD - 55-OdB 

5c. MCACC メモリーのコピー 
Copy 

[ All Data ] 

From 



To ▼ 

[M2. MEMORY 2] 

Start Copy [ Cancel ] 

ろ）：キャンセル 


3 コピーする内容を選ぶ。 

[All Data ] を選ぶと、コピーされる MCACC MEMORY 
のすベての内容をコピーします。 

[レベルと距離のデータ]を選ぶと、コピーされる 
MCACC MEMOR 丫のスピーカー出カレベルとスピー 
力一までの距離の設定のみコピーします。 


DVD/LD 

— 55.0dB 

5c. MCACC メモ U- のコピー 

Copy 

[ 

All Data ] 

From 


[M1 

- MEMORY 1] 

To 

▼ 


Start Copy 

[Cancel ] 


た：キャンセル 



DVD/LD 

-55-OdB 

5c. MCACC メモリーのコピー 

Copy 

[ All Data ] 

From 

[M1.MEMORY 1] 

To 

▼ 


[M1.MEMORY 2] 

Start Copy イ ^^ 


ろ：キャンセル 



4 

コピーしたい MCACC MEMORY を選ぶ。 

5 

コピー先の MCACC MEMORY を選ぶ。 

6 

[ OK ] を選んで決定する。 

設定内容のコピーび開始されます。 

に ancel ] を選ぶとコピーは行われません。 

「完了しました」と表示されたらコピーは終了です。 

7 

戻るボタンを押す。 

[MCACC メモ U —のコピー]を終了します。 


設定データを消去する ( MCACC メモリーの消去) 


目つある MCACC MEM 日 R 丫の中から必要のない MEM 日 R 丫を消去します。 


DVD/LD -55-OdB 

システム設定メニュー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端テの設定 

3. 7 ニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 



6. マニュアルスピーカー設定 

7. 入力端テの設定 

8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 


を:終了 


2 


DVD/LD -55-OdB 

5 . データ管理 


a. MCACC データチエック 

b. MCACC メモ U- の名称変更 
C. MCACC メモリーのコピー 



e. パソコンへ転送 


ろ:戻る 


システム設定で使用ずるボタン 

心帶 -► [ iss ] —► -H 

-^ 

房る 

► ろ 



1 [日.データ管理]を選んで決定する。 


2 [MCACC メモリーの消去]を選んで決定する。 

消去したい MCACC MEM 日 R 丫の 選択画面になります。 


DVD/LD 

-55.0dB 

5d. MCACC メモリーのミ肖去 

消ち 


ィ ■ 川 ■ 川 3 川 ♦1;4' 僅 1^ 

消ちを開始しまず 

[Cancel ] 


を：キャンセル 



DVD/LD 

—55.0dB 

5d. MCACC メモリーの消去 

消ち 


[M1. 

MEMORY 1] 

ミ肖ちを開始しまず 

ィ 


±):キャンセル 
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3 

消去したい MCACC MEMORY を選ぶ。 

4 

[0 K ] を選んで決定ずる。 

手順 3 で選んだ MCACC MEMOR 丫の消去を開始しま 
す。に ancel ] を選ぶと消去は行われません。 

「完了しました」と表示されたら消去は終了です。 

5 

他にも消去したい MCACC MEMORY があるとき 
は手順 2 〜 4 を繰り返ず。 

6 

戻るボタンを押す。 

[データ管理]を終了します。 









































音の詳細設定 


スピーカーの音を調整する〜マニュァルスピ—力—設定〜 


「 ij スニング環境を測定して最適な設定をするけート MCACC )」 （一14ぺージ)で才ートセットアップを行った場 
合はすでに設定されています。必要に応じてお好みで再設定でさます。 


ス ピーカーち続と低音再生能力を設定する 



各チャンネルに接続されたスピーカーの有無や低域再生能力の大小を設定することで、再生するソースの全音域 
を最適なチャンネルへ配分します。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などに合わせて正しく設定してくだ 
さい。 [ SMALL ] (ル)に設定されたスピーカーびあるとさ、何 Hz じ(下の低音域を他のスピーカー(サブウーファーを 
含む)で再生するか、または LFE 信号の何下の低音域を再生するかを X . 日 VER (ク□スオーバー周波数)の設定 
で行います。サブウーファーの再生する音域成分については、 ] 日目ページをご覧ください。 


DVD/LD -55-OdB 

システム設定メニュ ー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端テの設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 


5 . データ管理 


7. 入力端テの設定 

8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 


を:終了 


2 


DVD/LD -55-OdB 

6 . マニュアルスピーカー設定 



b . スピーカー出カレベル 
C. スピーカーまでの距離 
d. X-Curve 


e.THX 才ーデイオ設定 

ろ:戻る 


システム設定で巧用ずるボタン 



1[反マニュアルスピーカー設定]を選んで決定ずる。 


2 [スピーカー設定]を選んで決定ずる。 

スピーカーシステムの設定になります。 


3 


DVD/LD 

6a . スピーカー設定__ 
Front ィ M の ri"< ^ 
Center [SMALL][ 
Surr A [SMALL 
Surr B [SMALL 
[SMALLX2 
[YESx2 


這 Q S e 侯 


SB 

SW 


X. OVER 
(THX: をてさ MALL 


凸 
& 

80Hz ] 巧 


参田 

巧 

© 

ろ:戻る 


3 


.THX 認罰のスピーカーシステムをご使用の際 
は、すべてに MALL] に設定してください。 

• 工場出荷時、ク□スオーバー周波数は 80 Hz に 
設定されています。 

.THX スピーカーを ご使用の場合、 ク□ス オー 
バー周波数は 80 Hz に設定してください。 

• それぞれのスピーカーの性能によりますび、ル型 
スピーカーを使用している場合、ク□スオーバー 
周波数は 200 Hz に設定することをお勧めしま 
す。 


それぞれのスピーカーについて、それ5のサイズ 
や再生能力に含わせて設定する。 


「スピーカー出力端子の設定」(- ► go ぺージ)によつて選べ 
るスピーカーは異なります。各項目の意昧と設定ち法に 
ついては次ページの説明をご覧ください。 


Front 

(フ□ント） 

[LARGE] [SMALL] 

Center 

(センター） 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

Surr A 

(サラウンド A) 

(スピーカー出力端子の 
設定をノーマルに設定し 
ているとさのみ） 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

Suit B 

(サラウンドの 
(スピーカー出力端子の 
設定をノーマルに設定し 
ているとさのみ） 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

Surr 

(サラウンド） 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

SB 

(サラウンドバック） 

[LARGEX2] [LARGExl] 
[SMALLX2] [SMALLxl] [NO] 

SW 

(サブウーファー） 

[YESX2] [YESxl] 

[PLUSX2] [PLUSxl] [NO] 

X.0VER 

(ク□スオーバー周波数） 

[50Hz] [80Hz] [lOOHz] 

[150Hz] [200Hz] 


4 戻るボタンを押す。 

[スピーカー設定]を終了します。 
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音の詳細設定 

スピーカーシステム設定の目ま 


スピーカーシステム組み合わせ可能一覽 


Front 
口□ント） 

[SMALL] 

[ LARGE ] 

G 巨 nt 白 r 

(センター） 

[SMALL] [ NO ] 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ NO ] 

Suit A 
(サラウンド A) 

(スピーカー出力端子の 
設定をノーマルに設定し 
ているとさのみ） 

[SMALL] 

[ NO ] 

[ LARGE ] 

[ SMALL ] 

[ NO ] 

Suit B 
(サラウンド B) 

(スピーカー出力端子の 
設定をノーマルに設定し 
ているとさのみ） 

[SMALL] 

[ NO ] 

[ LARGE ] 

[ SMALL ] 

[ NO ] 

Suit 

(サラウンド） 

[SMALL] 

[ NO ] 

[ LARGE ] 

[ SMALL ] 

[ NO ] 

SB 

(サラウンドバック） 

[SMALL X2 / XI ] 

[ NO ] 

[ NO ] 

[LARGE X 2 / XI ] 
[SMALL X 2 / XI ] 
[ NO ] 

[SMALL X 2 / XI ] 
[ NO ] 

[ NO ] 

SW 

(サブウーファー） 

[YES X2 / XI ] 

[YES X 2/ X 1] [ NO ] [PLUS x 2/ x 1] 


太字：工場出荷時の設定 


に MALL ] :低域再生能力び十分ではないル型スピーカー 

(低音域は他の [ LARGE ] スピーカーやサブウーファーから出力) 

[ LARGE ] :低域再生能力のあるフルレンジ-スピーカー 


[ X 2/ X 1] :サラウンドバックスピーカーまたはサブウーファーの接続本数 (2 本または]本） 

[ YES ] :サブウーファーを接続している場合 

[ PLUS ] :フ□ント/センターの低域成分を、サブウーファーからも同時に出力させる低域の再生量びもっと 
ち多し''モー h 

常に (2 ch 再生時でも)サブウーファーから低域び出力されるため、量感のある重低音をお好みの 
ちにおすすめの設定(詳しくは下図参照） 

[ N 0] :接続していない場合(該当 ch の成分は他のスピーカーより出力） 

サブウーファーの [ PLUS ] はオートセットアップでは設定されません。お好みに応じて設定を変更してください。 


サブウーファーの再生する音域ぶ分 


フ□ント、センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は1；(下のようになります。 
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サブウーファー [ PLUS ] に設定した場合、サブウーファーの低域成分とフ□ントの低域成分の打ち消し合いび発生し、十分な低音の効 
果び発揮されないことびあります。このような場合は、才ート MCACC でスピーカーまでの距離の設定を行い卜14ぺージ )、 PHASE 
CONTROL または FULL BAND PHASE CONTROLS - ドを「日 N 」 にしてくださし、（一 47 ぺージ）。 












































音の詳細設定 


テス トトーンを聞いて出カレベルを調 


IJ スニングポジション(視聴位置)での各チャンネルの音量レベルび一定にそろラよラに調整します。実際に出力 
されるテスト I -ーンを耳で確かめなびら手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。音圧計をお持ちの場合 
は、音圧レベルを C ウェイト/スローモードで7已 dB SPL に調整してください。 

MCACC MEM 日 R 丫び日 FF の状態で「スピーカー出カレベル」を選択すると 、 MCACC MEMOR 丫の選択画面に 
なるので、手動調整したい MCACC MEM 日 R 丫を選んでください。 


DVD/LD -55 -OdB 

システム設定メニュー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端子の設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ管ち 



7. 入力端テの設定 

8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 


を:終了 


な A 

システム設定で使用ずるボタン 



2 


3 



DVD/LD 

6 b . スピーカー出カレベル 

-20.0 dB 

お待ちください ... 2 0 


注意 


大音量のテストトーンび出力されまず。 


ろ:戻る 



DVD/LD 

O.OdB 

6 b . スピーカー出カレベル 


MCACC : M 1 .MEMORY 1 

L ィ — SBR I 

[ +10.0 dB ] 

C [-1.5 dB ] SBL I 

[-9.5 dB ] 

R [ +1.0 dB ] SLB I 

[-10.0 dB ] 

SR A [ +10.0 dB ] SLA I 

[-9.5 dB ] 

SRB [ +10.0 dB ] SW 1 I 

[-1.5 dB ] 

SW 2 I 

[-1-5 dB ] 


を:終了 


DVD/LD 

6 b . スピーカー出カレベル 

-55.0 dB 

MCACC : M 1 .MEMORY 1 

テスト!ン 




r ミモ定」：巧へ 

を:戻る 


DVD/LD 

6. マニュアルスピーカー設定 

a . スピーカー設定 

■ilfci 巧 J 田 山 iron 

-55 -OdB 

C. スピーカーまでの距離 


d . X-Curve 


e . THX 才ーディオ設定 



ろ:戻る 


1[反マニュアルスピーカー設定]を選んで決定する。 

2 [スピーカー出カレベル]を選んで決定する。 

スピーカー出カレベルの設定になります。 

3 設定方法を選んで決定ずる。 

[マニュアル]:テスト I -ーンを出力するスピーカーを手 
動で切り換えて調整します。 

[才ート]:了ストトーンを出力するスピーカーび自動で 
切り換わります。 



テスト I -ーンは大さな音で再生されます。 
MASTER VOLUM 曰ま自動的に0.日 dB に 
なり、テスト I -ーンび再生されます。 


4 それぞれのチャンネルレベルを調整する。 

-10.0 服から+ ] 0.0 dB の範囲内で、日.己 dB 間隔 
で調整することびでさます。 

f サブウーファーからのテストI-ーンは周波数び低いため、実際のレべI 
ルよりもルさく聞こえる場合びあります。 


5 戻るボタンを押す。 

[スピーカー出カレベル]を終了します。 



上記操作でち各チャンネルレベルの調整を行ラこ 
とびでさます。 CH レベルボタンを押すたびにチャ 
ンネルび切り換わります。（この場合日 SD 表示はさ 
れません） 








































音の詳細設定 


スピーカーまでの距難を調整する(スピーカーまでの距離) 


IJ スニングポジション(視聴位置)からスピーカーまでの距離を設定することにより、各チャンネルの遅延時間び 
自動的に算出され、 IJ スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることびでさます。手動で設定する場合 
は、それぞれのスピーカーから視聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。 

MCACC MEM 日 R 丫び日 FF の状態で「スピーカーまでの距離」を選択すると 、 MCACC MEM 日 R 丫の選択画面に 
なるので、手動調整したい MCACC MEM 日 R 丫を選んでください。 


DVD/LD -55-OdB 

システム設定メニュ ー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端子の設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ管理 


7. 入力端テの設定 

8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 


を:終了 


DVD/LD 

6. マニュアルスピーカー設定 

a. スピーカー設定 

b. スピーカー出カレベル 

匯 l»J aiLJ..kiLiJ J i 

-55-OdB 

d. X-Curve 


e. THX オーディオ設定 



ろ:戻る 




ム [スピーカーまでの距離]を選んで決定する。 

スピーカーまでの距離の設定になります。 


DVD/LD 

-55.0dB 

6c. スピーカーまでの距離 

MCACC 

: M1.MEMORY 1 

过 Q S 口侯 

L < 

C I 

[1.50 m ] 

R I 

[1.00 m ] 〇參の 

SR A I 

[ 9.00 m] ご！ O 

SR B I 

[ 4.00m] g S 


を:終了 


DVD/LD 

-55.0dB 

6c. スピーカーまでの距離 

MCACC 

: M1.MEMORY 1 

SBR < 

S 白侯 

SBL I 

[ 8.50m] 

SL B I 

[1.00 m ] 

SL A I 

[1.50 m ] O 鲁の 

SW 1 I 

[ 5.05m] a O 

SW2 I 

[1.50 m ] g S 


を: 終了 


3 設定するスピーカーを選んでスピーカーまでの距 

離を設定する。 

0.01 m から 9.0 日 m の範囲内で、日. 0] m 間隔で設定でさ 

よ9 〇 

サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は、それらの設置] 
(「SBR」 とに巨 U) および設定をリスニングポジションから等距離に 
しますと、 THX モードの効果び最大限に発揮されます。 


4 戻るボタンを押す。 

[スピーカーまでの距離]を終了します。 


より正確な距離の調整は、「スピーカーまでの距離の微調整」（一92 
ページ)および「スピーカー位置の精密調整」（^93ぺージ)をご覧く 
ださい。音像や定位感びさらに向上します。 


にい部屋での高音域を抑制する ( X - Curve ) 


広い視聴環境では、聴感上高域びさつく聞こえてしまラ傾向びあります。 X カーブは高域に kHz _ lU 上)の周波数 
を減衰させる力ーブで、減衰の傾きは-日.已服/ oct 〜 -3 .日服/日が(0.已犯ステッスの目種類から選択可能 
です。 • lU 下の表を目安に、部屋の広さや聴感によって、自由に調節してください。 

この補正は周波数特性の補正には影響しません。 


部屋の広さによる減衰カーブの目安 


部屋の広さ 

〜3目 m2 

〜48 m2 

〜目日 m2 

〜72 m2 

〜300 m2 

〜]000 

減衰カーブ 

-0 .已 d 巨/日 ct 

-1.0 dB/oct 

-]. 已 dB/oct 

-2.0 dB/oct 

-2 .已 dB/oct 

-3.0 dB/oct 
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音の詳細設定 


2 


DVD/LD -55-OdB 

システム設定メニュー 


1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端子の設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ管理 


7. 入力端テの設定 

8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 

を:終了 


DVD/LD -55-OdB 

6. マニュアルスピーカー設定 

a. スピーカー設定 

b. スピーカー出カレベル 
C . スピーカーまでの距離 



e.THX 才ーデイオ設定 


ろ:戻る 


な 命 

システム設定で使用ずるボタン 



1[反マニュアルスピーカー設赶を選んで決定する。 
2 [X-Curve] を選んで決定する。 

聴感上の高域補正になります。 


DVD/LD 

-55.0dB 

6d. X-Curve 


) 

(■Curve 



s 驾夏養 

云ち寺ち^ 



を:終了 



3 和-►ボタンで高域減衰カーブを調整する。 

-日.己 dB / oct から一3.0服/ oct を0.己 d 目ステップの 
6段階で調整することびでさます。 

[ OFF ] を選択すると X - Curve は FLAT になり聴感上の高 
域は補正されません。 


THX モードでは、 X 力ーブと同じような、高域を 
補正する Re-Equalization という機能び 働くた 
め、 X 力ーブの設定は無効になります。 


4 


戻るボタンを押す。 

[ X - Curve ] を終了します。 


THX オーディオ設定を巧5 


ここでは ■ lU 下の THX オーディオに関する設定を行います。 


設 

定 


THX Loudness Plus : 

日 N にすることで、音量を下げた状態でもサラウンド感を損なうことなく再生します。詳しくは 「 THX 」 卜144 
ページ）をご覧ください。 

Boundary Gain Compensation : 

THX Ultra 2 準拠のサブウーファーなど、超低域再生能力のあるサブウーファーを家庭で使用すると建物の共鳴 
や定在波の発生などにより、極端に低音び響く音質となってしまいます。このよラなサブウーファーをお使いの 
ちは 、 「Boundary Gain Compensation 」 を [日 N ] にすると、低域成分び補正されます。詳しくは 「 THX 」 （一 
] 44ページ）をご覧ください。「スピーカー設定」 （一 1 日已 ページ）でサブウーファーを「無し」で設定したとさ 
は、この項目は選択でさません。 

サラウンドバックスピーカー間の距離 

THX Ultra 2 規格で新規に開発された ASA (Advanced Speaker Array ) 技術を用いた 、 THX Ultra 2 Cinema 
と THX Ultra 2 Music Mode、THX Ultra 2 Games Mode に最適な効果をもたらすための設定です。 ヴラウ 
ンド バックスピーカー間の距離 (日 m 〜 0.3 m 、 日. 3 m 〜 1.2 m 、1.2 の3段階）に応じて処理を変化さ 

せます。 THX の推奨するスピーカー配置は次ページの 「 THX の推奨するスピーカー配置」の図のとおりです。「ス 
ピーカー設定」 （一 1 日已ぺ ージ)で サラウンド バックスピーカーを [ NO ] または [X 1] で設定したときは、この項目 
は選択でさません。また、「スピーカー出力端子の設定」 （一9日 ページ)を 「All Ch Bi - Amp 」 に選択したとさも、 
この項目は選択でさません。 
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音の詳細設定 


DVD/LD -55 -OdB 

システム設定メニュ ー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端子の設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 


5. データ管理 


7. 入力端テの設定 

8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 

を:終了 


2 


DVD/LD -55 -OdB 

6. マニュアルスピーカー設定 

a . スピーカー 設定 

b . スピーカー出カレベル 
C . スピーカーまでの距離 
d . X-Curve 


を:戻る 


3 


DVD/LD 

6 e . THX オーディオ設定 
Loudness Plus 
THX Ultra 2 SW 
Boundary Gain 
Compensation 

サラウンド八ックスピーカー間の S 聞 It 

[ 0 - 0.3 m ] 

图图 

SBL-SBR 

を:終了 


-55.0 dB 



[ OFF ] 


DVD/LD 

6 e - THX オーディオ設定 

-55.0 dB 

Loudness Plus [ 

ON ] 

THX Ultra 2 SW <\ 


Boundary Gain 


Compensation [ 

OFF ] 

サラウンド V (ックスピーカー間の Slit 

[ 0 - 0.3 m ] 


图图 

SBL-SBR 

を:終了 




1 [反マニュアルスピーカー設定]を選んで決定ずる。 


ム [ THX 才ーディオ設赶を選んで決定する。 

THX オーディオ設定になります。 

J 「Loudness Plus 」 の [ ON ] または [ OF 鬥を選択す 

る。 


4 THX Ultra 2 SW で [ YES ] を選び 「Boundary 
Gain Compensation 」 を選。、。 

[ N 0]を選んだ場合 、 [Boundary Gain Compensation 」 
_を選択することはできません。_ 

5 [ ON ] か [ OFF ] のどち！5かを選択ずる。 

6 サラウンドバックスピーカー間の距離を選ぶ。 

[日一日. 3 m ]、 [>0.3- 1.2 m ]、[1.2 m 〈] のいずれかを 
選びます。 


5 


DVD/LD -55 -OdB 

6 e . THX オーディオ設定 
Loudness Plus [ ON ] 

THX Ultra 2 SW [ YES ] 

Boundary Gain 
Compensation 

サラウンド八ックスピーカー間の S 離 t 

[ 0 - 0.3 m ] 

图图 

SBL-SBR 

を:終了 


DVD/LD 

6 e - THX オーディオ設定 

-55 -OdB 

Loudness Plus 

[ON ] 

THX Ultra 2 SW 

[yes ] 

Boundary Gain 


Compensation 

[ ON ] 

サラウンド V (ックスピーカー間の S 頤 6 

ィ■■— 

卜 

图图 

SBL-SBR 

ろ:終了 


7 戻るボタンを押す。 

[ THX オーディオ設定]を終了します。 


THX の推奨するスピーカー配置 


サラウンドバックスピーカー 
は隣接させ、それぞれ IJ スニ 
ングポジシヨンから等距離と 
なるように設置します。 


g ダイ ポール型 

スピーカー 


V_ J 


L C R 

因 回 回 


甘 


吾 


図み図 
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THX Ultra2 準拠のサブウーファーとは 

従来の THX 準拠サブウーファーの低域特性は、 3 己 HzlU 下を] 2 dB/octave で減衰させています。これはル 
さい部屋では壁面の影響で空間利得び生じ、 3 日 HzlU 下の周波数び自然と持ち上びってしまうためです。双方の 
特性(サブウーファー特性と空間利獄により、2日 Hz までフラットな周波数特性となります。 

2日日1 年に認可を開始した THX Ult「a2 準拠のサブウーファーは 2日 Hz まで低域特性を伸ばしています。 よって、 

IJ スナーとサブウーファーの位置によっては、低域周波数帯の聴感レベルび極端に大さくなる可能性びありま 
す。その場合は目 oundary Gain Compensation を日 N にすることにより、壁面の影響によって生じた低域の空 
間利得を補正し、聴感レベルをフラットにします。_ 


































































入力端子の設定 


リ乃はル端子に入力した音声/映像信号を設定する〜;け端子の設を 


各入カフアンクシヨンごとに割り当てる音声信号と映像信号の入力端テを変更することびでさます。 iu 下の接続 
を行ったときは必ずここで設定してくださし、工場出荷時の設定はち下の表のとおりです。〇は工場出荷時は設定 
されていませんび、割り当てることびでさる入力端テです。 X は割り当てることびでさません。 


リアノた W レのデジタル音声入力端子と S ビデオ映像入力端子に 
記載された工場出荷時の設定と異なる接続をしたとき。 

ーデジタル音声入力の設定 (Digital In ) 

一 S ビデオ映像入力の設定 ( S-Video In ) 




HDMIl 〜 6 端子に接続した HDMI 巧応機器を HDMI 1 ‘ 
力じげ+の入力で再生したいとき。 

一 HDMI 入力の設定 (HDMI Input ) 


-目入 


「HDMI コント□-ル設定」(一129ぺージ)を「日 N」 にしているときは 
HDM 喘テを HDMI じ(外の入力に割り当てることはできません。 


コンポーネントビデオ映像入力端子または D 己ビデオ映像入力 
端子に記載された工場出荷時の設定と異なる映像機器を接続 
したとを。 

ーコンポーネント / D ビデオ映像入力の設定に omp/D In ) 

し LINK 端子にし LINK 対応機器を接続し、映像も同時に見た 
いとを。 

一 i . LINK 入力の設定 ( i.LINK In ) 

RF 

一 RF 入力の設定 (RF Input ) 


DVD/LD 

COAX 1 O び Como1 IN 1 

BD 

COAX 2 0 び Como 2 O 

TV 

0PT1 

〇 

び 

〇 

〇 

SAT 

OPT 2 

〇 

び 

〇 

〇 

DVR/VCR 1 

OPTS 

〇 

び 

D IN 1 

固定 

DVR/VCR 2 

OPT 4 

〇 

び 

D IN 2 

固定 

VIDEO/GAME 1 

OPTS 

〇 

び 

Comp 3 

〇 

VIDEO/GAME 2 

固定 

X 

び 

X 

固定 

HDMI 1 

X 

X 

HDMI-1 

X 

X 

HDMI 2 

X 

X 

HDMI-2 

X 

X 

HDMI 3 

X 

X 

HDMI-3 

X 

X 

HDMI 4 

X 

X 

HDMI-4 

X 

X 

HDMI 5 

X 

X 

HDMI-5 

X 

X 

HDMI 6 

X 

X 

HDMI-6 

X 

X 

CD 

COAX 3 

〇 

X 

X 

X 

SACD 

COAX 4 

〇 

X 

X 

X 

CD-R/TAPE/M D 

OPT 6 

〇 

X 

X 

X 

MULTI CH IN 

X 

X 

び 

X 

X 

TUNER 






PHONO 






iPod 

到 m 当てス ;^ わ '; ア ■' キむ 1 . 、ス十 ! で才 . 

HOME MEDIA 
GALLERY 






し LINK 







‘ HDM ロント □- ルの設定び ON のときは設定できません。 


DVD/LD 

システム設定メニコ 


5-OdB 


1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端テの設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ管理 

fi, マニ -! アルスト。一力一設定 


. OSD 言語設定 
-その他の設定 


2 




設 

定 


[7. 入力端子の設定]を選んで決定する。 


3 



2 

3 


別の入カフアンクシヨンで、同じ入力端子を選択 
することはでさません。同じ入力端子を選んだと 
さは、先に設定されていた入カフアンクシヨンの 
設定び日 FF に切り換わります。 

コンポーネント端子の使用については、「映像機器 
の接続について」(一31ページ)をご覧ください。 
割り当てた i.LINK 対応機器の i.LINK ケースレを外 
したり、電源をオフした±易合は、その機器の製品型 
番の前に「*」び表示されます。 

同じ入カフアンクシヨンで複数の機器を選択する 
ことはでさません。 


変更したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 

変更したい設定を選んで割り当てたい入力端子を 
設定ずる。 

詳しくは上記の説明をご覧ください。 

たとえば、光デジタル端子 ( IN 励を使って DVD プレー 
ヤーを接続したときは 、 「Digital In 」 のに日 AX -1] を 
[0 PT -4] に変更します。また、 D 己 VIDEO IN のに入力 
した映像信号を再生したいときは 「 Comp/D In 」 の設定 
をの In -1] に設定します。 

プラズマテレビの映像入力と本機の音声入力を合わせた 
いとさは133ページの「プラズマテレビの入力連動設定 
〜 PDP In ( SR +) 〜」をご覧くださし、 

4 戻るボタンを押す。 

[入力端テの設定]を終了します。 

システム設定を終了するときは、向を押します。 111 























































その他の設定 


ディスプレイに表巧をれる入力ちを変更する 


ディスプレイに表示される入力名を変更することびでさます。 BD 入力を選択すると、工場出荷時の設定では 「 BD 」 
と表示されますび、この表示を自由に変更することびできます。たとえば、接続した機器の名称 （ BDP - LX 7 日）な 
どに変更すれば、どこの入カフアンクシヨンにどんな機器び接続されているのかを簡単に確認することびでさま 
す。 


DVD/LD -55 -OdB 

システム設定メニュ ー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端テの設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ管理 

6. マニュアルスピーカー設定 


8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 

を:終了 





DVD/LD 

7 -入力端子の設定 

-55 -OdB 

入力を 


新しい名称 

◄[囚 VD / L [ 

) ]► 

r 決定」：，俊了 

ろ:キャンセル 



システム設定で使用ずるボタン 



V- 

- ソ 

1 

[7. 入力端子の設定]を選んで決定する。 

2 

名前を変更したいフアンクシヨンを選ぶ。 

3 

(▼ 次へ)に従って次のページを表示させる。 

* ボタンを押してに/2)ページを表示させます。 

4 

「入力名」で[名称変更]を選んで決定する。 

工場出荷時に戻したいとさは[初期値]を選んで決定しま 
す。 


5 和畔ボタンで力ーソルを動かしてボタンで入 

力する文字を選ぶ。 

入力でさる文字はのとおりです。 


ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz 

0123456789 

! "#$〇/〇&'()*+,-./:;く=>?@[ \ r_{l} 〜（スぺース） 
_ ボタンを 巧し続けると文字びスク□ールします。_ 

6 手順曰を繰り返して入カフアンクシヨン名を入力 

ずる。 


7ミ夫定ボタンを押して入カファンクシヨン名を決定 
ずる。 

他にも名前を変更したい入カファンクシヨンびある場合 
は、手順2〜目を繰り返します。 


8 戻るボタンを押ず。 

[入力端子の設定]を終了します。 

システム設定を終了するときは、®を押します。 
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OSD 画面の表示言語を変更する〜 OSD 言語設定〜 


その他の設定 


OSD 画面の表示言語を変更することびできます。工場出荷時は日本語に設定されています。変更できる言 
語は(下のとおりです。 

[英語]、[フランス語]、[ドイツ語]、[スペイン語]、[□シア語]、[日本語]。 


1 [8. OSD 言語設赶を選んで決定する。 

2 変更したい言語を選ぶ。 

3 roK 」 を選んで決定する。 

_日 SD 画面の表示言語び変更されます。_ 

4 戻るボタンを押す。 

[ OSD 言語設定]を終了します。 W 

システム設定を終了するときは、 g を押します。 


• [ドイツ語]、[□シア語]を選択した場合 、 HOME MEDIA 
GALLERY 入力の日 SD 画面は英語となります。 


2 


DVD/LD -55 -OdB 

システム設定メニュ ー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端子の設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ管理 

6. マニュアルスピーカー設定 
入力端テの設定， 


9. その他の設定 

を:終了 


DVD/LD 

-55 -OdB 

8. OSD 言語設定 


言語 イ^ 


設定を変更しますか？ 

[0 K ] 

を:戻る 


3 


DVD/LD 

-55 -OdB 

8. OSD 言語設定 


言語 [ 穿 

閣 ] 

設定を変更しまずか？ 

[四] 

を:戻る 


システム設定で使用ずるボタン 
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その他の設定 


その他の設定をする〜その他の設定〜 
7ルチチヤンネル入力を設定する 


マルチチヤンネル入力でのサブウーファーレベルを上げることびできます。また、マルチチヤンネル入力 
を選択しているとさに、他の入力の映像を見ることびでさます。ここではどの映像入力をマルチチヤンネ 
ル入力に割り当てるかを設定します。 


DVD/LD -55 -OdB 

システム設定メニュ ー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端テの設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 


5. データ 管理 

6. マニュアルスピーカー設定 

7. 入力端テの設定 

8. OSD 言語設定 


を:終了 


2 


DVD/LD - 

9 -その他の設定 

55.0 dB 

b . ZONE ビデオ設定 


C. ZONE 才ーディオ設定 


d . SR + 設定 


e . HDMI コント□-ル設定 

4 i 1 1 M K 主-！-け,々 


T. 1 • LIIM ^^プエツソ 

g . 表示イメ ージ 



b : 戻る 



1 [9. その他の設定]を選んで決定する。 


2 [マルチチャンネル入力設赶を選んで決定ずる。 

マルチチヤンネル入力の設定になります。 


DVD/LD 

-55.0 dB 

9 a . マルチチヤンネル入力設定 

SW 入カゲイン 

ィ 

ビデオ入力 [ 

DVD ] 


を:終了 


DVD/LD 

-55.0 dB 

9 a . マルチチヤンネル入力設定 

SW 入カゲイン 

[+10 dB ] 

ビデオ入カ ィ圓 



±3： 1 ST 


3 rsw 入カゲイン」を r + 1 odB 」 にする。 

ヴブウーファーの出カレベルび1日服上びります。収録 
されているそのままのレベルで出力したいときは「0服」 
にします。 


4 「ビデオ入力」の映像入力を選択する。 

マルチチヤンネル入力のとさに、ここで割り当てられた 
映像入力を見ることびでさます。ここで割り当てられる 
映像入力は、 「 DVD / LD 」、 「目 D 」、「 TV 」、「 SAT 」、 
「 DVR/VCR ]」、 「 DVR / VCRS 」、「 VIDEO/GAME 
]」、「 VIDEO/GAME 2」のいずれかです。 


5 戻るボタンを押ず。 

[マルチチャンネル入力設君を終了します。 
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その他の設定 


接続している i 丄 INK 巧応機器を確認する〜し LINK チェック〜 


i . LINK 対応機器を本機に接続し、「入力端テの設定」で入力を割り当てているとさは、この設定でどの入カファン 
クシヨンにどの i . LINK 対応機器び接続されているかを確認することびでさます。 i . LINK 端テに接続された機器び 
ない場合は、この設定を選択することはでさません。 


DVD/LD -55 -OdB 

システム設定メニュ ー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端子の設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ 管理 

6. マニュアルスピーカー設定 

7. 入力端子の設定 

8. OSD 言語設定 


I . その他の設定 


DVD/LD -5 

9. その他の設定 

iS.OdB 

a . マルチチャンネル入力設定 

b . ZONE ビデオ設定 

C . ZONE 才ーディオ設定 

d . SR + 設定 

e . HDMI コント□-ル設定 



g . 表のイメージ 

ろ 

>:戻る 



3 


* DV -868 AVi 

1 DV -868 AVi 

2 DV - S 858 Ai 

3 DV - S 858 Ai 

4 DV -757 Ai 

5 RECEIVER -1 



を:戻る 



1[9. その他の設定]を選んで決定する。 


ム [し LINK チェック]を選んで決定する。 


3 なみボタンで設定を確認する。 

• 割り当てられていないし LINK 対応機器については、 

「し LINK 」 と表示されます。 

• i.LINK AUDI 日じ(外の i . LINK 対応機器に接続した場合 

は、「-」と表汀^され、入カフアンクシヨンを 

割り当てることはでさません。 設 

• 割り当てたし LINK 対応機器の i 丄 INK ケーブルを外し巧 
たり、電源を切った場合は、その機器の製品型番の 
前に「*」び表示されます。 


4 戻るボタンを押す。 

[ i . LINK チェック]を終了します。 
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その他の設定 


OSD 表示の背景パターンを選択する〜表示イタージ〜 


日 SD 画面の背景色を選ぶことびでさます。_1^(下の2つのパターンから選択します。 
Type 1:青色系の背景色となります。 

Type 2 :黒色系の背景色となります。 


DVD/LD - 55.0 dB 

システム設定メニュー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端テの設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ 管理 

6. マニュアルスピーカー設定 

7. 入力端テの設定 

8. OSD 言語設定 


を:終了 


2 


DVD/LD -55 -OdB 

9. その他の設定 

a . マルチチャンネル入力設定 

b . ZONE ビデオ設定 

C . ZONE 才ーディオ設定 
d - SR + 設定 

e . HDMI コント□-ル設定 



ろ:戻る 


3 

DVD/LD 

9 g . 表示イメージ 

表示イメージ 

-55.0 dB 

ィ 



を：戻る 


ぐ 

システム設定で使用するボタン 

戻る 

ろ 




1 

[9. その他の設定]を選んで決定する。 

2 

[表示イメージ]を選んで決定ずる。 

OSD の背景色の選択になります。 

3 

知与で背景色パターンのタイプを選ぶ。 

Type 1と Type 2び切り換わります。 

4 

戻るボタンを押す。 

[表示イメージ]を終了します。 



5 もう一度戻るボタンを押ず。 


[その他の設定]を終了します。 

システム設定を終了するとさは、应]を押します。 
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リモコンによる他機器の操作 


他機器を操作するための U モコン設定をする 


付属の IJ モコンを使って、本機 • lu 外のパイオニア製品や他社の機器（ビデオデッキ、テレビ、 DVD 、 CD プレー 
ヤーなど)を操作することびできます。お手持ちの機器のプ IJ セットコードび IJ モコンに登録されている場合は、 
該当するコードを呼び出すだけで操作でさるよラになります。また、プ IJ セットコード非対応の機器でも、その 
機器に付属の IJ モコンから直接登録(学習)することび可能です。 


他機器の LI モコン信号を本機の LI モコンに呼び出す(プリセツトコード設定) 


本機付属の IJ モコンには、複数の AV 機器(他社製品を含む)の IJ モコンコードび登録されています。登録する機器のブラ 
ンド名から検索することび可能です。 

各ボタンの役割は 「 IJ モコンで他機器を操作する」卜118ぺージ促ご覧ください。 


( 一一 | frap 他機器連動ボタンを押しなが 
5設定ボタンを押す。 

卜 U モコンに！ " SETUP 」 び表示され 

設定 东 9。 

一一設定を中止するには他機器連動ボ 
タンを2秒間押し続けます。 

1分間何も操作びないときは設定 
び中止されます。 


2 



「 PRESET 」 を選んで決定ず 
る。 

「 EXIT 」 を選んで決定すると設定 
を終了します。 


3函回回15^ 

IDVRl) IDVR2) IVIDEOl) IVIDE02) 
HOME MEDIA 


[tuner I I phono] I iPod] IHDMI) 

または 



操作したい機器のマル 
チコント □ ールボタン 
を選んで決定ずる。 

「テレビ基本操作」ボタン 
で操作したいテレビのプ 
U セットコードを登録す 
るときは、 U モコン操作 
モード切り換えスイッチ 
をテレビにしてから決定 
しよ9 〇 


4 



登録ずる機器のブランド名の 
頭文字を選んで決定ずる。 

たとえば、パイオニアを登録する 
とさは、 「 P 」 を選びます。 


5 



登録する機器のブランド名を 
選んで決定する。 



登録する機器とコード番号を 
選んで決定する。 

たとえば、 DVD プレーヤーの場合 
は 「 DVD 」、 コード番号び複数ある 
とさはそれぞれのコード番号で試 
してみてください。入力機器むボ 
タンを押して、その機器の電源を 
入/切でされば正しいちのび選ば 
れたことになります。 

「0 K 」 び表示されて、登録び終了 
します。 



( 一一1他機器他機器連動ボタンを2秒間押し 
^一一曰続けて、プリセットコード設 
定を終了ずる。 


. iPod ボタン 、 HOME MEDIA GALLERY ボタンにはプ U 
セツトコードを登録することびでさません。 

. プ U セツトのコード番号は、数字び大きいほど新しい機器に 
対応しています。 

• 正しく設定でさているよラでも、一部のボタンのみ違ラコー 
ド番号ち複数あります。実際に操作でさるかを確認してくだ 
さい。 

• すべてのモデルには対応していませんので、使用でさない機 
能は学習させてください（一119ページ）。ちとの機器に 
入っていない機能は動作しません。 
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パイオニア製の他機器コードに関ずる諸ミ主意 

. HDD 内蔵 DVD レコーダーの4コードは PIONEER DVR 
487、488、489、493に対応してし、ます。 

• 0曰年夏しツ前に発売されたプラズマテレビをお持ちの方は、 
679、667、638け也上波対応）や639 (巨 S デジタ J レ対応） 
など、必要に応じてお試しください。一部海外向けのコード 
も内蔵されているため、 TV の10 ch /1 1 ch /12 ch び誤 
作動するちのもあります。 


現在設定されているコード番号の確認 

• 登録後に、そのプ U セツトコードを確認できます。手順2で 
「 READ の」を選んで決定すると、登録されているブランド 
名とコード番号び約3秒間表示されます。 
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リモコンによる他機器の操作 


ソ モコンで他機器を操作する 


. じ(下の IJ モコン操作を行うには、あらかじめ操作したい機器の IJ モコンコードを登録しておく必要びありま 
す。詳しくは「他機器の IJ モコン信号を本機の IJ モコンに呼び出す（プ IJ セツトコード設定)」（一] ] 7ぺージ） 
をご覧ください。 

• 実際に操作を始める前に操作切換スイツチを「入力機器」に合わせてから操作したい機器の他機器操作ボタンを 
押して、 IJ モコンをその機器の操作モードにしてください。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱 
説明書をご覧ください。 

• 機種によっては操作でさないボタンわあります。 


\機能 
ボタン 

DVD プレーヤー 
巨 D プレーヤー 
LD プレーヤー 

DVD レコーダー 

ビデオデッキ 

CD プレーヤー 
CDV プレーヤー 
MD レコーダー 
カ セットデッキ 

テレビ 

CATV 

目 S / CS デジタルチューナー 
地上デジタルチューナー 

チューナー 

入力機器む 

電源の入/切（スタンバイ） 


前チヤプター 
トラック） 頭出し 

ページ戻る 
( CATV のみ） 

MPX 

►►1 

次チヤプター 
(トラック）頭出し 

ページ進む 
( CATV のみ） 


II 

一時停止 



► 

再生 



►► 

早送り 



◄◄ 

早戻し 



■ 

停止 



数字ボタン 

メニュー画面の操作 

チヤンネルの選択 

チヤンネルの 
選択 

チャプター（トラック） 
の選択 

チヤンネルの選択 

周波数/ 

ステーションの選択 

ミ夫定 (12) 

[ LD プレーヤー] 
A / B 面の切り換え 

12 

12 


12 

クラス （ A ， B ， C ) 
の選択 

トップメニュー 

トップメニューの表示 




AM / FM 切換 

メニュー 

ディスクのメニュー画面の表示 



メニュー画面の選択 


決定 

各メニュー画面の操作 

♦t :周波数選択 

户今： 

ステーション選択 

設定 

HOME MENU 
画面の表示 



HOME MENU 
画面の表示 


CH +/- 

チヤンネルの選択 


チヤンネルの選択 


曰ド 

音声（言語）の選択 


音声切換 


表示 

表示の切換 



表示の切換 

表示の切換 

AUTO / 

DIRECT 


[ HDD 内蔵 

DVD レコーダー] 
HDD 操作の選択 



地上アナ□グ放送の選択 


STEREO 


[ HDD 内蔵 

DVD レコーダー] 
DVD 操作の選択 



地上デジタル放送の選択 


戻る 

戻るまたは EXt の選択 



おるまたな 

EXt の選択 

戻る 

ク U ァ 

[ DVD / 巨 D 
プレーヤー] 
CLEAR 
[ LD プレーヤー] 

+ 10 

10/0 



10 

ダイレクト選局 

STANDARD 


[ビデオー体型 HDD / 
DVD レコーダー] 

VCR 操作の選択 



目 S デジタル放送の選択 


ADV SURR 





CS デジタル放送の選択 



DVD プレーヤーによっては l 日 i ^^(上を選ぶとき+ l 日ち式ではなく、 ENTER 方式で番号を決める機種びありま 
すび、その機種も本機 IJ モコンでは +] 日ボタンで操作することびでさます。 
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リモコンによる他機器の操作 



他機器の IJ モコンの操作を本機の IJ モコンに直接学習させることびでさます。プ IJ セツトコードを登録しただけ 
では使用でさない操作などは、 ■ lu 下の手順で追加登録(学習）してください。 


手順4学習可能なボタン 


雙 II 動ボタンを押しなが5設定ボタ 


「 SETUP 」 び表示されます。設定を中止する 
には他機器連動ボタンを2秒間押し続けます。 

1分間何も操作びないときは設定び中止され 
よ9 〇 


上記イラストの強調表示されているボタ 
ンに登録(学習)び可能です。 

ただし、「テレビ基本操作」ボタンは、 IJ モコ 
ン操作モード切り換えスイッチをテレビ 
に合わせたとさのみ登録(学習)でさます。 


設定 


2 


3 



「 LEARNING 」 を選んで決定する。 

に XIT 」 を選んで決定すると設定を終了しま 
す。 


I DVD I I BD I I TV I I SAT I 

IDVRlj IDVR2| IVIDEOlj IVIDE02| 

HOME MEDIA — — _ 

I gallery) I CD I I SACD | I CD-R) 

I tuner] I phono] 〔iPod I [hDMII 


操作したい機器のマルチコン 
卜□ールボタンを選んで決定 
する。 

「PRES KEY 」 び点滅します。 


4 本機器と他機器のリモコンを向かい合わせて、記 
憶させたい本機のボタンを押す。 

2 cm 〜已 cm 


IS 魔圏 liK 一 Mil 


「PRES KEY 」 び点灯します。 

_学習でさるボタンについては左図をご覧ください。_ 

5 記憶させたし、他機器のリモコンのボタンを、数秒押 
して離ず。 

「0 K 」 び表示されて、登録(学習)び終了します。 
「 ERROR 」 び表示された場合は、手順4からやり直して 
_みてください。_ 

6 同じ他機器リモコンについて登録(学習)を続ける 
には、手順4〜曰を繰り返す。 

別の他機器 U モコンを登録するには、手順7へ進み、 
いったん終了してからちう一度行ってください。 

/ (T つ啤他機器連動ボタンを2秒間押し続けて、 
学習モードを終了する。 


iPod ボタンと HOME MEDIA GALLERY ボタンには登録(学習)すること 
びでさません。 

登録(学習)でさる操作の数はパイオニアフ オー マツトで、およそ200 コー 
ドです。 

手順4〜日は、強い董光灯の下や TV の前で行わないでください。異なるコー 
ドび登録されてしまうことびあります。 
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憶をせる(学習モード) 


なをなボタンに他 


画 D 畳 I 鼠 1 国ピち 

S 画 I 回因。 
窗 I 回戀 IQ " 
暫 


^_一 回が—^^^^ I ci 

&謗| 


I 瓜回画画画 

も^回！一画画 i 回 

i ® 画一 Si 画画 
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リモコンによる他機器の操作 


ソ モコンの登録操作の解除と設定全解除 


特定のボタンに登録された操作のみを解 
除する 


リモコンに設定されたプリセツトコード 
と学習させた他機器の操作を解除する 


厂つ啤 g 罐辑他機器連動ボタンを押しなが 
^ 5設定ボタンを押す。 

卜 [" SETUP 」 び表示されます。 

設定 I 設定を中止するには他機器連動ボ 

一ー タンを2秒間押し続けます。 


2 



「 ERASE 」 を選んで決定する。 


3 


[dVD I I BD ) I TV つ 〔SAT I 


[dVR 1 I IDVR2) IVIDEOl] 0DEO2I 



解除したい機器のマ 
ルチコント□ールを 
選んで決定する。 




「PRES KEY 」 び点滅 
します。 


4 消去したし、操作ボタンを2秒間巧し続ける。 

_ 「0 K 」 び表示されて、消去び終了します。_ 

5 ( ^1他機器他機器連動ボタンを 2 秒間押し 
一一連動続けて、登織军除を終了する。 


IJ モコンに設定された各種設定をすべて IJ セツトし、 
工場出荷時の状態に戻します。 




連動 



因 


他機器連動ボタンを押しなが!5 
設定ボタンを押す。 

「 SETUP 」 び表示されます。 

設定を中止するには他機器連動ボ 
タンを2秒間押し続けます。 



「 RESET 」 を選んで決定ずる。 

「 RESET 」 び点滅します。 


3 



決定ボタンを2秒間上押し続 
ける。 

「 NOWRST 」 と表示され、 U セットび 
完了すると 「0 K 」 と表示され、設定び 
解除されます。 

「 ERR 日 R 」 と表示されたときはもう一 
度手順1からやり直してください。 


• プ U セットコード設定(一117ページ)を行ラことでマルチ I 
コント□ールに学習した内容はすべて解除されます。すべて 
のマルチコント□ールボタンを U セットせずに一部のマルチ 
コント□ールボタンを U セットするとさに便利です。 


7ルチコントロールボタンの入力切換を解除する(ダイレクトフアンクシヨン) 


ダイレクトフアンクシヨンはマルチコント□ールボタンを押したときに、本機の入カフアンクシヨンを連動し 
て切り換えるかを設定する機能です。オフにすると入カフアンクシヨンは切り換わらず、 IJ モコンの操作ボタ 
ンの機能だけび切り換わります。工場出荷時はすべてオンになっています。 


他機器連動ボタンを巧しなが 
5設定ボタンを押ず。 

[" SETUP 」 び表示されます。 

設定 設定を中止するには他機器連動ボ 

一ー タンを2秒間押し続けます。 


口％お 


2 



rolRECT F 」 を選んで決定ず 
る。 


3 


〔 DVDI 〔 BD I 〔 TV I [sat I 
[dVRI I [dVR2I [vIDEOII [VIDE02I 



[tuner I [PHONOI [iPod I [hDMII 



操作したい機器の 
マルチコント□一 
ルボタンを選んで 
決定する。 


4 



手順3で選んだ機器について、 
ダイレクトフアンクシヨンの 
ON 、 OFF を選んで決定ずる。 

「0 K 」 び表示されます。 
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S □化離農鱗連動ぶタレンクを背双 

シヨンの設定を終了する。 































リモコンによる他機器の操作 


リモコンに表示をれる入力ちを変更する〜リネーム機能〜 


IJ モコンディスプレイに表示される入カフアンクシヨン名を変更することびできます。たとえば、 DVD レコー 
ダーを2台お持ちの場合、 DVR] と DVR2 のそれぞれを機器の名称(例： 「DVR-DT9 日」など）に変更することび 
でさます。各入カフアンクシヨン(他機器操作ボタン）ごとに接続された機器やメーカー名などを入力すれば、ど 
の入カフアンクシヨン(他機器操作ボタン)にどんな機器び接続されているのかを簡単に確認することびできます。 


〔つ他^_辑他機器連動ボタンを押しなが 


設定 


5設定ボタンを押ず。 

「SETUP」 び表示されます。 
設定を中止するには他機器連動ボ 
タンを2秒間押し続けます。 


2 



「 RENAME 」 を選んで決定す 
る。 


3 


I DVD I I BD ) I TV I I SAT I 

IDVRlj IDVR2) IVIDEOlj IVIDEO 2 ) 

HOME MEDIA_ _ _ 

I gallery) I CD I I SACD ) I CD-R) 

I TUNER I I phono) I iPod ) IHDMlj 


名前を変更したい入力 
フアンクシヨン（他機 
器操作ボタン）を選ん 
で決定ずる。 

U モコンデイスプレイび 
入カフアンクシヨン名の 
変更画面になります。 


4 



「NAME EDT 」 を選んで決定ず 
る。 

名前をもとに戻したいときは 
「NAME RST」 を選びます。 


5 



な/み ボタンで入力する文字を 
選んで、 知/吟 ボタンでカーソ 
ルを左ちに動かす。 

入力でさる文字は iu 下のとおりで 
す。 

ABCDEFGHIJ KLM NOPQRSTUVWXYZ 
0123456789 \/*+- (スぺース） 

最大8文字まで入力することびでき 
よ9 〇 


6 



入力を終了する。 

U ネーム機能を終了します。 

手順2へ戻ります。 

設定を終了するには他機器連動ボ 
タンを2秒間押します。 


リモコン 
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圈國 
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S|!i) ZONE: 
OUT OUT 

12V TRIGGER 

©©© 

1 2 3 



本機（メインゾーン) 


サブゾーンの機器 
( Z 0 NE 2) 


© 




Y し 


打 


DIGITAL IN 


AUDIO IN 


マルチゾーン機能 


別の部屋で本機の音や映像を再生する〜マルチゾ-ン機能〜 


本機を操作して、本機のある部屋(メインゾーン)とは別の部屋(サブゾーン)で本機につないだ機器の再生を楽しめ 
ます(マルチゾーン機能)。本機ではメインゾーンとは別に ZCINE 2 と ZONES の2つのシステムを構築することび 
できます。メインゾーンとサブゾーンで同時に同じソースを再生することはもちろん、別々のソースを再生するこ 
ともできます。スピーカーの使用パターンで「7.2 ch + Z 日 NE 2」 を選択しているときは、スピーカー端テからの音 
声出力もでさます。 ZCINE 2 と ZONES へ出力できる信号についてはじ(下のとおりです。 



ビデオ出力 

S ビデオ出力 

コンポーネント 
ビデオ出力 

アナ□グ音声 
出力 

デジタル音声 
出力 

Z 0 NE 2 

〇 

(VIDEO Z 0 NE 2 
OUT ) 

X 

〇 

(COMPONENT 
VIDEO Z 0 NE 2 
OUT ) 

0*1 

(AUDIO Z 0 NE 2 
OUT ) 

〇 

(COAXIAL Z 0 NE 2 
OUT ) 

ZONES 

〇 

(VIDEO ZONES 
OUT ) 

X 

X 

0*2 

(AUDIO ZONES 
OUT ) 

〇 

(OPTICAL 

Z 0 NE 3/ S 0 URCE 

OUT ) 


*1 iPod を含むすべてのアナ□グ信号を出力します 

*2 iPod を含むすべてのアナ□グ信号を出力しますび、 iPod の操作モードび 「 Type 1」のとさは iPod の音声び出力されません。 



ZONE 2 端子を使ったマルチゾーン接続 


本纖こ別のアンプとテレビモニターを図のように接続します。 

COMPONENT VIDEO Z 0 NE 2 日 UT 端子を使ってコンポーネントビデオ接続を行うこともできます。 


Si Si iSi Si iSi Si 


蒙田口 Li.i 



1 


I 圆圏 


國 I 國 

國 j 國 

國 M 

國 


ft 


g 
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マルチゾーン機能 


本 機 メインゾーン 





本機にテレビ モニターとスピーカーを 図のように接続します。 

COMPONENT VIDEO Z 0 NE 2 OUT 端子を使ってコンポーネントビデオ接続を行うこともできます。 

-スピーカーの 接続 (一 28 ぺージ） 

r 7.2 ch + Z 日 NE 2 接続」を行ってください。 

-スピーカー出力端子の設定 (一 90ページ） 

r 7.2 ch + Z 0 NE 2」 を選択してください。 

-スピーカーシステムの 切り換え (一 82ぺ ージ） 

スピーカーシステムは A または OFF になります。 


. DIGITAL 0 ZONE 3/ SOURCE 日 UT は、入力端子の設定で Digital In び割り当てられている入力び出力されます。 

. ZONES び日 FF のとさ、 D に ITAL の Z 0 NE 3/ S 0 URCE 日 UT からはメインゾーンで選ばれている入カフアンクシヨンの音声び出 
力されます。このとき選ばれている入カフアンクシヨンの入力端子の設定で Di 呂 ital In び日 FF になっているときは音声は出力され 
ません。 

.「 ZONE オーデイオ設定」の Z 0 NE 3 /REC SEL 出力（一124ぺージ)で 「 RECSEL 」 を選択しているときは、 ZONES を日 N にする 
ことはでさません。 



スピーカー端子を使用したマルチゾーン接続 



H キスパ—卜 
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マルチゾーン機能 


124 


マルチゾーンの設定 


本機のシステムセツトアップでサブゾーンのビデオコンバート設定 （ ZONE ビデオ設定）および音声出力設定 
に日 NE 才ーデイオ設定)を行います。 



3 


DVD/LD -55 -OdB 

システム設定メニュー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端テの設定 

3. 7ニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ管理 

6. マニュアルスピーカー設定 

7. 入力端テの設定 

8. OSD 言語設定 



を:終了 


4 


DVD/LD 

9. その他の設定 


マルチチャンネル入力設を 


a . 7ルチ^ 

■nrx>iJi= 

C . ZONE 


NE 才ーデイオ設定 
d - SR + 設定 

e . HDMI コント□-ル設定 

f . i . LINK チェック 

g . 表示イメージ 


ろ:戻る 


5 


DVD/LD -55 -OdB 

9 b . ZONE ビデオ設定 

ZONE 2ビデオコンパーター_ 


を:戻る 


1 

リモコン操作切換スイッチを AV アンプにずる。 

U モコンび AV アンプ操作モードになります。 

システムセットアップ画像を表示するためには、テレビ 
の電源を入れて入力を切り換えて < ださい。 

2 

設定ボタンを押す。 

システム設定メニューび表示されます。 

3 

[9. その他の設定]を選んで決定する。 

4 

[ ZONE ビデオ設定]を選んで決定する。 

Z 日 NE 2 のビデオコンバーター機能の設定になります。 

5 

ZONE 2ビデオコンノ夕一の ON 、 OFF を尺する。 

ON :コンポジットまたは S ビデオ映像入力信号を COM - 
PONENT VIDEO ZONES OUT または VIDEO Z 0 NE 2 
OUT に対してビデオコンバートします。入力機器と 
Z 0 NE 2 のテレビモニターを違う種類のコードで接続し 
ていてち映像を出力でさるようになります。コンポーネ 
ント日央像人カイ言号は COMPONENT VIDEO Z 0 NE 2 
OUT からのみ出力されます。 

OFF : Z 0 NE 2 の映像出力をビデオコンバートしませ 
ん。この場合、入力機器と Z 日 NE 2 のテレビモニターは 
同じコード(コンポジットまたはコンポーネント)で接続 
して < ださい。 

6 

に ONE 才ーディオ設定]を選んで決定ずる。 
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DVD/LD -55.0 dB 

9. その他の設定 


a . マルチチャンネル入力設定 

b . ZONE ビデオ設定 



d - SR + 設定 

e . HDMI コント□-ル設定 

f . i . LINK チェック 

g . 表示イメージ 

た:戻る 


DVD/LD 


—55.0 dB 

9 c . ZONE 才ーデイオ設定 

ZONE 3 , 

'RECSEL 出力 


ィ 1 

•ム1"*誦^ 

ZONE 2 

音量 



[ 

可変 ] 

ZONE 3 

音量 



[ 

可変 ] 



ろ:お了 
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9 c . ZONE 才ーデイオ設定 
ZONE 3 / RECSEL 出力 

[ZONE 3 ] 

ZONE 2 音量 



ZONE 3 音量 


[ 可変 ] 
スピーカーの出力端テの設定で 
" 7.2 ch + Z 0 NE 2 "が選択されている 
時は"可変"のみになりまず。 

も終了 


7 ZONE 3 / RECSEL 出力について、適切な項目 
を選択する。 

ZONE 3 : AUDIO Z 0 NE 3 OUT 端テから音声を出力 
しよ9 〇 

RECSEL : CD - R / TAPE/MD OUT 、 DVR / VCR ] 
OUT 、 DVR/VCRS 0 UT 4 請子から音声を出力します。 
詳しくは「録音/録画しなびら別の入力機器を再生する」 
(一79ページ)をご覧ください。 


8 ZONE 2音量および ZONE 3音量について、適 
切な項目を選択する。 

可変： 本機で音量の調整をする場合(サブゾーンのアンプを 
ノ くワーアンプとして音声出力する場合)に選びます。 

固定： サブゾーンのアンプを使って音量の調整をする場合 
に選びます。（本機のサブゾーン側の音量は最大になります) 


A 

ま意 


「固定」を選んだ場合、本機の音量は最大で 
固定されます。大音量での出力を避けるた 
め、必ずサブルームのアンプを使って適切な 
音量に調整してください。 

ノ 































マルチゾーン機能 




3 2,5 



。"化脯誦" W 

◎の ◎ © © © 口 

固》 


CTRL を押して操作したいマルチゾーンを選ぶ。 

押すたびにメインゾーン操作とサブゾーン操作び切り換 
ねります。 Z 日 NE 2 と Z 日 NE 3 の両方を日 N にしてし^ると 
きは Z 日 NE 2 と Z 日 NE 3 を切り換えることびできます。 

10秒間操作びないと自動的にマルチルームコント□ールモードび 
終了します。 


INPUT SELECTOR で入カフアンクシヨンを切り 
換える。 

たとえば、手順 S で ZONES を選び、手順3で DVR / 
VCR 1 の音声と映像を選ぶと、 DVR / VCR 1 入力の音声 
と映像を Z 日 NE 2 で楽しむことびでさます。_ 

MASTER VOLUME ダイヤルで音量を調整する。 

-80 d 目から日 d 目の範囲で調整でさます。 

ただし 「ZONE 2音量またはに ONE 3音量」び「固定」 
のときは日 d 巳に固定されます。 


b CTRL を押す。 

_マルチゾーンの操作を終了します。 

6 選んだ機器の再生をずる。 


ZONE 3を使用するときは、口 日 NE 才ーディオ設定」 （一 124ぺージ) のに日 NE 3/ RECSEL 出力」を 「ZONE 3」にしてくださ 
し URECSEU に設定されていると Z 日 NE 3から音は出ません。 

マルチゾーン機能では、電源の入/切ちメインゾーンとサブゾーンで別になります。 

マルチゾーンの設定で[固定]び選ばれているとさ、本機では音量を調整でさません。 

ス U —プ機能び働くとメインゾーンとサブゾーンの両方の電源びスタンバイになります。 

システム設定中は、マルチゾーン操作はでさません。 


^本機でマルチゾーンの操作をする 

L 



Z 0 NE 2 または Z 0 NE 3 を押して視聴したいマル 
チゾーン(部屋)を選ぶ。 

ボタンを押すたびに日 N と日 FF び切り換わります。 
Z 日 NES と Z 0 NE 3 を両方 ON にすることもできます。 


9 戻るボタンを押す。 

マ J レチゾーンの設定を終了します。 

システム設定を終了するときは、 I 胃ち1を押します。 


手順8の音量の設定で、[固沼はスピーカー出力端テの設定び [7.2 ch + Z 日 NE 
2] のとさは選択することびでさません。 


H キスパ—卜 
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マルチゾーン機能 


リモコンでマルチゾーンの操作をずる 



1 マルチゾーン操作切換スイッチをゾーン 2 または 

ゾーン 3 にする。 

ゾーン2にすると U モコンび Z 0 NE 2 の操作モード、 
ゾーン3にすると Z 日 NE 3 の操作モードに切り換わりま 
す。 

メインゾーン操作モードに戻すときはメインゾーンに切 



り換えます。 


2 

マルチゾーン機能の電源を入れる。 


3 

入カフアンクシヨンを切り換える。 

入力切換ボタンで機器を選びます。 


4 

rr - 

音量+/—ボタンで音量を調整する。 

- 


• 本機の U モコンで操作でさるボタンはし^下になります。 


AV アンプ0 :本機の電源切り換え 
入力切換 ：入カフアンクシヨンの選択 

音量 +/- :音量調整(ただし、システムセットアップの 「 ZONE オーディ 
才設定 J で[固定]び選ばれているとさは調整でさません。） 

. パイオニア製アンプをサブゾーンで使用している場合、本機のリモコン 
操作で同時にアンプび動作してしまいます。旧レシーバーでのマルチ 
ルーム操作をするとさは、アンプの U モコン受光部を覆い隠すなどの対 
策をとってください。 
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連動機能/集中コントロール 


. 旧接続は、旧端子を装備している機器を使用してください。 

• 接続に必要なケーブルの種類については、旧レシーバーに付属の取扱説明書をご覧ください。 

. 旧レシーバーのリモコン受光部に堂光灯から強い光び直接照射されている場合は、リモコン操作びできないことびあります。 
• 他社製品では旧といラ名称び使用されていない場合びあります。お使いの機器に付属の取扱説明書で確認してください。 

. フ□ントパネルのリモコン受光部と旧レシーバーのリモコン受光部び同時に受信した場合は、旧レシーバーび優先されます。 


他のパイオニア製品をつないで集中コント□ールする 


コント□ール入力/出力端テの付いた複数のパイオニア機器を、本機の IJ モコン受光部を使って集中コント□ール 
することびでさます。 IJ モコン受光部を持たない機器や、受光部び信号を受けられないところに設置した機器ち 
IJ モコン操作び可能になります。 



ステレオ機器などをキャビネット内などの U モコン信号び届かない場所に設置している場合でち、市販の旧レシー 
バーを使用して、 IJ モコンでシステムの操作びでさます。本機や接続した機器(パイオニア製品だけでなく、他社 
製品ち含む)び操作でさます。本機では最大4台までの機器と旧レシーバーを使った接続び可能です。マルチルー 
ムのリモコン操作などにち使用でさます。 


キャビネットなどに設置 

旧レシーバー 





本機の CONTROL IN 端子にコント□ールコードを接続すると、 U モコンを本機に向けて直接操作することはでさません（リモコン 
信号受光部び機能しなくなります）。 

接続には市販のモノラル三ニプラグコード(抵抗なし）をお使いください。 

コント□-ル端テの接続をする場合は、必ずオーディオコード、映像ケーブルまたは HDMI ケーブルの接続もしてください。デジタ 
ル接続だけでは、システムコント□ールは正しく動作しません。 
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連動機能/集中コント□-ル 


HDMI コント□—ル機能で HDMI 機器を連動動作する 


HDMI コント□-ル機能に対応したパイオニア製プラズマテレビやブルーレイディスクプレーヤーなどを 、 HDMI 
ケーブルで本機と接続することでこれらの機器との連動動作を実現します。 HDMI コント□ール機能で連動でさる 
動作について、詳しくはそれぞれの取扱説明書をご覧ください。 


ぐ 

. HDMI コント□ール機能に対応していない機器ではここでの機能を使用することびでさません。 

. パイオニア製ではない機器とは正しく連動動作でさないことびあります。 

心 —— V 


HDM ロントロール機器を接続する 


本機にはプラズマテレビのほかに、最大目台の HDMI 機器を接続して連動動作させることびでさます。接続には 
HDMI ケーブルをご使用くださし、一部の HDMI ケーブルでは HDMI コント□ール機能び動作しない場合びありま 
す。接続のあとは 「 HDMI コント□-ル設赴卜129ぺージ)を行ってください。 



機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 
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HDM ロントロールモードを設定する 


連動機能/集中コントロール 


本機の HDMI コント□ール機能を有効にするかの設定を行います。 

本機の設定!;^外にち、本機と接続する HDMI コント□ール機能に対応した機器の設定ち必要です。詳しくはそれ 
ぞれの取扱説明書をご覧<ださい。 


[tuner I (phono) I iPod] I HDMI I 
入力切巧 I 

回回 


I MAIN ZONE ミ 巧 

ssssssss 



1 リモコン操作切換スイッチを AV アンプにする。 

U モコンび AV アンプ操作モードになります。 

システムセットアップ画面を表示するためには、テレビ 
_の電源を入れて入力を切り換えてください。_ 

2 設定ボタンを押す。 

システム設定メニューび表示されます。 

j [9. その他の設定]を選んで決定する。 

4 [ HDMI コント□—ル設定]を選んで決定する。 


5 



5 


DVD/LD - 55-OdB 

9e. HDMI コント□—ル設定 


HDMI コント□ール 




HDMI コント□-ル機能の ON / OFF を選択する。 

ON : HDMI コント□-ル機能び有効になります。本機 
の電源を切っても、 HDMI コント□ール機能に対応した 
ソース機器を再生すれば、その映像と音声を HDMI 出力 
からテレビに出力します。 

OFF : HDMI コント□-ル機能は無効になり、連動動作 
することはできません。本機の電源を切ると、接続した 
ソース機器の映像と音声は HDMI 出力されません。 

5 戻るボタンを押す。 

HDMI コント □ ールモードの設定を終了します。 
システム設定を終了するには、@を押します。 


HDMI コント□ールを日 N に設定すると、入力端子の設定の HDMI 入力 
(HDMI Input ) は自動的に日 FF になります。 

HDMI コント□-ルを日 N に設定すると、 SR + 機能び使用できなくなり 
ます。 


連動動作を開おする前に動作確認する 


接続と設定び終了したら下記の確認作業を必ず行ってください。 


すべての機器をスタンバイ状態にずる 。 b 本機の HDMI 入力を切り換える。 


2 プラズマテレビ m 外のすべての機器の電 fi 
源を入れる。 

3 プラズマテレビの電源を入れる。 _ 

4 プラズマテレビの入力を HDMI にずる。 7 


手順日で選んだ HDMI 入力に接続した機 
器を再生する。 

プラズマテレビに映像び表示されることを確 
認します。 


手順曰〜目を繰り返し、すべての HDMI 
入力を確認する。 
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連動機能/集中コント□-ル 


アンプ連動モードをほ5 


プラズマテレビの IJ モコンでアンプ連動モードにすることびでさます。アンプ連動モードでの動作はじ(下の説明 
をご覧ください。これらの機能はプラズマテレビのメニュー画面で設定します。詳しくは HDMI コント□ール機 
能対応のパイオニア製プラズマテレビの取扱説明書をご覧<ださい。 

なお、プラズマテレビの HDMI コント□-ル設定び日 N で、プラズマテレビの電源び入っているときに本機の電源 
を入れると自動的にアンプ連動モードになります。 

アンプ連動モードでの連動動作について 


アンプ連動モード使用中は、本機と接続した HDMI コント□ール対応機器び ■lU 下のように連動動作します。 

-本機の音量、消音などを操作したとさに、その状態をプラズマテレビの画面に表示します。 

- HDMI コント□ール対応機器の再生操作に連動して本機の入力び自動的に切り換わります。 

.HDMI コント□ール対応のプラズマテレビでチヤンネルを切り換えると、本機の入力び連動して切り換わります。 

- HDMI コント□ール対応のプラズマテレビでメニュー言語を切り換えると、本機の日 SD 言語も連動して切り換わ 
ります。 

. 本機の入力を HDM ん U 外に切り換えても連動モードは継続されます。 

アンプ連動モードの解除 


アンプ連動モードを解除すると、プラズマテレビで HDMI 入力またはテレビ放送を視聴していた場合、本機の 
電源び切れます。 

アンプ連動モードのときに、本機の電源を切ることでアンプ連動モードは解除されます。このとき再度アンプ 
連動モードにするには、プラズマテレビの IJ モコンでアンプ連動を選ぶか、本機の電源を入れます。 

アンプ連動モードのとを、プラズマテレビの IJ モコンでプラズマテレビから音を出すように操作するとアンプ 
連動モードび解除されます。 


130 







連動機能/集中コントロール 
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パイオニアのプラズマテレビと連動操作する 


SR + に対応したプラズマテレビ (2 日日3年!;^降に発売されたモデル)を、 SR+ ケーブルで接続することでシステム 
動作び可能になります。プラズマテレビの画面を見ながら本機のシステムセットアップをしたり、音量や IJ スニン 
グモードの確認びでさます。また、本機とプラズマテレビの入力を連動させて切り換えることびでさます。本機と 
プラズマテレビをシステム動作させるには、下記の接続および設定び必要となります。 


ブラズヌテ U ビとの接続 


このシステム動作を実現するためには専用の SR + ケーブル(パイオニア部品番号： ADE 709 己)が必要となります。 
詳しくはパイオニア部品受注センターへご連絡ください。市販の4極ミニジャック(両端とも)付コードでも使用で 
をます。 
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本機に SR + ケーブルを接続すると、本機の U モコン受光部は U モコン信号を受け付けなくなりますので、 U モコンはプラズマテレビ 
に向けて操作してください。プラズマテレビの電源び切れているとさは U モコンで本機の操作びでさません。 
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連動機能/集中コント□-ル 


プラズマテレビとの連動モードを設定する ( SR + 設定) 


本機とプラズマテレビの連動について、 •lU 下の2つの設定を行います。 

PDP の音声連動： 

連動モードを実行したとさ(^133ぺージ)にプラズマテレビの音量を下げるかどラか設定します。 

roN」 に設定すると連動モードを実行したとき瞬時にプラズマテレビの音から本機の音に切り換えることびできま 

す。 

モニター 出力の接続先： 

本機のシステムセットアップを表示するために、接続したプラズマテレビの入力を設定します。システムセットアッ 
プを開始したときに自動的にプラズマテレビの入力も切り換わり、また、本機のシステム表示とプラズマテレビの 
SR+ 表示び重ならないよラに連動させます。 


窯麵 SSSSS 禱 


チヤンみレ 音呈 

置置 
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音呈 
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DVD/LD -55.0dB 

システム設定メニュー 
1. オート MCACC 
2-スピーカー出力端テの設定 

3. マニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 

5. データ管理 



4 


DVD/LD -5£ 

9. その他の設定 

a. マルチチャンネル入力設定 

b. ZONE ビデオ設定 

C. ZONE 才ーデイオ設定_ 



5 


6 


DVD/LD 

9d. 5R+ 設定 

-55.0dB 

PDP の音青運動 

ィ 

モニター出力の接続先 
[ 

OFF ] 

を:終了 


DVD/LD 

9d. SR+ 設定 

-55.0dB 

PDP の音青運動 

[ OFF ] 

モニター出力の接続先 




を:終了 


. 本機とプラズマテレビを SR +ケーブ J レで接続して、本機とプラズマテレビ 
の電源を入れて < ださい。 

. 本機の音声入力とプラズマテレビの映像入力の連動設定は「プラズマテレ 
ビの入力連動設定 〜 PDP In ( SR +) 〜」（一133ページ)で設定します。 

. HDMI コント□ール機能び日 N のとさはプラズマテレビとの連動操作を行 
うことはできません。 「 HDMI コント□-ル設定」を [ OFF ] にしてください 
(一 129ぺージ）。 


1 リモコン操作切換スイッチを AV アンプにずる。 

U モコンび AV アンプ操作モードになります。 

システムセットアップ画面を表示するためには、テレビ 
の電源を入れて入力を切り換えて < ださい。 

2 

設定ボタンを押ず。 

システム設定メニューび表示されます。 

3 

[9. その他の設定]を選んで決定する。 

4 

[SR+ 設定]を選んで決定する。 

5 

PDP の音声連動について、音声連動を選択する。 

ON :連動モードを実行するとプラズマテレビの音量を 
消音します。 

OFF :音声連動しません。 


6 モニター出力の接続先について、本機の 
MONITOR OUT 出力か!5プラズマテレビのどの 
入力へ接続したのかを選択ずる。 

「Input-l 」〜 nnput-9」（nnput-」 の入力数はプラズマテ 
レビによって異なります）、「日 FF」 から選びます。シス 
テムセットアップ時にここで胃受定した入力にプラズマテ 
レビの入力び切り換わります。 

_工場出荷時は 「OFF」 に設定されています。_ 

7 戻るボタンを押す。 

連動モードの設定を終了します。 

システム設定を終了するには、 r 設定Iを押します。 






































連動機能/集中コントロール 


本機とプラズマディスプレイび SR + ケーフルで接続されていることを確認してください。 


入力巧巧 I 

テ化が p )+ 


音声切巧ス IJ— プディマー音声 

山包回幽 

SR+ SBchjM PHASE iPod CTRL 

■ •-回回固 

アナ□巧口 T ジャンル HDMI0UT _ P 

Qj L^l L9J B 


プラズマテレビの電源を入れる。 


テ化一1I i-AV アンプ 


リモコンを AV アンプ操作モード 
にする。 


連動モードを ON にする。 

表示部に SR + 日 N と表示されます。 

連動モードを解除したいときは再度 SR + ボタ 
ンを押します。 


4 システム動作を確認する。 

じ(下の操作を行うと本機とプラズマテレビび連動して動 
作します。 

• 本機の入力を切り換えるとプラズマテレビの入力び切 
り換わります。 

• 本機の音量を調整するとプラズマテレビの画面に音量 
値び己秒間表示されます。 

• その他、本機の各種操作内容および設定状況を表示し133 


本機の音声とプラズマテレビの映像の入力を連動させるための設定です。ソース機器の映像出力を直接プラズマ 
テレビの映像入力に接続した場合、本機の入力切り換えと連動してプラズマテレビの映像入力ち自動で切り換わ 
ります。プラズマテレビに内蔵されているテレビチューナーの音声出力を本機に接続したとさにも利用できます。 
例として DVD の音声を本機の DVD / LD に、映像をプラズマテレビのビデオ入力2に接続した場合を説明します。 

ここか5読む場合は132ぺージの手順1〜2を行ってか 
下の手順へお進みください。 


DVD/LD -55.0dB 

7 •入力端子の設定一 (1/2) 

Input ィ 

Digital In [ COAX-1] 

HDMI Input [ Input-1] 

Comp/D In [ D In-2 ] 

S-Video In [ Input-1] 

i.LINK In 

[DV-S969AVI ] 

RF Input [ OFF ] 

(▼ 巧へ） 

を：終了 


[7. 入力端子の設定]を選んで決定する。 

PDP の映像入力に合わせたい本機の音声入力を選ぶ。 

例） 「 DVD 」 を選びます。 


3 (▼ 次へ)に従って次のぺージを表示させる。 

_みボタンを押して (2/2) ページを表示させます。_ 

4 rPDP In (SR+)」 で、本機の音声入力とプラズ 
マテレビの映像入力の連動を設定する。 

例） 「 lnput -2」 を選びます。 

プラズマテレビ ( PDP ) の目 S デジタル放送を選ぶとき 
は、本機の入力を TV に切り換えてから PDP の入力を切 
り換えてください。 


戻るボタンを押す。 

プラズマテレビの入力連動設定を終了します。 
システム設定を終了するには、 Its ぉ I を押します。 



. プラズマテレビの電源び日 FF のとさ、または正 
しく接続されていないとさは連動モードは働さ 
ません。 

• 入力連動モードを設定していない入力のとさ 
は、プラズマテレビの画面は切り換わりません。 

. プラズマテレビと本機に表示される音量値は異 
なります。また、プラズマテレビの画面に表示さ 
れる音量値は目安です。 

. SR + ケーブルを接続した状態でプラズマテレ 
ビの電源び切れているとさは U モコンで本機の 
操作びでさません。 

• 入力び iPod または HOME MEDIA GALLERY 
のとさは「モニター出力の接続先」で設定された 
入力に連動します(一132ページ)。 


プラズマテレビの入力連動設定 〜 PDP In ( SR +) 〜 


連動モードを実行する 


H キスパ—卜 






連動機能/集中コント□-ル 


トリガー対応機器との連動 

端を接続ずる 


] 2Vトリガー対応機器を本機に接続することで、システム動作を実施します。本機の入カフアンクシヨンを選 
ぶだけで、「1 2V TFHGGER」 端テに接続された機器へ制御信号び送られます。本機では最大4台まで] 2 Vトリ 
ガー対応機器との連動接続びでさます。連動設定については「12 V卜 IJ ガー端テの連動設定」（^下記)をご覧く 
ださい。 


]S VHJ ガー対応機器 
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f . 接続には市販のモノラルミニプラグコード(抵抗なし）をお使いください。 

.12 V TR に GER 端テからは最大で DC OUT 12 V /50 mA び出力されます。 


12 V トリガ ■ 



設定した入カフアンクシヨンび選ばれたとさに、電源などの操作を連動させるための制御信号び] 2 V卜 IJ ガー 
端テから出力されます。本機には4つの] 2 Vトリガー端テびあり、それぞれについて設定することびでさます。 


DVD/LD -55-OdB 

システム設定メニュー 

1. 才ート MCACC 

2. スピーカー出力端子の設定 

3. 7 ニュアル MCACC 

4. FULL BAND PHASE CTRL 


5. データ管理 

6. マニュアルスピー カー設定 


8. OSD 言語設定 

9. その他の設定 

を:終了 


DVD/LD 

-55.0dB 

7 -入力端子の設定 

Input 

Digital In 

(1/2) 

ィ 

[COAX-1] 

[Input-1 j 
[D In-2 ] 

[Input-1] 

HDMI Input 
Comp/D In 
S-Video In 

1 し LINK In 1 

1 [ DV-S969AVI ] 1 

1 nc r 1 ■ 

1 nr iiipui 

(▼ 次へ ) 

L w 「「 J 1 

を:終了 1 


1 DVD/LD 

-55.0dB| 

7 . 入力端子の設定 

(2/2) 1 


入力名 

[ 

名称変更 ] 

12V Trigger! 

ィ 

12V Trigger2 

[ OFF ] 

12V Triggers 

[ OFF ] 

12V Trigger4 

[ OFF ] 

PDP In (SR+) 

[Input-2 ] 

を：お了 



ここか5読む場台は132ぺージの手順1〜2を行ってか 
下の手順へお進みください。 


1 

[7 .入力端子の設定]を選んで決定する。 

2 

連動設定したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 

3 

(▼ 次へ)に従って次のページを表示させる。 

みボタンを押してに/2)ぺージを表示させます。 

4 

設定したい1 2V Tri 呂 ger を選ぶ。 

12V Trigger ] 〜 ] 2V T「igger4 から選びます。 

5 

[MAIN]、[ZONE 2]、 [ZONE 3]、 [OFF] を選 
択する。 

[MAIN] : メインゾーンで、手順2の入カフアンク 

シヨンび選ばれたときに連動します。 
[ZONE 2] : Z 日 NE2 で、手順2の入カフアンクシヨン 
び選ばれたとさに連動します。 

[ZONE 3] : Z 日 NE3 で、手順2の入カフアンクシヨン 
び選ばれたとさに連動します。 

[OFF] : 連動しません。 

6 

戻るボタンを押す。 

[入力端子の設定]を終了します。 















リモコンの他機器連動機能をほいこなす 


リモコンによる連動動作 


起動時連動操作〜マルチ.オペレーシヨン〜 

視聴を始めるための一連の動作を、2つのボタンを巧すだけで実現 
させる機能です。あらかじめ決められているコマンドに加え、各 
他機器操作面に対し、已つまで自由に登録できる操作（コマンド)を 
設定できます。 



必ず送信される 
特定のコマンド 
(パイオニア製品のみ有効で 
一部無効のちのちあります） 


ユーザー により 
自由に設定び可能 

設定び無い場合は 
上記コマンドのみ送信されまず 


終了時連動操作〜システム.オフ〜 

視聴び終了したとさに、すべての機器の電源を一斉にオフにする 
動作を2つのボタンを押すだけで実現させる機能です。 

已つまで自由に登録できる操作(コマンド)と、本機を含めたすべて 
のパイオニアの機器の電源オフのコマンドび送信されます。 



ユーザー により 
自由に設定び可能 

設定び無い場台は 
下記コマンドのみ送信されます 


必ず送信される 
特定のコマンド 
(パイオニア製品のみ有効で 
一部無効のちのちあります） 


載メィン廊 

© 'ノ-ン點 ® 

〔 DVD 〕 い D I [tv I [sat I 

を VRI) (pVR2l を DE01I (yiDE02l 

HOME MEDIA — _ _ 

(mLLERy] い D I 〔 SACDI 〔 CD-R I 

(tuner I [PHONOI I iPod ] IHDMl] 
入力切巧 

回回 


麵醒酵画酵画画画 

麵 ■■■■■■■ 



DIRECT 器職 SIANDARDADVSURR 


音青切巧スリ - プディ 7 - 音青 

n B B 回 

SR+ SBch 姐！ PHASE iPod 口 RL 

13国 

アナ□グ ATT ジャンル HDMI0UT な 

aeao 

クリア MCACC CH 

〇凸函 D 

10 11 12 5¢ 


上記イラストの強調表示されている 
ボタンに登録可能です。 


《 DVD レコーダーなど、一部対応していない機器ち 
あります。 

• 録画中に電源び切れてしまうことのないように、「必 
ず送信される特定のコマンド」に DVD レコーダーの 
電源を日 FF にするコマンドは入っていません。 


通常、6ボタンにはパワーの 日 N / OFF コードび 
入っています。このコードでは、電源は前の状態 
の逆になるため、確実に 日 N (または 日 FF ) させる 
ことはできませんので、自由コマンドとして設定 
することはお勧めしません。 


H キスパ—卜 


135 







リモコンによる連動動作 


連動操作を設定する 


iU 下の設定を行ラ前に、この機能で使用したい U モコ 
ンコードは、必ずプ IJ セットコード設定か学習モード 
を使用して、何かのボタン(キー）に割り当てておく必 
要びあります。また、本機の操作を登録したいとき 
は、 IJ モコンの操作モード切り換えスイッチを 「 AV ア 
ンプ」に、他機器の操作を登録したいとさは「入力機器」 
にしておさます。 

ここでは例として、 DVD ボタンに 「 DVD を再生(また 
は停止)する」という操作を記憶させます。 


7 実行したい操作ボタンを選択する。 

例) ► 再生(または ■ 停止)ボタンを選びます。 
コマンド番号選択画面に戻ります。 

(手順8へお進みください。） 


8 



さ5にコマンドを登録したい 
とさは、「* * * CODE 」 を選 
んで決定したあとに、手順6〜 
7を繰り返す。 


1つの他機器操作ボタンに対して最 
大已つまで登録することびでをます。 


( 一一)啤酱辑他機器連動ボタンを押しなが 
5設定ボタンを押す。 

「 SETUP 」 び表示されます。設定 
設定 I を中止するには他機器連動ボタン 

一一 を2秒間押し続けます。 


2 



起動時連動の設定は 

「 MULTI 日 P 」 を選んで決定し、手 
順3に進みます。 


9 



「EDIT EXIT 」 を選んでミ視する。 

SETUP メニューの表示画面に戻り 
ます。別の他機器操作ボタンにも登 
録するときは、手順2〜8を繰り返し 
てください。 



「* Exit *」 を選んで決定する。 

連動操作の登録を終了します。 


終了時連動の設定は 

「 S 丫 S 日 FF 」 を選んで決定し、手 
順4に進みます。 


3 ® ® ®® 起動動作を記憶させ 

[DVR1] 【 DVR2] [VIDEOl] 【 VID 防 2 】 たい他機器操作ボタ 

H 禮墨 A じ日应^匹 g ンを選んでミ夫定する。 


应§ 应3应^ 例） DVD ボタンを選んで 



;就します。 


4 



「CODE EDT 」 を選んで決定す 
る。 

[CODE ERS 」 を選択すると現在 
登録しているコマンドを消去し 
ます。 


5 



登録したい CODE を選んで決 
定する。 

例）「1 ST C 日 DE 」 を選んで決定し 
ふ^ 〇 

「PRES KEY 」 び点滅してコマンド 
の登録になります。 


り (d^ feDl fWl(1^ 

操作したい機器を選 

(pVRl] (pVR2] 0DEOl] (VIDEO2] 

択する。 

HOME MEDIA_ _ _ 

(mLLERy] 〔 CD 〕〔 SACD 〕 (cD-r] 

例） DVD ボタンを選び 

136 (tuner) [phono] [iPod)【HDMlj 

ます。 


連動操作を実行する 


1 { -^化機ぉマルチオペレーションモード 

Uiin にす る。 

「 MULTI 日 P 」 び点滅します。 
_ IJ モコンを受光部に向けてくださし、 

2应日应 ] 应]应]起動時連動の実行は操 

[pVRl] fDVR2) fVIDEOlJ [VID 防 2j 作したい他機器を選択 

HOME MEDIA 3" A 

I GALLERyI [cd] I SACD I I CD-R I 一み。 

mMm プ IJ セット動作と、このボ 
タンに登録されているコマ 
ンドび実行されます。_ 

終了時連動の実行は入 
力機器の電源ボタン（シ 
ステム切)を押す。 

このボタンに登録したコマ 
ンドとパイオニア製品の電 
源オフコマンドび送信され 
ます。 


入力機器 
@ 


. 各コードの送信び終了するまで、 U モコンを受光部に向けて 
おいて < ださい。 

• 登録したコマンドによっては、送信終了まで3秒じ(上かかる 
場合ちあります。 

• 登録した機器の状態によっては、登録した動作と異なる場合 
びあります。 








ポイント 


スピーカーの向さを調整する際には、配置したスピーカーの中 
む位置び変わらないよラに、スピーカーのバッフル面の中央を 
中むに回転させてください。< 図3> 


スピーカーの配置と距離調整 


<図]>の角度になるようにメインの各スピーカーを 
配置します。ぐらつかないよラにスピーカースタンド 
などを使用し、周りの壁から最低1日 cmi ； Lb 離してく 
ださい。 IJ スニングポジション(調整の中必)から、左 
ちのスピーカーび等角度になるよラにミ主意しなびら配 
置します(ひちなどを使って配置場所の調整をすること 
をお勧めします)。また各スピーカーを IJ スニングポジ 
シヨンから等距離に配置するのび理想です。 


技術資料 


より本格的なサラウンドを目指すためには、正確にス 
ピーカーを配置し、音量や音質の素性を均一にしてマ 
ルチ ch の音のピントを合わせることび重要です。 
スピーカーの配置においては、特に 距離、角度、振り角 
(どのち向を向いているか）び3大要素となります。そ 
れぞれの理想的な環境は次のとおりです。 

距離： すべてのスピーカーび等距離にあること 

角度： 図]のような角度に配置され、左ち対称である 
こと 

振り角： 左ち対称であること 

しかし、ほとんどの一般家庭ではこのような環境は望 
めません。本機の場合 r 距離」 に関しては「オート 
MCACCJ 卜14ぺージ)によるスピーカー距離補正履 
気的な補正)で] cm 精度にまで自動補正びでさ、さら 
に「スピーカー位置の精密調整 」 （Precision Distance ) 
(^93ぺージ)でより精密な調整び行えます。また、音 
量や音質についてもレベルや EQ による正確な音場補 
正、さらに 「FULL BAND PHASE CTRL 」 （一] 日] 
ページ)によるスピーカー位相特性の補正、といラ相乗 
効果で理想的な視聴環境にすることびでさます。 
ここでは ITU - R 推奨己. Ich 配置く図] >を基準とし、そ 
れ iu 外の2要素 r 角度」 と r 振り角」 を中必に考えます。 


^ポィント 

スピーカーを等距離(円上）に配置することびできない場合は、 
「才ート MCACC 」 によるスピーカー距離補正と、「スピーカー位 
置の精密調整」による調整で各スピーカーの距離を擬似的に等 
距離な状態にします。 


賊 •心スピーカーの 高さ調整 

各スピーカーの高さ(角度)を調整します。 

フ□ントスピーカー-►中高域を再生するユニットび、 
ほぼ耳の高さになるように調整します。 

センタースピーカー-►フ□ントスピーカーの高さにそ 
ろえられない場合は、仰角を調整して IJ スニングポジ 
ションに向けてください。 

サラウンドスピーカー-►耳の高さを下回らないように 
設置します。 

スピーカーの 振り角(向き)調整 

左ちの振り角び違うと音色び左ちで合わなくなるため、 
結果的に音場び正しく再現できません。しかし、すべて 
のスピーカーを IJ スニングポジションに向けてしま5 
と、窮屈な音場になります。当社のマルチチャンネル研 
究グループによる実験の結果、<図2>のように、 IJ ス 
ニングポジションの後方3日 cm 〜8日 cm (サラウンド 
スピーカーと IJ スニングポジションの間）にすベてのス 
ピーカーを向けると良好な定位感び得られました。 
しかし、定位感は部屋の状況や使っているスピーカーに 
よっても変化します。特に狭い環境（フ□ントスピー 
カーと IJ スニングポジションび近い)の場合、このち法 
では内振りになりすざてしまいます。この設置例を参考 
にしなびらいろいろ試してみることをお勧めします。 




イングガイド 


スピーカーセツ 
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《 ITU-R (図 1) を参考にした場合の、已 .1 ch _ lU 上の 
推奨 スピーカー 配置例 

• 7.1 ch (または 7.2 ch ) の場合 



• 9.1 じ11(または9.2 ch ) の場合 



なな*と L サブウーファーの設置、調整 

サブウーファーはセンターとフ□ントスピーカーの間 
に配置すると、音楽ソースでも自然に再生でさます(ヴ 
ブウーファーび]本の場合は、左ちどちらの間に設置 
しても問題ありません)。サブウーファーから出力され 
る超低域には指向性びないため、高さの調整は必要あ 
りません。通常は床置さしますび、他のスピーカーの 
低音出力との打ち消し合いび起こらないよラな場所に 
配置してください。また、壁の近くに設置すると建物 
との共振により低音び極端に増強される場合びありま 
すのでご注意ください。 

壁の近<に設置しなければならない場合は、壁面と平 
行にならないよう、角度をつけて設置してください。 
角度をつけることで共振などはある程度は防げます 
び、部屋の形状などによっては定在波び発生する場合 
びあります。ただし、その場合でち「オート MCACC 」 
の定在波制御機能卜8目ぺージ)によって、定在波び音 
質へ与える悪影響を回避することびでさます。 


^ポィント 

サブウーファーは、<図4>のようにセンターとフ□ントス 
ピーカーのウーファー部(中低域用ユニット）を結ぶ直線と、ヴ 
ブウーファーの前面を平行に合わせるように設置すると、より 
自然で力強い低音び得られます。 



晰心 才 一 J - MCACC 迫動音場補正)による巧期設定 

ここまで調整したうえで「オート MCACC 」 および「ス 
ピーカー位置の微調整 (Precision Distance )」 を行う 
と、より効果的です。 


亦ザィント 

サブウーファーまでの距離は、メジャーなどによる実測に比べ 
てやや遠めに設定されることびありますび、その場合は電気的 
な遅延ち含めた補正となっているので問題ありません。 
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センタースピーカーからはをにセ IJ フなどび出力されるため、なるべく画面におい方び全体び自然に聞こえます。 
ただし、ブラウン管式テレビの場合は、色ズレ防止のための防磁型スピーカーを使用してください。 

また、センタースピーカーを床に置いて設置する際は、仰角を調整して IJ スニングポジションに向けてください。 


床置さ設置 （横から見た図) 


※センタースピーカーび防磁型でない場合は、テレビから離して設置してください。 

※センタースピーカーをモニターの上に設置する場合は、やや下向さにして IJ スニングポジションへ向けてくだ 
さい。 


◎ ◎ ◎ ◎ j ◎ 
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—との位置関係 


フ□ントスピーカーとモニターの位置 


フ□ントス ピーカーは なるべく モニターから 等距離になるようにします。 



センタースピーカーとモニターの位置 
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デジタ J レ音声フオーマツトについて 


DVD ソフトのパッケージのほとんどにじ(下のような表示びされています。 

] 枚のディスクに複数の音声び収録されている場合び多く、どの音声を聴くか選択することびでさます。 

I 英語（己 I かサラウンド） □□[ B 品171 

2. 日本語 （ ドルビーサラウンド） DIGITAL 

3. 英語 （ DTS 已 .1 かサラウンド ） rLn 

収録音声数 録音ち式 音声記録ち式 

ドルビーデジタルは DVD の標準音声 フォーマッ トであるため、単に「己1 ch サラウンド」と記載されている場合 
は、「ドルビーデジタル(己1 ch )」 であることを示します。 


デジタル音声の記録方式について 


デジタル音声のフオーマットは、下記の「デジタル記録ち式」と「収録チヤンネル」の組み合わせにより細分化されてしなす。 


デジタル記録方式 

非圧縮デジタル方式 

PCM(Pulse Code Modulati 日 n ) 方式び一般的で、 
CD や DVD の2 ch トラックなどに用いられています。 
ヴンプ IJ ング周波数やビット数の数字び大さいほど高 
音質となり、通常の CD は44 kHz /1 目 bit ですび、 
DVD は48 kHz /20 bit や9目 kHz /24 bit などで記 
録されています。 DVD オーディオは、この高音質を 
保ったままマルチ ch 収録び可能で、] 92 kHz の2 ch 
信号も収録できます。 SACD も非圧縮マルチ ch 記録で 
すび、 PCM とは違う高速 ZI 之変調]ビットち式を採用 
しています。 DVD オーディオや SACD のデジタル伝送 
には HDMI 接続び必要となります。 

圧縮デジタル方式 

ドルビーデジタルや DTS 、 MPEG -2 AAC などはすべ 
て圧縮デジタルち式です。各フォーマットとち聴感む 
理学などを用いて、音質変化を感じさせない独自の圧 
縮ち式を開発し、従来のデジタルケーブル(同軸または 
光ファイバー)でのマルチ ch 伝送を可能にしています。 


収録チャンネル 

2 ch ステレオ信号 

左ちの2つのチャンネルに別々の音び記録されている 
信号で、通常の音楽用 CD などはほとんどびこのタイ 
プです。 

2 ch サラウンド信号 （ ドルビーサラウンド信号） 

フ□ント左/ち、センター、サラウンドの4 ch 信号を 
所定の演算で2 ch に変換してある信号です。そのまま 

2 ch で再生しても違和感なく楽しめますび、所望のデ 
コード処理 （ ドルビープ□□ジックヴラウンド再生な 
ど）により、製作者の意図どおりの再生となります。 
マルチ ch サラウンド信号 

3 ch _ lU 上の独立した信号び収録されたものをマルチ ch 
信号と呼びますび、己1 ch 収録び最ち一般的です。 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ちの已 ch 
と、 LFE と呼ばれる超低音域専用の0.] ch に独立した 
信号び記録されています。近年では目.] ch 信号も登場 
し、上記の己] ch に加えサラウンドバック ch 信号び収 
録されています。 


デジタル音青の再生方式について 


7ルチチャンネルサラウンド再生 

3本！;(上のスピーカー(サブウーファーを除く）で多チャン 
ネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び 
増し、迫力ある臨場感び期待でさます。音源となるソフ 
卜びマルチ ch 収録ならばソフトに忠実に再生し、ソフト 
び2 ch の場合は、マト IJ ックスデコード処理（ドルビー 
プ□□ジック n X や Neo :6 技術など）を施し、マルチか再 
生させることび巧能です。 


(2 ch ) ステレオ再生 


2 ch 信号をそのまま再生する場合と、マルチ ch ソースを 
2 ch にダウンミックスして再生する場合の双方を意味し 
ます。設定やソースにより、サブウーファーから音び出 
る2.] ch 再生を r ステレオ再生」と呼ぶことびあります。 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデ 
ジタル信号を、をとの信号に変換させる技術です。ま 
た、2 ch の音源をマルチ ch 化させる演算技術をマト 
U ックス-デコードと言い、己.1 ch 信号を6.] ch に伸 
長させる技術もデコードと呼ぶことびあります。 


















ドルビー 


ドルビーデジタル 


プ□□ジック IIx 製品は、プ□□ジック IIx の持つさまざ 
まな機能を、選択して搭載することび可能です。プロロ 
ジック IIx 搭載、とキャッチフレーズされた商品でも、必 
ずしもまったく同じ機能を持っているとは限らないこと 
にごを意ください。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造され 
ています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic、Surround 
EX 、 ダブル D 記号及び AAC □ゴは、ドルビーラボラト 
U —ズの商標です。 
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ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチャンネル音声 
システムのディスク U —卜-デジタルサラウンドち式の名 
称です。映画業界の主流であり、 DVD ビデオの標準音声ち 
式としてち採用されるなど、デジタル時代の標準フォー 
マットとなっています。独立した各チャンネルに記録され 
た自然で高度な立体音像と、低域専用 ch により、臨場感あ 
ふれるマルチ ch サラウンドを再現します。人間の聴覚特性 
を応用した圧縮技術により聴覚上の音質低下を招さませ 
ん。この信号を伝送するには、デジタル接続び必要で 
す。その他にも！;(下のよラな機能を持つ柔軟性の高い 
フ オーマツ h です。 

1) モノ、ステレオ、プ□□ジック対応の構成および己] 
ch 音声の再生に最適なダウンミキシング 

2) 広範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナミックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシ ヨン 機能 

ダイア□グノーマライゼーシヨン機能とは平均的音 
量レベルび異なるさまざまなソフトでも、一定の音 
量で再生されるように自動調整する機能です。 

「 Dial . Norm 」 と表現されることもあります。 

ドルビーデジタルサラウンド EX 

ドルビーデジタルサラウンド EX は、 映画 r スターウォーズ， 
エピソード]」の製作に向けて、ドルビーラボラト IJ ーズと 
ルーカスフィルム社で共同開発された、 6.1 ch 再生可能な 
新しい音響フォーマットです。新たに加えられたサラウン 
ドバック C h により空間表現力、定位感び高められ、中央か 
ら離れた客席からでも36日度の回転や頭上を通過するよ 
ラな移動音効果•音像をより生々しく体感することび巧 
能となりました。フィルム上ではサウンドトラックのヴ 
ラウンド L / R C h にエンコードされるため、既存のドル 
ビーデジタル(己.1 ch ) 環境での再生互換性びあります。 
この技術により製作された映画の U ストはドルビーラボ 
ラト U —ズのウェブサイトでご覧になれます。 
http :// www . clolby . com / 


ドルビープ□□ジック 
ドルビープ□□ジック IIx 


ドルビープ□□ジック IIx は、ドルビープ□□ジック、ド 
ルビープ□□ジック II 、ドルビーデジタル EX をさらに改 
良し、ステレオ音声や己.] ch 音声を、すべて最大 7.1 ch 
まで拡張でさるマト U ックスデコード技術です。 

ステレオ音声のマルチ ch 化ち式として、ドルビープ □□ 
ジックは4かに、ドルビープ□□ジック II は己 ch 化して 
いましたび、それらをさらに進化させ、メインの7 ch を 
創り出します。 

また己 ] ch ソース に対し、ドルビーデジタル EX はモノラ 
ルのサラウンドバック C h を生成していましたび、これを 
ステレオ化することで最大 7.] ch 再生び可能になりまし 
た。今まで上に自然でシームレスな移動感、滑らかで包 
み込むような、音楽および映画ヴウンドを体験でさます。 
本機には複数のモードを搭載しているため、お好みに応 
じて切り換えることび巧能です。 

■2 ch ソース用 
MOVIE / MUS に/ PR 日 LOGIC 
■5.1 ch ソース用 

MOVIE / MUSIC/DIGITAL SURROUND EX 
MOVIE (□□PRO LOGIC IIx MOVIE) 

7.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、特にドル 
ビーサラウンド•エンコード作品に効果的です。ドル 
ビーデジタル EX に迫るセパレーシヨンや移動感などび得 
られます。 

MUSIC (aaPRO LOGIC IIx MUSIC) 

7.1 ch 化します。音楽再生に適したモードで、通常のス 
テレオ録音されたソース ( CD など)を再生するときにも効 
果的です。サラウンド C h は定位よりも広びり感を重視し 
ています。 

PROLOG に （naPRO LOGIC) 

従来のドルビープ□□ジックと同等の再生 モー ドです。 
ソースのクオ U ティを問わず、幅広くお使いいただける 
モー ドです。 

SURROUND EX 

同ページ内参照 

サラウンドバック ch を使用しない場合は、自動的に従来 
のプ□□ジック II モードになります。 

■2 ch ソースに対するプ□□ジックとプ□□ジック IIx の違い 



プ□□ジック 

プ□□ジック II 

プ□□ジック IIx 

効果的な 

ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコード処理され 
たステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声/ 
Dolby Di 邑 ital 已 .1 
ch ソース 

デコード 
チヤンネ 
ル数 

4.1 ch 
( サラウンド、 

V モノラル ノ 

己.1か 
/ヴラウンド、 

\ステレオ ノ 

7.1 Ch 

サ^ウ、ノド' 

い誤旅ク） 

ステレオ 

周波数 

特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チャンネル 
フルバンド 

全チャンネル 
フルバンド 
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ドルビーデジタルプラス 


ドルビーデジタルプラスは、高精細映像放送番組やパッ 
ケージメディア向けに開発された次世代音声技術です。 
HD DVD の必須音声として、ブルーレイディスクのオプ 
シヨン音声として、それぞれのフオーマットに採用され 
たこの技術は、将来の放送の要巧を満たす高い効率性と 
さたるベさ高精細映像時代に巧められる音声の可能性を 
実現するための機能と柔軟性を結合させたものです。 

音声出力については、ディスク U —トチヤンネル出力に 
よるマルチチヤンネルサウンド出力を行い、従来を越え 
る音質で最大7.]チヤンネル*出力します。また、従来の 
ドルビーデジタルデコーダーでは通常のドルビーデジタ 
ル信号として出力するため、完全互換性を持っています 
(この際、処理遅延や音質劣化はありません)。 

最大 6 Mbps のビットレート性能で 、 HD DVD では3 
Mbps 、 ブルーレイディスクでは1 .7 Mbps び最大規格 
となります。 

ケーブル]本で高精細映像-音声のデジタル接続を巧能 
にする HDMI でヴポートされています。 

* ドルビーデジタルプラスは、8チヤンネル上のチヤン 
ネル数をサポートしていますび、現在 HD DVD およびブ 
ルーレイディスクそれぞれの規格では、最大音声チヤン 
ネル数び8チヤンネルに制限されています。 


ドルビー TmeHD 


ドルビー TrueHD は、次世代高精細光ディスク向けに開 
発された□スレス符号化技術です 。 HD DVD の必須音声 
として、ブルーレイディスクのオプション音声として、 
それぞれのフォーマットに採用されたこの技術は、] 
ビット精度で復元可能な記録-再生を実現し、次世代高 
精細光ディスクの要である高精細画像を完全なものにし 
ます。高精細映像と組み合わせることで、ドルビー 
TrueHD は高精細映像と最高品位のヴウンドで、かつて 
ない ホームシアター 体験を実現します。 

最大] 8 Mbps のビットレートで、24 bit /96 kHz 、 最 
大 8 C h* の独立チヤンネルを記録することび巧能です。 
また、ドルビー TrueHD はダイア□グノーマライゼー 
ションやダイナミックレンジコント□ールに対応してい 
ます。ダイア□グノーマライゼーションは、再生中に他 
のドルビーデジタル、ドルビー TrueHD プ□グラムに移 
行する際も同一のボ U ユームレべルを維持することび可 
能で、ダイナミックレンジコント□ールでは音量を下げ 
ても収録された音源の細部まで聞さとることび可能な 
( 音源の細部を聞くために大音量にする必要びない）音声 
再生のカスタマイズです。 

ケーブル]本で高精細映像-音声のデジタル接続を巧能 
にする HDMI でヴポートされています。 

* ドルビー TmeHD は、8チヤンネルじ(上のチヤンネル数 
をサポートしていますび、現在 HD DVD およびブルー 
レイディスクそれぞれの規格では、最大音声チヤンネル 
数び8チヤンネルに制限されています。 




DTS 


デシタルシアターシステムズ (Digital I’heater Systems ; 
の略で、低圧縮率と高転送レートびもたらす豊富な情報 
量により、高音質マルチチャンネルサラウンド再生を実 
現します。音楽用にも独自録音による DTS - CD びありま 
す。 


dts-H 

Master Audio 

ます。（専用プレーヤー 


D 


ることで、再生することびできます。（専用プレーヤーは 
必要ありません。）従来の DTS デコーダーでは通常の 
DTS 信号として再生されるため、完全互換性を持ってい 
ます。 


DTS 96/24 


己.] ch すべてを96 kHz /24 bit の高音質で再生する最新 
のサラウンドフオーマツトで、スタジオのマスター音源の 
クオ U ティを踏襲しています。 DVD の限られた記録エ U ア 
で、高音質/高画質を両立させるために開発されました。 

本機は、 DTS 9 目/24対応デ〕ーダーを搭載しているの 
で、既存の DTS 対応の DVD プレーヤーと、 DTS 96/24 
に対応するデコーダー ( AV アンプ等)をデジタル接続す 


DTS-ES 


2日日日年] ] 月に発表されたサラウンドフオーマットで 、 「DTS 
Extended Surround 」 の略称です。従来の已 .] ch にヴラウ 
ンドバック （ S 目 ） C h を加えたもので、かつてない音像•定位 
感をもたらすことび可能になりました。 「 DTS - E S ディスク 
U - 卜 6. 1」と 「 DTS - ES マト IJ ックス 6. 1」の2種類びあり、ど 
ちらも従来の DTS 已 . 1 ch デコーダーとの下位互換性を有し 
ています。 
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DTS Neo:6 


DTS-EXPRESS 


すべての2 ch ソースを7.] ch 化するマト U ックスデコー 
ド技術です。 Cinema モード/ Music モードびあります。 

CINEMA (Neo 目 : CINEMA) 

7.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch でも 
映画館特有の移動感などをお楽しみいただけます。 

MUSIC (Neo& MUSIC) 

7.1 ch 化します。フ□ントからは原音をそのまま再生す 
るため音質の変化び無く、音楽再生に適しています。ま 
た、センター/サラウンド/サラウンドバック ch の音声び 
音場にナチュラルな広びり感を加えます。 

DTS-HD Master Audio 

DTS-HD Master Auclio ( DTS-HD マスターオーデイオ） 
は、プ□フェッ シヨ ナルスタジオで作られるマスター音 
源を、その品質のままに伝送することび可能なフォー 
マットです。 DTS-HD Master Audi 日び伝送する音声は 
可変データ転送レートで、 Blu-ray disc フォーマットに 
おいては毎秒最高24.己 Mbps 、 HD - DVD フォーマット 
においては] 8.日 Mbps であり、スタンダード DVD より 
も格段に高い転送レートを持っています。この高いデー 
夕転送レートによって、 7.1 ch の音声すべてを96 kHz / 
24 bit の高音質で伝送することを可能にしています。 


DTS - EXPRESS は最大己.1 ch までの□ービットレート 
技術です。 DTS - EXPRESS び伝送する音声は固定デー 
夕転送ち式で、24 kbps 〜2已6 kbps までをヴポートし 
ています 。 HD DVD disc の SU 目 AUDI 日として、ブルー 
レイディスクのオプション音声として収録される他、放 
送コンテンツやメモ U —オーデイオコンテンツへの応用 
び想定されています。本機は PRIMARY AUDI 日として 
伝送されてさた場合にのみ再生び巧能です。 

「 DTS 」 および 「 DTS-ES I Neo :6」 は DTS 社の登録商標 
です。「96/24」、 「 DTS-HD EXPRESS 」 および 
「 DTS-HD Master Audi 日」は DTS 社の商標です。 


MPEG'S AAC 


后 


MPEG -2 オーディオの標準ち式のひとつで、日 S デジ 
タルや地上デジタル放送で採用されている音声符号化 
規格です。高圧縮率ながら高音質を確保でさる点び特 
長で、番組内容によりマルチチャンネル設定び可能な 
フ オーマツ トです。 


■米国におけるパテントナンバー 


08/937,950 
己848391 
己，291，己己7 
己，4己1，9己4 
己400 433 
己222，189 
5,357,594 
己752 22己 
己394,473 
己己83,962 
己274,740 
5,633,981 


己297 236 
4914,701 
己，23己，671 
07/640,己己0 
己，已79,430 
08/678,666 
98/03037 
97/0287己 
97/02874 
98/03036 
己227,788 
5,285,498 


己，481，目14 
己，己92,己84 
己781，888 
08/039,478 
08/211.547 
己703,999 
08/己己7,046 
08/894,844 
己299,23吕 
己，299,239 
己，299,240 
5,197,087 


己490，170 
5,264846 
己，268,68己 
己，37己，189 
己，己81，6己4 
05-1 吕3,988 
己，己48,己74 
08/己06,729 
08/己76,49己 
己717,821 
08/392,7己6 
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Windows Media Audio 9 Professional 


Windows Media Audio 9 Professional ( WMA 9 
Pr 日)は、マイク□ソフト社び従来の Windows Media 
Audio ( WMA ) のテクノ □ジーをさらに進化させて開発 
したディスク IJ ート-デジタルサラウンドフォーマッ 
卜です。 VVMA は圧縮効率の高さを特徴とし、イン 
ターネット配信によるスト IJ ーミング再生やダウン 
□ー ド再生など Windows PC での音楽再生に用いられ 
る圧縮音声の標準フォーマットとなっています。 
そしてこの Windows Media 9シ U — ズでは 、 WMA 
の特徴を継承しなびら、さらにマルチチャンみレ対応 
に拡張しました。 WMASPr 日コーデックは、96 kHz / 
24 bit の解像度によるク IJ アな音質•已 .1 ch /7.1 ch 
完全ディスク IJ ート処理による高い臨場感を確保しな 
びら、低ビットレートでデジタルサラウンドヴウン 
ドを実現します。またその高い圧縮効率により、 CD / 
DVD などのデジタルメディアだけでなく、高速ブ□一 
ドバンド通信によるスト IJ ーミング配信にち対応して 
います。 

Windows Media 、 Windows □ゴは、米国 

Microsoft Corporation の米国およびその他の国 

における登録商標または商標です。 


本機は VVMA 9 Pr 日デコーダーを内蔵していますので、 
WMA 9 Pr 日対応プレーヤー*と同軸または光フアイ 
バーケーブルでデジタル接続することによって、 
WMA 9 Pro でエンコードされた音声をデコードして再 
生することびでさます。 

* WMA 9 Pro 対応プレーヤーとしては、 PC 、 DVD プ 
レーヤー、セットトップボックス等び考えられます。 
ただし、それらの機器の同軸または光デジタル出力端 
テから WMA 9 Pro 音声を出力でさる場合のみ、本機で 
デコードして再生することびでさます。 


Plays Sjf 

Windows 

Media™ 



WMA 

WMA 9 Pro 

最大ディスク U - トチヤンネル数 

2 ch 

日.1 ch /7.1 ch 

最大量子化ビット数 

16 bit 

24 bit 

最大ヴンプ1」ング周波数 

48 kHz 

96 kHz 

対応ビットレート 

128 kbps 〜192 kbps 

128 忱 ps 〜 7 目 8 kbps 

S / PDIF 伝送 

非圧縮 

圧縮 


iHx 

ULTRA 2 PLUS 

SURROUND EX'" 

THX は、 THX 社によって確立された独自の規格と技術の集大成です。「映画館でちホームシアターでわ、映画の 
サウンドトラックは映画監督の意図どおり、でさるかざり忠実に再生して欲しい」というジョージ-ルーカス監督 
の情熱によって誕生しました。 THX はホームシアターの音場最適化に関する数々の特許技術を開発しています。 

THX Ultras 


ホームシアター機器び THX Ultra 2 認証されるには、下記の技術を備え、かつ品質と動作に関する一連の厳しい 
試験に合格しなくてはなりません。こラして製品搭載び許諾される THX Ultra 2 の□ゴは、ご購入いただいたホー 
ムシアター製品び長年にわたって素晴らしい性能を維持する保証となります 。 THX Ultra 2 規格は、プ U アンプ- 
パワーアンプの性能、操作性、デジタル•アナ□グの両分野にわたる何百ちの性能要求を含め、製品の全体像を 
網羅しています。 


THX Cinema 

映画のサウンドトラックは、ダビングステージ(ミキシ 
ング専用大型映画館)で制作されます。 DVD などに収 
録する音声ちそのサウンドトラックのままで、ホーム 
シアター 向けの変更は加えません。家庭と映画館との 
空間的な違いによる音色の差を補正し、映画館の音場 
を正確に再現します。 

THX Surround EX 


「THX Surround EX - Dolby Digital Surround EX 」 
はドルビーラボラト IJ ーズとルーカスフイルム社の 
THX 部門との共同開発によるものです。 IJ スナーの後 
方に位置するよう加えられたサラウンドバックかは、 


ミキシング段階で Dolby Digital Suit 日 und EX 技 
術によって符号化され、映画館での上映時に復元され 
ます。従来の己] ch スピーカー構成では表現しされな 
かった後ち部の繊細な描写力-空間の奥行さや広びり 
感•音像定位などび得られるよラになりました。一般 
家庭でこの新技術を忠実に再生することびでさるの 
は 、 THX Surround EX の□ゴび搭載された製品だけ 
です。この製品は通常の已 .1 ch ソースでち 「THX 
Surround EX 」モードでお楽しみいただけます。この 
場合のサラウンドバック ch の音声は、所定の演算処理 
によって生成されますので、お好みに応じてご使用く 
ださい。 
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THX 、 THX □ゴおよび Ultra 2 円 us は THX 社の商標 
です。許可のちとに使用されています。不許複製。 


Re ■ヒ qualization 

映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に製作 
されているため、それを家庭用のオーディオ機器で再 
生すると、過度に明るく耳障りに聞こえます。 Re - 
Equalization は小型のホームシアターでも正確な音色 
バランスを再現します。 

Timbre Matching 

人間の耳は、音の到達ち向によって音色の感じちび変 
わります。映画館では数多くのサラウンドスピーカー 
び聴衆を囲むよラに配置されていますび、ホームシア 
ターでは IJ スナー両側の2本のみです。この配置の違 
いから起こる音色の差を補正し、かつ前方から到達す 
る音の性質に合わせることによって、フ□ント-ヴラウ 
ンド間の音のつなびりをスムーズにします。 

Adaptive Decorrelation 

映画館ではサラウンドスピーカーび多数なのに対し、 
ホームシアターは通常2本です。そのため、広びり感 
やサラウンド感に欠けてしまったり、近接したスピー 
力一に音場び偏ってしまうことびあります 。 Adaptive 
Decorrelation はサラウンド信号間の時間と位相の関 
係を微妙に変化させることにより、2本のスピーカー 
でも IJ スニングエ IJ アを拡大して、映画館と同様の効 
果をちたらします。 

Advanced Speaker Array (ASA) 

ASA は最良のサラウンド再生を行ラための THX 技術の 
ひとつです。サラウンドバックスピーカー2本をお接 
配置し、 THX オーディオ設定で2本の間の距離び最ち 
お<なるよラに設定した場合に最高の音場び得られま 
す。この技術は THX Ultra 2 Cinema、THX Ultra 2 
Music および THX Ultra 2 Games に用いられていま 
す。 

Boundary Gain Compensation 

ホームシアターでは、壁面の影響で空間利得び生じ、 
低減の周波数帯び自然と持ち上びってしま5場合びあ 
りますび、この技術により、超低域再生能力のあるヴ 
ブウーファーなどを使用していてち、空間利得を補正 
し、聴感レベルをフラットにすることび可能です。 

THX Music 


マルチチヤンネルの DVD 音楽ソフトの中には、映画の 
ヴウンドトラックとはまったく違ったミキシングを 


行っているものびあり、そのようなソフトに適した 
モー ドです。 

THX Games 

ステレオやマルチチャンネルとして収録されたゲーム 
ソフトの再生に適しています。 

THX Loudness Plus 

この技術は THX Ultra 2 Plus ™ と THX Select 2 
円 us ™ の認証を受けた製品の特徴となる新しい音量調 
節技術で、どの音量レベルでち豊かで繊細なホームシ 
アターサラウンド音場を創造します。 

IJ フアレンスレベル(本機の日 dB ポジシヨン)じ(下での 
再生では音質や空間表現び変化することびあります 
び、各チャンネルの音量や周波数特性を最適化するこ 
とによりこの変化を補正し、音量レベルにかかわら 
ず、サウンドトラックの持つ真のインパクトを体験で 
きるようになります。 THX の IJ スニングモードを選択 
しているときは、それぞれのコンテンツタイプに応じ 
て自動でこの技術び適用されます。 

THX Ultras Cinema 

このモードは Dolby Digital や DTS で収録された映画 
ソースを、8本(7.] ch ) すべてのスピーカーを使って 
再生するのに適しています。 

このモードでの ASA 処理は、サラウンドとサラウンド 
バックスピーカーを調和させ、包囲感と定位感を最適 
化します。 （* を)参照。 

THX Ultras Music 


THX Ultra 2 Music モードは 、 Dolby Di 呂 ital や DTS 
で収録されたソースだけでなく、 DVD - Audio などすベ 
てのマルチチャンネル収録の音楽ソースに適していま 
す。 ASA 処理によって落ち着さのある広びり感び得ら 
れます。 

THX Ultras Games 


このモードはゲーム音声の再生に適しています。マル 
チチャンネル収録でもステレオ収録でわ、 ASA の音場 
定位技術により360°取り囲むような音響空間を創り 
出します。どのポイントでち滑らかなサラウンド音場 
び得られることち特徴です。 


* ミち 

本機は「6.1再生検出信号 」 （DTS - ES と Dolby Digital 
Surround EX ) を自動検出しますび、それらの技術を用いて 
上映された映画でち、 DVD 化の際にこの検出信号を収録して 
いないものびあります。この場合は手動で最適なモードに変 
要してください 。 Surround EX 技術により製作された映画の 
リストは各ウェブサイトでご覧になれます。 
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Neural-THX Surround 


Neural - THX ® Surround はステレオ素材からマルチチヤンネルサラウンドを作り出します。楽器、音声、背景 
音などの詳細部分をさめ細かく再生し、豊かでディスク IJ ー ト感に優れたサラウンドサウンドを作り出します。 


本製品は 、 Neural Audio Corporation と THX 社か 
らの実施権に基づき製造されています。パイオニア株 
式会社はユーヴーに対し 、 Neural Audio Corporation 
と THX 社の所有する描版商標およびアメ IJ 力と諸夕卡 
国の特許-出願中特許に基づさ、本製品を使用する非 
独占的かつ譲渡不能な限定的権利を許諾します。 
Neural Surround は Neural Audio Corporation の商 
標です。 THX は THX 社の商標です。それらはいくつ 
かの所轄権に登録されている場合びあります。無断複 
写•複製-転載を禁じます。 


伝送方式について 


し LINK 


i . LINK とは、米国電テ電気技術協会 ( IEEE ) によって標 
準化された高速双ち向シ IJ アル転送ち式 IEEE 1394の 
呼称で、国際標準規格です。デジタル音声などのデー 
夕送受信や、接続した相手機器を操作でさるなどの自 
由度と、複数機器に対する接続の自由度びあります。 
本機の i . LINK は AUDI 日(八&1\/1プロトコル）に対応して 
いるため、 DVD オーディオや SACD などの高品位デジ 
タル-マルチチャンネル音声も i . LINK ケーブル1本だけ 
で伝送び巧能です。また本機では、 lLINK 接続した 
SACD や CD の再生を行ラとき、デジタル音声をジッ 
ターレスで伝送することびできます。 

PQLS (レートコント □— J レ） 

PQLSCPrecision Quartz Lock System ) とは、本機の 
高精度な水晶発振器を使用してプレーヤーからのデータ 
伝送レートをコント□ールすることで、ジッターのない状 
態でデジタル/アナ□グ変換を行ラ、高音質デジタルオー 
ディオ伝送技術です。この技術を動作させるには、本機と 
PQLS または同様のレートコント□ール機能に対応した 
プレーヤーとび i 丄 INK 接続されている必要びあります。 


著作権保護システム _ 

LLINK 接続を通して DVD 才ーディォ、 SACD 、 DVD (コ 
ピー自由なディスクは除く）の音声を再生するには、プ 
レーヤーとアンプの双方び DTCP(Digital 
Transmission Content Protectionj と口乎ばれる著作 
権保護システムに対応している必要びあります。 DTCP 
はデータの暗号化と相手機器の認証からなる コ ピープロ 
テクシヨン技術です。本機は DTCP に対応しています。 

お手持ちのプレーヤーについてはプレーヤーの取扱説明 
書をご覽ください。 


この機器のし LINK インターフエースは、！;(下の規格に基づいて 
設計されています。 

1 ) IEEE Std 1 394 a - 2000, Standard for a High 
Performance Serial Bus 

2) Audio and Music Data Transmission Protocol 2.0 
この規格の AM 824 sequence adaptation layers の中の、 
EC 60958 bitstream 、 DVD - Audi 日、 SACD に対応しています。 
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し LINK ネツトワーク 


個 1) 


個 2) 


LINK ケーブル 



i.LINK 


i.LINK 


i.LINK 

対応機器 


対応機器 

— 1 

対応機器 


i.LINK 
巧応機器 


個 3) V 

個 4) V 


し LINK ケーブル 


i.LINK 
対応機器 


i.LINK 
対応機器 


し LINK ケーブル 


i.LINK 
対応機器 


i.LINK 


i.LINK 
巧応機器 


巧応機器 








プ〇トコルについて 


下図のようにして複数の i .LIN K 機器を接続することびで 
さます。 

■ デイジー.チェーン煙夕珠つなぎ)型では、最大] 7台ま 
で接続でさます。（図 1) 

■ツ U — (分岐)型では、最大34台まで接続でさます。 
(図 2) 

i . LINK 端テび3個1；(上ある機器の場合に使用でさます。 
■ループ(輪状)型接続は禁止されています。 

(図 3) -個 4) 

i.LIN K 伝送は接続したすベての機器にデジタル信号び 
流れるため、データ発振び起さてしまいます。 


i . LINK の伝送フォーマツトには、本機のような n.LINK 
AUDIO ( A & M プ□トコル)」、 BS デジタルのような 
「 MPEG -2 TS 」、 DVD レコーダーやデジタルビデオのよ 
うな 「 DV 」 といった種類びあります。 i.LINK AUDI 01； (外 
の機器やパソコン周辺機器を本機と接続したとさには、 
正常にデータ転送びでさません。また、誤動作する場合 
ちあります。 


伝送速度について 


. i . LINK 対応機器には、その機器び対応している最大デー 
夕転送速度び i 丄 INK 端テの周辺に表記されています。 
LLINK の最大データ転送速度は、約] 日日 Mbps /200 
Mbps /400 Mbps * * び定義されており、それぞれ S 1 日日/ 
S 2 日日 / S 4 日日と 表記されます。本機の i 丄 INK 最大データ 
転送速度は、400 Mbps ( S 4 日日) です。数珠つなざ接続 
の途中に速度の遅い機器をつないだ場合、隣や、機器の 
仕様により、実際の転送速度び4日日 Mbps より遅くなる 
ことびあります。できるだけ、最大データ転送速度び同 
じ機器どうしを並べて接続してください。 

* Mbps (メガビーピーエス）とは、 「 Me 呂 a bits per 
second 」 の略で、]秒間に通信できるデータの容量を示 
しています。400 Mbps では、 ] 秒間に4日日メガビット 
のデータを転送します。 


本機の電源びオンのときは、新しい機器の接続、他機器の i . LINK ケースレの接続変更、他機器の電源オン/オフは行わないでください。 
し LINK 対応機器の中には、電源びスタンバイ状態やオフになっていると、データを中継でさない機器びあります。接続する i . LINK 対 
応機器の取扱説明書ちご覧ください。本機はスタンバイ状態のとさ、 i . LINK のデータを中継でさません。 

i . LINK 機能は、すべての i . LINK 対応機器間での接続動作を保証するをのではありません。 i . LINK 対応機器間でデータやコント□一 
ル信号びやりとりでさるかどラかは、それぞれの機器の機能によつて異なります。 


LLINK と LLINK □ゴは、ソニー株式会社の商標です。 


HDMKHigh Definition Multimedia Interface ) とは1本のケーブルで映 
像と音声を受信するデジタル伝送規格です。ディスプレイ接続技術の DVI 
(Digital Visual Interface ) を家庭向けの才ーディオ機器用にアレンジした 
ものであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 ( HDCP ) を実現した次世代テレ 
ビ向けのインターフェース規格です。 


HDmi 

HIGH-DEFINITION MULTIMEDIA INTERFACE 
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活続コードについて 


r 

■ビデオコード 


一般的な映像 
用コードで、 
コンポジット 
フオー マット 
の映像信号を 
伝送します。 




■コンポーネント映像ケーブル 


映像信号の Y 、 Cb / Pb 、 Cr / Pr の3つの信号からなり、 

S ビデオケーブルよりわ高品位な映像品質を楽しめ 
ます（ビデオコード3本での接続ち可能です)。 D 端子変 
換ケーブルも市販されています。 



■オーディオコード 

脚 

オーディオ機器の接続 

—ぶ 

に使用します。 ホ 


■し LINK ケーブル 



r ■ ■ 、 

ケースしに表示されてし、る今と端テの▲を 
合わせて挿入してください。斜めか5無理に 
挿入すると端テび破損する恐れびあります。 


本機は最大転送速度び 400 Mbps のため、 

S 400 対応で長さ 3 .己 ml ソ下の 4 ピン i.LINK 
ケーブルを使用してください。 

※推奨ケーブル：オーディオテクニカ製 
AT - DVC 44/1.0( 長さ 1.0 m ) 
AT - DVC 44/1.5 (長さ 1.5 m ) 
AT - DVC 44/2.0( 長さ 2.0 m ) 
AT - DVC 44/3.0( 長さ 3.0 m ) 


■ D 端子ケーブル 

映像信号と映像コント 
□ール信号を、1つのコネ 
クタで接続でさるケーブ 
ルです。コンポーネント 
映像ケーブルと同等の映 
像品質を楽しめます。 



r 

■ HDMI ケーブル 


デジタル信号でテレビや衛星チュー 
ナーと接続することびでさます。1本 
で映像信号と音声信号の両方を伝送し 
ます。デジタル信号をアナ□グ変換し 
ないため、鮮明で高品位な映像品質を 
^^楽しめます。 



■Audio control Cable (for iPod ) 


本機と iPod を接続することび 
でさるケーブルです。 
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リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧 
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この表は出力する最大の出カチャンネル数を示したもので、厳密なデコードか数とは異なります。詳しくは「デジタル 
音声 フオーマツ トについロト14日ぺージ促ご覧ください。 


• 表中の灰色で表示された部分は、本機により最適なモードび自動選択されます。ユーヴーによる選択はでさません。 
• 入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成でさないものびあります。 


サラウンドバックスピーカーを接続しているとを 




入力信号 

THX 

STANDARD 

AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 


ch 

信号名称 

インジケーター例 



DOLBY DIGITAL PLUS 
DOLBY TrueHD 

DTS-HD 

DTS-HD Master Audio 

WMA9 Pro 

(44.1 kHz/48 kHz) 

PCM 

(6.1 ch 信号/7.] ch 信号） 

mmm 
rsn 互 [srh 

[SBD gBR] 

画* 3 

THX CINEMA 

THX MUSIC 

THX GAMES 

ストレートデコード再生 

ストレートデコード再生 





DOLBY DIGITAL PLUS 
DOLBY TrueHD 
(176.4 kHz/192 kHz を除く） 
(5.1 ch 信号） 


THX SURROUND EX 
皿 PLIIx Movie +THX*1 

THX ULTRA2 CINEMA*! 

THX ULTRA2 MUSIC *1 

THX ULTRA2 GAMES *1 
皿 PLIIx Music +THX 
□□EX +THX GAMES *4 

皿 D に tAL EX 
□□ PLIIx Movie *1 
□□ PLIIx Music 

皿 DIGITAL EX 
皿 PLIIx Movie *1 





DOLBY TrueHD 
(176.4 kHz/192 kHz) 

(5.1 ch 信号） 

1 L II C II R 1 

画 励 

ISBLII SB IISBRI 

画 

THX CINEMA *4 

THX ULTRA2 CINEMA*! 

THX ULTRA2 MUSIC *1 

THX ULTRA2 GAMES *1 


ストレートデコード再生 

AUTO SURROUND 
と同様 

AUTO SURROUND 
と同様 



DTS-EXPRESS 

DTS-HD Master Audio 

WMA9 Pro 
(88.2 kHz/ 目 6 kHz) 

(5.1 ch 信号） 

THX MUSIC *4 

THX GAMES *4 

ストレートデコード再生 

ストレートデコード再生 

〇 

'•J- 

□IT 

DOLBY DIGITAL EX 
(6.1 ch 再生検出信号付） 


THX SURROUND EX 
皿 PLIIx Movie +THX*1 

THX ULTRA2 CINEMA *1 

THX ULTRA2 MUSIC *1 

THX ULTRA2 GAMES *1 

□□ DIGITAL EX 
□□ PLIIx Movie *1 
□□ PLIIx Music 

□□ D に tAL EX 
□□ PLIIx Movie *1 



ム 

助 



1 L II C II R 1 

rsTl VSR] 

皿 PLIIx Music +THX 
□□EX +THX GAMES *4 





賣 

富 

の 

苗 

DTS ES Matrix 

DTS ES Discrete 
(目. 1ch 再生検出信号付） 

[sbOFsbI 

画 

DTS ES Matrix + THX CINEMA 
DTS ES Discrete + THX CINEMA 
DTS + □□ PLIIx Movie +THX *1 

THX ULTRA2 CINEMA*! 

THX ULTRA2 MUSIC *1 

THX ULTRA2 GAMES *1 

DTS ES Matrix + THX MUSIC *4 
DTS ES Matrix + THX GAMES *4 
DTS ES Discrete + THX MUSIC *4 
DTS ES Discrete + THX GAMES *4 

DTS ES Matrix 

DTS ES Discrete 

DTS+ □□ PLIIx Movie *1 
DTS + □□ PLIIx Music 

DTS ES Matrix 
DTS ES Discrete 





DTS 

DTS96/24 
(5.1 ch 信号等） 


DTS + Neo: 目 + THX CINEMA 

DTS + □□ PLIIx Movie +THX *1 

THX ULTRA2 CINEMA *1 

THX ULTRA2 MUSIC *1 

THX ULTRA2 GAMES *1 

DTS + Neo: 巨 + THX MUSIC *4 
DTS + Neo: 目 + THX GAMES *4 

DTS+Neo: 色 

DTS + □□ PLIIx Movie *1 
DTS + □□ PLIIx Music 

DTS+Neo:6 






1 L II C II R 1 

□□ PLIIx Music +THX*1 



ストレートデコード 

ストレートデコード 



DOLBY DIGITAL 

MPEG-2 AAC 

WMA9 Pro 
(44.1 kHz/48 kHz) 

PCM 

(5.1 ch 信号等） 

1 SL1 1 SR 1 

[sbDi sbIIsb^ 

fLFEl 

THX SURROUND EX 
皿 PLIIx Movie +THX*1 

THX ULTRA2 CINEMA*! 

THX ULTRA2 MUSIC *1 

THX ULTRA2 GAMES *1 
□□ PLIIx Music +THX 
□□EX +THX GAMES *4 

□□ DIGITAL EX 
□□ PLIIx Movie *1 
□□ PLIIx Music 

□□ DIGtAL EX 
□□ PLIIx Movie *1 

再生 

再生 



DVD-A(i.UNK 経由時） 

(己. 1ch 信号） 


THX ULTRA2 MUSIC 
□□ PLIIx Music +THX MUSIC 

皿 DIGITAL EX 
皿 PLIIx Movie *1 
皿 PLIIx Music 

□□ D に ITAL EX 
□□ PLIIx Movie *1 


PCM DIRECT 



SACD 

(己.1 ch 信号） 


THX ULTRA2 MUSIC 
□□ PLIIx Music +THX MUSIC 




SACD DIRECT 



DOLBY DIGITAL PLUS 
DOLBY TrueHD 

DTS-HD 

DTS-HD Master Audio 

WMA9 Pro 
(44.1 kHz/48 kHz) 

PCM 

(目. 1ch 信号/7.] ch 信号） 

mmm 
rsn 呈‘励 

[SBD gBR] 

画 * 3 

THX CINEMA 

ストレートデコード再生 

ストレートデコード再生 





DOLBY TrueHD 
(176.4 kHz/192 kHz) 

但 .1ch 信号） 


THX ULTRA2 CINEMA*! 

THX CINEMA *4 

ストレートデコード再生 

ストレートデコード再生 



P 

< 


1 L II C II R 1 

rsn 励 
[sbOFsbIIsb^ 
画 



DlT 

DOLBY DIGITAL EX 


THX SURROUND EX 

□□ D に tAL EX 

□□ DIGITAL EX 



‘•J- 

候 

(6.1 ch 再生検出信号付） 

1 L II C II R 1 

i^n FS^ 

□□ PLIIx Movie *1 

□□ PLIIx Movie *1 

AI ith QI innni imr 

AI ith QI IRDni IMR 

既 

貴 

§ 

含 

DTS-ES 
(目.1 ch 信号/ 

目.1 ch 再生検出信号付） 

[sbOFsbI 

画 

DTS ES Matrix + THX 

DTS ES Discrete + THX 

DTS ES Matrix 

DTS ES Discrete 

DTS ES Matrix 

DTS ES Discrete 

AU 1 u oUnnUUlNlu 
と同様 

AU 1 U oUnnUUlNlLJ 

と同様 

の 


上記政がの己 1 ch ソース 


THX ULTRA2 CINEMA*! 

THX CINEMA キ 4 

ストレートデコード再生 

ストレートデコード再生 






1 L II C II R 1 

ran — -rsfii 

[SBOfSBlISB^ 

riFEl 








DVD-A(i.UNK 経由時） 

(己.1 ch 信号） 

THX ULTRA2 MUSIC *1 

THX MUSIC *4 

ストレートデコード再生 

ストレートデコード再生 


PCM DIRECT 



SACD 

(日.1 ch 信号） 


THX ULTRA2 MUSIC*] 

THX MUSIC *4 




SACD DIRECT 
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入力信号 

THX 

STANDARD 

AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 


巳 H 

信号名称 

インジケータ—例 



D0L 目 Y サラウンド 

m 面 

1 SL II S 1 

□□ PLIIx Movie +THX 
□□ PLIIx Music +THX MUSIC 
皿 PLIIx Game +THX GAMES 

Neo : 目 Cinema +THX 

THX ULTRA2 GAMES *1 

Neo : 目 Music +THX MUSIC 
□□PL +THX CINEMA *2 

皿 PLIIx Movie 
□□ PLIIx Music 
□□ PLIIx Game 
皿 PRO LOGIC *2 

皿 PLIIx Movie 

AUTO SURROUND 
と同様 

AUTO SURROUND 
と同様 



DTS サラウンド 

[SlOrSBlISB^ 

fLFEl 

Ne 日:目 Cinema 

Ne 日 : 6 Music 

Neo : 目 Cinema 

AUTO SURROUND 
と同様 

AUTO SURROUND 
と同様 

〇 


DOLBY DIGITAL PLUS 
DOLBY TrueHD 

WMA9 Pro 
(44.1 kHz/48 kHz) 


□□ PLIIx Movie +THX 
□□ PRO LOGIC +THX *2 

THX ULTRA2 GAMES *1 
□□ PLIIx Music +THX MUSIC 
□□ PLIIx Game +THX 白 AMES 

皿 PLIIx Movie 
□□ PLIIx Music 
□□ PLIIx Game 
□□ PRO LOGIC *2 

ステレオ再生 

ステレオ再生 

ステレオ再生 

< 

〇 

千 

願 

S 

ち 

C\J 

DTS-HD Master Audio 
DTS-HD 

DTS-EXPRESS 

WMA9 Pro 

(8 呂 .2 kHz/96 kHz) 

m て (FrI 

rsLimrsn 

fSBOrSBlISB^ 

fLFEl 

THX CINEMA 

THX MUSIC 

THX GAMES 

ステレオ再生 




〇 

QQ 

の 


その他のステレオソース 


□□ PLIIx Movie +THX 
□□ PLIIx Music +THX MUSIC 

皿 PLIIx Movie 
□□ PLIIx Music 

ステレオ再生 

ステレオ再生 

ステレオ再生 



アナ□グ入力 


皿 PLIIx Game +THX GAMES 

Neo : 目 Cinema +THX 

THX ULTRA2 GAMES *1 

Neo:6 Music +THX MUSIC 
□□PL +THX CINEMA *2 

皿 PLIIx Game 
皿 PRO LOGIC *2 

Ne 日 : 6 Cinema 



ANALOG DIRECT 



PCM 


Ne 日:巨 Music 

Neural THX *5 



PCM DIRECT 



SACD 


Neo : 色 Music +THX MUSIC 
□□ PLIIx Music +THX MUSIC 

皿 PLIIx Movie 
□□ PLIIx Music 



SACD DIRECT 



DVD-A(i.UNK 経由時） 



□□ PLIIx Game 
皿 PRO LOGIC *2 

Ne 日:目 Cinema 

Neo:6 Music 



PCM DIRECT 


*1 :サラウンドバックスピーカーを]本しか接続していないとさは選択することびでさません。 
*2 :皿 PRO LOG にを選択するとサラウンドバックスピーカーから音は出ません。 

*3 ： 6.1 ch 信号のときはに目 U に目 R 」 び消口してに巨」び点口します。 

*4 :サラウンドバックスピーカーを2本接続しているとさは選択することびでさません。 

* 已：入力信号びアナ□グ入力と PCM のとさのみ選択することびできます。 


サラウンドバックスピーカーを接続していない、または SBch 処理モード OFF のとき 



*1 :サラウンドバックスピーカーを]本しか接続していないときは選択することびできません。 

*2 :皿 PRO LOG にを選択するとサラウンドバックスピーカーから音は出ません。 

*3:已.1 ch 信号のときはに目 U に目 R 」 び消口します。 6.1 ch 信号のときは rs 目 U に目 R 」 び消打してに巨」び点打します。 
*4 :入力信号びアナ□グ入力と PCM のとさのみ選択することびでさます。 
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ADVANCED SURROUND モードの 



理想の視聴空間形状や、各ソフトに収録された音声の研究などにより開発された、パイオニアオ IJ ジナルのサラウンド 
モードです。映画/音楽 / TV 放送/ゲームなど多岐にわたるいかなるソフトでも、快適なサラウンド再生び提供できるよ 
う、多種のモードをご用意いたしました。各ソースはデコード処理に ch ソースはマト IJ ックス•デコード処理）後、それ 
ぞれに合わせた才 IJ ジナルの処理を加えています。 ■ L ツ下をご参照のラえ、お好みに応じて選択してください。 


ACTION 

アクションシーンや戦闘、爆発シーンの迫力び、包み込むよ 
うに再現され、映画の迫力や臨場感を楽しめます。 

DRAMA 

落ち着いた雰囲気でス I -一 U 一性重視の映画の再生に効果的 
です。 

SCI-FI (Science Fiction ) 

セ U フと効果音の分離び良いため、 S 刊央画などの SE (特殊効 
果音)の多いソースに効果的です。 

MONOFILM 

ちい映画やモノラル信号のテレビ放送などを楽しむのに効果 
的で、マルチチヤンネルサラウンドで再生します。 

ENTERTAINMENT SHOW 

ミュージカルのサラウンド感や、劇場ホールのような雰囲気 
をお楽しみいただけます。 

EXPANDED THEATER 

2 ch で収録された音声を、已 ch または7 ch のサラウンド効 
果で再生でさます。ドルビーサラウンドソフト再生時は特に 
効果的です。 

TV SURROUND 

テレビ放送のほとんどの割合を占めるモノラル信号やステレ 
才信号をマルチチヤンネルサラウンドで再生します。 


ADVANCED GAME 

ゲームのスピード感、躍動感をよりいっそうに高めます。 
シューティングゲームや レー シングゲームなど、ちへ左へ駆け 
抜け巡るような流れのあるシーンの多いゲームに効果的です。 

SPORTS 

スポーツ中継の視聴に最適です。その場で観戦しているような 
臨場感を体感でさるサラウンド再生です。 

CLASS に AL 

大型のコンサートホールをイメージしています。反射音の遅延 
時間帯び長く、さらに残響音を加えることでコンサートホール 
特有の美しい響さと、オーケストラの迫力び楽しめます。 

ROCK/POP 

楽器の分離感と臨場感びあり、躍動感のあるサラウンドを楽しめ 
ます。 

UNPLUGGED 

アコース ティック系の音楽 ソースに 最適な モー ドです。 

EXTENDED STEREO 

標準のステレオ (2 ch ) 音声を加工することなく、ステレオ音 
声のまま己本または7本のスピーカーで再生します。部屋のど 
の場所でを同じようなステレオ感び得られます。 

PHONES SURROUND 

(へッドホン挿入時のみ） 

へッドホンでありなびら仮想立体音響を再現し、マルチチヤン 
ネルサラウンド再生時の臨場感をお楽しみいただけます。 


デコード処理の方法は、各モードに最適な技術を組 
み合わせてありますのでお客様び変更することはで 
さません。 


ホームメディアギャラリーに関する用語のお説 


■AAC 

AAC とは 、 「Advanced Audio Coding 」の略で、 
MPEG -2 、 MPEG -4 で使用される音声圧縮技術に関 
する基本フオーマットです。 AAC データは、作成に使 
用したアプ IJ ケーシヨンによってファイル形式と拡張 
テび異なります。 

■イーヴネットに thernet ) 

同じ場所にある複数のパソコンなどを接続して□一力 
ルエ IJ アネットワーク ( LAN ) を構築するときに使われ 
る規格です。現在は、 ] 日日 BASE - TX と呼ばれる方式 
び最も普及しています （ 1日 BASE - T と呼ばれる方式も 
あります)。通常は LAN ケーブルと八ブを使って複数の 
パソコンを接続します。 


■サブネットマスク 

IP アドレスの何ビット分をネットワークグループの識 
別のために使ラかを定義する32ビットの数値です。 

「2已已 .2 已已 .2 已己日」のように表示されます。 

■デフオルトゲートウェイ 

ネットワーク外（インターネットなど）の機器にアクセ 
スするとき「出入り□」になるルータなどの機器です。 

■DHCP 

Dynamic Host Configuration Prot 日 col の略です。 
ネットワークに関する設定 ( IP アドレスの取得など)を 
自動で行5機能です。 
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■DLNA 

Digital Living Network Alliance (デジタル - U ビ 
ング-ネットワーク-アライアンス)の略です。□一力 
ルエ IJ アネットワーク ( LAN ) 上で接続したメーカーの 
異なるパソコンやデジタル家電の動画、音楽、または 
画像データなどを相互で視聴でさるよラにするための 
データの圧縮ち式や転送ち式の標準化を進めている団 
体の名称です。本機は DLNA Home Networked 
Device Interoperability Guidelines vl .0 (し準じて 
います。 


巧 dina 

CERTIFIED 


DLNA CERTIFIED ™ Audio / Video/Image Player 
DLNA および DLNA CERTIFIED は Distal Living 
Network Alliance の商標です。 


■DNS 

「ドメインネームシステム」の略で、ホームページの閱 
覧時に使用する rhttp :// piorieer . jp 」 のようなドメイ 
ン名を、実際の通信に使用する IP アドレス 
([202.221.192.106 」など）に置き換える仕組み 
のことです。 


■IP アドレス 

インターネットなどの I P (インターネットプ □ トコル) 
ネットワークに接続されたパソコンに割り振られた識 
別番号です。通常は「1 92. 1目 8. 13日.1日目」のよう 
に、日から2已已までの数字を4つ並べて表示します。 


■Windows Media 

Windows Media は、米国 Microsoft Corporation CO 
米国およびその他の国における商標です。 VVMA ファイ 
ルは、米国 Microsoft Corporation の認証を受けたア 
プ U ケーシヨンを使用してエンコードしてください。ち 
し、認証されていないアプ U ケーシヨンを使用すると、 
正常に動作しないことびあります。 

■Windows Media DRM 

Windows Media デジタル著作権管理 ( DRM ) は、パソコ 
ン、デジタルオーディオプレーヤー、またはネットワー 
ク機器などで再生するファイルを保護して、安全に配信 
でさる技術です。 WMDRM で保護されているファイル 
は WMDRM に対応している機器でのみ再生でさます。 

■Windows Media Player 11 
Windows Media Connect 

Windows Media Player 11 と Windows Media 
Connect は、パソコンに保をされている動画、音 
楽、または画像ファイルなどをネットワーク上で共有 
するソフトウェアです。現在 Windows Media 
Connect はマイク□ソフト社のウェブサイトでダウ 
ン□—ドできません 。 Windows Media Connect び 
お使いの機器にインス!ールされていないとさは、同 
じ機能び使える Windows Media Player 11 for 
Windows XP をインス I -- ルしてください(マイク □ 
ソフトウェブサイトからダウン□ー ドでさます)。詳し 
くはマイク□ソフトウエブサイトをご覧ください。 


■LAN 

Local Area Network の略です。同じ建物の中にあ 
るパソコンやプ IJ ンタなどを専用ケーブルで接続して 
データを送受信するネットワークです。最も普及して 
いる規格はイーヴネット ( Ethernet ) 規格で、通信速 
度び1 0 Mbps 、最大伝送距離び1日日 m の1 0 BASE - 
T やその]日倍の通信速度を実現でさる]日日 BASE - 
TX びを流です。 


■MAC アドレス 

イーヴネットカードに付与される固有の I D 番号です。 
これを元にカード間でデータび送受信されます 。 IEEE 
(Institute of Electrical and Electronic Engineers 
= 電気電子学会)び割り当てる番号と各 メーカーび 独自 
に割り当てる番号の組み合わせによって表示されます。 
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ープンソースに関するライセンスについて 


ここでは、本機に使われているソフトウエアの利用許諾(ライセンス）について記載しています。正確な内容を保 
持するため、原文(英文)を記載しています。 

Copyright (c) 1998, 1999, 2000 Thai Open Source Software 
Center Ltd and Clark Cooper 

Copyright (c) 2001,2002, 2003, 2004, 2005, 2006 Expat main ね iners. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT 
LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY，FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. 
IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM，DAMAGES OR OTHER 
LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING ROM, OUT OF OR IN CONNECTION 
WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

"Portions of this software are copyright (c) <year> The FreeType Project (www.freetype.org). All rights reserved." [please replace 
<year> with the value from the FreeType version you actually use] 

If only executable code is distributed, then the accompanying documentation must state that "this software is based in part on the 
work of the Independent JPEG Group" 

COPYRIGHT NOTICE, DISCLAIMER, and LICENSE: 

If you modify libpng you may insert additional notices immediately following this sentence. 

libpng version 1.2.6, September 12, 2004, is Copyright (c) 2004 Glenn Randers-Pehrson, and is distributed according to the same 
disclaimer and license as libpng-1.2.5 with the following individual added to the list of Contributing Authors 

Cosmin Truta 

libpng versions 1.0.7, July 1, 2000, through 1.2.5 - October 3, 2002, are Copyright (c) 2000 -2002 Glenn Randers-Pehrson, and are 
distributed according to the same disclaimer and license as libpng-1.0.6 with the following individuals added to the list of Contributing 
Authors 

Simon-Pierre Cadieux 
Eric S. Raymond 
Gilles Vollant 

and with the following additions to the disclaimer: 

There is no warranty against interference with your enjoyment of the library or against imringement. There is no warranty that our 
efforts or the library will fulfill any of your particular purposes or needs. This library is provided with all faults, and the entire risk of 
satisfactory quality, performance, accuracy, and effort is with the user. 

libpng versions 0.97, January 1998, through 1.0.6, March 20, 2000, are Copyright (c) 1998, 1999 Glenn Randers-Pehrson, and are 
distributed according to the same disclaimer and license as libpng-0.96, with the following individuals added to the list of Contributing 
Authors: 

Tom Lane 

Glenn Randers-Pehrson 
Willem van Schaik 

libpng versions 0.89, June 1996, through 0.96, May 1997, are Copyright (c) 1996, 1997 Andreas Dilger 

Distributed according to the same disclaimer and license as libpng-0.88, with the following individuals added to the list of Contributing 
Authors: 

John Bowler 
Kevin Bracey 
Sam Bushell 
Magnus Holmgren 
Greg Roelofs 
Tom Tanner 
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libpng versions 0.5, May 1995, through 0.88, January 1996, are Copyright (c) 1995, 1996 Guy Eric Schalnat, Group 42, Inc. 

For the purposes of this copyright and license, "Contributing Authors" is defined as the following set of individuals: 

Andreas Dilger 
Dave Martindale 
Guy Eric Schalnat 
Paul Schmidt 
Tim Wegner 

The PNG Reference Library is supplied "AS IS". The Contributing Authors and Group 42, Inc. disclaim all warranties, expressed or 
implied, including, without limitation, the warranties of merchantability and of fitness for any purpose. The Contributing Authors and 
Group 42, Inc. assume no liability for direct, indirect, incidental, special, exemplary, or consequential damages, which may result from 
the use of the PNG Reference Library, even if advised of the possibility of such damage. 

Permission is hereby granted to use, copy, modify, and distribute this source code, or portions hereof, for any purpose, without fee, 
subject to the following restrictions: 

1. The origin of this source code must not be misrepresented. 

2. Altered versions must be plainly marked as such and must not be misrepresented as being the original source. 

3. This Copyright notice may not be removed or altered from any source or altered source distribution. 

The Contributing Authors and Group 42, Inc. specifically permit, without fee, and encourage the use of this source code as a 
component to supporting the PNG file format in commercial products. If you use this source code in a product, acknowledgment is 
not required but would be appreciated. 

A "png_ge し copyright" function is available, for convenient use in "about" boxes and the like: printf ("o/oS" ， png_ge し copyright (NULL)); 
Also, the PNG logo (in PNG format, of course) is supplied in the files "pngbar.png" and "pngbar.jpg (88x31) and "pngnow.png" 
(98x31). Libpng is OSI Certified Open Source Software. OSI Certified Open Source is a certification mark of the Open Source 
Initiative. 

Glenn Randers-Pehrson 
glennrp@users.sourceforge.net 
September 12, 2004 

Copyright (c) 2002, Xiph.org Foundation 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

Neither the name of the Xiph.org Foundation nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived 
from this software without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS ''AS IS" AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES ， INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE FOUNDATION OR CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY，OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING ， 
BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY，WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY，OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The GIFLIB distribution is Copyright (c)1997 Eric S. Raymond 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND，EXPRESS OR IMPLIED，INCLUDING BUT NOT 
LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. 
IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER 
LIABILITY，WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT，TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION 
WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

Copyright (c)1988-1997 Sam Leffler 
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Copyright (c) 1991 -1997 Silicon Graphics, Inc. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS-IS" AND WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND ， EXPRESS，IMPLIED OR OTHERWISE ， 
INCLUDING WITHOUT LIMITATION，ANY WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. 

IN NO EVENT SHALL SAM LEFFLER OR SILICON GRAPHICS BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, INCIDENTAL, INDIRECTOR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES OF ANY KIND, OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR 
PROFITS，WHETHER OR NOT ADVISED OF THE POSSIBILITY OF DAMAGE，AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, ARISING 
OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE. 

Copyright (C)1995-2004 Jean-loup Gailly and Mark Adler 

"Copyright (c)1998-2003 The OpenSSL Project. All rights reserved." 

This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit, (http://www.openssl.org/)" 

Linux Source Notice 

The Pioneer Plasma Television is powered by utilizing the Linux operating system. The machine readable copy of the corresponding 
source code is available for the cost of distribution. To obtain a copy, please visit 
http://www.pioneerelectronics.com/ for more information. 

GNU General Public License 

Version 2, June 1991 

Copyright (C) 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place - Suite 330, Boston, MA 02111-1307, USA 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the GNU General Public 
License is intended to guarantee your freedom to share and change free software-to make sure the software is free for all its users. 
This General Public License applies to most of the Free Software Foundation’s software and to any other program whose authors 
commit to using it. (Some other Free Software Foundation software is covered by the GNU Library General Public License instead.) 
You can apply it to your programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General Public Licenses are designed to make sure that 
you have the freedom to distribute copies of Tree software (and charge for this service if you wish), that you receive source code or 
can get it if you want it, that you can change the software or use pieces of it in new free programs; and that you know you can do 
these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you these rights or to ask you to surrender the rights. 
These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the software, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that you 
have. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. And you must show them these terms so they know 
their rights. 

We protect your rights with two steps:(1)copyright the software, and (2) offer you this license which gives you legal permission to 
copy, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author’s protection and ours, we want to make certain that everyone understands that there is no warranty for this free 
software. If the software is modified by someone else and passed on, we want its recipients to know that what they have is not the 
original, so that any problems introduced by others will not reflect on the original authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to avoid the danger that redistributors of a free 
program will individually obtain patent licenses, in effect making the program proprietary. To prevent this, we have made it clear that 
any patent must be licensed for everyone’s free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. 

GNU General Public License 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License applies to any program or other work which contains a notice placed by the copyright holder saying it may be 
distributed under the terms of this General Public License. The "Program", below, refers to any such program or work, and a 
"work based on the Program" means either the Program or any derivative work under copyright law: that is to say, a work 
containing the Program or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated into another language. 
(Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) Each licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. The act of 
running the Program is not restricted, and the output from the Program is covered only if its contents constitute a work based on 
the Program (independent of having been made by running the Program). Whether that is true depends on what the Program 
does. 

1.You may copy and distribute verbatim copies of the Program’s source code as you receive it, in any medium, provided that you 
conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all 
the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and give any other recipients of the Program a copy of 
this License along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection in 
exchange for a fee. 
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2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus forming a work based on the Program, and copy 
and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in part contains or is derived from the Program or any 
part thereof, to be licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of this License. 

c) If the modified program normally reads commands interactively when run, you must cause it, when started running for such 
interactive use in the most ordinary way, to print or display an announcement including an appropriate copyright notice and a 
notice that there is no warranty (or else, saying that you provide a warranty) and that users may redistribute the program 
under these conditions, and telling the user how to view a copy of this License. 

(Exception: if the Program itself is interactive but does not normally print such an announcement, your work based on the 
Program is not required to print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from the Program, 
and can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do not apply 
to those sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the same sections as part of a whole 
which is a work based on the Program, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose permissions for 
other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, the intent is to 
exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the Program (or with a work based on the 
Program) on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) in object code or executable form under the 
terms of Sections 1 and 2 above provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, which must be distributed under the terms of 
Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any third party, for a charge no more than your cost of 
physically performing source distribution, a complete machine-readable copy of the corresponding source code, to be 
distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute corresponding source code. (This alternative is 
allowed only for noncommercial distribution and only if you received the program in object code or executable form with such 
an offer, in accord with Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For an executable work, 
complete source code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus 
the scripts used to control compilation and installation of the executable. However, as a special exception, the source code 
distributed need not include anything that is normally distributed (in either source or binary form) with the major components 
(compiler, kernel, and so on) of the operating system on which the executable runs, unless that component itself accompanies 
the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent 
access to copy the source code from the same place counts as distribution of the source code, even though third parties are not 
compelled to copy the source along with the object code. 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as expressly provided under this License. Any attempt 
otherwise to copy, modify, sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate your rights under this 
License. 

However, parties who have received copies, or rights, from you under this License will not have their licenses terminated so long 
as such parties remain in full compliance. 

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you permission to modify 
or distribute the Program or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, 
by modifying or distributing the Program (or any work based on the Program), you indicate your acceptance of this License to do 
so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying the Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the recipient automatically receives a license from 
the original licensor to copy, distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. You may not impose any 
further restrictions on the recipients’ exercise of the rights granted herein. You are not responsible for enforcing compliance by 
third parties to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited to patent 
issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this 
License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously your 
obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute the Program at 
all. For example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution of the Program by all those who receive copies 
directly or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it and this License would be to refrain entirely from 
distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the section is 
intended to apply and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest validity of any 
such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system, which is 
implemented by public license practices. Many people have made generous contributions to the wide range of software 
distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he or 
she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 


156 



技術資料 

8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the 
original copyright holder who places the Program under this License may add an explicit geographical distribution limitation 
excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the General Public License from time to time. Such 
new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a version number of this License which applies to 
it and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that version or of any later version 
published by the Free Software Foundation. If the Program does not specify a version number of this License, you may choose 
any version ever published by the Free Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose distribution conditions are different, write to the 
author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free Software 
Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the two goals of preserving the free status of 
all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of software generally. 

NO WARRANTY 

11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE，THERE IS NO WARRANTY FOR THE PROGRAM，TO THE 
EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT 
HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER 
EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE 
PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY 
SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER ， 
OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE，BE LIABLE 
TO YOU FOR DAMAGES，INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING 
OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA 
BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES ORA FAILURE OF THE 
PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Programs 

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the public, the best way to achieve this is to make 
it free software which everyone can redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them to the start of each source file to most effectively 
convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the full notice is found, 
cone line to give the program’s name and an idea of what it does.> 

Copyright (C) yyyy name of author 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU General Public License as 
published by the Free Software Foundation; either version 2 of the License, or (at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public License along with this program; if not, write to the Free Software 
Foundation, Inc.，59 Temple Place - Suite 330, Boston, MA 02111-1 307, USA. 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in an interactive mode: 

Gnomovision version 69, Copyright (C) year name of author 

Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type ‘show w'. This is free software, and you are welcome 
to redistribute it under certain conditions; type 'show c' for details. 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' should show the appropriate parts of the General Public License. Of course, the 
commands you use may be called something other than 'show w' and 'show c'; they could even be mouse-clicks or menu items- 
whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the 
program, if necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 'Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by 
James Hacker. 

signature of Ty Coon,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your program into proprietary programs. If your program is a subroutine 
library, you may consider it more useful to permit linking proprietary applications with the library. If this is what you want to do, use 
the GNU Lesser General Public License instead of this License. 

GNU Lesser General Public License 

Version 2.1, February 1999 

Copyright (C) 1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1 307, USA 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as the successor of the GNU Library Public License, version 2 ， 
hence the version number 2.1.1 
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Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the GNU General Public 
Licenses are intended to guarantee your freedom to share and change free software-to make sure the software is free for all its 
users. This license, the Lesser General Public License, applies to some specially designated software packages-typically libraries-of 
the Free Software Foundation and other authors who decide to use it. You can use it too, but we suggest you first think carefully 
about whether this license or the ordinary General Public License is the better strategy to use in any particular case, based on the 
explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. Our General Public Licenses are designed to make 
sure that you have the freedom to distribute copies of tree software (and charge for this service if you wish); that you receive source 
code or can get it if you want it; that you can change the software and use pieces of it in new free programs; and that you are 
informed that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid distributors to deny you these rights or to ask you to surrender these 
rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that we gave 
you. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. If you link other code with the library, you must provide 
complete object files to the recipients, so that they can relink them with the library after making changes to the library and recompiling 
it. And you must show them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1)we copyright the library, and (2) we offer you this license, which gives you legal 
permission to copy, distribute and/or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty for the free library. Also, if the library is modified by 
someone else and passed on, the recipients should know that what they have is not the original version, so that the original author’s 
reputation will not be affected by problems that might be introduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program. We wish to make sure that a company cannot 
effectively restrict the users of a free program by obtaining a restrictive license from a patent holder. 

Therefore, we insist that any patent license obtained for a version of the library must be consistent with the full freedom of use 
specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU General Public License. This license, the GNU Lesser 
General Public License, applies to certain designated libraries, and is quite different from the ordinary General Public License. We 
use this license for certain libraries in order to permit linking those libraries into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, the combination of the two is legally speaking a 
comDined work, a derivative of the original library. The ordinary General Public License therefore permits such linking only if the 
entire combination fits its criteria of freedom. The Lesser General Public License permits more lax criteria for linking other code with 
the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less to protect the user’s freedom than the ordinary General 
Public License. It also provides other free software developers Less of an advantage over competing non-free programs. These 
disadvantages are the reason we use the ordinary General Public License for many libraries. However, the Lesser license provides 
advantages in certain special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest possible use of a certain library, so that it 
becomes a de-facto standard. To achieve this, non-free programs must be allowed to use the library. 

A more frequent case is that a free library does the same job as widely used non-free libraries. In this case, there is little to gain by 
limiting the free library to free software only, so we use the Lesser General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non-free programs enables a greater number of people to use a large body of 
free software. For example, permission to use the GNU C Library in non-free programs enables many more people to use the whole 
GNU operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating system. 

Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it does ensure that the user of a program that is 
linked with the Library has the freedom and the wherewithal to run that program using a modified version of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. Pay close attention to the difference between a 
"work based on the library" and a "work that uses the library". The former contains code derived from the library, whereas the latter 
must be combined with the library in order to run. 

GNU Lesser General Public License 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIF に ATION 

0. This License Agreement applies to any software library or other program which contains a notice placed by the copyright holder 
or other authorized party saying it may be distributed under the terms of this Lesser General Public License (also called "this 
License"). Each licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/or data prepared so as to be conveniently linked with application 
programs (which use some of those functions and data) to form executables. 

The "Library", below, refers to any such software library or work which has been distributed under these terms. A "work based on 
the Library" means either the Library or any derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the Library or a 
portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated straightforwardly into another language. (Hereinafter, 
translation is included without limitation in the term "modification".) 

"Source code" for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For a library, complete source code 
means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used to 
control compilation and installation of the library. 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. The act of 
running a program using the Library is not restricted, and output from such a program is covered only if its contents constitute a 
work based on the Library (independent of the use of the Library in a tool for writing it). Whether that is true depends on what the 
Library does and what the program that uses the Library does. 
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1 -You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source code as you receive it, in any medium, provided 
that you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep 
intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and distribute a copy of this License along with 
the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection in 
exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus forming a work based on the Library, and copy and 
distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of any change. 

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third parties under the terms of this License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be supplied by an application program that uses the 
facility, other than as an argument passed when the facility is invoked, then you must make a good faith effort to ensure that, 
in the event an application does not supply such function or table, the facility still operates, and performs whatever part of its 
purpose remains meaningful. 

(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is entirely well-defined independent of the 
application. Therefore, Subsection 2d requires that any application-supplied function or table used by this function must be 
optional: if the application does not supply it, the square root function must still compute square roots.) These requirements apply 
to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from the Library, and can be reasonably 
considered independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do not apply to those sections when 
you distribute them as separate works. But when you distribute the same sections as part of a whole which is a work based on 
the Library, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose permissions for other licensees extend to 
the entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, the intent is to 
exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library (or with a work based on the Library) on a 
volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License instead of this License to a given copy of the 
Library. To do this, you must alter all the notices that refer to this License, so that they refer to the ordinary GNU General Public 
License, version 2, instead of to this License. (If a newer version than version 2 of the ordinary GNU General Public License has 
appeared, then you can specify that version instead if you wish.) Do not make any other change in these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the ordinary GNU General Public License applies to 
all subsequent copies and derivative works made from that copy. This option is useful when you wish to copy part of the code of 
the Library into a program that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under Section 2) in object code or executable form under 
the terms of Sections 1 and 2 above provided that you accompany it with the complete corresponding machine-readable source 
code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software 
interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent access to copy 
the source code from the same place satisfies the requirement to distribute the source code, even though third parties are not 
compelled to copy the source along with the object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is designed to work with the Library by being compiled or 
linked with it, is called a "work that uses the Library". Such a work, in isolation, is not a derivative work of the Library, and 
therefore falls outside the scope of this License. However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an 
executable that is a derivative of the Library (because it contains portions of the Library), rather than a "work that uses the 
library". The executable is therefore covered by this License. Section 6 states terms for distribution of such executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of the Library, the object code for the work may 
be a derivative work of the Library even though the source code is not. Whether this is true is especially significant if the work 
can be linked without the Library, or if the work is itself a library. The threshold for this to be true is not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, data structure layouts and accessors, and small macros and small inline 
functions (ten lines or less in length), then the use of the object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a derivative 
work. (Executables containing this object code plus portions of the Library will still fall under Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object code for the work under the terms of Section 6. 
Any executables containing that work also fall under Section 6, whether or not they are linked directly with the Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that uses the Library" with the Library to produce a 
work containing portions of the Library, and distribute that work under terms of your choice, provided that the terms permit 
modification of the work for the customer’s own use and reverse engineering for debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work that the Library is used in it and that the Library and its use are 
covered by this License. You must supply a copy of this License. If the work during execution displays copyright notices, you 
must include the copyright notice for the Library among them, as well as a reference directing the user to the copy of this 
License. 

Also, you must do one of these things: 

a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable source code for the Library including whatever 
changes were used in the work (which must be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the work is an executable 
linked with the Library, with the complete machine-readable "work that uses the Library", as object code and/or source code, 
so that the user can modify the Library and then relink to produce a modified executable containing the modified Library. (It is 
understood that the user who changes the contents of definitions files in the Library will not necessarily be able to recompile 
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the application to use the modified definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. A suitable mechanism is one that (1)uses at run time a 
copy of the library already present on the user’s computer system, rather than copying library functions into the executable, 
and (2) will operate properly with a modified version of the library, if the user installs one, as long as the modified version is 
interface-compatible with the version that the work was made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give the same user the materials specified in 
Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of performing this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a designated place, offer equivalent access to copy the 
above specified materials from the same place. 

e) Verify that the user has already received a copy of these materials or that you have already sent this user a copy. 

For an executable, the required form of the "work that uses the Library" must include any data and utility programs needed for 
reproducing the executable from it. However, as a special exception, the materials to be distributed need not include anything 
that is normally distributed (in either source or binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the 
operating system on which the executable runs, unless that component itself accompanies the executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of other proprietary libraries that do not normally 
accompany the operating system. Such a contradiction means you cannot use both them and the Library together in an 
executable that you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on the Library side-by-side in a single library together with other library 
facilities not covered by this License, and distribute such a combined library, provided that the separate distribution of the work 
based on the Library and of the other library facilities is otherwise permitted, and provided that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the Library, uncombined with any other library 
facilities. This must be distributed under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part of it is a work based on the Library, and explaining 
where to find the accompanying uncombined form of the same work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except as expressly provided under this License. Any 
attempt otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library is void, and will automatically terminate your 
rights under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you under this License will not have their 
licenses terminated so long as such parties remain in full compliance. 

9. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you permission to modify 
or distribute the Library or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, 
by modifying or distributing the Library (or any work based on the Library), you indicate your acceptance of this License to do so, 
and all its terms and conditions for copying, distributing or modiTying the Library or works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library), the recipient automatically receives a license from the 
original licensor to copy, distribute, link with or modify the Library subject to these terms and conditions. You may not impose any 
further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not responsible for enforcing compliance by 
third parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited to patent 
issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this 
License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously your 
obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute the Library at 
all. 

For example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution of the Library by all those who receive copies directly 
or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution 
of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the section is 
intended to apply, and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest validity of any 
such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system which is 
implemented by public license practices. Many people have made generous contributions to the wide range of software 
distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he or 
she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the 
original copyright holder who places the Library under this License may add an explicit geographical distribution limitation 
excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

13. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the Lesser General Public License from time to time. 
Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns. 
Each version is given a distinguishing version number. If the Library specifies a version number of this License which applies to it 
and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that version or of any later version 
published by the Free Software Foundation. If the Library does not specify a license version number, you may choose any 
version ever published by the Free Software Foundation. 

14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose distribution conditions are incompatible with these, 
write to the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free 
Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the two goals of preserving the free 
status of all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of software generally. 
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N0 WARRANTY 

15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE 
EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT 
HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER 
EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE 
LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY 
SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER ， 
OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE，BE LIABLE 
TO YOU FOR DAMAGES，INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING 
OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA 
BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES ORA FAILURE OF THE LIBRARY 
TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Libraries 

If you develop a new library, and you want it to be of the greatest possible use to the public, we recommend making it free software 
that everyone can redistribute and change. You can do so by permitting redistribution under these terms (or, alternatively, under the 
terms of the ordinary General Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to the library. It is safest to attach them to the start of each source file to most 
effectively convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the full 
notice is found. 

<one line to give the library’s name and an idea of what it does.> 

Copyright (C) year name of author 

This library is free software; you can redistribute it and/or modiTy it under the terms of the GNU Lesser General Public License as 
published by the Free Software Foundation; either version 2.1of the License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU Lesser General Public License for more details. 
You should have received a copy of the GNU Lesser General Public License along with this library; if not, write to the Free Software 
Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111 -1307, USA 
Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the 
library, if necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the library 'Frob' (a library for tweaking knobs) written by James Random 
Hacker. 

signature of Ty Coon,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 
That's all there is to it! 
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仕様 


オーディオ部 


ビデオ部（コンポジット、 S ) 


定格出力(マ レチチヤンネ レ動作時） 

全]日 ch . ]4日 W 合計14日日 W 

(20 Hz 〜2日 kHz 、 日.日已％、8が 
定格出力(ステレオ動作時） 

20 Hz 〜2日 kHz 、 日.日已％、8 Q 

. 200 W +200 W 

20 Hz 〜2日 kHz 、 日.日已％、6 Q 
. 270 W +270 W 


1 kHz 、 日.日己〇/〇、4 Q 


400 W +400 W 


入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /7 己 Q 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 Q 

周波数特性 . 日 Hz 〜]日 MHz 

SN 比 . 70服 


ビデオ部（コンポーネント、 D 日) 


入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 Q 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 Q 

周波数特性 . 日 Hz 〜1日日 MHz 

SN 比 . 70服 


入力端テ(感度/インピーダンス) 


PHONO MM .5.0 mV /47 kQ 

LINE 系 .47 已 mV /47 kQ 

周波数特性 

LINE 系 . 已 Hz 〜]日日 kHz 、 ±§ d 目 

出力端子 （ レべレ/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 47已 mV /2.2 kQ 

SN 比 （ IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 
LINE 系 . 10己服 


電源供給部 

HDMI 出力端子 . 已 V 、100 mA 

ネットワーク部 

LAN 端テ . 1系統、1 0 BASE - T /1 00 BASE-TX 

USB 部 

US 目入力端テ . 1系統、 US 目2.日対応 


電源部-その他 


電源 . AC ] 00 V 、己0 Hz /60 Hz 

消費電力 . 550 W 


待機時消費電力 

.0.5 W ( HDMI コント□-ル機能 OFF 時) 

. 日.7已 W ( HDMI コント□-ル機能 ON 時) 

外形寸法(幅 X 高さ X 奥行） 

. 440 mm x 247 mm x 479 mm 


質量 


3 己.己 k 呂 


付属品 

U モつン . 1 

電源コード . 1 

単3形乾電池 . 2 

セットアップ用マイク（己 m ). 1 

iPod ケーブル . 1 

ワイピングク□ス . 1 

保証書 . 1 

取扱説明書(本書） 


♦仕様および外観は改良のため予告なく変更することび 
あります。 


H 


お手入れについて 

通常は柔らかい巧でからおさしてください。ちれびひどい場合は水で已〜目倍に薄めた中性洗 
剤に柔らかい布を浸してよく絞ったあと、ちれをおさ取り、その後乾いた布で拭いてくださ 
い。アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると、印刷、塗装などびはげる 
ことびありますのでご注意ください。また、化学ぞラさん等をお使いの場合は、化学ぞラさ 
ん等に添付の注意事項をよ < お読み < ださい。 
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音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しぶラ。 

ステレオの音量は、あなたのむびけ次第で大さくも小さくもなります。 

とくに静かな夜間には小さな音でわ通りやすいちのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましよラ。近所へ音び漏れないよラに窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守り 


よしよ J 〇 























































取扱上のご注意 
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液晶画面について 


• 液晶画面の中に小さな黒い点や明るく光る点(輝点)び出ることびあります。これは、液晶画面特有の現象で故 
障ではありません。 

. 寒い所でお使いになるとさは、電源を入れたあと、しばらく画面び暗いことびあります。時間び経つと正常な 
明るさになります。 

. 液晶画面に直射日光び当たると、光び反射し画面び見づらくなりますので、直射日光をさえざってください。 


細パックラ^/"について 


• 約]万時間お使いになると寿命になります。（ラックでの使用による高温連続動作や低温連続動作環境では、 
寿命び短くなることびあります。ラックでの使用時は放熱にご注意ください。） 


/ 巧、ル表面の光巧面および液晶表示窓のお手入れの しかた 


本機のパネル表面の光ミ尺面、液晶表示窓は、付属のワイピングク□スで軽くからおさしてください。 


パネル表面の光沢面 



1 1 

0000000000 

© 




付属ワイピングク□スの取り巧いについてのお願い 

. ホコ IJ 等で巧れたままのワイピングク□スを使用すると、本機の表面にキズびつく恐れびあります。 

• ワイピングク□スび巧れたときには、じ(下のよラに洗濯をしてください。中性洗剤を1%程度に薄めて、もみ 
洗いをしてください。その後、洗剤び残らないように十分にすすぎ洗いをし、乾燥後ご使用ください。 

• ワイピングク□スを紛失されたりちれびひどくなった場合は、おおくの販売店でワイピングク□スをご注文頂 
くか、直接部品受注センターで購入をお願いいたします。また、代用品として市販の眼鏡レンズおさなどを購 
入されてちご使用でさます。 
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困ったとを 


»障かな？と思った6 


故障かな？と思ったら下を調べてみてください。意外なミスび故障と思われびちです。また、本機!;の原 
因わ考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器もあわせてお調べください。 

下の項目を調べても直らない場合は、修理を依頼してください。 


急についで 


「音び出ない」「音びおかしい」「ノイズび出る」など、音についての疑問や症状です。 


症が 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせても、音 

入力端テの接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 


び出ない 

デジタル入力の設定び正しくない。 

設定を修正する。 

111 


音声切換の選択び正し < ない。 

音声切換ボタンで正しい入力信号を選択する。 

42 


三ュート状態(音量インジケーターび点滅)に 
なっている。 

U モコンで三ユートを解除する。 

41 


スピーカー出力び日 FF になっている。 

SPEAKERS ボタンを押して、日 FF じ(外にす 

MASTER VOLUME を調整する。 

82 


音量び下びっている。 

41 

フ□ントスピーカーな外 

スピーカーシステムの設定びフ□ント chi ； (外 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

105 

の音び出ない 

すべて N 日になっている。 

U スニングモードび STERE 日またはフ□ント 

サラウンド再生用の U スニングモードを選択 

43 


サラウンド•アドバンスモードになっている。 

する。 


サラウンドバックスピー 

SBch 処理モードの設定び日 FF になっている。 

日 N を選択する。 

50 

カーか 5 音び出ない 

SBch 処理モードの設定び AUT 日で「6.1 ch 再 
生検出信号」の記録されていないソースを使用 

日 N を選択する。 

50 


している。 

スピーカー出力端子の設定び [All Ch Bi - Amp ] 

[All Ch Bi - Amp ] 1；(外を選択する。 

90 


になっている。 

スピーカーシステムの設定でサラウンドまたは 
サラウンドバックかの設定び [ NO ] (無し)に 
なっている。 

サラウンドバック ch の設定を修正する。 

105 


接続び正しくないけラウンドバック ch を1本 

接続を再確認する（サラウンドノくック ch を1 

28 


のスピーカーで接続していて Rch 側に接続して 

本のスピーカーで接続しているとさは Lch 側 



いる)。 

に接続する）。 


特定のスピーカーか !5 音 

スピーカーシステムの設定び [ NO ] (無し)になっ 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

105 

び出ない 

ている。 

スピーカーの接続び外れている。 

スピーカーの接続を確認する。 

28 


ソフトのサウンドトラックび意図的にそのよラ 

U スニングモードによっては効果音のみ出力 

43 


に録音されている。 

される場合びあります。 



スピーカーの出カレベル設定びルさい。 

スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

107 


スピーカー出力の設定で [7.2 ch + Front 目]び 

スピーカーシステムで 「 A + B 」 または「日」にす 

82 


選択されているとさのスピーカーシステムの選 
択び合っていない。 

る。 


ステータス画面の音声の 

再生しているソースのプ□グラムフオーマット 

故障ではありません。収録内容をご確認くだ 


入力情報画面で、入カチャ 

にはそのチヤンネルの情報び記録されている 

さい。 


ンネルは表示されている 
び、音び出ていないスピー 
カーびある 

び、そのチヤンネルに音声び収録されていない。 



デジタル機器の音び出ない 

デジタル接続び正し < ない。 

デジタル接続を再確認する。 

39 


デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

111 


音声切換の選択び正し < ない。 

接続されているデジタル機器に応じて、音声 
切換ボタンで D に ITAL を選択する。 

42 


デジタル出カレベル調整機能び付いている CD 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に修正 



レコーダーなどのデジタル出カレベル設定び低 

する 。 （DTS CD の場合は0 d 目に設定してく 



すざる。 

ださい。） 



再生ソフトのデジタルフオーマットに対応して 

対応フォーマットの音声トラックを選択する 

18 


いないプレーヤーである（または出力しない設 
定1しなっている）。 

(または出力させる設定にする）。 


PCM1U がの信号の音び出 

音声切換の選択び 「 PCM 」 になっている。 

音声切換ボタンで正しい入力信号を選択す 

42 

ない 


る。 
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困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

録音びできない 

アナ□グ信号をデジタルで、デジタル信号をアナ 

アナ□グ信号はアナ□グ録音、デジタル信号は 

78 


□グで録音しようとしている。 

デジタル録音のみ可能です。 



コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号で 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号 



ある。 

は録音することはでさません。 



REC 端子の接続び正し < ない。 

正し < 接続し直す。 

38 

無入力でもノイズび聞こ 

電源そのものにノイズび残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とタコ足配線に 


无る 


なっていないか確認する。 


MULTI CH INPUT 端子 

MULTI CH INPUT 端テに接続したものではな 

入力切換ボタンで入力を切り換え、マルチチャ 

76 

に接続した機器で 、 DVD 
オーディオを再生したび 

い信号を再生している。(デジタル PCM 出力など） 

ンネル入力の再生をする。 


2 ch にダウンミックスさ 
れているよラな音になつ 
ている 

プレーヤーの出力設定び間違っている。 

プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


スピーカーの設定をフロ 
ント①み 「 LARGE 」 とし 
ていてマルチ ch ① DVD 
オーディオを再生したび、 
マルチ ch 音芦びダウン 
ミックスされない 

ダウンミックス禁止のソフトを再生している。 

故障ではありません。 


DTS CD のサーチ中にノ 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を読み 

故障ではありません。サーチ中はアンプの音量 


イズび出る 

取ってしまう。 

を下げ、スピーカーから出る音を抑えてくださ 
い。 


DTS の LD を再生ずると 

音声切換の設定び ANALOG で選択されている。 

機器を正しく すづ夕) レ接続し、音声切換ボタン 

42 

ノイズび出る 


で D に ITAL を選択する。 



サブウーファーのち続/再生について 


音についての問題の中でも、特に接続したサブウーファーについての疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

サブウーファーか ! 5 音び 

サブウーファーあり/なしの設定び [N 日](無し） 

[スピーカー設定]を確認して、サブウー 

105 

出ない 

に設定されている。 

ファーの設定を [YESK 有り)または [PLUS] 
にする。 



再生しているソース(シーン)や音楽に超低域成 

故障ではありません。収録内容をご確認くだ 



分 (LFE チャンネル)び含まれていない。 

さい。 



接続び外れている(または、間違っている)。 

サブウーファーの接続を確認して、外れてい 
るとさは接続し直す。 

13 


サブウーファー側の電源び日 FF になっている。 

サブウーファーの電源を確認する。 



サブウーファー側の自動スタンバイ機能び働い 

サブウーファーの機能を確認する(詳しくはヴ 



ている。 

ブウーファーの取扱説明書をご覧ください。） 



PRE OUT SUBW 日日 FER2 端テにサブウー 

サブウーファーを 1 本だけ接続するとさは、 

13 


ファーを 1 本接続している。 

PRE OUT SUBWOOFER 1 な品子に接続する。 


サブウーファーか 5 の音 

低域成分の少ない/ないソースやディスク (CD 

再生しているソースの低域成分び少なく、ヴ 

105 

び小さい 

など）を再生している。 

ブウーファーの音量び不足している場合は、 
[スピーカー設定]でサブウーファーの設定を 
[PLUS] にする。 



サブウーファー出カレベルの設定値びルさい。 

[スピーカー出カレベル]の設定を確認して、 
適切なレベルに調整する。 

107 


ク□スオーノ く一周波数の設定び低い。 

[X.OVE 刊の設定を確認して、適切なレベル 
に調整する。 

105 


サブウーファー側のボ U ューム設定びルさい。 

サブウーファーのボ U ュームレべルを上げる。 
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困ったとを 


166 


映像について 


「映像び出ない」「メニュー画面(日 SD 画面)び表示されない」など映像についての疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせても、映 

TV モニター側の入力切り換え設定び正しくな 

TV モニターの取扱説明書をお読みになり、 


像び出ない。または違ラ入 

い。 

正しい入力に切り換えてください。 


力の映像び出る 

ソース機器と HDM 喘テで接続しているび 、 TV 

ソース機器と TV モニターは HDMI 端子を 

32 


モニターを HDMI 端子で接続していない。 

使って本機と接続する。 



ソース機器と TV モニターを接続しているコー 

ビデオコンバート機能を日 N にする。 

56 


ドの種類び違っていてビデオコンバート機能び 
日 FF に設定されている。 

映像によっては著作権の関係で映像び出力され 

解像度の設定を変更するか、ビデオコンバー 

56 


ない場合びあります。 

ターの設定を日 FF にしてください。 



TV モニター側で非対応の映像信号を出力して 

解像度の設定を変更するか、ビデオコンバー 



いる 

ターの設定を日 FF にする。 


コンポーネント端子や D 

入力端テの設定の 「 S-Video In 」 または 

入力端子の設定を正しく行ラ。 

111 

端子、 S ビデオ端子に接続 
したソース機器の映像び 
出ない 

rComp/D In 」 の設定び正しくない。 



録画びできない 

録画機器とソース機器の接続端テび合っていな 

録画機器の接続端子とソース機器の接続端テ 



い。 

を（コンポジットまたは S ビデオで)合わせる。 
コピープ□テクト信号の入った映像信号は録 
画することびでさません。 


コンバート後のコンポー 

コピープ□テクト信号び極端に大さい、または 

コンバート回路またはモニター TV の仕様で 

31 

ネント出力映像び出ない、 

画質劣化の激しいビデオテープを再生してい 

す。コンポジットまたは S 端子の出力映像で 


または乱れる 

る。 

お楽しみください。 


Z0NE2 ①ビデオコンバー 

映像入力びコンポーネント信号である。 

入力をコンポジットか S 端テにする。または 

37 

卜機能び働かない 

劣化の激しい画像を入力している。 

TV モニターとコンポーネントケーブルで接 
続する。 

ビデオコンバート機能を日 FF にして、ソース 
機器とモニターを同じ種類のコードで接続す 
る。 

56 

LCD 画面に外部映像び表 

しソ下の状態の時は正し < 表示されません。 

LCD VIEW ボタンを押して日 SD 表示に切り 

79 

示されない。または画像び 

. HDMI 入力である 

換えてください。 


乱れる 

. ビデオコンバーターび日 FF である 
• 解像度の設定び PURE である 
• 外部映像入力びない 
• 対応でさない信号び入力されている 




操作について 


「操作でさない」「電源び切れる」など操作時にある疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

大音量で再生したとさに 

スピーカーコードのお線びスピーカー端子から 

スピーカーコードのお線をちラー度しっかり 

28 

電源び切れる 

はみ出して、リアパネルに接触しているか、+/ 
一び接触し、保護回路び働いている。 

ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 
ピーカー端テからはみ出ないように接続する。 
ボリュームを下げて再生する。 



スピーカーの実動作上の最低インピーダンスび 
非常に低いため、保護回路び働いた。または、低 
周波の過大な入力び持続した。 

チャンネルごとの周波数特性の補正で低域 
(63 Hz または I 2己 Hz ) のレベルを下げる。 

D に ITAL SAFETY 機能を I または2にする 
と、さらに数服音量び上げられる場合びあり 
ます。（スタンノくイモード時に、 SETUP ボタン 
を押しなびらむ STANDBY / 日 N ボタンを押 
して t /4 で DIGITAL SAFETY [ OFF ] を選び、 
◄-/- ►で1、2または日 FF を切り換えます。 
ただし、 D に ITAL SAFETY [0 FF ]1； (外に設定 
した場合、一部の機能び選択でさない場合びあ 
ります。） 

95 

電源び突然切れて 

スピーカーコードのお線びスピーカー端子から 

スピーカーコードのお線をちラー度しっか0 

28 

PHASE CONTROL イン 

はみ出して、 U アパネルに接触しているか、+/ 

ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 


ジケーターび点滅ずる 

一び接触し、保護回路び働いている。 

ピーカー端テからはみ出ないように接続する。 



本機のアンプ回路び故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼してく 
ださし、。この症状のあとに電源の日 N / OFF を 
繰り返すのはおやめください。 

179 























困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

操作ボタンを巧しても動 

空気び乾燥しているとさ、静電気などの影響を 

電源プラグを一度コンセントから外して、再 

40 

作しない 

受けている。 

び差し込む。 


AMP ERR または 

本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼して< 

179 

MCACC インジケーター 


ださし、この症状のあとに電源の日 N / OFF を 


び点滅して自動的に電源 


繰り返すのはおやめください。 


び切れる 




AMP OVERHEAT と点 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるように設置を変える。 

5 

滅表示び出たあと電源び 


一度電源を切り、冷えてから使用する。 


切れ、 STANDBY/ON ボ 




タンのインジケーターび 




点滅ずる 




12V TRG ERR と点滅表 

12 V 卜 U ガー端テに不具合び生じている。 

一度電源を切り、12 V 卜 U ガーの接続を見 

134 

示される 


直してください。 


音声切換ボタンを巧して 

接続またはデジタル入力の設定び正しくない。 

機器の接続を再確認し、「デジタル入力の設 

111 

も入力び DIGITAU こな！ 5 


定」を正しく修正する。 


ない 

MULTI CH IN 入力になっている。 

MULTI CH IN 入力！;(外に切り換える。 

41 


入力設定をしていない i . LINK 対応機器を選択し 

正しい入カフアンクシヨンを選択する。 

42 


ている。 



已 .1ch ソースを再生して 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定び日 FF に 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を日 N 

18 

いるのに、已 .1ch 再生さ 

なっている。 

にする。 


れない 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 

18 


DTS 出力設定び日 FF になっている。 

DTS 出力設定を日 N にする。 


DVD オーディオを再生ず 

MULTI CH IN 端テはアナ□グ入力端テなの 

故障ではありません。プレーヤーの取扱説明 


るとプレーヤーには 96 

で、デジタル情報を表示することはでさません。 

書もご覧ください。 


kHz と表示されるび、本機 




では表示されない 




96 kHz ①ソフトを再生 

プレーヤー側で9目 kHz 出力び日 FF になってい 

プレーヤーの9目 kHz 出力を日 N にする。 

18 

しても表示び 96 kHz に 

る。 



はらない 




リモコン操作びできない 

U モコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

6 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

7 ml ； (内、左ち30°しソ内で操作する。 

20 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除くか、操作する場所を移動す 



堂光灯などの強い光び U モコン信号受光部に当 

U モコン信号受光部に光び直接当たらないよ 



たっている。 

ラにする。 


他機器をリモコンで操作 

プ U セットコードの設定び間違っている。 

正しいプ U セツトコードを設定する。 

117 

でさない 

電池切れの期間にメモ U —び消去された。 

ちラー度設定を行ラ。 


プラズマテレビとの SR+ 

HDMI コント□-ル機能び日 N になっている。 

HDMI コント□ール設定で日 FF を選択する。 

129 

による連動操作びでさない 




旧接続をしているのに相 

接続でコント□ール端子の IN / 日 UT を間違えて 

正し < 接続し直す。 

127 

手機器びリモコンで動作 

いる。 



しない 

コント□ールコード!;(外の接続をしていない。 

アナ□グのオーディオコードまたは HDMI 

127 



ケーブルなどを接続する。 



他社製品の同用途端テと接続している。 

他社製品の動作はサポートしていません。 


CD-R/TAPE/MD 

ZONE 才ーディォ設定の ZONE 3 / RECSEL 

RECSEL を選択する。 

124 

0UT.DVR/VCR1 

出力び ZONE 3になっている。 



0UT.DVR/VCR2 OUT 




端子か 5 音び出ない 




ZONE 3 び選択できない 

ZONE 才ーディオ設定の ZONE 3 / RECSEL 

ZONE 3を選択する。 

124 


出力び RECSEL になっている。 



HDM ロント□-ル機能 

HDMI コント□-ル機能び日 FF になっている。 

HDMI コント□ール設定で日 N を選択する。 

129 

によるアンプ連動操作び 

本機の電源をテレビよりも先に日 N した。 

テレビの電源を日 N してから本機の電源を 

128 

でさない 


日 N にする。 



テレビ側の HDMI コント□-ル設定び日 FF に 

テレビ側の HDMI コント□-ル設定を日 N に 



なっている。 

する。 



テレビを HDMI 日 UT 2 に接続し、 HDMI 出力を 

テレビを HDMI 0 UT 1 に接続し、 HDMI 出力 

128 


HDMI 日 UT 2 に設定して視聴している。 

を HDMI 0 UT 1 に設定します。そのあと、テ 




レビの電源を日 N にしてから本機の電源を 




日 N にする。 
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困ったとを 


インジケーター/表巧について 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*①ソフトを 

デジタル接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 

39 

再生しても、ステータス画 

デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を正しく行ラ。 

111 

面の音芦の入力情報画面 

音声切換の選択び正し < ない。 

音声切換ボタンで正しい入力を選択する。 

42 

で入カチャンネル表示び 

プレーヤーび停止か一時停止になっている。 

再生を開始する。 


点打しない 

プレーヤーの音声出力設定び間違っている。 

プレーヤーの音声出力設定を各フォーマット 
に対応するよう修正する。 

18 


再生しているトラックび PCM などになってい 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デジタ 

18 


る。 

ル*の音声を選択する。 



収録フォーマットび己.1か(または「6.1か再 

故障ではありません。再生しているソフトの 



生検出信号」対応)ではない。 

パッケージをご確認ください。 


圧縮デジタル*①ソフトを 

デジタル信号び入力されていない。 

音声切換ボタンで AUT 日または D に ITAL を 

42 

再生しても、ロロ〇に ITAL 


選ぶ。 


または DTS などの表示に 

ソフトの音声び2 ch フォーマットである。 

故障ではありません。再生しているソフトの 

140 

ならなし、 

ドルビーサラウンドエンコードされたソフトで 
ある。 

パッケージをご確認ください。 


Surround EX (または 

「6.1か再生検出信号」び記録されていない(劇 

SBch 処理モードの設定を日 N にする。 

50 

DTS ES) ソフト再生時 

場公開時と DVD 収録時はまれに違ラ場合びあ 



に、 SBch 処理モード①設 
定を AUTO にしても EX 
(または ES) デコードしな 
い 

D ます）。 



Surround EX (または 

スピーカーシステムの設定で、サラウンドバッ 

サラウンドバック ch の設定を、接続したス 

105 

DTS ES) ソフトを再生 
中、ステータス画面で SL、 

クチヤンネルび [ NO ] 撫し)に設定されている。 

ピーカーに合わせて変更する。 


SB、SR ①インジケーター 

U スニングモードび正しくない。 

S 巨 ch 処理モードの設定を日 N または AUTO 

43, 50 

は点打ずるび、 EX (または 


に変更し、 U スニングモードをサラウンドに 

149 

ES) デコードしない 


して再生する。 


DVD オーディオを再生 

HDMI 接続をしている入力で DVD オーディオ 

故障ではありません。 


しているのにデイスプレ 
イには PCM と表示される 

を再生すると PCM と表示されます。 




圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC などの総称として使用します。 


MCACC (音場補正)について 


MCACC (音場補正)に関する疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

音場補正のオート設定を 

マイクとスピーカーとの間に障害物びある。 

障害物を移動させる。 

14 

何度行ってもエラーにな 




る 

スピーカーコードの接続び正しくない。 

スピーカーコードの接続を正しく行ラ。 

28 

測定結果のサブウーファー 

サブウーファー内部□ーパスフィルターの遅延 

MCACC では、こういった遅延特性を考慮し 


①距離び実際の距離より長 

特性の影響で、再生音にディレイびかかってい 

たラえで距離を特定して、正確なディレイ時 


い 

る。 

間を設定するようにしています。 


スピーカーの大、ル設定び 

ちに聞こえにくい周波数の騒音びある。 

エアコンなどモーターを使用した機器の電源 


誤った設定になる 


を切ってみる。 



マイクの位置によって微妙な音響特性の変化を 

[スピーカー設定]で正しい設定にする。 

105 


検出している。 



音場補正したび、音びおか 

スピーカーの位相び反転している （+/ — び逆に 

正しく接続する。 

28 

しい 

接続されている）。 



EQ プロフェッショナルで 

調整値の組み合わせによっては補正レベルび許 

「 OVER 」 の表示び消えるまで、さまざまな帯 

95 

自動測定された補正カー 

容量を超える。 

域のレベルを下げる。 


ブを手動で調整中に 




「OVER」 びディスプレイ 




に表示される 
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困ったとを 


EQ 補正をの巧響特性表おに関する疑巧 


症状 

原因 

対応 

参照 

PC または OSD 画面上で 
の EQ 補正後残響周波数特 
性表示のグラフびフラッ 
卜にそろわない 

グラフの傾斜は残響特性を示しています。部屋 
の残響特性そのものは、 EQ 補正だけでは直すこ 
とびでさないため、グラフの傾斜角度は補正前 
後でも同じになります。 

さまざまな原因によって 、 ALL CH ADJ で補正 
を行っても周波数特性のグラフはフラットにな 
らないことびあります。 

補正により、各周波数ごとのグラフび E 日の 
補正分だけ水平移動します。補正の効果は、 
指定した時間軸上のあるポイントでそろラこ 
とび確認でさます。 

残響特性（グラフの形状)そのをのは、視聴環 
境を改善しないと変化しません。 

MCACC では、無理な補正をせず、音質的に最 
良となるよう自動的に補正を行います。 

PC 表示用 
ァプ U ヶー 
シヨンソフト 

取扱説明書 

97 

マニュアル MCACC の 

EQ ①調整で調整した補正 
量び補正後表示のグラフ 
に反映されない 

残響周波数特性の表示では、各帯域を分析フィ 
ルタで分析したをのを表示します。一方、 EQ 補 
正は専用のフィルタを使用して信号の補正を 
行っており、このことび分析フィルタと E 日補正 
専用フィルタの形状の違いびグラフに反映され 
ない原因です。 

問題ありませんけート MCACC の場合は、こ 
のフィルタ形状による違いも考慮したうえで 
補正を行っています）。 


スピーカーシステムの設 
定で [SMALL] と設定さ 
れたスピーカーの低域び 
補正されていない 

に MALL ] に設定されたスピーカーは、 E 日によ 
る低域の補正は行いませんび、残響特性の表示 
はスピーカーから出る音の純粋な特性を示すた 
め、低域補正をしていない状態での特性びその 
まま表 TJX されます。 

MCACC はスピーカーの再生能力に応じて適 
切な補正を行っているため、に MALL ] に設定 
されたスピーカーの低域補正には問題ありま 
せん。 



し LINKj 妄続/再生について 


i . LINK ケーブルでつないだ機器の音を再生するとさの疑問や症状をまとめました。 


症が 

原因 

対応 

参照 

し LINK インジケーターび 

入力信号の切り換えで、 i . LI N K 対応機器を選ん 

音声切換ボタンで AUT 日を選択する。 

42 

消なしていて、音び出ない 

でいない。 

i . LINK ケーブルび外れている。 

正し < 接続し直す。 

77 


i . LINK ケーブルび長すざる。 

3.5 m し^下のケーブルを使用する。 



i.LINK AUDI 日フオーマットに対応していない 

接続した機器の取扱説明書を参照する。 



機器を接続している。 

再生している機器と本機との間の機器の電源び 

電源び切れていたり、機種によっては、電源 

147 


切れている。 

びスタンノ くイ状態の場合、信号を伝送するこ 
とびでさません。 

詳しくは、接続した機器の取扱説明書をご覽 
<ださい。 


PQLS OFF または PQLS 

i.LIN K 接続で再生中に、他の i . LI N K 接続機器の 



ON び一瞬表示されて、音 

状態を変更したりすると PQLS の日 N / OFF び切 



びとざれる 

り換わり、音び一瞬とぎれることびあります。 



音声切換で i 丄 ink び選べ 

i . LINK 対応機器の電源び入っていない。 

電源を入れる。 


ない 

し LINK 入力の設定び正しくない。 

正しく設定する。 


DVD 才ーディオ /SACD 

DVD オーディオ / SACD の再生を停止してち、 



の再生を停止してもプロ 

他のフオーマットび入力されるまで、プ□グラ 



グラムフォーマツ ト イン 

ムフオーマットインジケーターは表示されたま 



ジケーターび表示された 
ままになる 

まです。 



他製品のアップグレード 

製品のアップグレードなどによって機器の認識 

本機内部の機器情報を初期化します。本体のボ 


を行ったあとにし LINK で 

びでさな < なっている。 

タンを使ってし:!下の手順で行ってください。 


接続したその機器の名前 


1電源スタンバイ時に SETUP ボタンを押 


び表示されなかったりそ 


しなびら STAND 目 Y / ON ボタンを押し 


の機器をフアンクシヨン 


ます。 


で選択できない 


2なみで 「 i.LINK D 目 [ N 日]」を選んで 
ENTER ボタンを押す。 

3片马でに lear ] を選んで ENTER ボタンを 
押す。 

4 「 Clear ? [ OK ]」 と表示されたら、もう一 




度 ENTER ボタンを押す。 

通常画面び表示されたら初期化終了で 
す。もし [DB ERR 日刊び表示されたら、 
再度行ってください。 
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困ったとを 


HDM 腺続/再をについて 


HDMI ケーブルでつないだ機器の音を再生するとさの疑問や症状をまとめました。 

HDMI インジケーターび点滅し続けるときは下の症状、原因、対応をご確認ください。 


症が 

原因 

対応 

参照 

映像と音声の両方び出な 
い 

本機は HDCP に対応しています。ご使用の機器 
び HDCP 対応かどラかをご確認ください。 

HDCP 非対応のとさはコンポーネントビデ 
才、 D ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデオ 
コードのいずれかで接続してください。 

32 


ソース機器の仕様によっては AV アンプを通し 
ての HDMI 接続びでさない場合びあります。 

ソース機器の仕様を確認し、非対応のとさは 
ソース機器と本機をコンポーネントビデオ、 

D ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビデオコー 
ドのいずれかで接続してください。 

32 

映像び出ない 

ソース機器によっては、設定した解像度で映像 
び出力されない場合びあります。 

解像度の設定を変更してみてください。 



映像信号は DeepColor だび再生機器び 
DeepColor に対応していない。 

DeepColor に対応した機器で再生する。 



映像信号は DeepColo 「だび HDMI ケーブルび 
DeepColor に対応していない。 

High Speed HDMI ™ ケーブルを使ってく 
ださい。 



HDMI 出力の設定び接続している HDMI OUT 
端テと合っていない。 

HDMI 出力の設定を接続している HDMI 
日 UT 端テに合わせる。 

80 

音芦び出ない。またはとざ 
れる 

オーディオ調整機能の HDMI 設定び 
「 THR 日 UGH 」 になっている。 

「 AMP 」 に設定してください。 

53 


DVI 機器と接続しているとさは、音声び出ませ 
ん。 

別途音声の接続を行って < ださい。 

38-39 


アナ□グ映像を HDMI 出力しているとさは音 
声接続び必要です。 

別途音声の接続を行って < ださい。 

38-39 


ソース機器の設定び正しくない。 

ソース機器を正しく設定してください。 



オーディオ調整機能の HDMI 設定び 
「 THR 日 UGH 」 で、マルチチャンネル音声を入 
力している場合、すべてのチャンネルの音声は 
HDMI 出力されません。 

アナ□グまたはデジタル音声接続を行って 
<ださい。 

38-39 

映像び乱れる 

ビデオデッキなど映像信号に乱れびあるとさ 
(早送りなど）は映像の品位によって映像び歪 
んだり乱れたり映らなくなることびあります。 
また、ディスプレイ側の性能によっては同様の 
症状び出ることもあります。 

ビオデオコンバート機能を日 FF にして入力 
と同じビデオフオーマット（コンポーネント 
ビデオ、 D ビデオ、 S ビデオ、コンポジットビ 
デオコードのいずれか)で接続、再生してく 
ださい。 

56 

HDCP ERROR と表示さ 
れる 

HDCP に対応していない機器び接続されてい 
る。 

コンポーネントビデオ、 S ビデオ、コンポジッ 
トビデオコードのいずれかで接続してくださ 
し、。 HDCP に対応した機器でち表示されるこ 
とびありますび、映像びとざれなく出力され 
ているとさは不具合ではありません。 


NOT SUPPORT と表お 
される 

映像信号とディスプレイの能力び合っていな 
い。 

ソース機器の解像度や DeepColo 「の設定な 
どを変更してみてください。 


入力端子の設定で HDMI 
Input ①入力切り換え設 
定びでをない 

HDMI コント□-ルの設定び「日 N 」 になってい 
る。 

HDMI コント□-ルの設定を 「 OFF 」 にして 
<ださい。 

111,129 
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困ったとを 


HDM 愼続に関するご注意 


本機を経由してソース機器 ( DVD プレーヤーやビデオ、セットトップボックスなど)と TV (モニター)を HDMI ケー 
ブルを使って接続すると、映像や音声び出力されないことびあります(ソース機器の仕様により、 AV アンプを経 
由して TV に映像や音声を出力でさないことびあります)。このよラなとさは、接続しているソース機器のメーカー 
にお問い合わせください。 

AV アンプを経由して TV に映像や音声を出力でさないソース機器をそのままお使いになるとさは、下記の接続例 
1または接続例2の接続ち法に変更すると映像や音声を出力できます辭しい接続ち法については31〜32ぺージ、 
38〜39ページをご覧ください)。 

お続例1 

■ ソース機器と本機をコンポーネント映像ケーブル(または D 端子ケーブル)、および音声ケーブルで接続し 
て < ださい。 

■ 本機と TV を HDMI ケーブルで接続してください。 


-上記の接続では、ソース機器からのコンポーネント映像信号を本機びデジタル映像信号に変換して TV に出力しま 
す。このため、映像信号を変換したとさに多少画質び変わります。 


お続例を 

■ ソース機器と TV を HDMI ケーブルで直接接続してください。 

■ 本機とソース機器を音声ケーブルを使って接続してください。このとき TV の音量は最小にしてくださ 
し、 


- HDMI 入力端テび1系統の TV からは、直接接続したソース機器の映像のみ出力されます。 

-ソース機器によっては、2チヤンネル音声しか出力されないことびあります(これは、ソース機器び TV の音声チヤ 
ンネル数に合わせるためです)。 

-ソース機器を切り換えるときは、本機と TV の入力を両方切り換えてください。 

- HDM 喘テに入力される映像を TV で見るときは、 TV の入力を HDMI に切り換えます。このとき TV の音量は最小に 
調整してください。 


困つたとを 
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困ったとを 


ホームメディアギヤラリー入力について 


ご使用のネットワーク上のオーディオ機器や US 日メモ IJ 一もあわせてお調べください。 


症が 

原因 

対応 

参照 

ネットワークに接続でき 

LAN ケーブルび抜けている。 

LAN ケーブルを正しく接続してください。 

59 

ない 

ルーターの電源び入っていない。 

ルーターの電源を入れてぐださい。 



接続している機器にインターネットセキュ U 

インターネットセキユ U ティーソフトウエア 



ティーソフトウエアなどびインス1-ールされて 

などびインストールされている機器には接続 



いる。 

でさないことびあ D ます。 



本機の電源び日 N の状態で、電源び日 FF だった 

本機の電源を日 N にする前にネットワーク上 



ネットワーク上の機器の電源を日 N にした。 

の機器の電源を日 N にしておいてください。 


ホームメディアギャラ 

ホームメディアギャラ U —入力を選択すると初 

初期化には30秒〜40秒程度の時間びかか 


リー入力のメニュー画面 

期化処理を行います。メイン、 Z 0 NE 2、 

ります。しばらくお待ちください。 


び表示されない 

ZONES それぞれに初期化は行われます。 



r 再生準備中」と表示され 
たまま再生び始ま!5ない 

接続している機器の電源や接続び切れている。 

接続している機器の電源や接続を確認する。 

59 

パソコンび正しく動作し 

IP アドレスび正しく設定されていない。 

ルーターの DHCP サーバー機能をオンにす 

70 

ない 


るか、ネットワーク環境に合わせて、「ネット 
ワークの設定を行ラ」を手動で設定してくだ 
さい。 



IP アドレスの自動設定中です。 

自動設定には時間びかかります。しばらくお 
待ちください。 


パソコンなどのネット 

パソ]ンに Windows Media Player 11びイ 

パソコンに Windows Media Player 11を 

57 

ワーク上の機器のファイ 

ンス1-ールされていない。 

インス!-ールしてください。 


ルび再生でさない 

本機び対応していないフォーマットで記録され 

本機び対応しているフォーマットで記録され 

58 


たファイルを再生している。 

たファイルを再生してください。 



Windows Media Player 11または Windows 

Windows Media Player 11または 

ヴーバー① 


Media C 日 nnect で MPEG -4 AAC ファイルを 

Windows Media Connect では MPEG -4 

取扱説明書 


再生しようとしている。 

AAC ファイルを再生することはできません。 
他のサーバーを使用してください。 

参照 


ネットワークに接続している機器び動作してい 

待機状態やス U —プモードになっていないか 



ない。 

確認してください。 

必要に応じて再起動してみてください。 



ネットワークに接続している機器びファイルの 

接続している機器の設定を変更してくださ 



共有を許可していない。 

い。 



ネットワークに接続している機器のフォルダー 

接続している機器に保存されているフォル 



び削除または破損している。 

ダーを確認してください。 


接続しているネットワー 

接続している機器の設定び正しくない。 

接続している機器に、本機びデバイスとして 


ク上の機器にアクセスで 


認証(許可）されていないとアクセスでさま 


さない 


せん。接続している機器の設定を確認してく 
ださい。 



接続している機器に再生でさるファイルびな 

接続している機器に保存されているファイル 



い。 

を確認してください。 


動画、音楽、画像ファイル 

本機で正常に再生でさるファイルではない。 

本機で再生でさるファイルフォーマットか確 

58 

①再生び自動で停止した 


認してください。 


り乱れたりずる 


フォルダーび壊れていないか確認してくださ 
い。 




本機で再生でさる拡張テびついたファイルで 
も再生でさないことや表示されないことびあ 
ります。 



LAN ケーブルび抜けている。 

LAN ケーブルを正しく接続してください。 

59 


同ーネットワーク上でインターネット通信び行 

ネットワーク上の機器と接続するとさは 

59 


われているなど、ネットワークの通信び混雑し 

100目 ASE - TX をご使用ください。 



ている。 

ネットワークの通信び混雑しているとさは正 
しく再生でさないことびあります。 































困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

Windows Media 

Player 11に接続できな 
い 

0 S に Windows XP を使用しているパソコン 
で、ドメインに□グオンしている。 

ドメインではなく、□ーカルマシンに□グオ 
ンして < ださい。 

60 

USB デバイスのフオル 
ダーやファイルび表示さ 
れない 

フオルダーや音楽ファイルび FAT および NTFS 
領域しソ外に保存されている。 

フォルダーや音楽ファイルを FAT および 
NTFS 領域に保存してください。 


1つのフオルダー内に99999をこえるフオル 
ダー/ファイルび保存されている。 

1つのフォルダー内び99999じ(内のフォル 
ダー/ファイル数になるよラ保存してくださ 
い。 

63 

US 巨メモ U —に記録されたファイルに著作権 
イ呆護 ( DRM ) びかけられている。 

著作権保護 ( DRM ) びかけられているファイ 
ルは再生でさません。 

63 

USB デバイスを認識で 
をない 

USB デバイスび USB マスストレージクラス 
に対応していない。 

USB マスストレージクラスに対応した 

US 巨デバイスをお使いください （ USB マス 
ストレージクラスに対応した US 目デバイス 
であっても、本機で再生でさないちのちあり 
ます）。 

59 

US 巨デノ くイスびしっかりと接続されていない。 

USB デバイスの接続を確認してから、本機 
の電源をオンしてください。 

59 

本機び USB デバイスを不正と認識している。 

一度本機の電源をオフにしたのち、再びオン 
にして < ださい。 


USB デバイスを接続し 
ていて画面には表示され 
るび再生でさない 

US 巨メモ U - のフオーマツトび、 FAT 12また 
は HFS である。 

US 巨メモ U —のフオーマツトび FAT 1 目、 
FAT 32 または NTFS であるかどうか確認し 
てください。 FAT 12、 HFS は本機で再生する 
ことびでさません。 

59 

本機で正常に再生でさるファイルフオーマット 
でない。 

再生でさるファイルフォーマットを確認して 
<ださい。 


リモコンのボタンを巧し 
てちホームメディアギヤ 
ラリーの再生操作びでさ 
ない 

U モコンびホームメディアギヤラ U —モードに 
なっていない。 

U モコン操作モード切り換えスイッチを「入 
力機器」にしてから HOME MEDIA 
GALLERY ボタンを巧して、 U モコンをホー 
ムメディアギヤラ U —モードにしてくださ 
い。 

60 


困 

ご 

た 

と 

を 
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困ったとを 


エラーメッセージについて 


iPod 接続時のメッセージの意味 


メッセージ(エラー番号） 

メッセージび表示されるとを 

対応 

Error 11 

正常に通信でさないとさ。 

コネクターを一度がし、 iPod のメインメニューび 
表示されてから、ちう一度確実にコネクターを接 
続してください。それでも iPod び正常に動作しな 
い場合は、 iPod を U セットしてください。 

Error 12 

iPod ソフトウエアのバージヨンびちいとさ。 

iPod のソフトウエアを最新バージヨンにアップ 
デートして < ださい。 

Error 13 

iPod 操作モードび 「 Type 1」では操作でさないとさ。 

iPod ソフトウエアのバージヨンびちいとさ。 

iPod の操作モードを 「Type 2」に切り換えてくだ 
さい（一7己ページ）。 

iPod のソフトウエアを最新バージヨンにアップ 
デートして < ださい。 

Error 14 

iPod からの応答びないとき。 

iPod のソフトウエアを最新バージヨンにアップ 
デートして < ださい。 

No Music Track 

iPod に曲び入っていないとさ。 

iPod に曲を転送してください。映像を再生したい 
とさは iPod CTRL を日 N にして、 iPod 本体の操作 
で映像トラックを再生してください。 

No Track 

iPod で選択したカテゴ U —内にトラックび入って 
いないとさ。 

別のカテゴ U —を選択してください。 


HDMI コント□—ル機能を ON に設定しているとをに表おされるメッセージの意味 


メッセージ(エラー番号） 

メッセージび表示されるとき 

対応 

HDMI C ERR 110〜190 
HDMI C ERR 1A0 

HDMI C ERR 1B0 

HDMI C ERR ICO 

HDMI C ERR 2C0 

HDMI ケーブルの接続び正しくない。 

接続を確認してください。 

ケーブル断線の可能性びあります。 

本機または接続機器び故障している可能性びあ 

0ます。 


ホームメディアギヤラリー入力のとをのメッセージの意味 


メッセージ(エラー番号） 

メツセージび表示されるとき 

対応 

001 

ファイルの再生に失敗したとさ。 

本機び対応しているフォーマットのファイルか 
ご確認ください。（一72ページ） 

100 

通信びとざれているとさ。 

接続をご確認ください。（一日9ページ） 

LAN ケーブル断線の可能性びあります。 

101 

サーバーからの応答びないとさ。 

接続をご確認ください。（一曰9ページ） 

本機とサーバーとの通信に問題びある可能性び 
あ0ます。 

102 

ネツトワーク接続び切れたとさ。 

接続をご確認ください。（一日9ページ） 

LAN ケーブル断線の可能性びあります。 

103 

ヴーノ く一からの応答び無効なとさ。 

サーバーび正常に動作しているかをご確認<だ 
さい。 

300 

選んだファイルのフオーマツトに対応していない 

本機び対応しているフォーマットのファイルか 


とさ。 

ご確認ください。（一72ページ） 

400 

選んだファイルのライセンスび無効なとさ。 

ファイルのライセンスをご確認ください。 

401 


著作権保護により本機で再生でさないファイル 

403 

404 


の可能性びあります。 

500 

選んだファイルのライセンスび無効なとさ。 

ファイルのライセンスをご確認ください。 

已 01 


ヴーノ く一び再生を許可していないファイルの可 

已 03 


能性びあります。 

已 04 


著作権保護により本機で再生でさないファイル 

己〇已 


の可能性びあります。 































困ったとを 

システムセツトアップでの MCACC (音場補正)時に表示されるメッセージの意味 


r マイクを接続してください。」： 

マイクび接続されていません。フ□ントパネルの MCACC SETUP M に端テに、付属のマイクを接続してください。 

r 暗騒音び大きすざます。」： 

周辺の騒音び大さすぎ、測定に誤差び生じる可能性びあります。 

-エアコンなどモーターを使用した機器や超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に日 FF にするか遠ざけるなどの処置を行ってみて 
<ださい。 

-周囲び比較的静かな時間帯にちラー度やり直してください。 

r マイクをチェックして < ださい。」： 

マイクからテスト信号び検出でさなくなりました。 

•オートセットアップ用マイクの接続や接続コードの断線をチェックしてください。 

•スピーカーび正しく接続されているか確認してください。 

-測定中はでさるだけボ U ュームを変化させないでください。 

「 ERR」■ 

スピーカー Yes / No (有り/無し)判定で、下のような間違った接続を検出しました。 

- Front 正 RR ] の場合：フ□ントスピーカー左ちの両方び検出されない、または片方のみしか検出されませんでした。 

- Surr A/Surr B 正 RR ] の場合：左ちのスピーカーの片方しか検出されませんでした。 

• SurrA [ NO ]、 Surr 巨正 RR ] の場合；サラウンド A の接続は検出されず、サラウンド巨の接続び検出されました。サラウンドスピー 
力一を一組 (2 本) のみ接続するときは、 Surr A 側 ( L 2/ R 2 端テ側)を使用してください。 

- Surr A [ NO ]、 S 巨正 RR ] の場合；サラウンド A の接続は検出されず、サラウンドバックの接続び検出されました。 

- Surr A [ YES ]. S 目正 RR ] の場合：サラウンドバックち ( SBR ) のみび検出されました。サラウンドバックを1本のみ接続するとき 
は、 S 巨 L 側 ( L 4 端子側)を使用してください(一13ぺージ)。 

- SW [ ERR ] の場合；サブウーファー2のみび検出されました。サブウーファーを1本のみ接続するとさは、 SU 巨 W 日日 FER 1端子側 
を使用してください(一13ページ)。 

r サブウーファー 1( または 2)/ レベルび大きずざます。ボリュームを下ばてください。」： 

[ YES ] と設定したサブウーファー1(または 2) の出力信号び大きすざます。サブウーファー本体のボ U ュームを適正値に下げてください。 

r サブウーファー 1( または 2)/ レベルがルさずざます。ボリュームを上ばてください。」： 

[ YES ] と設定したサブウーファー1(または 2) の出力信号び検出できません。サブウーファー本体の電源を確認しボリュームを適正値 
に上げてください。 

「MCACC メモリーを選択してください。」： 

マニュアル MCACC 、 またはマニュアルスピーカー設定のスピーカー出カレベル、スピーカーまでの距離を行う際 、 MCACC MEMORY 
の選択び MCACC OFF になっています。調整を行いたい MCACC MEM 日 RY を選んでください。 


し LINK 関係の表お部のメッセージの意味 


reus FULL 」 ： 

i . LINK の伝送容量び最大まで達したために、データを送信することびでさません。 

rCANNOT LINK 1 」： 

本機と i . LINK 接続されている機器との接続関係び不安定です。 i . LINK ケーブルび正しく接続されているか確認し、本機と i . LINK 接続さ 
れている機器との間に i . LINK 対応機器びある場合は、それらの機器を含めて正しく接続されているか確認してください。 

rCANNOT LINK 2 」： 

i . LINK 接続したい機器を識別でさないので、その機器からの信号を受信でさません。 

「LINK CHECK 」 ： 

i . LINK 接続関係を確認しています。たとえば本機と i . LINK 接続されているネットワーク上で、新しく機器び加えられたり、外されたり 
したとさに表示します。再生中にこのメッセージび表示されたとさは、音びとぎれる場合びあります。 

「LOOP CONNECT 」 ： 

i . LINK 対応機器間の接続において、接続びループになっている。 

「NO NAME 」 ： 

i . LINK 接続されている機器に、製品名またはメーカー名などの情報びないとさに表示します。 

「NO SIGNAL 」 ： 

i . LINK 対応機器でもレシーバーのように再生信号を出力しない機器や本機で受信できない信号を出力する機器を選択した時に表示します。 

rPQLS OFF 」 ： 

再生中に PQLS の機能び日 FF になったときに表示されます。このとさ、音び瞬間的にとざれます。 

rPQLS ON 」 ： 

再生中に PQLS び機能び日 N になったとさに表示されます。このとき、音び瞬間的にとざれます。 

「 UNKNOWN 」 ： 

i . LINK 接続されている機器の情報び認識でさないとさに表示します。 


困つたとを 
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保証と アフターサービス 


保証書(別添) 


保証書は、必ず「販売店名•購入曰」などの記入を確か 
めて販売店から受け取っていたださ、内容をよくお読 
みのラえ、大切に保管してください。 


保証期間はご購入曰か51年間です。 


補修用性能部品の巧有期巧 


当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 

修埋に関するご質問、ご相談 


お買い巧めの販売店へご相談-ご依頼ください。 

修埋を依巧されるとを 


修理を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？と思つ 
たら」の項目をご確認ください。それでち異常のあると 
さは、必ず電源プラグを抜いてから、販売店へご依頼 
ください。ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い 
巧めの販売店に修理のご依頼びでさない場合は、「ご相 
談窓□のご案内-修理窓□のご案刚 （1 79ページ)をご 
覧になり、修理受付センターにご相談ください。 


連絡していただをたい内容 


参ご住所 
参お名前 
参お電話番号 

参製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 
• 型番： SC - LX 90 
参お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

参ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づさ修理いたしま 
す。 

■ 保証期間が過ざているときは： 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望により 
有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ-ビデ 

才機器）です。下記のを意事項を守ってご使用くだ 

さい。 

1 . 一般家庭用 iU 外での使用（例：店舗などにおける 
巨 GM を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用 
しないでください。 

3. 八ウリングで製品び故障する恐れびありますので、 
マイク□フオンを接続する場合はマイク□フオンを 
スピーカーに向けたり、音び歪むような大音量では 
使用しないで < ださい。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生 
しないで < ださい。 

リ 6_Ja 



長年ご使用のオーディオ製品の点検を！ 



夏情点検 



-電源コードや電源プラグび 




口 


このよラな症!犬は 
ありませんか 

異常に熱くなる。 

•電源コードにさけめや 
ひび割れびある。 

-電源び入ったり切れたり 
ずる。 

-本体か5異常な音、熱、 
臭いびずる。 

今 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、すぐ 
に電源を切り、電源プラグを 
コンセントか5抜き、必ず販 
売店にご相談ください。 
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困ったとを 


受付ち〜金9:30〜1致00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、1式00〜18:00 (弊社休業日は除く) 
□已2-已 32-1] 48 干4已 1-0 日日3名ち屋市西区押切 2-8-1 8 
〇已 64-33-7080 干 444-0931 岡崎市大和町字荒田 36-] 大和ビレッジ目-] 
059-213-6712 〒己 14-082] 津市垂水已22-己 
〇已 8-274 -己2己日干已日 0-83 已6山支阜市六条江東 1-1-3 
日已 4-23 日-4日目3干 422-8034 静岡市駿巧区高松 1-17-17 
〇已己-9日 7-84 己已干41 0-0876 ミ召津市 j ヒ今沢] 2-7 

□已 3-422-140] 干43已 -0042 お松市東区擦ヶ瀬町41己ビラモデルナ日号 
076 -240-0 已已〇 干920 -03 日2金沢市ち府3-日 0-1 K 2 ビ J レ ] F 
□7 日-42已 -3027 干 939-821 1富山市二□町]- 7- 1 
0776-27-1 768 干91 0-0001 福井市大願寺3-已 -9 


参中部地区 

☆名古屋サービスセンター 
岡崎サービス認定店 
津サービス認定店 
岐阜サービス認定店 
静岡サービス認定店 
沼津サービス認定店 
ミ兵松サービス認定店 
金沢サービス認定店 
富山サービス認定店 
福井サービス認定店 


受付月〜金日:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

日 22-37 已 -499 目干981 -3 似仙台市泉区上谷刈 6- 1 0-26 
□23 -日]已 - 1627 干 990-0023 山形市松波 1-8-17 

024-991-7466 干9目 3-88 巨1郡山市鶴見坦 1-9-2 已クレールアヴエニユー伊藤第2ビル1 F D 号 
01 9-6 已9- ] 89已干020 -00 已1盛岡市下太田下り I 原]已 3- 1 
01 7-73 己-2438干030 -082 1青森市勝田2- 16-10 
01 78-44-33 己]干031 -08 日2 ノ V 戸市ノ」、中野 3- 1 6-8 
01 8-869-7401 〒〇] 0-0802 秋田市外旭り I 宇梶の目34已 - 1 


>東京都内 

世田谷サービスステーション 
化東京サービスステーション 
多摩サービスステーション 


FAX 03-34] 9-4234 
FAX 03-3944-7800 
FAX 042-已24-已947 


受付月〜±日:30〜18:00 (曰■祝-弊社休業曰は除く） 

干]已已 -0032 世田谷区代沢 4-2 已 -9 
干] 70-0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第兰义保ビル 1 F 
干]90-日003立川市栄町 4-18-1 エクセル立川 ] F 


参関東-甲信越地区 

な千葉ヴービスセンター FAX 043-207-2 已已已 

松戸サービス認定店 FAX 047 -340- 日〇已2 

水戸サービス認定店 FAX 029-248-1306 

つ < ばサービス認定店 FAX 日298-已8-13日9 

☆埼玉サービスセンター FAX 048-日已] -8030 

川越サービス認定店 FAX 04日-233-日已81 

宇都宮ヴービス認定店 FAX 日 28-6 已7-已扫82 

群馬サービス認定店 FAX 0270 -22-1 8已9 

新漏サービス認定店 FAX 日2已 -374 -已7已日 

佐渡サービス指定店横山電機商会 FAX 02已 9-63-3400 

☆ネ申奈川サービスセンター FAX 04己- 943-3788 

横おサービス認定店 FAX 045-348-8661 

ネ申奈川西サービス認定店 FAX 046-231-1209 

兰宅島サービス指定店勝見電機 FAX 04994-曰 -1246 

松本サービス認定店 FAX 02日 3-48-0 已7已 

長野サービス認定店 FAX 日2目-229-已2已日 

甲府ヴービス認定店 FAX 0己己- 228-80 日3 


受付月〜金目:3□〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、13:0□〜18:00 (弊社休業日は除く） 

干 263-0014 千葉市稲毛区作草部町1 369-1 椎の実； V イツ1 F 
干 270-002 ] 松戸市小金原 4-9-23 
干3 ] 0-0844 水戸市住吉町307 -4 
干30已 -004 已つ < ば市梅園 2-2-6 
干33 1-08] 2さいたま市；!ヒ区宮原町 1-310-1 
干3已 0-0804 JI I 越市下広谷1 128-1 1 
干32 1-0 日] 2宇都宮市石井町3373-] 

干 372-080] 伊勢崎市宮テ町] 191-17 パヴージュ808伊勢崎] 0] 号 
干9已〇 -0982 新漏市中央区堀之内南 1-20-11 
干9已 2- 1209佐渡市金井町千種11已 8-] 

干 224-0037 横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデユール茅ヶ崎 
干240 -0043 横お市保±ヶ谷区坂本町2己0 
干 243-0422 海を名市中新田 4- 10-已3中山ビル 1 F 
干] 00-12]] 兰宅村大宇坪田 

干390 -08 己2松本市大字島立 180- 已パイオニア松本拠点 1 F 
干 380-0935 長野市中御所1 -24 
干4日日-003己甲府市飯田 4-9- 14 


サービスステーシ 


ヴービス拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付センターでお受けします。（ミ中縄県の方はミ中縄サービスステーション） 

また、認定店は不在の場合をございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付センターにご確認ください。 


参北海道地区 

☆札幌サービスセンター 
旭川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


FAX 0]]-日]]-已694 
FAX 0] 6日-己己-7207 
FAX 0] 已己- 23-77 已7 
FAX 0138-40-6473 


受付月〜金日:30〜18:00 (± ■曰-祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付日:30〜] 2:00、 ] 3:00〜] 8:00 (弊社休業日は除く） 
〒〇日4-日822札幌市中央区北2条西 20-1-3 クワヴワビル 
干070-日83 ] 旭 J I 怖旭町]条] T 目 438-89 
干080-日 0] 已帯広市西已条南 28 T 目 1-1 
干041 -08 ]] 函館市富岡町 2- 1 8-7 


XXXXXXXXXX 
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受付月〜金9:30〜1狂00仕•曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付日:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

06-631 0-9120 干已 64-00 己2吹田市広芝田了已 -8 

0722 -7 己-2日2巳〒巳 93-8322 巧市西区津义野町1 -8- 1已□-ズマンション 1 F 

078 -2 日己-0832 〒日日1 -0093 巧戸市中央区二宮町1 T 目1 0- 1□-レル兰宮ノースアベニュ ー 1 F 

0792-已 1-2 日已日〒日7 1-0224 $臣圧き市另 IJ 所田: T 佐±1 -] 2日 

0734 -4 日-3026 〒日41 -0021 和歌山市和歌浦東 3- 1 -2 已 

07己-3已 2-2 己88〒日 00-8322 京都市下京区西洞院通五条ま南角ル柳町巳1 3-2 五条义保田ビル 1 F 

0742 -3 日-87 ] 3 干日 30-8 ] 32奈良市大森西町21 -26 

0773 -24 -已37已〒日 20-00 己已福知山市擦尾新町 2-74 カマ八チマンション 


082 -248-9939 
08日- 244-8748 
08已 2-22-7779 
0849 -3]-279] 
08己 7-28-80 ]] 
0834 -33 -已7已9 
087-861-4841 
〇呂 8-6 巨 9-607 巨 
088-802-3321 
089-91] -已608 


受付月〜金9:30〜1狂00仕-曰•祝.弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付日:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

干730 -0041 広島市中区ル町 2-30 第二有楽ビル 1 F 

干700 -097 已岡山市今 8-1 已 -21 

〒日 90-00] 7松江市西津田4-已 -40 (有）テクピット内 

干720 -08 ] 已福山市野上巧 3- 1 2-9 

干68日-0934鳥取市徳尾 422-2 

干 745-0006 周南市花富町 3-] 1森広事務所1 F 

干7日 0-0078 高松市今里町 1-16-1 

干77日-8023徳島市勝占町中須92-]大松ジョリカ地下1階103号 
干7800□己1高知市愛岩町 3-12-1 3晃栄ビル1 F 
干79 1-80] 3松山巿山越日- 12-8 


092 -4] 2-74 已〇 
093 -94]-83 已4 
092-461-1643 
09己- 849-4 日06 
096 -331-3323 
097-已已] -2049 
099-20]-3803 
098已 -27-3] 36 


受付月〜金日:30〜1狂00吐•曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付日:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

干81 2-0016 福岡市博多医博多駅南 2- 1 2-3 

干802-日044北九州市ル倉北区熊本] T 目 9-4 植田ビル 1 F 

〒8 ] 2-0006 福岡市博多区上牟田 2-6-7 

干8已2-8]4已長崎市昭和 1 T 目 12-10 ク U スタル八イツ平野 

干8日 2-09] 8熊本市花立日 T 目 14- 17 

干870 -0921 大分市巧原 3-23-1 已曰商ビル101 

干89日-0046鹿児島市西田 3-8-24 ヴニーヴイド 2] ]F 

干 880-0821 宮崎市浮城町 98- 1 


♦関西地区 

☆大阪サービスセンター 
大阪南サービス認定店 
ネ申戸サービス認定店 
姫路サービス認定店 
和歌山サービス認定店 
京都サービス認定店 
奈良サービス認定店 
福知山サービス認定店 


参中国-四国地区 

☆広島サービスセンター 
岡山サービス認定店 
松江サービス認定店 
福山サービス認定店 
鳥取サービス認定店 
徳山サービス認定店 
高松サービスステーション 
徳島サービス認定店 
高知サービス認定店 
松山サービス認定店 


♦九州地区 

福岡サービスセンター 
北九州サービス認定店 
博多サービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
鹿児島サービス認定店 
宮崎サービス認定店 


傷沖縄県 受付月〜金目:30〜18:00吐.日.祝.弊社休業日は除く） 

沖縄ヴービスステーシヨン TEL 098-879-1910 干 901-21 13浦添市大平 2-2 -日ひろえ八イツ]02 

_ FAX -098-879-1 3已2_ 

平成20年2月現在 記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了をください。 
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<各窓□へのお問い合わせの時のご注意> 

「日12日」で始まる IP フ IJ- コールおよび画フ IJ- ダイヤルは、 PHS、 携帯電話などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 


商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓口およびカタ□グのご請求について 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜18:00、 

±曜 • 日曜-祝日9:30〜12:00、 

13:00〜17:00 (弊社休業日は除く） 

♦家庭用オーディオ/ビジュアル商品 

■爲 0120-944-222 

国一般電言舌 03-5496-2986 

■ファックス 

03-3490 -已 7] 8 


■インターネットホームページ 

http :// piQneer . jp / support / 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうか 
ご確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

• お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 



受付時間月曜〜金曜9:30〜19:0日、 

±曜 • 日曜-祝日9:30〜] 2:日0、13:0日〜1狂00 

画 0] 20-已- 8] 028 ■-般電話 

(弊社休業曰は除 <) 

■電話 

03-已 496-2023 

■ファックス 

^日] 2日一已一吕]日29 


■インターネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/repair.htnnl 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜9:3日〜18:00吐曜-日曜-祝曰-弊社休業日は除く） 


■一般電話 

098 -879- 1910 


■ファックス 

098-879-13己2 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 

•部品（付属品、 IJ モコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 


受付時間月曜〜金曜9:30〜]泣0日、±曜 • 日曜-祝日9:30〜] 2:00、 ] 3:00 

■電言舌 画日] 20— 已一8109已 ■ 

■ファックス 函 0] 20-已 一8] 09日 

-18:00 (弊社休業曰は除く） 

1- 般電話日已 38-43-1] 6] 


平成20年2月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了をください。 V 0 L 027 
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付録 


工場出荷時の設定一覧 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

スピーカー出力端子の設定 

ノーマル 

90 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

9 ch / すべて Small (ル） 

105 

サブウーファー 

YES (有り） X 2 

105 

スピーカー出カレベル （ Ml 〜 MS ) 

すべて 0.0 d 巨（補正無し） 

107 

スピーカーまでの距離 （ Ml 〜 MS ) 

すべて3.00 m 

108 

ク□スオーバー周波数 

80 Hz 

105 

定在波制御 （ Ml 〜 M 目） 

全フィルター 0.0 d 巨（補正無し） 

52、94 

視聴環境の周波数特性の補正 （ Ml 〜 M 目） 

全帯域 0.0 dB (補正無し） 

52、96 

X カーブ 

OFF 

108 

サラウンドバックスピーカー間の距離 

0 - 0.3 m 

109 

入力の設定 

U アパネル表記のとおり（入力端テの設定参照） 

111 

入カファンクシヨン 

DVD/LD 

41 

入力信号の種類 

AUTO (入力信号により変化します） 

42 

SBch 処理モード 

ON 

50 

U スニングモード 

AUTO SURROUND 

43 

MCACC 

M 1: MEM 0 RY 1 

49、52 

PHASE CONTROL 

ON 

47 

FULL BAND PHASE CONTROL 

OFF 

48 

オーディオ調整機能の各項目 

(オーディオ調整機能のページを参照） 

51 

ビデオ調整機能の各項目 

(ビデオ調整機能のページを参照） 

55 

Digital Safety 

OFF 

166 

スピーカーシステム A/B 

SP ； A + B ON 

82 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

80 

SR +連動モードの設定 

OFF 

132 

HDMI コント□-ル機能 

ON 

129 

12 V 卜 U ガーの連動設定 

すべて日 FF 

134 


本機のずべての設定を工場出荷時に戻ず 


設定オール U セツトは！;(下の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで行います。 

設定オール U セツトを行うと、上記のすべての設定び工場出荷時の状態になりますので 十分ごま意ください。 


①本機び STANDBY モードのときに SETUP ボタ 
ンを押しなびら STANDBY / ON ボタンを押し 



② LCD 画面で 「ALL RESET ◄ NOH を選びます 


③仁/与で 「 RESET 」 を 選んで ENTER ボタン 
を押します 



④フ□ントパネル表示部に 「 RESET ? [ OK ]」 と 
表示されたらもラー度 ENTER ボタンを押し、 
roKj と表示されたら設定の才ール U セットは 
完了です 


電源コンセントからコンセントを長時間抜いた状態にしていてち、本機で設定した各種設定び消去されることはありません。 
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付録 


を < いん 


本機を操作するときのをな用語や表示をまとめました。参照ぺージに進むと、それぞれに関連する情報びあります。 


五十音順 

アスペクト比 . 56 

アドバンスドサラウンド . 43, 45,己4,1已1 

アナ□グ ATT. 22, 79 

アフターサービス . 176 

イコライヴ (EQ). 9己 

位相 . 10,47,101 

;ィタ a 自画面 . 16〇 

エフェクト . 己4 

エラーメッセージ . 174 

オーディオ調整 . 51 

オートセットアップ . 14, 88 

才ートディレイ . 己3 

音場補正 . 85 

白声入力ちち . 4ご 

胃 M. 41 

解像度 . 曰目 

画質 . 31，55 

カスタム . 88 

簡単ガイド . 11 

ク□スオーバー周波数 . 105,106 

群遅延特性 . 10, 47,101 

サービスステーション U スト . 177 

彩度 . 56 

サウンドディレイ . 己2 

ヴウン K レト U バー . 己2 

サブウーファー . 10己，106,138,16己 

サラウンドバックスピーカー . 50 

残響特性 . 85, 96,169 

ヴンプ U ングレートコンバート . 己2 

システム設定 . 87 

周波数位相特性 . 10, 47,101 

周波数特性（周波数振幅特性） . 1 a 47, 52,101 

修理 . 179 

tt 様 . 162 

消胃 . 41 

初期化（リセット）本体 . 180 

初期化（リセット）リモコン . 120 

初期設定 . 180 

状態確認（ステータス） . 81 

スピーカー . 13, 26, 82, 90, 91，101，105,137 

スピーカーインピーダンス . 13, 28 

スピーカー出力端子の設定 . 90 

スピーカー出カレベル . 8己 

ス ti —力一言又た . 105 

ス U —プタイマー . 80 

接続コード . 31，148 

センターイメージ . 54 

センター幅 . 己3 

その他の設定 . 114 

ダイア□グエン八ンスメント . 己2 

ダイナ三ックレンジコント□ール . 己3 

他機器連動 . 127, 128, 131，134 

超低域音声 . 106 

定在波制」宿！] . 52, 86. 88. 94 

データ管理 (MCACC). 102 

ディスプレイ . 81，1 13. 116 


ディマー . 

ディメンション . 

デジタル音声 . 

デジタルノイズ U ダクション 

デュアルモノ . 

胃源 . 

Iンコント□-ル . 

トラブル . 

ドルビー . 

入力端テの設定 . 

ネットワーク . 

ノイズリダクション . 

バーチャルサラウンドバック 

バイアンプ接続 . 

バイワイヤ接続 . 

パソコン . 

パソコンへ転送 . 

パノラマ . 


. 80 

. 53 

. 39, 42,140 

.52. 54 

. 53, 54 

. 40 

. 52 

. 164 

. 141 

. 111 

10, 57,1日1，172 

. 56 

. 50 

. 28 

. 28 

. 己7, 98,100 

. 100 

. 53 


ビデオコンバーター . 

ビデオ調整 . 

プラズマテレビ . 

フ□ントサラウンド•アドバンス 

フ□ントパネル . 

へッドホン . 

ホームメディアギャラ U — . 

補正カーブ . 

補正時間位置 . 

保証 . 

マニュアル MCACC. 

マニュアルスピーカー設定 . 

マルチゾーン . 

マルチチャンネル入力設定 . 

三ッドナイト . 

ラウドネスモード . 

U アパネル . 

U スニングモード . 

U モつン . 

棘白/壶お画 . 

ワイピングク□ス . 


. 31，己6 

. 55 

. 128,131 

. 43, 44, 4己 

. 20 

. 43 

.... 10,己7,151,172 

. 86 , 88 

. 96, 97 

. 176 

. 91 

. 10己 

. 27,122 

. 114 

. 52 

. 52 

. 24 

. 43,149 

6, 20, 22,117,121 

. 78 

. 163 
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付録 


アルファベット/数字順 

AAC . 143 

ALLCH ADJUST . 86, 88 

Auto Surround . 44, 4己，149 

DeepColor . 10，170 

DHCP . 己7, 70, 1 己 1 

DIRECT/PURE DIRECT . 43, 44, 46, 149 

DLNA . 己7, 152 

DNS Server .1 己 2 

DNR . 己 2 

DTS .1 42, 149 

DVD 才ーディォ . 41，已0, 7 目，77, 83,149 

Fine Channel Level .91 

Fine SP Distance .92 

FRONT ALIGN . 86, 88 

F . S.SURR FOCUS/WIDE .4 己 

FULL BAND PHASE CONTROL .1 0, 47,101 

F 特 . 47, 48,101 

Group Delay . 47，101 

HDMI . 10, 31，32,己3, 80,147, 148,170, 174 

HDMI コント□-ルモード . 128 

HOME MEDIA GALLERY .1 0,己7, 1 己 1 ， 1 72, 174 

i.LINK . 77, 11 己， 14 目， 1 48,169,175 

IP Address .70 

iPod . 73,148, 174 

LAN . 10，己7, 59, 152 

LCD VIEW .79 

Linux .1 己己 

LPCM . 己 8 

MCACC MEMORY . 49, 52. 88 

MP 3.58 

MPEG -2 AAC . 143, 151 

Neural-THX Surround .146 

日 SD 言語設定 .113 

PC 表示機能 . 98,100 

PHASE CONTROL .10, 47 


X . OVER .1 日己， 106 

ZONE 才ーディオ設定 . 124 

ZONE ビデオ設定 . 124 

12 V TRIGGER . 134 

12 V 卜 U ガー . 134 


Precision Distance . 93 

RF . 34 

SACD . 41，己3, 7 目，77, 83,149 

SB ch 処理 .50 

SIGNAL SELECT .42 

SPEAKERS .82 

SR +.131 

SRC .52 

Subnet Mask .70 

STANDARD . 43, 149 

STATUS .81 

STREAM DIRECT . 43, 149 

SYMMETRY . 86, 88 

THX . 43,144, 146, 149 

THX オーディオ設定 . 109 

TRIM .94 

US 巨 . 57, 59. 60 

WAV .58 

WMA .58 

WMA 9 Pro .144 

X-Curve .108 
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インターネットによるお客様登録のお願い 

http://pioneer.jp/support/ 


このたびは弊社製品をお買い上げいたださ、まことにあ 
りびとうございました。弊社では、お買い上げいただい 
たお客様に「お客様登録」をお願いしています。左記ア 
ドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての 
重要なお知らせなどをお届けいたします。なお左記アド 
レスは、困ったとさのよくある質問や各種お問い合わせ 
先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様の 
お役に立てるサービスの提供を目的としたページです。 


VY イオニア株式会社 

1己 3-86 己4東京都目黒区目黒1 T 目4番1号 


©2007； てイオニア株式会社 
禁無断転載 


JIS C 6] 日0日- 3-2 適合品 


/ J に C 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性 
一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 (1 相当たりの入 
力電流び 20Al；rF の機器)」に基づさ、商用電力系統の高調 
\波環境目標レベルに適合して設計•製造した製品です。 


<^RA 7249 -B> 




